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序 文

熊本県教育委員会では、県内各地に分布する文化財の基礎資料の整備・充実を

図るため、遺跡分布調査を中心に地域や種別を限って基礎的な調査を進めており

ます。

これまでに、装飾古墳調査（48～49年度）、中世城跡調査（50～52年度）、菊

池川流域文化財調査（50～52年度）、条里制調査（50～51年度）などが一応終結

し、その成果は熊本県文化財調査報告書として刊行してきました。

生産遺跡基本調査もこれらと一連の事業として計画したもので、53～54年度の

2カ年にわたり、県下に所在する製塩遺跡、製鉄遺跡、石器製作跡（53年度）、

須恵器窯跡、瓦窯跡、陶磁器窯跡（54年度）について基礎調査を実施しました。

本書が文化財に対する認識と理解、さらに学術・研究上の一助になれば幸せで

す。

調査に当たり、文化庁をはじめ関係市町村教育委員会、専門調査員、調査協力

者など、多くの方々 の協力を受け、円滑に調査が遂行できましたことに対して、

ここに厚くお礼を申しあげます。

昭和55年3月31日

熊本県教育長井本則隆
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言

1本書は、熊本県教育委員会が国庫補助を受けて実施した

生産遺跡基本調査の報告である。

2本書には芯54年度に調査を実施した須恵器窯跡・瓦窯跡

・陶磁器窯跡、および製鉄遺跡に関する補足調査の成果を

収録した。

3本書は、53年度報告『生産遺跡基本調査報告書1』熊本

県文化財調査報告第38集と一体を成すものである。

4本書の執筆には横尾泰宏・松本健郎。勢田広行があた

り、その分担は文末に示した。

また、大迫靖雄専門調査員から玉稿をいただき、付論と

して収録した。

5本書に使用した図の作成は松本。勢田が行い、池田栄史

･西住欣一郎。田尻悦子の協力を受けた。

掲載写真は松本の他、白石巌・松本教夫氏によるもので

ある。

6本書の編集は熊本県教育庁文化課で行い、松本が担当し

た。



第1章調査の概要

｛調査の目的

昭和47年熊本県教育委員会に文化課が新設されて以降、従来の資料をもとに文化財に関する

基礎資料の作成作業が進められている。

この作業の中心となるのは遺跡台帳の整理であり、従来の『熊本県埋蔵文化財遺跡地名
註 1註2 註 3

表』、『全国遺跡地図（熊本県）』に加えて『熊本県埋蔵文化財包蔵地一覧表(昭和51年度)』

を出版する竿、鋭意その把握や周知が計られている。さらに昭和55年度には『全国遺跡地図
註4

（熊本県）』の改訂版の出版も企画されている。

これらの作業は机上操作が中心であり、遺跡の現状把握等について弱点があることは否めな

い。そこで、これらと並行して地域・種別を限定してさらに一歩進めた調査が実施されてい
註 5

る。これまでに装飾古墳調査（昭和48年～49年度）、中世城調査（昭和50～52年度）、条里制
註 6註7

調査（昭和50～51年度）、菊池川流域文化財調査（昭和50～52年度）等が終了している。

生産遺跡基本調査はこれらの一環として計画した事業で、対象とする遺跡は製塩遺跡、製鉄

遺跡、石器製作跡、須恵器窯跡、瓦窯跡、陶磁器窯跡である。

これらの遺跡は主に山間丘陵部や海浜に立地しており、地上にはほとんど標識物がなく、人

知れず破壊されてしまう恐れがあり、現に消滅してしまった遺跡もかなりの数にのぼる。ま

た、台帳や遺跡地図に登載されていても現地が不明であったり、出土遺物や遺跡の年代・範

囲・現状等についての基礎資料が不足している。

これらの不備を補い、基礎資料を作成して将来に資するというのが本調査の目的で、あわせ

て未登録遺跡の発見に努めた。

この調査は国庫補助事業として、53～54年度の2カ年にわたり下記により実施した。

（松本健郎）

第1表対象遺跡一覧表

|＊”｜”※”’’Ⅸ章円’㈹＊’
53年度 製塩遺跡・製鉄遺跡・石器製作跡 2,000 註8

54年度 須恵器窯跡。瓦窯跡・陶磁器窯跡 3,000

－1 －



熊本県教育委員会『熊本県埋蔵文化財遺跡地名表』、昭和37年。

文化財保護委員会『全国遺跡地図（熊本県）』、昭和41年。

熊本県教育委員会『熊本県埋蔵文化財包蔵地一覧表（昭和51年度）』、昭和52年。

文化庁から出版の予定。

熊本県教育委員会『熊本県の中世城跡』、熊本県文化財調査報告第30集、昭和53年。

熊本県教育委員会『熊本県の条里』、熊本県文化財調査報告第25集、昭和52年。

熊本県教育委員会『菊池川流域文化財調査報告書』、熊本県文化財調査報告第31集、昭和53年。

熊本県教育委員会『生産遺跡基本調査報告書I』、熊本県文化財調査報告第38集、昭和54年。
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Ⅲ調 査の組織

調査の組織及び調査関係者は下記のとおりである（敬称略、順不同）。

調査主体熊本県教育委員会

調査責任者岩崎辰喜（文化課長）

調査総務真弓袈裟勝（前文化課長補佐）、田辺宗弘（文化課長補佐）、望野正雄（前

文化課管理係長）、村上孝司（文化課管理係長）、石原昭宏・矢野みゆき

（文化課主事）

調査総括隈昭志（文化課文化財調査係長）

調査員横尾泰宏･松本健郎（文化課技師）、勢田広行･鶴嶋俊彦・白石巌（文化

課嘱託）

遺物整理協力上野辰男（文化課主幹）、山城仁恵（文化課嘱託）、熊本県文化財収蔵庫

専門調査員横山浩一（九州大学文学部教授）、三島格（福岡市教育委員会文化財専門

調査員）、渡辺正気（九州歴史資料館学芸課長）、小田富士雄（北九州市立

歴史博物館主幹）、亀井明徳（九州歴史資料館学芸員）、大迫靖雄（熊本大

学教育学部助教授）、大津正巳（北九州郷士史研究会）

調査補助員大仁田喜義（苓北町文化財保護委員)、松本教夫（天草町文化財保護委員)、

池田栄史（国学院大学大学院）、西住欣一郎（熊本大学）、田尻悦子（駒沢

大学）

調査協力者荒尾市教育委員会･玉東町教育委員会・菊水町教育委員会．山鹿市立博物

館・城南町教育委員会･松橋町教育委員会･豊野村教育委員会・宇土市教育

委員会．天草町教育委員会･上田陶石合資会社・熊本大学考古学研究室．荒

尾高校・荒尾第二中学校・荒尾第五中学校．宇土高校・宇土高校社会部OB

会

荒井繁。福島作蔵･平島広幸･清田之長･坂田幸之助･前田重治．清田国

弘・古財誠也･前田一洋・原口長之･富樫卯三郎・徳本明．上田亨吉．上

田万寿夫・福富安熊・松本積治･高木恭二･荒尾宏（松本）

－2－



Ⅲ調査の概要

調査の開始にあたり、文化課の遺跡台帳、先学の業績、市町村史（誌）等を参照して地名表

の作成を行った。この地名表をもとに現地踏査を実施し、位置や現状の確認、遺物等関連資料

の調査を実施し、あわせて未登録遺跡の発見に努めた。

当初作成した地名表による遺跡数は、須恵器窯跡・瓦窯跡65遺跡、陶磁器窯跡26遺跡、計81

遺跡であったが、調査を進めるうちに遺跡数が増加し、最終的には須恵器窯跡・瓦窯跡90遺

跡、陶磁器窯跡41遺跡、計131遺跡を数えるに至った。しかも、前年度に比べると出土遺物等

の関連資料が多く、これらの資料化にもかなりの時間を費した。以上のような点から、すべて

の遺跡についての現地踏査や資料調査は不可能であった。したがって、地域や遺跡によって調

査に精粗の差があることは否めない。また、現地踏査を実施した遺跡でも所在が確認できない

遺跡もあった。

近世陶磁器窯については、関連資料としての古文書や製品の調査までは充分行うことができ

ず、窯跡の現況調査を主体に行った。ただ、高浜焼窯跡についてはモデル的に調査を実施して

みた。

上記の作業と並行して、確認調査の細部計画を策定し、昭和54年11月から昭和55年1月にか

けて3遺跡について基礎資料作成のための調査を実施した。その概要は第Ⅲ章において報告す

る。

なお、瓦陶兼業窯が多く、須恵器窯跡と瓦窯跡とは明確に区分し難い遺跡もあり、一括して

取り扱うこととした。また、須恵器の系統である中世陶についてもこれに含めて扱っている。

（松本）

－3 －



第Ⅱ章 遺 跡の分布

I須恵器窯跡．瓦窯跡(第2表･付図1～2）

熊本県の須恵器窯跡・瓦窯跡については、かって何人かの先学により地名表が作成されてい
註1

る。年代順に追ってゑると、昭和29年の小山富士夫氏のものが初見であるが、わずか3遺跡が
註2

掲げられているにすぎない。その後遺跡数は増加し、昭和40年の乙益重隆氏作成地名表、昭和
註 3註 4

41年の小田富士雄氏作成地名表、同年の三島格氏作成地名表が次々と公表され、その分布の概

要が明らかにされていった。

三島氏は63遺跡を

集成し、その分布を

6群（荒尾・熊本・

下益城・宇土・八代

・球磨）に大別され
註5

ている。その後、あ

る程度遺跡数が増加

しているものの、基

本的な分布状態は現

在でも変らない。

今回の調査では、

上記の6群を一部改

訂して荒尾・植木・

熊飽・宇城・八代・
註6

球磨の6群に再編成

した（第1図）。こ

れらの6群のうち、

荒尾窯跡群・宇城窯

跡群が二大中心で、

他は1群の遺跡数は

10遺跡以下である。

荒尾窯跡群は、県

北に位置する小代山

（標高501汎）の西

麓から南麓にかけて
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第1図須恵器窯跡・瓦窯跡の分布

A荒尾窯跡群、B植木窯跡群、C熊飽窯跡群、D宇城窯跡群、E八代窯

跡群、F球磨窯跡群

－ 4 －



分布するもので、とくに西麓の荒尾市に集中している。この群は、小代山麓に位置するもの
註 7

（小代支群）と山麓から派生する丘陵部に位置するもの（袴獄支群）に細分される。遺跡総数

は58遺跡を数え、県下最大の窯業地帯を成している。

小代山麓の窯跡群については、｜司じく小代山に分布する製鉄遺跡とともに、昭和20年代に坂
註8

本経尭氏によって注目され、北山浦・洗出・前岳・大別当等の窯跡が調査されている。一方、
註9

袴獄支群の遺跡については三島格氏を中心とした調査があるが、この地域の窯跡は開墾・宅地

化等によって消滅したものも多い。

荒尾窯跡群では瓦陶兼業窯はわずか2例（十蓮寺・樺番丈窯跡）で、遺跡総数に占める割合

はきわめて低い。このことは、後述する宇城窯跡群とは好対照を示している。さらに、中世に

属する樺番丈窯跡の存在は、資料が明らかなものとしては九州で唯一の中世陶の生産窯として

注目されるが、その製品の儒給関係等は判明していない。

植木窯跡群は須恵器窯跡2遺跡から成るが、資料は少ない。近距離に稲佐廃寺や富応廃寺等

の古代寺院も知られており、これらとの関係や窯跡群の詳細については資料の蓄積が待たれ

る。

熊飽窯跡群は、熊本市とその周辺部に位置するもので、須恵器窯跡・瓦窯跡の両者がある。

この地域には国府や国分寺・尼寺等があり、古くより注目されている窯跡群であるo

宇城窯跡群は、下益城郡城南町・富合町・豊野村・中央町・松橋町、宇土郡不知火町にかけ

て、かなり広範囲に分布する。この群も細分されるが、ここでは一括して取り扱った。

宇城窯跡群については、小林久雄・松本雅明・三島格・乙益重隆・富樫卯三郎氏らの調査に
註10

よって概要を知ることができるが、未知数的な要素も多い。精密な分布調査を実施すれば、遺

跡数はかなり増加する可能性が強く、荒尾窯跡群に匹適する数にのぼるものと思われる。この

群では瓦陶兼業窯の占める比率が高い。現在判明している中では最古に位置づけられる当尾窯

跡もこの群に属している。

八代窯跡群は現在2遺跡が判明しているにすぎず、須恵器窯跡、瓦窯跡各1遺跡から構成さ

れる。

球磨窯跡群は人吉盆地の周縁部に5遺跡が判明している。人吉盆地を二分した場合の上球磨

地区に集中しており、下球磨地区には知られていない。この地には「須恵村」という地名が残

されており、古くから注目を集めていたが、高田素次・渋谷敦・前田一洋氏らの努力によって

次第にその様相が明らかにされつつある。本書に収録した下り山窯跡群には平安後期の一括資

料が含まれており、中世陶への移行を考える上で重要な資料となった。また、地名表に掲げた

遺跡の他、深田村赤坂にも窯跡の可能性の強い遺跡があるといわれるが未確認である。

（松本）

註1．

2．

3．

小山富士夫「須恵器の窯跡」、『考古学雑誌』39巻3．4号、昭和29年。

乙維重降「須恵器と凡窯跡」、『熊本県史・総説編』、昭和40年。

小田富士雄「九州地方古代窯跡（鎮恵器・瓦）地名表（第一稿）」、『九州考古学』29．30号、昭
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和41年。

4．三島格「須恵器の窯吐一肥後古代の窯業一」、『須恵器の窯祉・小代焼と二川焼』、三井グリーン

ランドシリーズ第3集、昭和41年。

5．註4に同じ。

6．三島分類と今回の分類の対照は次のとおりである。

（三島分類）（今回の分類）

①荒尾窯跡群一①荒尾窯跡群

一②植木窯跡群

②熊本窯跡群 一 ③ 熊 飽 窯 跡 群

餌鴛:二>一④宇城窯嚇
⑤八代窯跡群一⑤八代窯跡群

⑥球磨窯跡群一→⑥球磨窯跡群

7．註4に同じ。

8・坂本経尭『小代山麓古窯祉群調査報告』、プリント版、昭和25年。（同報告は付図を補って『肥後

上代文化の研究』（昭和54年）として出版された。）

9・三島格「肥後の須恵器資料（－）」、『熊本史学』21．22号、昭和36年。

および、註4書に「紅葉谷・南園須恵器窯吐調査概要」が収録されている。

10．松本雅明・三島格他『城南町史』、昭和40年。

Ⅲ 陶磁器窯跡 (第3表）

陶磁器窯跡は全体の遺跡数も少なく、須恵器窯跡・瓦窯跡ほどには分布上の特性はない。し
註1

かし、従来から指摘されているとおり、須恵器窯跡・瓦窯跡の群にほぼ重複して陶磁器窯が分

布していることは明らかである。このことは、時代こそ違え、同じ窯業遺跡ということで原料

等の立地条件が同一であることを思えば当然の結果であるともいえるが、技術の伝統という観
註2

点からの指摘もある。両者の接点ともいうべき中世窯業については不明な点が多いが、上記の

点はその存在を想定するうえで重要な指標となろう。

ただ、天草諸島のように古代窯業の空白な地域に近世窯業が栄えている例もあり、菊水・山

鹿・菊池・小国・芦北等にも陶磁器窯が築かれており、その分布圏は須恵器窯跡・瓦窯跡より

も拡大されているということができよう。

須恵器窯跡・瓦窯跡の項で述べた荒尾窯跡群の地域には小代焼の窯跡が6カ所知られてい

る。古い小代焼の窯跡は須恵器・瓦の窯跡群とはやや離れた南関町に発見されているが、幕末

以降には原料粘土は小代山西麓の荒尾方面から運搬されたという。

熊飽窯跡群に重複する陶磁器窯は熊本市の松尾焼があるにすぎない。

宇城窯跡群の地域には陶器窯として松橋焼・轟焼があるが、その窯跡については不明な点が
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多い。磁器を焼いている網田焼もこの地域に含まれる。

八代窯跡群の地域には、八代（高田）焼系の陶器窯と符山焼（仮称）という磁器窯がある。

高田焼は城北の小代焼と並び肥後の近世陶磁を代表するものである。

球磨窯跡群の地域には5カ所の陶器窯が知られており、下球磨地区にも3遺跡がある。一勝

地焼を除いて、高浜焼・城本焼。上村焼・田上焼の窯跡が調査され、その概要は比較的明らか

である。

古代窯業が全く見られない地域で、近世になって陶磁器生産が活発化するのは天草である。

天草諸島の、とくに下島を中心とする地域には、楠浦焼に代表される陶器と高浜焼に代表され

る磁器とがある。天草は寛永18年（1641）以降天領となっているが、近世陶磁器の生産は他の

地域に比べ活況を呈しており、陶石の産出に恵まれていることから多くの磁器が生産されたの

もこの地域の特色である。

以上の地域以外では菊水・山鹿・菊鹿・菊池・小国・芦北にも陶磁器の窯跡がある。
註3

これらの肥後における近世陶磁器については松本雅明氏の論考があるので参照されたい。

（松本）

註1．

2．

3．

Z』補重隆「須恵器と瓦窯跡」、『熊本県史・総説編』、昭和40年。

松本雅明「肥後の陶器」、『熊本県史・総説編』.、昭和40年。

註2書

および、松本雅明「九州中南部の陶器」、『九州の絵画と陶芸』、九州文化論集5，昭和50年。
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第Ⅲ章発堀調査の記録

I薬師前窯跡・薬師前製鉄遺跡

1．位置と概要（付図1．第2図）

県北部に位置する小代山（標高501沈)の中腹から山麓、および山麓から派生する丘陵一帯に
註1

は多くの製鉄遺跡、須恵器窯跡がある。これらはともに県下で最大の群を形成しており、古く

から注目を集めていた。とくに、昭和20年代後半の故坂本経尭氏による調査・研究は先駆的な

業績として高く評価されている。
註2

小代山周辺の須恵器窯跡群は小代山の山麓部に位置する支群と、西側の丘陵部に位置する支

群とに大別されるが、総称して荒尾窯跡群と呼ばれている。坂本経尭氏の調査対象となったの
註3

は主に前者で、後者については三島格氏を中心とした活動がある。昭和41年、三島格氏作成に
註4

よる「須恵器窯跡・瓦窯跡地名表」によると、中世に属する樺万丈窯跡を含めて39遺跡が掲げ
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られている。これらの窯跡の中には、すでに消滅してしまったものも少なくないが、今回の調

査によって58遺跡を数えるにいたった。
註5

小代山製鉄遺跡群については、54年度報告「生産遺跡基本調査報告書I」において28遺跡に

ついて概要を報告している。

薬師前窯跡・薬師前製鉄遺跡は、同一地点に須恵器窯跡と製鉄遺跡が複合しているもので、

ともに上記遺跡群に含まれるものである。遺跡は小代山の主峰筒ケ岳の北西方に形成された大

きな谷に位置する。この谷の上方には、小代山製鉄遺跡群の中で最大の規模と考えられる古城
註6

谷遺跡がある。遺跡の所在地は荒尾市平山字薬師前で、現状は果樹園（ミカン）および雑地と

なっている。

この遺跡は昭和54年、平島広幸（荒尾市教育委員会）・福島作蔵（荒尾市文化財保護委員）

両氏によって発見されたもので、須恵器とふいどの羽口が採集されていた。昭和54年3月、両

氏とともに現地を踏査し、果樹園造成時の残士の中に多量の遺物が包含されていることを確認

した。ただ、これらの遺物は原位置を留めておらず、二次的な堆積であろうと想定された。

2．調 査

(1)調査の概要

昭和54年3月の現地踏査において、出土する須恵器・ふいどの羽口・スラグ等の遺物は二次

堆積で、窯や製鉄炉は本来斜面上方に位置し、果樹園造成によってすでに破壊されている可能

性が強いと考えられた。したがって、今回の調査は、二次堆積士から遺物を採集することを目

的に、昭和55年1月17日～19日の短期間実施した。

予想していたとおり、遺物が出土する土層は二次的な堆積土で、果樹園造成時の残士を湿地

に埋め込んだものと判明した。しかし、3日間の調査（調査員1名と作業員3名）で出土した

遺物量は比較的多く、須恵器がコンテナ（58×42×18c抑）に3杯分、ふいどの羽口が1杯分、

スラグが3杯分におよんだ。これらの出土状況は、正に混在という状況であったが、部分的に

は灰層と須恵器・木灰層とスラグ・ふいどの羽口がやや集中している地点も承られた。

調査は松本健郎（文化課技師）が担当し、平島広幸氏（荒尾市教育委員会）の援助を受け

た。

③須恵器（第3～7図・図版1）

平島・福島氏の採集品（荒尾市教育委員会保管）と今回の調査で得られた須恵器はかなりの

量にのぼるが、蕊の胴部破片が大部分である。器種は坪・壷・喪の3種と少ない。

坪はいずれも平底で、口縁部は外反するものが多い。底部はへう削りのまま、あるいはその

上をナデて仕上げ、内底面はナデ、体部内外面はミズビキによる調整である。これらの坪の3
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第3図薬師前窯跡出土須恵器実測図（昭和54年荒尾市教育委員会採集）

点（9～11）の底部に焼成前の穿孔がみられる。これらのうち、9はへうで穿孔したあと指で

雑にナデているが、他の2点は丁寧に仕上げてある。9の孔径は3c加、10．11の復原孔径は

3.5C加を測る。

壷には2種があるが、17に示した小型の壷は1点の承の出土である。他は短頚・長胴・平底

を特色とする瓶子形のものである。口縁部（5．18）は大きく外反し、肩部（7．19）が強く

屈曲し、やや幅を減じながら平底の底部（8．20～22）へと続く。体部外面には格子タタキを

施したものが多いが、肩部以上および胴部下端はへう削りされたものが多く、中には全体をへ

う削りしたもの（7）もある。1点だけの資料であるが、肩部に屍平な耳形のつまみをつけた

もの（6）もみられる。この破片は、自然紬・砂粒の付着により器表の調整が不明瞭である

が、部分的には横方向の平行条線タタキが観察される。底部は平底で、高台のつく資料は承ら

れない。底部はへう削りのあとナデて仕上げたものの他に、同心円タタキを施したもの（21．

－17－
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22）がある。

蕊は量的に最も多い

が、大部分は胴部の破片

で、全形を知り得る資料

はない。窪はその大きさ

によって2種に大別でき

る。一種は口径が24～

13.5c郷を測るもの（23～

33）で、他の一種は口径

が40c〃以上の大謹（34。

35）である。両者は、口

縁形態にも差異がみら

れ、前者が単純に外反す

るのに対して、後者は口

縁下で屈曲して端部はほ

ぼ水平になっている。蕊

の体部外面には格子タタ

キが多く、次いで平行条

線タタキがある。平行条

線タタキには横方向と縦

方向とがある。24には頚

部にも格子タタキの痕跡

が観察される。内面は同

心円タタキが最も多く、

平行条線タタキがこれに

次ぐ･が、比較的大型の破

片では上半に同心円タタ

キ、下半に平行条線タタ

キが併用されている例も

ある。また、内面の場

合、タタキのあとナデを

施しているものもある

が、タタキが消え去る程
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第7図薬師前窯跡出土須恵器実測図（昭和54年荒尾市教育委員会採集）

ではない。内外面のタタキはいずれも荒く粗なものが多いが、横方向の平行条線タタキは比較

的密なものが多い。

(3)製鉄関係遺物（第8．9図、図版2）

製鉄関係の遺物としてスラグとふいどの羽口が採集された。

スラグは20～30c加程の大きさのものもあるが10c汎前後の小塊が多い。総量はコンテナ（58×

24×18c郷）に約3杯分（約130〃)であった。スラグ等の遺物が二次堆積した地点は湿地で水分

が多いためか、スラグはいずれも赤褐色を呈している。表面は粗で凹凸があり、飴状を呈する

ものは少ない。

ふいどの羽口（第8．9図）に完形品はなく、筒状を呈するものが5点承られる他は破片が

多い。53年度報告に収録したふいどの羽口と同様、外径が9～10.5c脱、孔径が3～4c郷を測る

大型の羽口である。炉内に挿入される方の一端は装着の角度に応じて溶解し、スラグが付着し

ている。この溶解状態やスラグの付着状態から、羽口の装着角度を推定できる資料がある。た

だし、この場合、炉壁がほぼ垂直であるとの前提であるが、1は30o，2は33o、3は23.と25.,4

は40o、7は44o，9は36oを測る。

完形品がなく、全形を知り得る資料はないが、6のように一端がわずかに開く資料もみられ

る。

3．小結

今回の調査は遺跡本体の発掘を実施したのではなく、遺構については何ら得るところはなか

った。しかし、目的としたところは、須恵器の量的な検出による器種構成、編年上の位置づけ

を明らかにすることと、あわせて製鉄遺跡との関係を探ることであった。そういう意味では、

前者については基礎資料を提示し得たといえよう。

－ 2 1－
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第9図薬師前製鉄遺跡出土ふいどの羽ロ実測図

薬師前窯跡の須恵器の器形は大半が蕊で、坪・壷を含んでいる。窯体あるいは灰原の調査で

はないので、資料的には制約もあるが、得られた資料が大方の傾向を示すものと考えてよかろ

う。

蕊は口縁部が単純化し、内外面のタタキも粗雑なものが多い。坪はすべて平底で、高台坪は

小破片でもみられなかった。瓶子形の壷は特徴的なもので、荒尾窯跡群では北山浦．下谷窯跡

のものと類似する。さらに、薬師前・北山浦・下谷窯跡の瓶子形壷の底部には同心円タタキが

残されている。これら3遺跡は比較的近距離に位置しており（付図1）、この技法は、今のと

ころ他に類例がなく、製品の需給関係を追求するうえで重要な指標となろう。このことについ

ては後章で詳述する。

これらの須恵器には型式差は認められず、同一の時期のものと考えてよく、第Ⅷ様式に比定

できよう。

調査地点は二次堆積であり、須恵器と製鉄関係遺物とは混在して発見された。これらの遺物

－ 23－



は土砂と共に移動されたものであるが、本来も同一地点に重複していたものと考えられる。こ
註7

のように、須恵器窯跡と製鉄遺跡が重複している例としては、同じく小代山西麓の南山浦遺跡

がある。

製鉄遺跡の年代比定については何ら資料が得られなかったが、一般に小代山製鉄遺跡群の年

代は平安後半～中世にその中心があると考えられ、確実に9世紀代に含まれるような遺跡は知

られていない。したがって、製鉄遺跡の方が後出のものと考えられ、たまさか同一地点に立地

したと考えることが適当であろう。

製鉄遺跡についての資料はスラグとふいどの羽口が得られたの承で、鉄生産の具体相は復原

し得ないが、遺跡の立地やスラグの形状・量から承ると製錬遺跡の可能性が強いと考えられ

る。調査時期の関係で、スラグの分析は実施できなかった。この点についてはいずれ責を果し

たいと思う。 （松本）

註1・坂本経尭『肥後における製鉄遺跡の研究』第1編、プリント版、昭和28年。

坂本経尭『小代山麓古窯祉群調査報告』、プリント版、昭和25年。

上記2書は『肥後上代文化の研究』（昭和54年）にも収録o

2．前者を小代支群、後者を袴獄支群と呼ぶ。第Ⅱ章－1参照。

3．三島格「肥後の須恵器資料(-)」、『熊本史学』21.22号、昭和36年。

三島格「紅葉谷・南園須恵器窯祉調査概要」、『須恵器の窯祉・小代焼と二川焼』、三井グリーン

ランドシリーズ第3集、昭和41年。

4．三島格「須恵器の窯t1－肥後古代の窯業一」、『須恵器の窯吐・小代焼と二川焼』、三井グリーン

ランドシリーズ第3集、昭和41年。

5．松本健郎『生産遺跡基本調査報告書I』、熊本県文化財調査報告第38集、昭和54年。

6．坂本経尭『肥後における製鉄遺跡の研究』第1編、プリント版、昭和28年･

田添夏喜「肥後のたたら製鉄の1例」、『日本考古学協会昭和51年度大会研究発表要旨』、昭和52

年。

7．註5に同じ。
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Ⅲ、高浜焼窯跡

1．位置と概要（第10．11図）

高浜焼窯跡は天草下島の西海岸部、天草郡天草町高浜に所在する。海岸近くにある高浜の中

心部から高浜川に沿って約5伽、谷を東にさかのぼると皿山と呼ばれる集落がある。皿山で
びん

は、北側にある標高約400mの髪ノ水山の南麓の谷から流れる渓流と高浜川が合流している。

窯跡はこの合流点付近に7カ所が確認される。その分布は、高浜川の右岸、髪ノ水山の南麓

に4カ所、高浜川の左岸、鷹巣山の北麓に3カ所を数えた。記述の便宜上、県史跡に指定され

ている窯跡をA窯とし、右岸から左岸にかけてB～G窯と呼ぶこととする（第11図）。

天草西海岸は古くから砥石の産地として知られ、「上田家文書」によると元禄の頃から砥石

を商品として切り出したという。やがてこの砥石が、磁器の原料として最適であることが着目

され、陶石として九州内はもとより近畿地方の窯業地帯にまで出荷されるようになり、磁器原

料に一大契機をもたらしたという。

恵まれた地の利を活かして、天草西海岸部の富岡・下津深江・高浜・一町田などで磁器を焼

７
く
、
〆

’
一

ﾍ、

評_〆も謬

狸

第10図高浜焼窯跡位置図
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く試みがなされている。これらの中で、長期に亘り、しかも大規模に操業したのは高浜焼の象

で、他は比較的短期間の操業であったらしい。

高浜焼は肥後の代表的な磁器窯であり、窯跡も比較的良く遣存しているoまた、肥後の磁器

では唯一色絵を施している点も注目される。さらに加えて、旧高浜村庄屋で高浜焼の窯元でも

あった上田家には、総数約2,300点におよぶ｢上田家文書」が伝えられ、その中に砥石．陶山に

関する文書も約250点含まれている。上田家には高浜焼の製品も伝えられており、これらは

「高浜焼窯跡及び灰原」（県史跡）、「上田家文書」・「高浜焼」（県重要文化財）としてい

ずれも昭和50年に指定されている。

I

似

F甲

■●●●

竺萎蕊竺萎蕊蕊痩
111111111111

’
(） 3()0１

１１
画
●

１１０口
’

第11図高浜焼窯跡分布図

A～G、A～G窯、1．三界万霊碑2．陶祖神社
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2．調査

（1）調査の概要

調査は、県史跡に指定されているA窯の地形測量、窯体の実測を主体とする現地調査と、上

田家に所蔵される「上田家文書」のうち砥石・陶山に関する文書調査を行った。

現地での調査は松本健郎（文化課技師）が担当し、鶴嶋俊彦（文化課嘱託）・池田栄史（国

学院大学大学院生）が援助した。調査期間は昭和54年11月19日～12月4日である。

皿山地区には7カ所に窯跡を確認した。窯体の一部は崩壊しているものの比較的遺存状態の

良いA窯（県指定史跡）を除くと、他の窯跡の遣存状態はきわめて悪い。今回の主な調査対象

はA窯にしぼり、周辺地形図(抗・1加コンター）を作成し､窯体の実測図(六）を作成し
た。他の窯については位置と現状の確認に止めた。

「上田家文書」の調査は、高浜焼の動向を把握し、その位置づけを計るために実施したが、

すべての文書についての調査は不可能であった。しかし、主要文書については現地で解読し、

その他の文書についても写真による解読によりその不備を補った。文書調査は横尾泰宏（文化

課技師）が担当し、昭和54年11月24日～28日、昭和55年1月1旧～12日に実施した。文書調査

には松本教夫（天草町文化財保護委員）・大仁田喜義（苓北町文化財保護委員）両氏の援助を

受けた。

調査の実施にあたり、天草町教育委員会、上田陶石合資会社、上田寓寿夫氏、福富安熊氏、

松本積治氏らの援助があった。

②A窯の調査（第12～16図、図版3～7）

普通「高浜焼窯跡」と呼ぶ場合はこの窯をさしており、県史跡に指定されているものであ

る。

窯跡は高浜川に合流する小渓流の右岸に位置している。この漢流の流れる谷はほぼ南北にの

びており、窯は谷の東側斜面を整地して築かれている。地形図（第12図）でも明らかなとお

り、北側と西側を削平した整地面がみられる。この整地面は北から南に向けてゆるやかに傾斜

し、途中には数段の段差がつけられている。

窯体は整地面の西側ぎりぎりに築かれているが、東側では窯体と渓流との間にはわずかな空

間がある。このことは、各房への出入口が東側（窯尻に向って右側）に設けられているためで

あり、漢流ののり面を利用して灰原が形成されている。

窯の南側には、幅11～17m、長さ約40郷（現在の道路敷までを含む）の平坦面があり、陶河

亭の跡であると伝える。陶河亭とは、寛政元年（1789）に業をついだ上田源作（宜珍）がその

工房につけた名称で、この窯が上田本家の窯であることが知られる。

A窯の窯体は全長約26.4mの横狭間式連房登窯で、主軸方位はN－20o－Wである。焼成室
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註 1

は6房から成り、第1房

から第6房になるにした

がって規模が大きくなる

（第4表）。燃焼室、第

1房・第2房の天井は崩

落しているが、側壁の下

端は遣存している。第3

房～第6房は完全に遣存

しており、保存状態は良

い。この部分には現在カ

ヤ葺の覆屋が設けられて

いる。

各室への出入口は窯尻

に向って右側にあり、同

じく右側に見込象穴があ

る。側壁が崩壊している

燃焼室・第1房について

は各1個が遣存している

が、第3房～第6房には

上下2段に各2個が承ら

れる。窯のほぼ中間にあ

たる第4房には天井部に

も1個穿たれている。

火床はすべての室に設

けられ、燃焼室にも設置

されている。火床と焼成

床とは20～25c〃の段差が

ある。焼成床は水平で、

砂が敷かれ、地ハマが埋

め込まれているのが残っ

ている個所も多い。

通焔孔は幅10～14c〃、

高さ20～28c加程度のもの

が多く、両端のものは側

壁に食い込んで設けられ

100

(（

、。｡､。
●

L、、

、。｡､。
●

L、、

、
、

l00

i

I（

、

’ 八■八■八■

’
、、、.！､〆
、

■

、、、.！､〆
、

■
、、､q、〆

I

■●
●G

p■

喉喉喉喉

、1，:；、10
．Q

＆。：,､、
12．

10
．Q

＆。：,､、
12．

一一一一

’

rlIl

''''一

||'－
J

''''一

||'－
J

’’

鍬

〆γ''′
'

w/ノII
、

｡'-J‘，‘″
JJ●

■サ

OI

－1Ii，
09

■サ

OI

－1Ii，
09

=、-fざ.、－－1．繰
:膿:膿

ⅧI漁I
0,0.〆

■■?

。『

Fj‘
。『

Fj‘

P●P●

､?､?

,11。,11。
●ーー●ーー

■
■
■
■
Ｕ
凸
■
■
■
且
■
■
■
■
。
。
■
且
二
■
■
■
■
■
■
▼
．
９
７
▲
■
■
■
Ⅱ
■
■
■
■
■
Ｕ
０
Ｉ
■
日
日
■
日
日
６
．
０
■
■
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｂ
■
Ｂ
■
■
６
１
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
０
１
■
■
、
ｅ
■
守
一
■
Ｕ
Ｑ
Ｋ
■
■
■
■
■
日
■
。
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
ロー

●

1．1．

･／

、一一一■ー

第12図高浜焼窯跡（A窯）地形図

－ 2 8－



－

第6房

第5房

第4房

第3房

一 －卜 94m

－92m

第1房

92m

燃焼室

第13図高浜焼窯跡(A窯)実測図
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第4表高浜焼A窯跡計測値

|“司窯哩嚇調火床｡帳1通焔孔･数'㈹、、、|｜㈱ 考

一

15’Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ

天井部崩落

天井部崩落

0.64～0．761．92焼燃室 2.8～2．92
一

0.48～0．52 172.0～2．12一
腸
一
房

－
２

鋪
第

3.4リ
一

天井部崩落19(0.52）(4.48～4.56） 2．76 －

’ 存23 完0．683.0～3．16 2．56第3房 4．96
１
１
１ １

１ 存24 岸
元0.63.03.6～3．72第4房 5.64～5．72

‐
１
１

存27
ｰp

ソロ0.76～0．88

|M~M‘
’6.64～6.76

3.92～4．04 3．16第5房

存29 一
元0.72～0.8第6房 2．964.32～4.4

‐
‐
‐
ｉ
Ｉ

I
存完29

i煙道部 1.52～1.67.0
－

I

術考計測値はいずれも内法、（）は推定値、単位、。

ているo

窯壁はトンバリなどの煉瓦と粘土で築かれており、所々に窯道具などを使用した補修の跡が

ゑられる。窯の内面では、表面に塗られた粘土が剥落し、煉瓦が露呈している部分も多い。

燃焼室の火床面での標高は91.56"zを測り、第6房の焼成床の標高約96"zとは約4.4加の比高

差がある。

灰原は窯体の東側、渓流の際にあるが、今回は発掘を実施しなかった。したがって、今回の

調査で得られた遺物はきわめて少ない。

遺物は磁器と窯道具がある。窯体周辺・灰原の崩壊面からの採集品と第1房からの出土品で

ある。

窯道具（第14．15図）ではトチンとハマの類が多く、サヤの類はゑられない。これらの窯道

具はすべて磁器質である。

トチンは直径15c郷、高さ40c肌を測るような大型のものもみられたが、直径5～10c郷、高さ15

～20c加前後のものが多い。4．5，8．9の名称は不明であるが、4．5は上部の平坦な部分

に磁器片が付着している。

ハマには数種のものがみられるolO～13は地ハマと呼ばれたもので、各焼成室の砂床に下端

を埋め込んで多数遺存している。14は、本来径の大きな方を上にして使用されるものである

が、この品には逆に高台の痕跡が承られる。16～20は偏平な円盤形のハマで、窯道具の中では

量も多くみられる。直径は5c郷前後のものから8c郷前後、厚さ1”未満のものが多いい。この

種のハマは、陶土塊を押圧して偏平にし、周縁をナデて整形したものと考えられ造りはかなり

－ 2 9－
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雑であるo21～24は同じく

偏平なハマであるが、小さ

く突出した足がつく。3足

のものが多いが、24は大き

く、中心部を含めて6足が

あるoこの種のハマは箔型

によって成型されたもの

で、上面には押圧の時の指

圧痕やナデの痕跡が明瞭で

ある。また、下面には記号

的なものや④の刻文があ
る。

灰原等の発掘は実施しな

かったため、得られた磁器

（第16図）は多くない。第

1房からの出土品、窯体の第15図高浜焼窯跡（A窯）採集窯道具実測図 1房からの出土品、窯体の

東側の灰原からの採集品、窯体周辺からの採集品がある。

1～9は第1房覆土からの出土品であるが、比較的床面に近い所から出土したものである。

1は淡い藍色の呉須を使用しているが、2～7はコバルトによる濃青色の染付である。しか

も、2．4～7は同じ箱型による型押し文様であり、とくに、4～7は紬がとけておらず、最

終の操業時のものと思われる。

10～15は、窯体東側の渓流のり面に形成された灰原の崩壊面から採集したもので、灰原の比

較的下層に属するものである。10～12は小型の碗で、10．11には淡い2色の呉須による染付文

があり、見込みには3足ハマによる目跡がある。13は小型のⅢで、見込みは蛇の目ハギになつ

っている。14．15はやや大ぶりの碗で、見込みは蛇の目ハギで、直接重ね焼をした高台の破片

が付着している。これら灰原採集品の紬は、わずかに青味を帯びているが、全体的に発色はよ

く光沢があるが、内外面に細かい貫入のみられるものも多い。これらは、出土地点や呉須の状

態からみて、A窯の操業開始期に近い時期のものと考えられる。

16～20は窯体周辺部からの採集品で、雑多なものを混じえている。

以上の出土品・採集品は、大小の碗が最も多く、皿・鉢・蓋などの日用雑器である。

(3)周辺調査（第1I図）

A、B窯（図版8）

A窯の南東約100mの丘陵斜面に窯の残骸がわずかに残っている。幅約3.5m、長さ約5.5加

一 3 1－
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にわたって窯壁の一部が残り、ほぼ中央部に通焔孔のある仕切り壁がある。東側は崖でこれ以

上のびる余地はないが、西側は削平されており、窯の本来の規模は不明である。周辺には窯道

具や磁器片がわずかに散乱している。磁器片は明治期と考えられるものばかりで、古いものは

ゑられない。

B、C窯

B窯の西南約40沈、赤崎氏宅の木戸口に窯があったと言い伝えられ、道路横の崖断面に窯壁

片・窯道具・磁器片が多量に露呈している。採集される磁器は古式の相を呈している。

C、D窯（図版8）

C窯からさらに東方の丘陵に登ると、道路脇の畑に窯体の一部がわずかに残っている。道路

工事や開墾等によって壊滅状態に近く、わずかに窯体の一部と考えられるレンガの列と焼土面

が観察されるのみで、構造・規模等は不明である。以前は窯の近くに「花見の大松」と呼ばれ
註2

る松の大木があったと言い、角田政治氏はこの窯を高浜焼草創期の窯に比定しておられる。し

かし、窯体付近で採集した磁器片は明治期と考えられるものばかりであった。D窯は、今回

確認した7カ所の窯では最も高位に位置する。

，．E窯

A～D窯が高浜川の右岸に位置するのに対し、E～G窯は高浜川左岸の薦巣山北麓に所在す

るo

E窯は上田陶石の麿巣陶石採掘場の下にあり、磁器片が出土するという。

現地は採掘場の廃士によって埋没しており、確認できない。地元では、この窯を最も古い窯

であるとも伝えている。

E、F窯

E窯の上流約200加、高浜川に面した北側斜面に窯道具や磁器片が堆積している。窯道具は

すべてハマで、円盤形のものと三足のものとがあり、磁器質である。窯体は確認できない。

F、G窯

F窯のさらに上流斜面に窯道具のハマと磁器片が散乱している。量はかなり多く、近くに窯

の存在が想定される。周辺を観察すると、斜面を横切って水路の跡があり、窯場とも考えられ

る凹地があるが、窯体は確認できない。この凹地が窯を築くためのものであれば、その規模は

10畑前後の小規模なものであったことになる。

採集される磁器には新旧のものが含まれているようである。

－ 3 3－



G、三界万霊碑（図版9）

A窯の横を流れる漢流を少し遡ると小さな滝があり、観音堂が建っている。滝のやや下流の

左岸に陶工達が祁った三界万霊碑が建てられている。上は観音立像で、その台座に次の銘があ

るo

〔正面〕三界万霊

〔右側面〕明和四天丁亥卯月

〔左側面〕山道喜右衛門市左衛門

同弥助清右衛門

金作久左衛門

兵助甚作

太治兵衛与助

兵右衛門仁平

源蔵

H・陶祖神社（図版9）

A窯の対岸のやや高所に鎮座する。御神体は石であるという。砂岸製の鳥井の柱には次の刻

銘がある。

〔右〕弘化三午年十一月

神主

宮口守之進

藤原浩庸

〔左〕上田源太夫

滋野定行同直助

竜焼甚吉同丈平

同丈次郎同貞市

同貞五郎’－－－－

同自 治 同 吉 右 衛 門

同周太郎

氏子中

また、社殿前の左右には安政六年未七月に柳本周太郎・野口猪一良が寄進した石灯篭が立っ

ている。さらに、社殿の中には幅22c〃、高さ約30c〃の磁器製扇額風皿が掛けてあり、「陶祖神

・明治三十年丁酉・熊本県天草郡高浜村陶器製造所柳本松三朗」との染付銘がみられる。

(4)「上田家文書」調査

横尾報文（P179～）参照。

－ 3 4－



3．小結

天草を代表する近世陶磁器として陶器の楠浦焼、磁器の高浜焼があり、高浜焼は熊本を代表

する磁器でもある。その価値は各方面から高く評価されており、その一つの現われが窯跡・上

田家文書・高浜焼の県指定であるといえよう。

これら窯跡・文書・製品は三位一体の歴史資料であり、総合的な調査研究によって始めて高

浜焼の実態が解明されよう。そういう意味では、高浜焼に関する調査は陶磁器窯跡の部門とし

てモデル的に取り組んだものであった。陶磁器窯跡の部門で高浜焼を調査地に選定した理由

は、上述のような資料が整っていること、窯跡の遣存状態が比較的良好なこと、加えて、従来

組織的な調査が実施されていないことにあった。できれば、同じく県指定史跡の網田焼窯跡、

八代（高田）焼窯跡等についても同様な調査を実施したかったが、期日等の制約もあって実現

できなかった。

今回の調査は基礎資料の整備ということを主眼に、窯体の実測と上田家文書の調査に重点を

おいた。ただ、事業の性格上、1遺跡にのみ日数を集中するわけにはいかず、高浜焼の全体像

把握や製品調査については不備な点が多い。

高浜焼の窯跡はⅢ山地区に7カ所を確認した。7カ所のうち、窯体を確認したのはA・B。

D窯の3カ所であるが、B・D窯は損壊が著しい。

A窯は遣存状態が良く、県史跡に指定されているのもこの窯である。窯体の全長は約26.4m

を測り、現存する県下の陶磁器窯跡としては最大の規模である。Ⅲ山地区に点在する窯跡の中

で、このA窯が上田本家の窯であることは、上田宜珍（上田家7代）が命名した工房「陶河亭

」との関係でも明らかである。この窯は、天保10年（1839）に窯が大破したものを安政4年

（1857）に上田定珍（上田家11代）が再興したとの記事が「上田家文書」にある。すなわち、

上田家7代・宜珍以降は現存するA窯の場所が上田家直営の窯場であったことは明らかである

が、その初源に関する資料は不明である。

高浜焼は宝暦13年（1763）、上田博五右衛門（上田家6代）によって創設されている。創設

時の窯は12間の登窯であったとされている（図版13）が、その窯の具体的な所在地は確認でき

ていない。従来、初期の窯は麿巣山の麓に築かれたとされているが、そうすれば騰巣山の位置

から高浜川左岸に所在することになる。高浜川左岸にはE～G窯が確認され、地元の一部の人

にはE窯が初期の窯跡だとの伝承もあるが、確定はできない。

角田政治氏はかつて高浜焼窯跡を調査し、その結果，窯を初期の窯跡に比定されている。そ

の根拠は当時の古老の伝承らしいが、今回の踏査ではD窯周辺からは明治期の磁器片が採集さ

れただけで、古い磁器片はみられなかった。

今回の踏査で、比較的古いと考えられる磁器片が採集されたのはA・C。F窯であるが、こ

れによって初期の窯を推定するには資料が少ない。これらは灰原等の層位的な発掘によって得

られた資料でなく、いずれも採集品であり、窯の全体像を示す資料ではない。
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初期の窯跡の問題と同様、B～G窯がどのような系譜のものであるのかも明らかではない。

高浜焼の操業は単一の窯によるものではなく、複数の窯で生産が行われ、とくに明治の最盛

期には7基の窯があったという。上田本家の窯の他は陶工達によって築窯されたものである

が、個々の系譜や推移についても明らかではない。

高浜焼はたしかに天草あるいは肥後を代表する磁器であるけれども、天草下島を中心として

恵まれた陶石資源を背景として各地で磁器が生産されている。今回の調査で確認したものに楠

浦（本渡市）、内田皿山（苓北町）、下津深江・下田南（天草町）、小宮地（新和町）、平野

（河浦町）がある。これらのうち、天草近世陶磁史を考えるうえで内田Ⅱ山焼と下津深江焼は

重要な存在である。

内田Ⅱ山焼の窯跡はミカン園の造成等によって壊滅状態であるが、付近一帯に磁器片や窯道

具が散布している。土地所有者によれば、2カ所に強く焼けた箇所があったという。内田皿山
註3

焼に関鯛する具体的な史料は判明していないが、延宝4年（1676）の「新田検地1帳」（松江家文

書）に「皿山」の地名がみえ、内田Ⅱ山焼の開窯は延宝4年以前と考えることができる。

天草地域において、他の磁器窯が18世紀以降に出現するのに対し、今のところ最古の窯とす

ることができる。

下津深江焼は「上田家文書」でみるかぎり、享保17年（1732）に肥前大村領三ツ又の陶工を

招いて開窯したが、翌享保18年には中止の申し出がなされている。しかし、下津深江には京の

峰と内山の2カ所に磁器を出土する場所があり、それ以後もある時期に磁器生産があったと考

えざるを得ない。京の峰と内山の磁器片を比較すると、京の峰出土のものに古い要素がみら

れ、享保17年の築窯はあるいは京の峰であったかもしれない。その時の窯は15軒（15連房）と

記録されているが、京の峰・内山のいずれも窯体は確認できない。

内田Ⅲ山焼・下津深江焼の両者は高浜焼に先行するものであり、高浜焼出現の背景として考

慮しておく必要があろう。

最初にも述べたとおり、今回の調査は窯体の実測と「上田家文書」砥石・陶山の部の調査に

重点をおいた。したがって、高浜焼の全体像把握には至っていない。磁器生産中のⅢ山地区

は、近世鉄山の山内にも似た社会構造を呈しているし、陶石・陶山関係の資料や遺跡は皿山地

区以外の|日上田家支配領域に点在している。これらを含めた総合調査の必要性が痛感される。

（松本）

註1．一応燃焼室としている最下段の房も、構造的には他の房と変化がなく、あるいは焼成室になる可能

性もある。その場合7連房の窯となる。

2．角田政治『上田宜珍伝』、昭和15年。

3．大仁田喜義氏（苓北町文化財保護委員）の教示による。苓北町郷士資料館保管。
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Ⅲ西原製鉄 遣 跡1

1．位置と概要（第17．18図、図版16）
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三の岳製鉄遺跡群分布図

金糞谷遺跡2．むくろじ遺跡3．釜の口遺跡

太郎丸権現山遺跡7．西安寺寺中尾遺跡

第17図
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西原製鉄遺跡は、玉名郡玉東町原倉字東原に所在し、三の岳製鉄遺跡群を形成する一遺跡で
にしばる

ある。遺跡近くの集落は通常「西原」と呼ばれており、遺跡名も従来からの慣例に従って「西

原製鉄遺跡」と呼称することとする。
註1

三の岳製鉄遺跡群については、53年度報告「生産遺跡基本調査報告書I」においてその概要

を紹介しているが、その時点で6遺跡を掲げておいた。その後、新たに1遺跡の発見があり

（菖蒲谷遺跡）、現在7遺跡を数えている。

三の岳は金峰火山群の北端に位置し、標高は約681"zを測る。その北側中腹から山麓部にか

けて製鉄遺跡が分布している。

これらの遺跡群のうち、比較的高位の、中腹部に位置するむくろじ遺跡・金糞谷遺跡につい

ては、昭和43年、日本考古学協会製鉄部会と玉東町教育委員会の共催による発掘調査が実施さ

れている。とくに、金糞谷遺跡では良好な状態で炉体が検出されているが、報告書は刊行され

ておらず詳細は不明である。

上記の2遺跡に釜の口遺跡・菖蒲谷遺跡を加えた4遺跡が、標高200～300mの比較的高位に

位置するのに対し、標高100m以下に位置するものに西原遺跡・太郎丸権現山遺跡・西安寺寺

中尾遺跡がある。

西原遺跡は、木葉川に注ぐ･小支流によって開析された谷からさらに派生する小さな谷の谷口

の、丘陵の北側斜面裾部に立地している。遺跡地の標高は80～85畑を測り、南から北への傾斜

地である。遺跡の北側・東側には小さな渓流があるが、調査時には水無川の状態であった。

調査期間中、従来から周知されている地点の反対側斜面にもスラグの散布を認めた。スラグ
註2

の量も多く、別個の遺跡の可能性が強い。しかし、近接した場所でもあり、今回の調査地点を

A地区、新たにスラグの散布を認めた地点をB地区として取扱うこととした。

A地区は約10年前、地主の西田友喜氏が山林の一部を開墾して水田化された時、スラグが出

土したのを玉東町教育委員会に連絡されて遺跡の存在が明らかとなった。開墾時に削られた崖

面の一部には炭灰やスラグの層が露出し、一帯にスラグの散布がみられた。一時水田化された

平坦地にも今では杉が植えられ、漸次斜面上方へと植林が進んでいる。遺跡の中心と考えられ

る斜面裾部にも3～4年前に植林されている。

昭和54年2月、現地踏査を実施し、以上のような現状をふまえ、54年度事業として確認調査

を実施することにした。

B地区は今回の調査中にスラグの散布を確認したもので、約10×5mの範囲にかなりの量の

スラグが散布していた。当該地は竹の子山となっており、表層は何度も掘りおこしてあり、ス

ラグや石塊を集めた状態を呈している。したがって、スラグ等は原位置を留めているとは考え

られないが、A地区からの移動とは考え難い。
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2．調査

(1)調査 の概要

調査は昭和54年12月20日から、年末年始の休暇をはさんで昭和55年1月10日まで、延9日間

実施した。

遺跡の概要の一端は、開墾時の崖の断面や東側の渓流ののり面観察によって察知することが

できた｡地形測量(流、1”コンター)と並行して2カ所で断面を精査した（第19図、断面1

・2）。のち2カ所に発掘区を設定し、第1トレンチ・第2トレンチとした。これらはいずれ

も杉の植林の間隙をぬって行わなければならず、発掘地点や面積にも制約があった。
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第1トレンチは幅1.9～2.3m，長さ約8.1加、2号炉精査のため北側に拡張区を設けた。第
2トレンチは、第1トレンチの西方約7畑の地点に、2×1．2畑の大きさで掘開した。

調査は松本健部（文化課技師）・勢田広行（文化課嘱託）が担当し、西住欣一郎（熊本大学

学生）の参加があった。三島格氏（福岡市文化財専門調査員）は現地を来訪され、種をの助言

を受けた。また、地主の西田友喜氏、玉東町教育委員会、玉東町文化財保護委員会から多大な

援助を受けた。

②断面調査（第19図、図版17）

断面観察のため、開墾時に形成された崖面を再度削平し、土層の観察等を行った。

断面1は、炭灰層や炉の一部と考えられる遺構がみえた地点に、等高線とほぼ平行する方向

に6.7加の長さをカッティングした。断面1のほぼ中央には2号炉があり、左右に炭灰層がみら

れる。さらに重要な所見は、製鉄炉構築に際しての整地の問題を把握できたことである。この

付近の地山は、灰黄色の粘質土であるが、その表面には凹凸がある。そこで、凸部を削り、凹

部には埋土をしてほぼ平坦な面を形成して炉を構築している。検出した炉跡はこの埋士の中に

築かれているが、地下の防湿施設はみられない。発掘面積が狭く、全体的な整地の状況は不明
であるが、作業空間確保のための整地面積はかなりの広さにわたるものと考えられる。この整
地の際の埋土の中には、部分的ではあるがふいどの羽口や炭灰層を含んでいる。したがって、

この整地面は1次的なものではなく、ある程度の操業を行った後に整地されたものである。
断面2は、斜面の比較的下方の、炭灰やスラグの堆積のみられる部分に設定した。等高線と

直交する方向で、その延長は断面1ともほぼ直交する関係にある。植林の関係で長さは2．7m
に制約されたが、厚さ50～70c郷にわたって炭化物やスラグ等の廃棄物の堆積を認めることがで
きた。これらは、炭灰やスラグを中心に、炉壁片や焼土、ふいどの羽口を混じえている。この

堆積はさらに北側に延び、漢流の南側ののり面にその延長が露出している。さらに第2トレン
チにもその広がりがみられ、その範囲は東西約151"、南北5～8〃zにおよぶと想定されるが、

東端の部分は開墾時にすでに削平されてしまっている。

（3）第1トレンチ（第20～22図、図版18．19）

第1トレンチは、断面調査によって炭灰層や炉跡の一部が確認された断面1の南側斜面に、
等高線とほぼ平行して設定した。第1トレンチの大きさは、幅1.9（東側）～2.3m（西側）、
長さ約8.1mである。

第1トレンチにおいては、発掘区の西側に、現地表から約15c加の深さで早くも炉体の一部が
現われはじめ、これを1号炉とした。断面1でその存在が確認されていた炉を2号炉とする。
1号炉と2号炉は、わずかに主軸方位に差があるが、ほぼ平行して築かれており、主軸間距

離で約2.6m、炉体の最も近接する部位では約1.6mの近距離にある。主軸はいずれも等高線と
－41－



第20図西原製鉄遺跡第1トレンチ遺構配置図

ほぼ直交し、斜面上方に炉背を向けている。

1号炉はきわめて良好な状態で検出された。現地表下約15c腕と、比較的浅い位置に炉頂があ
るが、植林や樹根等による損壊はほとんど承られない。炉体の外形は不整な楕円形を呈し、長
径1.25m、短径1m前後を測り、炉背には17×25”の送風孔がある。炉門部は開放した状態で
検出され、左右には板状の袖石が立てられている。この袖石から左右に八の字形に広がる前庭
部がある。

炉床は5｡～15.にゆるやかに傾斜している。炉門での炉床幅は39c鰯､炉門から奥へ約÷付近
まではほぼ直線的に続き、炉背になるにしたがってわずかに幅を減じ、送風孔の下部では約15
C郷となる。長さは袖石の内側までで約85C伽、外側までは約115C〃を測る。炉背内壁は最初75o前
後の急傾斜で立ちあがり、ほぼ中間で屈曲して約55oの角度で送風孔上端へと続く。炉底から
炉頂までの深さは概ね50～70c郷であるが、最も高い所では約80C郷を測る。炉頂はある程度損壊
していると考えられる状態であるが、本来の高さは80～100c"と推定される｡側壁内部の硬化は

あまり進んでおらず操業回数は少ないものと考えられる。炉頂は整地面より10～15c〃露出して
おり半地下式となっている。

炉背に抜ける穴を送風孔と判定した根拠は、炉底近くから出土したふいどの羽口の存在であ
る。この羽口の出土状態は、上部の穴に装着されていたものがずり落ちたものと考えられる。

炉門から左右に広がる前庭部は、その底面は炉床とほぼ同じレベルである。炉に向って右側
には雑な石積みがみられる。炉の前面にあたる前庭部底面は強熱を受けて硬化・変色してお

り、スラグが薄く付着している。また、炭灰層の堆積が承られ、ふいどの羽口片が出土した。

2号炉は半壊の状態で検出されたが、崖面にその断面が観察されたため、1号炉では得られ
ない所見も呈示している。

遣存部分での最大長は80c腕、炉床での幅22～39c畑、側壁上端での内幅は30c〃前後である。炉

床は11oの傾斜があり、炉底から側壁上端までは35～40C郷を測る。炉背部は粘土壁を築かず、
－ 4 2－
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第22図西原製鉄遺跡2号炉実測図

左右側壁にのみ粘土壁がみられる。炉の周縁部は5～25c加の幅で、熱により赤褐色に変色して

いる。炉の内壁はかなり変質しているが、風化もすすみ、遺存状態は良くない。

（3）第2トレンチ（第19図）

第2トレンチは遺跡の広がりを把握するために、第1トレンチの西方約7畑の地点に2×1．
2mの大きさで設定した。

第2トレンチにおいても、現地表下約20～30c郷の深さにスラグやふいどの羽口片等を含む炭

灰層の堆積がみられ、その厚さは25～50c肌を測る。その下は牒層となり、さらに地山である白
色の粘質土に続く（第19図）。

第2トレンチによって、遺跡の西方への広がりがある程度つかみ得たが、その西限について

の確証はない。北側の漢流ののり面や周辺の地形からみて、第2トレンチのさらに西方約10加

付近まで遺跡の広がりがあるものと考えられる。
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(4)出土遣物（第23図、図版20）

検出した遺物は、スラグ・炉壁片・ふいどの羽口・土師器片である。

スラグは遺跡一帯にかなりの量が散布しており、断面1．2，第1．2トレンチでも検出さ

れた。とくに断面2および第2トレンチより多く出土し、各々 40～50“程度であった。これら

は10～20c"前後の塊が多かったが、北側の漢流には40×60c"程の大きな塊も承られた。これら

の形質は多孔質で比重の軽いもの、重量のあるもの、流れ出た状態で凝固した状態のもの等、
多種多様である。

炉壁片も20点近く出土したが細片が多く特別な所見はない。

ふいどの羽口は、周辺部での採集品と、各調査地点から出土したが、量は多くない。図示

（第23図）したものの他は細片で、破片数から推定すると総数は10～15個体分程であろう。

完形品はなく、全形を知り得る資料はないが、1．2．6は比較的原形に近いものである。

断面形はいずれも不整形で、口径により2種に大別できる。小口径のもの（6）は表採品であ
るが、北側漢流ののり面から採集したもので、他と同時代と考えてよい資料である。その外径
は7～7.5c〃､内径は2.7～3c"である｡他の資料はやや大きく、外径で8.3～10.5c〃､内径で3.5

～4.5c"を測る。この相違が、何を反映しているのか、資料が少なく決定し得ない。

羽口の一方の端にはスラグや炉壁の一部が付着している。その付着の状態や溶解変色の状態
から羽口の装着角度を推定すると、1は30.,3は24o～32oという値が得られる。

1や6はほぼ原形に近いものと考えられ、全長は25～30c〃と推定される。2のように、一端
がわずかに開くものもゑられる。

土師器片は、第1トレンチから3点が出土した。いずれも細片であり、二次的な熱を受けて
器面は荒れており、積極的な年代論の資料とはなり得ない。

木炭は、炭灰層としてかなり含まれているが、いずれも細粒ないしは粉状になっており、採
取できるような資料はなかった。

3．小 結

今回の調査の目的は、植林という事態に対処するため、遺跡の範囲や性格の一端を把握する

ことにあった。樹木の成長はとりも直さず遺跡の損壊へと進むからである。

調査で発掘した面積はわずか約19㎡であり、遺跡の全体像を把むまでには至らなかった。し

かし、開墾時に形成された崖面の観察（断面調査）や北側渓流ののり面の観察、周辺地形等を

考えて、遺跡の範囲は東西約27加、南北約15加におよぶものと考えられる。

第1トレンチで検出した2基の炉のうち、2号炉は半壊状態であったが1号炉は完存してお
り、古代製鉄炉の構造解明に好資料となった。

現在、県下には鍛冶遺跡も含めると約120カ所の製鉄遺跡が知られているが､古代製鉄炉が判
－44－
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第24図六反遺跡炉跡実測図

明した例はきわめ

て少ない。約30の

遺跡から成り、県

下で最も密度の高

い小代山製鉄遺跡

群においては、蛇

ケ谷遺跡・六反遺

跡（玉名市）、古

城谷遺跡・たたら

もとA遺跡（荒尾

市）、大谷遺跡（

南関町）で製鉄炉

が知られている。

これらのうち、現

存し、しかも炉の

構造が明らかなの

は六反遺跡であ

るo

六反遺跡の炉（

第24図）は一端が

破損しているが、

遺存長約1．6m、

》炉床の幅は30c〃幅1.2加を測る。本来は長さ2m前後の楕円形プランであったと推定される。炉床の1幅は30c〃

前後で、床面には約20｡の傾斜がある。炉背には煙道状の穴があり、その構造は西原遺跡1号

炉ときわめて類似している。昭和54年2月、六反遺跡の実測図を作成した段階では、炉背に抜

ける穴の解釈に迷った。遣存している両側壁には、ふいどの羽口を装着した痕跡は承られない

が、炉背の穴はかなり高位置にあり、しかも角度が急であるところから、羽口の装着孔とは断

定しかねていた。今回、西原遺跡1号炉で同様な構造の穴を検出し、しかもその直下にふいど

の羽口のほぼ完形品を検出した。この羽口は、上部の穴からずり落ちたものとしか考えられ

ず、炉背の穴を送風孔と判断するに至った。六反遺跡・西原遺跡1号炉において、炉背の穴の

周壁は炉内壁ほどには焼けておらず、操業時に開放されていたとは考え難い。羽口を通し、そ

の周りを粘士で固めて操業すれば、穴の周壁は直接火気を受けることはなく上記の所見とも一

致する。
註3

昭和20年代後半、坂本経尭氏が調査されたたたらもとA遺跡・大谷遺跡の炉も同様な構造で

あったと考えられるが、現存せず詳細は不明である。

－ 4 6 －



六反遺跡・西原遺跡1号炉に代表される炉はシャフト型の類型と考えられるのに対し、古城

谷遺跡・蛇ケ谷遺跡では異ったタイプの炉が検出されており、ポウル型炉の可能性が強い。

西原遺跡1号炉の炉門部は開放された状態で検出されたが、操業時には粘土で塞いで使用さ

れたものと思われる。その場合、炉門部にもふいどの羽口が装着されたかどうかについては不

明である。1号炉の炉門に近い前庭部からふいどの羽口の破損品（第23図2）を検出したが、

この羽口が炉門に装着されていたとする確証はない。

西原遺跡1号炉において、少なくとも炉背送風孔の羽口を利用した送風は自然送風とは考え

られず、ふいどの利用があったものと考えられる。

発掘で得られた土師器は細片で、しかも二次熱を受けて器表が荒れており、具体的な年代判

定の資料とはなり得ない。しかし、土師器であることは確実で、その年代が中世にまで下降す

ることはあり得ない。この場合上限が問題とされるが、壷か蕊の体部細片では如何ともし難

い。同じ三の岳製鉄遺跡群の中のむくろじ遺跡・金糞谷遺跡は、発掘の結果平安時代の可能性

が強いという。また、平安時代後半～中世初頭の可能性の強い六反遺跡との構造上の類似は、

年代も近接している可能性が強いと考えられ、西原遺跡の年代は平安時代の可能性が強いこと

を指摘しておきたい。

所属する製鉄遺跡群を違えた六反遺跡と西原遺跡の製鉄炉の構造の類似は、その年代の問題

もさることながら、技術系譜を考えるうえで見のがせないことである。その全体像について

は、それを明らかにする資料が不足しており今後の資料蓄積に待つ面が多い。

西原遺跡においては、おそらく砂鉄を原料とした鉄製錬が行われていたと考えられる。かつ
註 4

て、三の岳製鉄遺跡群の中の金糞谷遺跡のスラグ分析を実施したが、砂鉄を原料とした製錬津

という結果を得ている。西原遺跡のスラグ量はかなり多く、しかも40～50c郷の大塊を含んでお

り、遺跡の立地からみても製錬遺跡としてよい。時間の制約があり、西原遺跡のスラグの分析

は行っていないが、いずれその責を果し、科学サイドの判定を願いたい。

なお、検出した炉体は、土地所有者・西田友喜氏、玉東町文化財保護委員会、玉東町教育委

員会の努力によって保護施設を建設して保存が計られることになった。記して関係者の方々に

謝意を表するものである。 （松本・勢田広行）

松本健郎『生産遺跡基本調査報告書I』、熊本県文化財調査報告第38集、昭和54年｡

直線距離にして約40mo

坂本経尭『肥後における製鉄遺跡の研究』、プリント版、昭和28年。

北九州郷士史研究会・大津正己氏分析o

１
２
３
４

註

－ 47－



第Ⅳ章遺跡解説（須恵器窯跡・瓦窯跡）

I荒尾窯跡群(付図1）

1．深瀬山窯跡〔荒尾市下井手字深瀬山〕

（1）遣跡

この谷は障子荒尾第四小学校の南方の谷に位置する。福岡県との県境に近い荒尾市の北方、荒尾第｜

谷と呼ばれ、東方に向けて開けている。

窯跡は谷の緩斜面に位置していたというが、

開墾等によってすでに破壊され、現状では確認

することができない。

昭和33年6月、三島格・木永国雄・福島作蔵

氏らによって現地踏査が実施され、三島氏の報
誰1

文がある。それによれば、窯は斜面の上下にわ

たって2基があり、その周辺部に須恵器片の散

布を認めたという。踏査時にはすでにかなり削

平を受けており、窯の構造や規模は不明である

が、焼土の広がりから平面長楕円形の登窯と推

定されている。

ソ
＝

（2）遣物（第25図）

遺跡の発見者である木永国雄氏によって採集

された須恵器があり、さきの三島報文に収録さ

れている。

現在木永氏が所蔵されている須恵器は約50点

程あるが、大半は蕊の胴部破片である。その

他、坪・壷・高坪（盤）がある。

坪(1)は口径12.1c郷、器高3.9c畑を測り、焼成

不良でやや軟質である。底部は雑なへラ切り離

しで、未調整のままの凹凸がある。2は瓶子形

壷の口縁部で、口径は9.3c郷を測る。3は復原

完形であるが、胎土・整形・焼成ともに良好

－48－
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で、色調は暗灰色を呈する。4の脚部内面や坪部下底面には自然紬がかかり、倒位で焼成され

たものである。3．4とも脚部下端は大きく拡がり、先端は下方に屈曲している。

これらの遺物はいずれも斜面上方の窯に伴なうもので、下方の窯には細片が少量認められた

にすぎないという。

2．ハケヤ谷窯跡〔荒尾市下井手字深瀬〕

（1）遣跡

障子岳の東北麓の小さな谷に位置する。この谷はハケヤ谷とよばれ、深瀬山窯跡の位置する

障子谷の東側に隣接する谷である。遺跡の所在についてはかなり古くから注目されていたよう

であるが、遺跡の状況については不明である。

②遣物（第26図）

故江崎忠蔵氏の採集品と考えられる須恵器が荒尾高校に保管されており、ハケヤ谷と註記の

あるもののみを図示した。図示した資料の他、護の胴部破片（2点）、胴部外面に格子タタキ

を施した短頚壷と考えられる破片（1点）があった。

1は復原完形であるが、口径18.8c加、器高3c郷を測る。上端径4.4c加の輪状つまみを有し、口

縁端部は斜め下方につまみ出されている。

高盤(2)は坪部と脚部の接合面で剥離しているが、坪部径19.5c〃を測る。坪部は全体的に丸味

をおび、脚部上端径は5.5c〃前後と推定される。

雲は口縁部の細片であるが、頚部には2条を単位とする雑な波状文がある。焼成不良で白黄

灰色を呈し、軟質である。

この窯跡資料のうち、輪状つまみを有する蓋は、窯跡資料としてはその初源を示すものであ

る。伴出遺物が少なく、流動的な要素を認めないわけにはいかないが、第Ⅶ様式に遡る可能性

も強い。

－49－



3．朝日ケ丘窯跡〔荒尾市荒尾字北障子獄〕

（1）遺跡

障子岳の南側、朝日ケ丘団地の西側の谷に位置する。前出の深瀬山窯跡やグリーンランド内

窯跡群（外平・丸山・御手洗・大谷・ゴルフ場・紅葉谷・南園）等と一連の丘陵上に立地す

るo

昭和40年頃、当時荒尾第五中学校勤務の川上偉氏らによって窯跡が確認され、須恵器が採集

されているが、現在では遺跡の所在を確認できない。

（2）遣物（第27図）

前記の採集遺物が荒尾第五中学校に保管されている。同校に保管されている須恵器には註記

のないものもあったが、註記があり所属の明らかなものだけを第27図に示した。

坪(1)は大型・平底で、口径16.6c郷、器高5.5c"を測る。口縁部はわずかに外反し、体部下端

はへう削りされている。
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第27図朝日ケ丘窯跡出土須恵器実測図（4は＃）
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2は瓶子形壷の口縁部から肩部にかけての破片で、胴部は欠失している。口径9.5c〃を測

る。

髪には大小のものがあり、3は口径13.1c脱を測り、髪としては極小型である。一方、4は口

径42.8c郷を測る大婆で、口縁部は大きく外反したのち屈曲して斜め上方にのびる。口縁端部は

わずかに肥厚し、端部は水平である。胴部外面には横方向の平行条線タタキ、内面には同心円

タタキを施している。

ほかびら

4．外平窯跡〔荒尾市下井手字外平〕

（1）遣跡

障子岳東南麓の谷に位置し、グリーンランド窯跡群を形成する一遺跡である。

昭和53年、三井グリーンランドの北東部の一角にアスレチックコースが設定されたが、その

工事に伴なって灰原の一部が現われ、須恵器が出土している。

須恵器の出土する地点は2カ所あり、その内の1カ所は崖の断面に灰原（炭灰・焼土・須恵

器片）が露出している。他の1カ所は側溝掘削によって露出したもので、現状では観察できな

いo

窯体部分は原状のまま埋没しているものと考えられ、その部分は未調査である。

②遺物（第28図）

前記工事による出土遺物とその後の採集資料が荒尾市教育委員会に所蔵されている。器種は

坪と蕊で、大半は蕊の胴部破片である。

1は口径12.5c郷を測る高台坪である。高台はわずかに外開きになり、腰には張りが残ってい

る。2は口径7.3C郷を測る深めの坪で、器壁は薄いo

護は小型(3)と中型(4)とがある。遣存する胴部はナデられ、タタキは残らない。ただ、4の頚

部にはわずかにタタキの痕跡が観察される。
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5．暁町窯跡〔荒尾市川登字上日焼〕

（1）遺跡

後出の皮篭田窯跡の西南約400沈、標高30～35mの丘陵斜面に位置する。遺跡の北方、丘陵

頂部には暁町社宅がある。
註2

昭和30年代後半、三島格氏によって窯跡が1基確認されている。その後、昭和53年、平島広

幸氏（荒尾市教育委員会）によって須恵器片の散布が再確認された。

現地はきわめて緩やかな傾斜面であるが、段落ちの崖面には灰原の一部と考えられるものが

観察され、付近一帯には多量の須恵器片・窯壁片が広範囲に分布している。これらの遺物は二

次堆積と考えられるが、前述の灰原は原位置と考えられ、その一帯に窯跡があることはほぼ断

言できる。須恵器片・窯壁片の量、散布範囲を考慮すると、かなり大視模な窯跡群ではないか

と考えられる。遺跡地一帯は現在雑木林、一部竹林となっている。

（2）遺物（第29～31図）

平島広幸氏による採集品（荒尾市教育委員会蔵）があり、量も多い。今回の調査でも多量の

須恵器の散布を認めたが、前記の資料で遺跡の性格把握は可能との判断から採集はしなかっ

た。

平島氏採集品（第29～31図）で器種が判明したのは、図示した蓋・坪・盤・蕊と、他に壷の

細片があった。

蓋（1～5）は大小のものがあり、3．4は輪状のつま象を有する。口縁端部はほぼ共通し

ており、斜め下方につま象出されている。

6は台付盤で、復原口径20.8c郷、器高3.3c郷を測る。7は高盤の脚部であろう。

平底の坪（8～10）は口縁部先端が外反する。9は口径14C郷、器高4.2c郷を測る。

11の高台は外開きで、やや高い。12は口縁下でわずかに屈曲している。

雲は量的に最も多く、大中の器形がある。中型の斐（13～20）の胴部外面には格子タタキ、

内面には同心円タタキのものが多い。口縁端部には共通のくせがある。13は口径20.6c脱、16は

口径25c〃を測る。大蕊（21～23）は口縁下で大きく屈曲するもので、頚部外面には雑か波状文

を施している。21は口径48.9,22はやや小さく39.4c郷を測る。

これらの遺物は、隣接する皮篭田窯跡出土資料ときわめて類似しており、その技術系譜が同

一であることが推察される。
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かわごだ

6．皮篭田窯跡〔荒尾市平山字皮篭田〕

（1）遣跡

浦川の最上流部、標高40加前後の丘陵斜面に位置するo遺跡一帯はなだらかな起伏の丘陵地

帯であるが、浸食された谷が多く複雑な地勢を呈している。窯跡は、荒尾第三中学校の真南の

谷の谷口近くに立地しており、同一の丘陵に暁町窯跡やフタゴ池窯跡がある。

遺跡近くの高校生・岡村公君によって須恵器が採集されており、これに注目した平島広幸氏

（荒尾市教育委員会）によってその存在が明らかとなった。

現地一帯は竹の繁る簸となっており、小さな市道周辺に遺物の散布を承るが、窯体は確認で
きない。

②遺物（第32図）

岡村公君によって採集されている須恵器は約200点を数えるが、大半は妻の胴部破片であ
る。

器種は蓋．坪．盤（？）・蕊がある（第32図）。

蓋には宝珠形つまみのものと輪状つまみのものとがあるが、これらの口縁端部の形態は不明

である。端部の明らかな5でみると、端部はわずかにつま承出されているにすぎない○

－55－
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坪には平底と高台付があり、口縁端部・高台には形態差がある。11は10．12に比べると先行

する形態と考えられるが、採集資料であるので速断はできない。

13は高台付の盤であろうか。

喪には大中小の3種がみられる。大饗（17．18）は口縁下で大きく屈曲する器形で、頚部に

雑な波状文を施している。

蕊の胴部破片の1点⑲に焼成前の穿孔がみられる。このような孔穿土器は、当窯跡を含めて
註3

5遺跡で確認しているが、その器形は蓋・坪が主で、蕊への穿孔は当窯跡のみにみられる。

（松本）

7．大和窯跡〔荒尾市川登字北五反田〕

（1）遺跡

浦川上流左岸の丘陵斜面に位置する。細長い舌状丘陵が東南から北西に向けてのびており、

その西南側斜面に窯跡が立地している。
註4

昭和38年、三島格氏が現地を踏査された時には、崖断面に1基の窯跡が確認されたという。

現在、付近一帯には住家が建てこみ、窯跡を確認することはできない。

（2）遣物（第33．34図）

大和窯跡の採集資料が荒尾第二中学校と三島格氏のもとに所蔵されている。第二中学校所蔵

の資料には「新生A，S38.5.29」、又は「新生B，S38.5.29」との註記がある。新生窯跡は

大和窯跡の別称である。A・Bはおそらく地点を示すものであろう。三島氏所蔵の資料（2・

9．13．16．17）も同時期に採集されたものであるという。

器種としては蓋・坪・高坪・蕊・壷があり、これらの遺物には明らかに形式差が認められ

る。

蓋は焼成時のひずみが多いが、大別すると2種のものがある。蓋A類（1～12）は坪A類

（13～20）とセットをなすもので、深めのものと浅めのものとがある。天井部はへう削りされ

ており、口縁部先端は丸くまとまる。端部の内面には段や沈線は施されていない。1は口径

12.1c郷、器高4.1C〃、4は口径13.8C郷、器高3.2”を測る。蓋B類㈱は口径16.5C沈を測り、口縁

端部は斜め下方につまみ出されている。A類に比べると焼成が悪く、やや軟質である。

坪も2種に大別される。坪A類（13～20）は立上りをもつ坪で、口径11～12c肌前後のものが

多い。立上りは1c郷前後を測り、内傾し、受部は横又は斜め上方にのびる。体部下半はへう削

りされており、全体的に丁寧な造りである。器形の上から13～15と16～20の二者に細分され

る。13～15は一見最古式須恵器を思わせる器形を呈している。坪B類伽は高台坪で、高台は比

較的高い。

高坪（21．23）は無蓋形式のものであるが、脚部を欠失している。坪部体部には凹線を巡ら

し､21は凹線間にへうによる斜行沈線を刻む。

－57－
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第34図大和窯跡出土須恵器実測図

蕊（23～25）はそれぞれ異なった器形を呈しているが、口縁下がナデにより凸帯状を呈する

点は共通している。23．24の胴部外面には縦方向の平行条線タタキを施し、内面は同心円タタ

キの上を横ナデしている。25の頚部には平行条線タタキが観察される。

壷鋤は凸帯付胴張壷である。断面三角形の凸帯を貼付け、肩部は直角に近く屈曲する。胴部

最大径29.5c畑を測り、軟質である。

（3）小結

これらの資料には形式の異なるものが含まれており、形態からみて2時期に分離することが

できる。すなわち、蓋A類・坪A類・蕊の組合わせと、蓋B類・坪B類・壷の組合わせであ

る。前者は焼成が良く硬質で、色調は黒灰色を呈するのに対し、後者はやや軟質で淡灰色・灰

－59－



色を呈する。色調だけをみても両者の分離が可能である程歴然としている。

前者は第Ⅳ様式に比定され、荒尾窯跡群において最古の資料である。後者は資料数が少な

く、第Ⅶ様式・第Ⅷ様式のいずれに属するか判定に苦しむが、一応第Ⅷ様式に比定しておきた

いo

荒尾第二中学校所蔵資料にA・Bの2地点があること、出士遺物に時期差が著しいことか

ら、複数の窯の存在が想定されるが、現状では確認することができない。 （松本・勢田）

8．野中窯跡〔荒尾市平山字野中〕

（1）遺跡

前岳（標高291.9汎）の北西麓、菜切川上流部左岸の丘陵斜面に位置している。

窯跡の天井部が陥没したと思われる凹地が4～5カ所みられ、斜面下方に須恵器片が散布し

ている。窯跡の立地する斜面はかなり急斜面で、勾配の強い登窯と考えられる。
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②遣物（第3 5 図 ）

荒尾市教育委員会によって採集された須恵器があるが、量は多くないo

器形の復原できるのは壷と蕊で、他は蕊の胴部破片である。

1は壷の底部と考えられ、復原底径14.9c脱を測る。胴部外面には単位の小さい格子タタキを

施し、その上を横ナデし、下端部はへう削りされている。

2は口径20C脱を測る中型の蕊である｡胴部外面には横方向の荒い平行条線タタキ、内面は同

心円タタキの上を横ナデしている。 （松本）

9．北山浦窯跡〔荒尾市府本字北山補〕

（1）遣跡（第36～37図）

前岳（標高291.9畑）の西南麓の丘陵斜面に位置する。
註 5

昭和24年から25年にかけて、坂本経尭氏らによって4基の窯跡が確認されており、A～D窯

と命名されている。現地は松林及び雑地となっており、シダ類が密生して窯体は確認できな

いo

「

１
１

１
１

Ｉ
！
‐
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I

’

葱
！

(） 2(1，

トーF可司司一一三一一一一弓
r
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第36図北山浦A窯跡地形図（『肥後上代文化の研究』による）
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昭和24年8月に調査されたA窯（第36．37図）は、全長7.5m，最大幅1.6沈の徳利形を呈し

ている。焼成部床面には平均約30･の傾斜があり、7段の段が設けられている。この段は地山

を削り出したものではなく、母岩片等を粘土で固定し、さらにその上に土器片等を並べたもの

であったという。

A窯は焼成途中で崩壊廃棄されたもので、焼成時の位置や器種構成の一端を示す好資料であ

る。下段には壷を並べ、大型品はより下に、小型のものは上に、さらに上段には蓋・盤を置い

ている（第37図）。その総数は壷約20個、盤約30個であったという。

－62－



更三三宮
9

＝ミーノ

1

一==ごノ
10

11■■･■

2

12げ、

｡

13

4

－ －コﾍ<＝一二 14

=＝＝ノ 5

15

6

16

一一一。÷一

、‐‐‐‐ 7
17

一一二／
8

一

一
一

洲l恥

アニヰニ
グー

20

10cm(）

ﾄｰFr－可弓4

第38図北山浦A窯跡出土須恵器実測図（『肥後上代文化の研究』による）

－ 63－



早
○

◆
■

一
口
■

一
一
一
●

－●一

窪雲 23
24

｡ ■

$ロ
、6

Fg

主
蕊

甲凸一

ご茎室
■■●一寺,●●一一一ロー=一一

織撫簿
宇
室
エ
ユ
’
一

一
一
一
一
』
一

・
一
一
‐
一
律
一
一
一
》
や

一
一

一
一
一
一
一
一

一
ｍ
戸
や
一
一
一

●
一

一
函

●

に二三■＝

■

0K

一久‘ク

ー
■

画

や
◆

雫
●

ｂ

』
寺一

●

一
一
》

■

少

や ＝ ’ ■

一
一
一
一
一
一
一
一
■

,ご孝鳶吸列
両,16･‘・一二:r･満.､了.1．．

場職,w、簿秦鞠
一
参

い
一一一一一1－－－

蝋灘
P汀

.……ー…_瞳二灘菩.君ﾉ．28b
O

〃

Ｊ
Ｊ
ｇ

ｃ
４
Ｐ
〃

〃〃

』ウ

ダ〃

〃｡

』〃

〃f

pq．●毎口－．．一・一‘．9p

，'27､
=Iロロゥ.-,｡‐．．.‐.ロJ一一一一.．。･－4｡･･･

20cm0

第39図北山浦A窯跡出土須恵器実測図（『肥後上代文化の研究』による）

－ 6 4 －



』

一一ー

・ノ

一子二二._且
･･丸一・・．．････秒．、

多今?ざ蟻搾か:.．

;1職“強i、
■凸◆■■09■●

.．0．．・・・：.､｡
Rき・・、．..｡..、.．．．
･･･。．‐.､．.‐･ワー･0．

ﾛ、

事i”
、01ざ，

■

■
■
●
○

ら
●
０

《
■
０
６
令
岬
や
旬

巳
ロ
《
ｃ

■
■
●

■

○

一
■

夕
｜

◆
ｄ
色
匪
《

９

：I

ニーーーー一、

今
‐
■
◆
●
ウ
●

●
．９

●
■

。
■

■
⑤
“
■
い
も

●
●

寺

４
町
■

。
伊

・
○
八
‐
か
詳
解
恥
部
。
↑
ぬ
‐
。
、
Ｄ
Ｃ

・
伽
．
。
；
、
．
．
。
、
や
齢

凸
●
ザ
■

咳
・
●
．
〃
馳
諦
．
、
毎
ヂ
ン
箕
一
．
・
・
・
．
，
．

●

◆
■

Ｂ
Ｇ
官
一
■
４
Ｌ
◆
寺
．
。
■
■
●
■
■
日
●

●
◆
●
■
■
●
●
●

。
。
・
・
・
秒
舎
、
‘
．
Ｔ
一
幸
ｏ
一
・
・
・

句
◆
、
■
●

◆
。
”
。
■
■
ａ
耳
叩

一
Ｆ
●
童
■
○
車
の
Ｐ
●
Ｐ
一
■
。

■
Ｃ
合
面
◆
．
■
可
●
宮
＆
画
●

昏
。
■
４
。
。
。
□
ニ
ロ
ロ
寺
■
●

望
口

毎画q

閲･~~了．》、
0｡

－.云名■･･一・‘ 29

’

ｂ
‐屯

Ｇ

Ｉ
●
■

◆
わ
白

。
●
●

。

、
ｑ
０
’
北
貼
り
恥
や
峠
へ
蛤
叩
。
０
，
０
．
，

６

■
心
中
。
』
Ｆ

●

●
色
寺
６

己
一
守
０
８
や
●
ｏ
ｆ

◆
■

●
４
９

．
伊
含
，
．
・
・
６
．
砦
《
ぬ
．
、
。
●
ロ
ロ
‐
恥
．
．
。
．

、

や
ｐ
◆
“
ニ
ヮ

‐
・
・
恥
・
‐
ぽ
い
粋
錘
静
・
哉
咽
・
郡
．
が
評
・
・
・
－
．
．

句
』
●
。

４
。
■
■

；
６
．
、
己
ロ
ー
局
、
恥
。
・
・
巳
多
。
皇
も
勺
・
‐
‐
・

漣
嬬
漣
聴
卿
湾

硯
‘
、

ロ
、
。

‐q■

、
●

●

､■

~

■
■

Jf
g‘:’

席
〆ダーーー．-.、･･･..．．節．．。.‘

●●■C令 ｡LD

一一一パR謡上.､f‘:芹
，．‘．｡：，、.．

■●

｡●

畢■
■。、

．；・・畠〉..‐
毎｡′'

･0、o､P■ﾛp少
●｡.．‘､ダ･ず④J

郡･ざ或望諺
,記勝坤患，
巳 ？ 。 L ％ ■ ロ , 夕 ■

－ー一一

「
！

溌織'

Ｊ
叫

幸
唖
叱
恥
〆
ｊ
叩
恥
咽
鋸
．
眼
。
《
》
《
。
。
。
』
咋
僅
．
。
》
．
・
・
，
Ｊ
》
．
・
の
。
‐
、

溌
砺
懲
一
一
一

.：､l

fl
32

蕊
ざi毒蕊

｜

認
Ｊ
ｂ
Ｏ

31

熟
：昂;．:・′で密､..:;:;:：

‐：F、8．，．．．．．．

20cm(）

ト門司-〒-情三一一一一一引

第40図北山浦A窯跡出土須恵器実測図

－ 6 5－



B窯はA窯の北東約300mに位置し、昭和25年3月に調査されている。窯体の全長約6.5m、

焼成部床面傾斜約32.であったというが、詳細は不明である。

C窯も昭和25年3月にその一部が調査され、全長約7.5m、最大幅1.7汎、焼成部床面傾斜は

約30.であったという。

D窯は未調査であるが、前岳A窯（第42図）と同じ構造の平窯であったらしい。

以上の4基の他にも付近に窯跡の存在する可能性が強く、須恵器片の散布が認められるが窯

体は未確認である。

（2）遣物（第38～40図、図版21）

先述したとおり、A窯からは焼成中途の状態で壷・蓋・盤が出土している。遺物はかなり散
註6

逸してしまっているが、その一部が最近公表された。第38～39図に転載したものがそれで、第

40図は荒井繁氏・荒尾高校所蔵のものを今回資料化したものである。

A窯出土須恵器には蓋・盤・坪・壷があり、壷の器形は変化に富んでいる。坪⑰は燃焼部の

堆積土中から出土したものであるが、他は同時に焼成されたもので、セットとすることができ

るo

現存する壷（29～32）を比較すると明らかに2種のタイプ（29．30と31．32）があり、器形

・底部調整に差異が承られる。工人差を示すものであろうか。現存しない資料（18～28）では

さらに変化が承られ、数種の壷が焼成されている。

29～32の底部にゑられる同心円タタキは特徴的で、器形に対応して二種のものが承られる。

29．30の底部同心円タタキは④を含み、周縁部はへう削りによってタタキは消されている。31

・32はほぼ全面に同心円タタキが残り、29．30とは原体も異なる。

この種の壷で、底部に同心円タタキをもつものは、隣接する薬師前・下谷窯跡に確認された

が、製品の供給先や技術系譜を考えるうえで絶好の指標となる。

30の胴部内面にはナデ痕の上にほぼ全面にわたって布痕がみられる。29．32の内面には同心

円タタキが観察され、胴部内面調整にも二種のものがあり、これは器形・底部タタキとは軌を

一にしていない。 （松本・勢田）

10．南山浦窯跡〔荒尾市府本字南山浦〕

（1）遣跡

前岳の西南麓、府本の谷の北側斜面に位置する。同一地点に所在する製鉄遺跡については、
註7

坂本経尭氏らによって古くから注目されていたが、昭和54年2月の製鉄遺跡踏査（松本・平島

広幸・福島作蔵）において須恵器窯跡が重複していることを確認した。

スラグやふいどの羽口を出土する地点は南北に2地点あり、そのうちの南側地点が製鉄遺跡

と窯跡の重複地点である。付近一帯はミカン園や畑地に開墾されており、農道路面に焼土・炭

－ 6 6 －



化物層が露出し、須恵器片と製鉄関係の遺物が散布している。製鉄遺跡・窯跡ともに遺構は確

認できない。また、堀守雄氏によれば、付近にさらに2カ所窯跡があったという。

②遣物（第41図）

図示した須恵器は、昭和54年2月の現地踏査時に採集したもので、蓋と髪がある。採集資料

で量的に多いのは蕊の胴部破片であるが、これは図示していない。

蓋(1)は復原口径16.5c〃を測り、天井部はへう削りされている。口縁端部は下方につま承出さ

れて下方に突出する。

蕊には小②、中（3．4）、大(5)がある。2は肩の張りが弱く、全体的に厚手で、口縁先端

は丸くおさまるo3．4は口縁部のみの破片で、端部はいずれも尖り気味。5は口径32.6C加を

ニヨf三童、二言 1
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第41図南山浦窯跡出土須恵器実測図
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測る大蕊で、頚部には格子タタキが残る。口縁部は大きく外反したのち屈曲して立上り、屈曲

部に1条の凸帯を巡らす。

11．前岳窯跡〔荒尾市府本字前岳〕

前岳の西南裾部の丘陵斜面に位置する。
註8

昭和25年3月、坂本経尭氏らによって第42図に示した平窯（A窯）が調査されている。奥行

1.9沈、最大幅1.3加、焚口幅53c〃、側壁現存高約1畑の小型の窯で、奥壁には煙道が穿たれ、

壁面は強い火力を受けていたという。

’
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fl
匡二コ

１
１

一一

ー一

’

1m(）

丘宥-可-ゴー＝

第42図前岳A窯跡実測図（『肥後上代文化の研究』による）
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A窯の西に隣接して、同様な構造のB窯があったというが、現在はA・B窯とも確認できな

いO

A窯は完掘されているが、土器類は皆無であったという。付近の畑には紬薬のかかった婆・

椀、菊花文押印の陶片、管状士錘等が散布していたという。

調査者の坂本氏はこの窯を中世陶の焼成窯であろうと推定されているが、卓見であろう。た

だし、陶片の出土がないことは、木炭窯等他の用途も否定できず、陶窯かどうかの確認が課題

である。

12．洗出窯跡〔荒尾市府本字土井内〕

（1）遺跡（第43図）

前岳（標高291.9m）の西南麓の丘陵斜面に位置するo
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第44図洗出窯跡出土須恵器実測図

a一一_一
、●

｡｡｡｡｡｡；。.
●p ● ● ● 一 ●

g●●●ｰず
● ● ●、●C●●0●、G

● ｡ ●●●一参一

・●､●･色｡｡･･･●・・o･IF｡
■●●●●●●
Qo●●QOD少8

，．● ① c

●ce●の会｡

●●●9‐
ｰ｡●●Q●

｡｡･･DC●君｡｡ﾛ ■q

●O

DG

■Ce●0

●●甲

g■ず←●

● ~ ー ■ 凸 由 ■ ●

2

註9

昭和25年3月、坂本経尭氏らによる一連の調査によって2基の窯跡が確認・調査され、洗出

A・B窯と呼ばれている（第43図）。窯の平面形は徳利形を呈しており、斜面下方に土器片の

散布が認められ灰原と考えられる。

A窯は全長約8m、最大幅2.56郷、焼成部床面傾斜は30。～33oであったという。

現在、A・B窯周辺はミカン園となっており、地形等はかなり改変されている。崖面や付近

一帯に須恵器片の散布を認めるが、窯体はあるいは開墾によって消滅しているおそれがある。

周辺一帯の踏査によれば、A・B窯の東方（谷の奥部）や北方（丘陵鞍部）にも須恵器が散

布しており、窯の数はさらに増加する可能性が強い。

②遣物（第44．45図）

かって多量の須恵器が出土したというが、大半は散逸してしまっている。第44．45図は、酒

水町歴史民俗資料館(1)・荒井繁(4)氏蔵の資料と、昭和54年11月に筆者らが採集した資料（2．

3）である。54年11月の採集品には他に約50点ほど蕊の破片があり、大斐の胴部破片が多い。

円面硯(1)はほぼ完形品で、陸と海の境にはわずかに稜がつく。陸は中央がもりあがり、海は

浅い。縁は外反し、端部はほぼ水平である。脚部は下端が大きく開き、十字形と長方形の透し

が交互につく。透しはへうによる割貫きであるが、その調整は雑で粘土めくれが多い。縁径9.

7c郷、脚部径14.8c郷、器高6.5c〃を測る。円面硯を出土した窯は、洗出窯跡と下り山窯跡（球磨
窯跡群）とがある。

蕊（2．3）には大小があり、2は口径19.5C郷、3は口径44.8C"を測るo3の頚部外面には

格子タタキの痕跡が観察される。

4は横瓶で、口径は11.5C"を測る。胴部外面は荒い平行条線タタキが施されているが、縦横

に交差する部分が多い。

－ 7 0 －



琴_畢一一.？.＆さ－

● ◆

『夕■－9

缶

4

第45図洗出窯跡出土須恵器実測図

13． 下谷窯跡〔荒尾市府本字下谷〕

(1)遺跡（第46図）

調査され、2基の

焼成部床面傾斜は

註10

小代山西麓の丘陵斜面に位置する。昭和25年3月、坂本経尭氏らによって調査され、2

窯が確認されている。A窯は窯体の全長約7.5沈、最大幅2畑と推定され、焼成部床面傾

約30.であったという。B窯はA窯の南約50畑に位置し、灰原の一部が確認されたという。

現在、付近一帯に須恵器片の散布を認めるが、窯体は確認できない。

②遣物（第4 7 図 ）

坂本氏の調査時には蕊・壷・塊・坪類が出土したというが、資料は公表されておらず詳細は

不明である。第46図に示したのは、土地所有者の丸尾武彦氏所蔵の採集品で、蓋・塊・髪・壷

－71－
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第46図下谷窯跡地形図（『肥後上代文化の研究』による）

がある。A・B窯のいずれに属するのかは明らかではない。

蓋（1）は復原口径15.7c"、口縁部先端はわずかに下方に突出する。塊（2．3）は口縁部

が外反し、体部に屈曲がある。婆（4～8）は胴部の破片が多いが、口径により大小の2種に

分けられる。蕊の胴部外面には格子・平行条線タタキ、内面には同心円・平行条線タタキが施

されているが、内面の場合は両者が併用されているものがある。

内面の同心円タタキの中心部が④を呈するものが含まれている。この圧同心円タタキは、今

のところ北山浦窯跡と下谷窯跡にのみ確認される事象である。製品供給地追跡の指標となろ

う。

壷（9～15）はいずれも瓶子形のもので、器形は北山浦・薬師前窯跡の製品に類似する。14

の底部外面には＄を含む同心円タタキが施されており、その上をナデによって調整している。

このナデはかなり強く、北山浦・薬師前窯跡の場合とはやや異なっているが、資料が1点のみ

であるので下谷窯跡の独自性かどうかは速断できない。この瓶子形壷は、器形・技法・焼成・

色調等の点で北山浦・薬師前窯跡の資料ときわめて類似しており、遺跡が近距離に位置するこ

ととも相まって、これらの3遺跡が技術系譜を同じくすることが想像される。
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14.大別当窯跡〔荒尾市樺字大別当〕

（1）遣跡

観音岳（標高473.0加）の西麓の丘陵地帯に位置する。府本小学校の東側に南北にのびる浸

食谷があり、窯跡はその谷頭に近い斜面に立地している。
註11

昭和25年3月、坂本経尭氏を中心とした一連の窯跡調査の一環として1基が調査され、風字

硯や雲が出土している。この窯は大別当A窯と命令されている。

A窯は花闇岩を割貫いた害窯で、奥壁からくびれ部付近までの長さ約6.5m、焼成部最大幅

2.08況であったという。焚口および燃焼室は道路下になっており未調査である。

その後、A窯の西南方にさらに2基の窯体が確認され、計3基を数える。この2基について

は未調査であるが、農道等によってかなり削平を受けており、遣存状態は必ずしも良くない。
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第48図大別当窯跡(A)出土須恵器・陶硯実測図（3は『肥後上代文化の研究』による）
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②遺物（第48．49図、図版22）

昭和25年のA窯調査による出土品と、最近の採集品がある。

前者は荒井繁氏・荒尾高校・狐水町歴史民俗資料館（坂本記念館）・熊本市立博物館に分散

して所蔵されている。このうち、荒尾高校・熊本市立博物館のものは江崎忠蔵氏旧蔵のもの

で、氏の没後移管されたものという。後者は荒尾市教育委員会の採集所蔵品で、髪の胴部破片

がある。

図示したのはA窯の出土品で、1は荒井氏所蔵の椀である。完形品で、口径14．6c加、底径

8.3c郷、器高8c畑を測る。硬質で黒褐色を呈し、表面には微砂粒を多く付着している。
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註12

A窯の調査では数面の風字硯を出土した由であるが、その実数は不明である。今回の資料調

査において4面の所在を確認することができた。2は酒水町歴史民俗資料館、3は熊本市立博

物館、4は荒尾高校、5は荒井繁氏の所蔵である。いずれも中央部の堤によって二分割された

風字二面硯で、海陸の境はない。2．3．5はわずかに破損しているが、4は完形品である。

縁を欠く後方の下底面には短脚を貼付けている。2～4の脚は乳状の円形脚を左右に付けてい

るが、5は長方形の脚を中央部に1個付けている。成形・調整は必ずしも丁寧とはいえず、や

や雑な造りである。外表には砂粒が付着し、当然のことながら使用の痕跡はない。全体的に焼

成不良で、やや軟質の茶褐色を呈している。

15．樺番丈窯跡〔荒尾市樺字下横打〕

（1）遺跡

硯川の上流左岸の丘陵斜面に位置する。円城と呼ばれる標高約70加の小山塊の北側から丘陵

が派生しており、硯川はこの丘陵を迂回するように蛇行している。窯跡はこの丘陵の西側斜面

に位置し、丘陵と水田との境の崖面やその周辺部に須恵器・窯壁片が散布している。

昭和35年、三島格氏らによって遺跡の一部が発掘され、九州唯一の中世窯として注目されて

いる。

②遺物（第50図）

三島氏の調査資料は熊本市立博物館に寄託されている。その概要は、最近その資料を再整理
註13

された亀井明徳氏によって公表された。

それによると、器種は蕊と握鉢を主体に、鍔釜・土鍋があり、連珠文軒平瓦を共伴してい

る。全体的に低温焼成で、瓦質に近い白灰色又は黒色を呈する懐焼状のものが多いという。成

形はすべて紐造りで、鞭輔は使用されておらず、櫛状工具による調整が特色とされている。こ

れらの資料は､器種構成や共伴した連珠文軒平瓦から13世紀代に比定されている。

以上は、三島氏調査資料の大半を占める中世陶の概要であるが、第50図に示したのは荒尾市

教育委員会採集・所蔵の資料である。市教委蔵の資料には須恵器・瓦・土師器片があり、上述

の中世陶とは異なるものである。

坪（1．2）は平底で、底径は小さい。1の口縁部はわずかに外反し、体部下端および底部

はへう削りされている。2の底部はへう切りの上を部分的にナデており、1とは調整方法が異

なる。

瓦（3～5）は平瓦の破片と考えられ、この他に丸瓦の小片が2点採集されている。3．4

は焼成悪く、軟質である。凹面は器表が剥離して布目痕は観察できない。凸面には細目タタキ

が施されている。5は硬質で暗灰色を呈する。側端はへう削りされており、凹面には布目、凸

面には細目タタキがあり、凹・凸面ともその上からわずかにへラ削りが施されている。凹面に

－ 7 6 －
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第50図樺番丈窯跡出土須恵器・瓦実測図
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は糸切り痕や枠板圧痕は観察できない。

（3）小結

荒尾市教育委員会蔵の資料（第50図）は中世に下降するものではなく、須恵器でゑると第Ⅷ

様式に比定でき、瓦の観察結果もこれに矛盾しない。

現地踏査の折も、硬質で外面に格子タタキ、内面に同心円・平行条線タタキを施した蕊の破

片が散見され、これらとともに軟質の中世陶の破片が認められた。

したがって、樺番丈窯の年代は第Ⅷ様式と13世紀代の新旧二期が認定され、いずれも瓦陶兼

業で操業されていたことになる。その中間資料は判明しておらず、一時中断した可能性が強

いo （松本）

三島格「肥後の須恵器資料(~)」、『熊本史学』21．22号、昭和36年。

三島格「須恵器の窯h1-肥後古代の窯業一」、『須恵器の窯吐．小代焼と二川焼』、三井グランド

シリーズ第3集、昭和41年。

荒尾窯跡群の薬師前・中障子獄・皮篭田窯跡、宇城窯跡群の萩尾大溜池窯跡、球磨窯跡群の下り山

窯跡にみられる。

三島格氏の教示による。

坂本経尭『小代山麓古窯吐群調査報告』、プリント版、昭和25年。（『肥後上代文化の研究』、昭

和54年）

坂本経尭「小代山麓古窯吐群調査報告」、『肥後上代文化の研究』、昭和54年。

坂本経尭『肥後に於ける製鉄遺跡の研究・第一編』、プリント版、昭和28年。

註6に同じ。

註6に同じ。

註6に同じ。

註6に同じ。

坂本経尭氏の諸資料を検討すると、5面の風字硯が出土したようであるが、三島格氏によればさら

にそれ以上の数が出土したともいう。現存するのは本文に記した4面である。

亀井明徳「九州」、『世界陶磁全集』3（日本中世）、昭和52年。

註
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Ⅱ植木窯跡群

1．蓑田窯跡（玉名市安楽寺字蓑田）

坂田幸之助氏（玉東町文化財保護委員）によって発見されたもので、木葉山の西麓に位置す

る（第51図）。窯跡の東南約1伽には稲佐廃寺がある。

窯体は確認できないが、崖の断面から須恵器が採集され、その中に融着した須恵器片が含ま

れており、窯跡と考えてよかろう。出土遺物は少なく、蕊の胴部破片が大半であるが、髪の胴

部破片と融着した状態で蓋の細片もみられる。その蓋の特色から第Ⅵ様式に比定される。

2．鈴麦窯跡（鹿本郡植木町鈴麦字平）

(1)遺跡（第51図）

鹿本と玉名の境にある国見山（標高388.8汎）の南麓に位置する。

第51図蓑田窯跡(1)鈴麦窯跡(2)位置図

－ 79－
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第52図鈴麦窯跡出土須恵器実測図

約10年前、当地一帯が開墾され、ミカン園が造成された。窯跡はその時古財誠也氏（植木町

教育委員会）によって発見されたもので、農道の路面や崖断面に3基の窯が確認されたとい

う。

蓑田窯跡とともに、従来空白であった地域に発見された意義は大きい。

②遣物（第52図）

古財誠也氏所蔵の須恵器があるが、量は多くない。器種も平底の杯と高台杯がみられるにす

ぎない。

平底の杯（1～7）は口径に対して底径が小さく、体部はかなり外傾する。器壁は薄く、全

体に成形、調整は雑である。焼成は良く、比較的硬質で、色調は青灰色を呈している。口径は

12～13.5c〃前後であるが、6はやや大きい。

高台杯（8．9）は底部の破片だけであるが、断面逆梯形の高台を貼付けている。平底の杯

と同じく、杯部の器壁は薄い。 （松本）
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Ⅲ宇城窯跡群(付図2）

1．富合平原窯跡（下益城郡富合町平原字本庄）

(1)遺跡（第53図）

1 号 窯

■■■■■■■■■■■

一

熟 口

開ｦa－－Q

’

ーー

■一

－

ロー

■争

‐1■

P＝ー

一 リ
○ら今●●

●毎■■＝

｡缶｡心q■

e - ■ 合 一

遥妻I蕊薬:津

、

一一｢一F－F｢三司一－－－－－－」

第53図富合平原窯跡実測図（『城南町史』による）
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熊本平野の南縁にある木原山（雁回山、標高314.4m)の北側山麓の丘陵先端部に位置する。

昭和32年10月、採土作業中に発見され、松本雅明・乙益重隆・三島格・富樫卯三郎・花岡興

輝・徳本明氏らによって調査が実施されている。

調査された窯跡は3基であるが、調査時にはすでに削平を受け、一部分が遣存しているにす

ぎなかったという。これらは調査後消滅して現存しないが、周辺部にも窯跡の存在する可能性

が指摘されている。
註1

調査結果は『城南町史』に収められているが、報文に拠りながら説明を加える。

調査された3基の窯跡は約5畑の間隔で並び、1～3号窯跡と命名されている。1号窯跡は

奥壁の一部を残すにすぎず（第53図）、遺存長1.6m、幅1.54加､遣存高約80c〃であったとい

う。床面から平瓦・丸瓦に混じって須恵器の小破片が出土したという。

2号窯跡は削平面に縦断面が露呈していたもので、ラッパ状の煙道部が確認されている。2

号窯跡では床上げが行われており、間層を挟んで上・中・下層に遺物が出土している。上層に

は平瓦・丸瓦が長軸と直角方向に並べられていたという。瓦に混じって須恵器も出土してい

る。

3号窯跡は最も遣存状態が良く、遺存長約3.2m、幅約1m、高さ約1.5mを測る。燃焼部と

焼成部の境には段があり、焼成部傾斜は比較的緩やかである（第53図）。床面から瓦（平瓦・

丸瓦）と須恵器片が出土している。
註2

全般的に規模は小さく、有階無段登窯で、瓦を主体に須恵器をも焼成した瓦陶兼業窯であ

る。

②遺物（第54～65図）

1．2号窯跡は瓦を多く出土し、わずかに須恵器を含み、3号窯跡では須恵器がやや多かっ

たという。出土した瓦は平瓦と丸瓦で、文様瓦はない。凸面のタタキには細目と格子の両者が

ある。これらの瓦は陳内廃寺や浄水寺出土のものとは異なり、古保山廃寺に供給されたもので
註3

あろうと推定されている。これらの年代は、須恵器の型式ともあわせて奈良時代後期～平安時

代前期に比定されている。

調査資料は城南町教育委員会と宇土高校に所蔵されている。今回資料調査を実施した城南町

教育委員会所蔵品の一部を第54～65図に示した。

1号窯跡（第54．55図）

城南町教育委員会所蔵のものは瓦だけで、須恵器はみられない。瓦も3基の内では最も少な

い。瓦の大半は平瓦で、わずかに丸瓦がある。

平瓦の凸面には格子・縄目タタキの両者があり、各々精粗がある。細目タタキの場合、側縁

に平行するものと、斜行するものとがあり、タタキ目が交差するものもみられる。凹面にはす

べて布目が残され、枠板圧痕・布のとじ目が観察されるものもある。しかし、枠板圧痕や布の

とじ目の出現する比率は少ない。糸切り痕の観察されるものはないが、4には粘土板の合せ目

－82－
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らしいものがある。粘土紐

の接目が観察できるものは

ない。

丸瓦は細片で、10は玉縁

に凹線を施したものであ

る。凸面は丁寧にへう削り

されている。

2号窯跡（第56～62図）

2号窯跡も平瓦が多く、

丸瓦と須恵器がある。出士

地点・層位別に区分されて

おり、それに従って焚口部

・上層・中層・下層別に図

示した。これらの間には顕

著な相違は承られず、一括

して説明する。

平瓦では1号窯跡と|司じ

く格子・細目タタキの両者

がある。枠板圧痕や布のと

じ目、糸切り痕の観察され

るものは皆無であるが、粘

土紐の接目のみられるもの

鋤がある。側面はほとんど

二次的なへラ削りによって

調整されているが、18には

分割裁面が観察される。こ

の資料では内側から裁断さ

れている。

ほぼ全形を復原できる11

でみると、広端部幅約27

c加、狭端部幅約23c郷、長さ

約34c〃を測る。凹凸面とも

2～5c〃間隔位で広端面か

ら狭端面にかけてナデつげ

ており、この種の調整は他
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の資料でもよくゑられる。

丸瓦は玉縁を造り出した

もので、平瓦に比べると粘

土紐の接目が顕著である。

玉縁部分は横ナデされてい

るが、いずれも細目タタキ

を残している。側縁には分

割裁面がみられ、すべて外

側から裁断されている。

須恵器には蓋・杯・壷・

鉢・蕊がある。

蓋“は復原径13.5c〃を測

る。全体的に偏平で、口縁

端部はわずかにつまみ出さ

れている。杯は全形を知り

得る資料はないが、口縁部

は外反する（35．36）。高

台（37．38）は比較的高

く、外開きである。

壷（39．40）は広口の長

胴壷である。39の胴部には

格子タタキを施した上を強

くナデており、タタキ目は

ほとんど残らない。壷の底

部側はへう切りの後ナデを

施し、胴部下端はへう削り

されている。

鉢伽は瓦質を呈し、復原

口径20.4c郷を測る◎体部は

斜め上方に延び、先端はわ

ずかに外反気味に丸く収ま

る。婆㈱は口径21.3c〃を測

り、胴部外面には荒い格子

タタキが施されている。内

面は同心円タタキをナデ消
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第62図富合平原2号窯跡出土須恵器実測図

している。

3号窯跡（第63～65図）

平瓦が最も多く、丸瓦がわずかに含まれる。須恵器は3基の中では最も多い。

平瓦には格子・細目タタキがある。枠板圧痕・布のとじ目・糸切り痕・粘土紐接目平瓦には格子・細目タタキがある。枠板圧痕・布のとじ目・糸切り痕・粘土紐接目・粘士板

合せ目等が観察される資料はない。厚手で調整・焼成の良いものと、薄手で雑な造りのものが

ある。

丸瓦は良好な資料がないが、側面には外側からの分割歓面があり、内側に破面が残されてい

る。

須恵器には壷が多く、その他鉢・蕊がある。壷は大・中・小の器形があり、広口・長胴であ

る。底部は平底（59．60．62）とわずかに高台がつくもの御がある。62の胴部外面には格子タ

－91－
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タキが施されている。他は内外而とも比較的丁寧な横ナデがみられるが、内面には凹凸があ

る。50．60．62の製作技法をみると、底部と胴部の接合面に補助粘土を用いている。他に壷の

肩部に低い耳状つまみをつけた破片がみられる。

鉢倒は2号窯跡出土のものと類似し、内外面とも横ナデ調整である。

蕊（64．65）の口縁端部は斜め上方につまみ上げられ、胴部外面には荒い格子タタキがゑら

れる。64の口径は20.2c肌、65の口径は26c郷を測る。

（3）小結

富合平原窯跡出土資料については、城南町教育委員会所蔵の分についてのみ資料調査を行っ

た。さらに、瓦の量はかなり多く、すべてについて資料化することや詳細な観察分析は行って

いない。特に気付いた点の承を列記して結びとする。

平瓦には格子・細目タタキのものがあり、各々が最低2種に細分できる。糸切り痕の観察で

きるものは皆無で、1号窯出士のものの1点（第54図4）に粘土板合せ目らしいものが観察さ

れる。これに対して、2号窯跡では粘土紐の接目が観察できるものが1点（第60図31）含まれ

ている。枠板圧痕や布のとじ目の観察される比率は少ない。
註4

以上の点を総合すれば、1号窯では粘土板桶巻作り、2号窯では粘土紐桶巻作りの可能性が

強く、3号窯はいずれとも決しかねる。1～3号窯を通して、かなり偏平で、凸面の縄目タタ

キが交差するものがあるが、一枚作りとする積極的な根拠とはならない。時を同じくして、一

方では桶巻作り、他方では一枚作りも不自然であろう。

丸瓦は玉縁をもつ形式で、これは明らかに粘土紐を使用している。凸面には細目タタキをそ

のまま残し、玉縁部にも細目タタキが残される。製品供給先追跡の指標となろう。1号窯跡出

土の丸瓦（第53図10）はやや異色で、陳内瓦窯跡・陳内廃寺出土品に類品がある。あるいは保

管中に混入したものか。そうでなければ、陳内廃寺を供給先とする論拠ともなし得る。

本窯跡は瓦を主とし、須恵器を従とする瓦陶兼業窯である。須恵器には壷・鉢・蕊を主体

に、蓋・杯がわずかに含まれてる。胎士はいずれも良いが、焼成不良でやや軟質である。型式

差は認められず、ほぼ同時期とみられ、第Ⅷ様式に比定できる。瓦の観察でも型式差はみられ

ず、須恵器の年代観と一致する。

本窯跡製品の供給先は古保山廃寺と推定されている。今回の調査では、古保山廃寺をはじ

め、遺跡出土瓦との対比は行えなかった。
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2．陳内瓦窯跡（下益城郡南町陳内字本村）

（1）遣跡（第66図）

浜士川と錦川に挟まれた丘陵斜面に位置する。窯跡の西北方約500加には白鳳期創建の陳内
註5

廃寺がある。

昭和初期、鳥井竜蔵・小林久雄氏らが現地を踏査し、窯跡であろうと考えられていたが、昭

和36年8月、松本雅明・三島格・桑原憲彰・伊藤圭二・高島忠平氏らの発掘調査によってその
註6

全貌が明らかにされた。

窯（第66図）は軟質の阿蘇凝灰岩に穿たれた害窯で、地下式有階有段登窯の形式である。焚

口は幅約48c〃と狭く、燃焼部は円形に近い。焼成部には13段の段が設けられており、平均傾斜

’
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第66図陳内瓦窯跡実測図（『城南町史』）による）
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は約26oを測る。天井部ま

での高さは1.17凡前後で、

煙道部（長さ2．8m）を含

めた窯体全長は10.2mを測

る。

窯体の一部は明治～大正

時代に損壊しているが、全

体的に良く遣存しており、

現状でも良く観察できる。

以前から指摘されていると

おり、周辺部にも窯の存在

する可能性が強い。
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②遺物（第67～70図）

昭和36年の調査で、窯体

内部および真近の溜池の池

底や周辺部から瓦類と須恵

器が出土している。瓦類に

は軒平瓦・平瓦・丸瓦があ

り、窯体内から出土したも

のは陳内廃寺第二・三類で

あるが、周辺部からの出土

品には扇向唐草文軒平瓦・

斜格子タタキを施した平瓦

（陳内廃寺第一類）が含ま

れていたという。須恵器は

細片で量も少なく、器形の

復原できるものはないが、

陳内廃寺出土須恵器に類似
註7

していると報告されてい

るo

これらの資料は現在、城

南町教育委員会に保管され

ている。その一部を資料化

したのが第67～70図で、平
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瓦・丸瓦・礎斗瓦を掲げた。

平瓦（1～11）は出土量の大半を占める。凸面のタタキ目を承ると、格子タタキ（1～5）

と細目タタキ（5～11）とがあり、さらにタタキ目の単位の大小によって各を2種のものが承

られる。

平瓦の凸面にはタタキ目が残されているものが多いが、タタキ目の上を部分的にナデたもの

とほぼ全面をへう削りしたもの（11）とがある。

3．4の広端面にはワラ状のものをたばねた圧痕が残り、その上からへラ削り調整を行って

いる。その他のものは、広・狭端面、側面ともにへう削りしており、分割裁面等は観察できな

いo

凹面には全面に布目がみられ、枠板圧痕が観察される。枠板圧痕は不規則な現われ方を示

し、枠板の幅は3～4c郷前後のものが多い。横幅の確かな6で9枚を数える。

凹凸面ともに糸切り痕の観察される資料は皆無で、9の凹面にはわずかに粘土紐の接合面が

観察される。

丸瓦（12～14）は量的には最も少ない。比較的大きな破片の12でみると、玉縁をもつもの形

式である。凸面はいずれも二次的にへう削りを施こしているが、12．14にはわずかに格子タタ

キが残る。側面はへう削りされ、分割裁面は観察できない。

爽斗瓦（15～20）の凸面にはすべて縄目タタキが観察される。凹面は平瓦と同じく布目と枠

板圧痕がゑられ、両者に相違点はみられない。喪斗瓦の幅は一定しておらず11.5～16.9c"を測

るが、15～19は11.5～13.7c〃の範囲で、20が16.9c加と広く、2種に分類できる。

平瓦にも完形品がなく、その大きさについては不明な点もあるが、横幅の明らかな6を2分

割すると約13c〃の幅となる。したがって、上記の喪斗瓦は平瓦を2分割して造られたと考えて

よい。

（3）小結

以上、陳内瓦窯跡出土の平瓦・丸瓦・漠斗瓦を概観した。次に技術的な問題を整理する。

平瓦類はタタキ板の種類によって4種がみられる。凹面にはすべての資料に枠板圧痕が象ら

れ、いくつかのものに側縁と平行する布の綴じ目が観察される。したがって、これらの平瓦は
註8

桶巻作りと認定することができる。さらに、糸切り痕や粘土板合せ面は観察されず、平瓦の9

や平瓦を分割したと考えられる喪斗瓦の17に粘土紐の接合面がわずかに観察され、粘土紐桶巻

作りとすることができる。

礎斗瓦は平瓦を二分割したもので、広狭2種のものが承られた。

丸瓦は資料が少なく、顕著な事項は認め得ない。ただ、玉縁部の凹線は特徴的である。

これらの資料は、陳内瓦窯跡出土資料のすべてではない。したがって、ここで述べたことは

陳内瓦窯跡出土資料の一部にみられる現象と言わねばならない。

陳内瓦窯跡は陳内廃寺に近く、陳内廃寺への瓦の供給についてはすでに明らかにされている
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ことである。このように、窯跡と製品供給地との関係が明らかな遺跡は数少なく、陳内窯跡の

遣存度とも合わせて重要な生産遺跡といえよう。唾た、窯跡周辺の確認調査や、両遺跡出土遺

物を厳密に分析・検討すれば、両者の位置づけはさらに明確なものとなろう。

3．野田窯跡（下益城郡城南町鰐瀬字西境松）

益城郡家推定地の東南約50077z，浜戸川に面した丘陵に位置する。

耕作や宅地化のため古く破壊され、遺構の状態については不明である。出土資料は焼土と須

恵器で、瓦は発見されていない◎
註9

第71図は『城南町史』からの転載であるが、蓋・杯・盤・蕊・壷がある。蓋や杯の特徴から

第Ⅷ様式に属するものと考えられる。

三三=ヨニー5
1

ロや

多字〃

"房

／"

、__|_こぶ狐
第71図野田窯跡出土須恵器実測図（『城南町史』による）
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4．元米ノ山窯跡（宇土郡不知火町長崎字元米ノ山）

（1）遣跡

宇土半島基部の南端、城ノ越丘陵の西側基部に位置する。同丘陵の中位には朱斗窯跡があ

り、さらに先端部近くに鴨篭古墳（装飾古墳）が位置している。

昭和41年、ミカン園造成に伴って発見され、翌昭和42年4月、富樫卯三郎氏の指導により宇

土高校社会部によって調査が実施されている。

窯は南面する標高80"z前後の丘陵斜面に築かれた害窯である。窯体の全長は約12"zと大型で
註10

焼成部最大幅約1.8"z，天井部最大高約2.1加であったという。燃焼部から焼成部の中間ほどま

では約10oと緩い傾斜であるが、奥は35o～40･と急傾斜になっている。奥壁から焚口にかけ

て、直径約30c郷の穴が窯体に並行して穿たれており、排水孔であろうか。

42年4月に調査された窯は1基であるが、その周辺部にも窯の存在する可能性が強いとい

う。

（2）遣物（第70～72図）

前記の調査により、窯。灰原および周辺部から多量の須恵器が出土しており、現在は宇土高

校に所蔵されている。今回、その一部について資料調査を実施することができたが、富樫卯三

郎・卯野木盈二両氏には種々高配を賜わった。また、宇土高校社会部・同OB会、宇土市教育

委員会の高木恭二氏にもお手数をかけた。記して深謝の意を表したい。

資料調査を実施したのは出土品の一部で、これが元米ノ山窯跡出土品の全体像ではない。将

来、全出土品について細かく分析すべきと考えるが、それによって位置づけが大きく変化する

ことはないと思われる。

器種の明らかなものは蓋・杯・高杯・壷・鉢・蕊・提瓶がある。量的に多いのは蓋坪と蕊

で、他は少ない。ただ、蕊は胴部破片のみであった。

蓋は形態差により5種に分類した。

蓋A類(1)は復原口径17C〃、器高5C加を測る大型品で、天井部と体部の境には凹線を巡らす。

体部は外開きし、口縁部先端は単純である。

蓋B類(2)は復原口径15.6c〃を測り、全体的に丸味を帯び、天井部と体部の境は不明瞭ながら

わずかに稜がつく。口縁部先端の内面は有段をなす。

蓋C類（3．4）はB類に似た器形であるが、小型化し、口縁部先端は単純に丸くまとま

る。4には偏平なつまみが付き、天井部にはカキ目が施されている。4は口径12.4沈、器高

4.5WLを測る。

蓋D類（5～24）は口縁部内面に小さなかえりを有するもので、宝珠形のつまみをもつもの

が多い。口径は12～14c〃前後で、器高は低い。天井部はへう削りされているが、調整は雑であ
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るo

蓋E類錫は基本的にはD類と類似しているが、内面のかえりの形態や位置が異なる。壷類の

蓋と考えられる。

杯も形態により5類に分類する。

杯A類㈱は口径13c郷を測り、立上がりはほぼ直立する。体部は直線的に底部へ連なり、尖り

底状を呈する不安定な器形である。

杯B類（27～32）は立上りをもつ小型の杯で、立上りは低く内傾する。口径で承ると27～29

（11.5～12.5c郷）と30～32（約10.5c郷）の2種に、また体部形態で承ると27．28と29～32に細

分される。28～30の底部にはカキ目が施されており、有蓋高坪の可能性がある。

杯C類（33～49）は平底の杯で、口径や器形に変化があるが、ここでは一括しておく。

杯D類（50．51）は高台杯で、両者の様相はかなり異なっているが、外開きの高台や腰の張

りには共通性がみられる。

杯E類（52．53）は小型で深めの杯で、体部には3条の凹線を巡らす。口径に対して器高の

高いのが特色である。底部を欠いているが、丸底と考えられる。

高杯刷の杯底部はほぼ平担で、曲折部に凸帯を巡らす。脚部はゆるやかに開いたのち横に延

び、先端は内側下方に突出する。57は形態の異なる高杯（盤）である。

壷（55．56．59．60）はいずれも断片的な資料であるが、形態はそれぞれ異なる。56は台付

長頚壷の脚部であろう。59も壷の底部と考えられるが、底部外面に同心円タタキを施している

点が特筆される。

61～63は鉢であるが、いずれも特殊な器形を呈している。61は復原口径17.1c肌を測る小型の

鉄鉢形鉢で、口縁部はわずかに内傾する。底部を欠くが、尖底と考えられる。62．63は大き

さ、形態に差があるが、口縁部形態はきわめて類似している。63の口径25.8c〃、器高7.3c〃を

測り、底部は不安定な尖底である。体部外面はほとんどへラ削りで仕上げている。

64は提瓶の胴部破片で、胴部に偏平化がみられる。58は提瓶の口縁部か。

以上の須恵器には形式差がある。量が多く、しかも形態変化が明瞭な蓋杯を中心にみると、

3～4期に区分される。

元米ノ山1期……蓋A類

元米ノ山2期……蓋B類、杯A類

元米ノ山3期……蓋C類、杯B類

元米ノ山4期……蓋D類、杯C・D類

以上の組合せは出土状態からの判定ではなく、あくまでも形式分類を基礎とし、他地域の編

年を応用したものである。

1期と2期の関係は微妙なところで、形式的には蓋A類が蓋B類に先行すると考えられる

が、同時共存も充分考えられる。2期（蓋B類・杯A類）も資料が少なく、明確には位置づけ

られないが、3期に先行することは明らかである。蓋B類の口縁内面は古い要素を残してお
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第74図元米ノ山窯跡出土須恵器実測図
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り、一応第Ⅲ様式とし把てえておく。しかし、第Ⅲ様式とした場合は後半に近いものであろ

う。これを第Ⅳ様式における古い要素の遣存との見方も可能であるが、ここでは速断できな

いo

3期（蓋C類・杯B類）は第Ⅵ様式に比定される。

4期（蓋D類・杯C類・杯D類）は3期に直接連続する要素を欠き、その間に断絶がある。

量的に多いのはこの期のもので、元米ノ山窯跡の盛期であろうか。3期との形式的不連続が認

められる以上、4期は第Ⅵ様式に比定される。このことは他地域の編年観とも矛盾しない。

以上のように、元米ノ山窯跡の操業開始は第Ⅲ様式に求められるが、図示していない極細片

の中には、1点だけであるがこれに先行する古式須恵器の破片（杯）が認められた。操業の下

限は第Ⅵ様式に求められるが、その間に第V様式資料の欠落がある。

蓋杯以外のセット関係は、64は1～2期、54．56は3期、57．61～63は4期に伴なうものと

考えられる。ここで注目されるのは61～63の鉢で、この種の器形としては初源形態であろう。

最初にも述べたとおり、上記の分析はあくまでも限られた一部の出土品に基づくもので、あ

くまでも目安にすぎない。さらに編年については出土状態・層位を無視したもので、大きな誤

りを生じている可能性がある。調査者に対し非礼をお詫びする。

5．当尾窯跡（下益城郡松橋町曲野字当尾）

（1）遣跡

当尾小学校の東に隣接する標高約40沈の丘陵の西側斜面に位置する。この西側斜面はかなり

古い時期に採土され、窯体の大半はこの採土によって削平されている。採土面は高さ約15加の

急崖になっており、崖の最上部に窯の断面が露呈している。現在4基が確認され、すべて登窯

であるが、詳細な構造は不明である。

昭和52年8月、富樫卯三郎・卯野木盈二氏を中心として、宇土高校社会部．宇土文化の会に
註11

よって3基の窯が調査されている。

②遺物（第75図）

上記の調査資料が宇土高校に所蔵されている。富樫・卯野木両氏の御好意により資料化する

ことができた。記して深謝する。

遺物（第75図）の量は多くなく、総数10点である。図示したもの以外に婆の胴部破片が2点

ある。

蓋(1)は小破片からの復原であるが、復原口径15.8c〃を測り、2の杯身と対応する。口縁部は

外開きで、天井部との境にはわずかに稜がある。杯身(2)は口径14c"を測り、体部中位以下はへ

う削りされている。器高は4c〃前後と推定され、やや浅い。
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第75図当尾窯跡出土須恵器実測図（7は土師器）

高杯には有蓋形式(3)と無蓋形式(4)がある。3は焼きひずみが大きく、脚部下端は欠失してい

る。所謂長脚二段透しであるが、上段の透しは奥まで通じていない。脚部にへう記号がある。

4は無蓋高杯で、口径は11.5c郷を測る。杯底部は横に開き、屈曲して斜め上方にのびる。

6は口径10.5c加、器高3c郷の小型の蓋で、天井部はへう削りされている。全体に丸味をおび

体部と天井部の境は不明瞭である。

7は手付椴で、土師器である。把手および体部外面は指圧により調整し、内面はへう削りと

ナデが併用されている。全般的に整形・調整が雑でひずみがある。

8は小型の壷で、口径15.8“、胴部最大径21.3c〃を測る。胴部外面には細いカキ目が施さ

れ、濃緑色の自然紬が付着している。
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これらの遺物には形式差が認められ、二期に区分できる。すなわち、1～5．8と6の組合

せで、前者は第Ⅲ様式、後者は第V様式とすることができよう。7は前者に属すると考える。

当尾窯跡は、現在判明しているものでは肥後最古の須恵器窯である。各窯ごとの所属土器と

その対比、および遺跡の保護策が早急に望まれる。

6．萩尾大溜池窯跡（下益城郡松橋町萩尾字高岳）

(1)遺跡（第76図）

心｡

－－

第76図萩尾大溜池窯跡分布図
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松橋町の周辺には多くの溜池がみられるが、その中でひときわ大きいのが萩尾大溜池であ

る。昭和11年に着工され、3年後の昭和14年に完工している。堤長378m、満水面積1,833α、

水深10加、貯水量915,000㎡と県下最大の規模を誇っている。

萩尾大溜池の北岸に須恵器の窯跡があることは、一部の人にはかなり以前から知られていた

が、昭和52年に県教委が発行した「熊本県埋蔵文化財包蔵地一覧表（昭和51年度）」等には記

載されておらず、行政的には未登録の遺跡であった。

昭和55年3月、松本建郎・勢田広行の両名で現地を踏査し、基数・現状の確認、各窯ごとの

遺物採集を行った。この踏査で確認した窯跡は7基で、南西から北東にかけて1～7号窯と仮

称する（第76図）。6．7号窯はわずかに土器の散布を認めたにすぎないが、1～5号窯はい

ずれも崖面から池の斜面にかけて灰原が露出しており、2．3号窯は遺物量が多い。窯体は斜

面上方に埋没しているものと考えられ確認できない。地形等からみて、これらの他にも窯の存

在する可能性は強く、10～20基の大窯跡群と考えられる。

（2）遺物（第77～83図）

この窯跡群の資料は数人の人によって採集されているが、最もまとまっているのは徳本明氏

採集資料（第77～80図）である。この資料には古墳時代・古代・中世と3時期の遺物が含まれ

ているが、ほとんどのものは古代に属するものである。

古墳時代に属する資料は図示した2点（1．2）のみで、杯と高杯である。1の杯は推定口

径10.8c郷前後で、高杯の脚部には透しは承られない。

古代に属する資料（3～61）には蓋・杯・鉢・壷・蕊があり、さらに壷や鉢はタイプの異な

るものがみられる。

蓋の内側にかえりの付くものはみられず、口縁部先端は下方あるいは斜め下方につまみ出さ

れている。天井部はへう削りされているが、きわめて肉厚のもの（3．6．17．18）がある。

25～27は薄手で器高が高く、壷類の蓋であろうか。蓋には頂部の窪んだつまみを有するもの

（18．29）もある。蓋の中央部に焼成前に穿孔した資料（30．31）が2点含まれている。

杯は大半が高台杯であるが、32．33には蓋と同じような穿孔がみられる。高台杯は腰にわず

かに張りがみられ、高台は外開きになっている。畳付の部分がほぼ水平なもの（34．35）もあ

るが、下端を外側からナデて尖り気味になっているもの（36～38．40～42）が目につく。43．

44は高台の付かない小型のものである。43は口径7.8c〃、器高4.1c郷を測る。

鉢には浅鉢“と深鉢（52～54）があり、後者は直線的にのびる体部を中心としている。53に

は把手の剥落した痕跡がみられる。54は摺鉢であろう。

壷には広口壷の口縁部（47～49）があるが、これに続く胴部はない。50は所謂凸帯付胴張壷

と呼ばれるもので、肩部に2条の凸帯を貼り付けている。口縁部及び体部下半を欠失している

が、大きく開く口縁部と高台の付く底部が予想される。51は壷の底部である。

蕊は胴部の破片数が多い。胴部外面に格子タタキが施されるのはきわめて稀で、縦または横
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方向の平行条線タタキが多く、タタキの上にナデやカキ目を施したものもある。内面は同心円

タタキとナデの併用が多い。

中世と考えられる遺物は細片で数も少ないが、これ鉢（又は摺鉢）と大塞の破片が含まれて

おり、いずれも瓦質を呈している。室町時代まで下る可能性が強い。

第81～83図は55年3月の踏査において採集した資料である。この踏査では、各窯ごとに遺物

を採集し、比較検討の資料を得るよう努めたが、発掘は行わなかったために、窯（灰原）の崩

壊状態の相違により採集遺物量にはばらつきがある。2．3号窯ではかなりの量の須恵器を採

集したが、他はいずれも少ない。以下、窯ごとに概要を記す。

1号窯蓋（62．63）の口縁端部は丸く斜め下方にのびる。他に高台杯・蕊の破片があっ

たo

2号窯採集量はかなり多く、蓋・高台杯・高杯・蕊・壷・鉢がある。

杯蓋は口縁端部の形態等により3類に分類される。A類（64．65）は口径16～17c郷を測り、

天井部は平たくへラ削りされ、体部との境にはわずかに稜がある。口縁端部の外面はナデによ

り内側に窪む。B類（66．67）は口径14c〃前後で、口縁端部は丸く下方あるいはわずかに斜め

下方に突出する。天井部と体部の境には稜が認められるが、A類に比べると弱い。C類（68～

70）には大小の口径がある。A・B類に比べると偏平化しており、口縁端部は尖り気味に斜め

下方に突出する。天井部と体部の境は不明瞭で、稜もつかない。

71は口径21.5c"を測る大型の蓋。口縁端部は杯蓋B類に近い。

高台杯（72～74）は高台部分に特色があり、斜め外方から内側に向ってナデられ、先端は尖

っている。

77は凸帯付胴張壷の肩部の破片で、凸帯の断面形は梯形を呈する。徳本資料の同種の壷（第

79図50）とはやや異なった形態である。

深鉢（78）は土師器質を呈し、色調は褐色を呈する。内面は縦方向に下から上にへう削りさ

れている。

3号窯7基の中では最も採集量が多いが、器種は蓋・杯・蕊と少ない。

杯蓋には2号窯で分類したA類と共通したもの（79．80）が承られる他、形態の異なるもの

が2種類あり、，。E類とする。D類（81～83）はB類に類似した口縁形態であるが、やや大

口径で偏平である。E類（84～86）は口縁端部の突出はきわめて少なく、偏平な器形を呈す

る。

蓋のうちの2点（87．88）に焼成前の穿孔を認めた。

坪には高台坪と平底のものがあり、高台坪の高台部には2号窯と同じくせをもつ。

雲（92．93）の体部外面には横方向の平行条線タタキが施され、内面は同心円タタキの上を

ナデている。

4号窯採集量は少なく、蓋・杯・蕊があった。杯蓋例は前述のE類である。蕊的の胴部外
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第83図萩尾大溜池窯跡（4～6号窯）出土須恵器実測図

（94．95．4号窯、96～102.5号窯、103．104．6号窯）

面には横方向の平行条線タタキを施した上をナデ、内面は同心円タタキの上をナデ消してい

るo

5号窯蓋・杯を主体とし、蕊の胴部破片がみられたが、全体量は多くない。杯蓋はA類

（96．97）、B類田、C類（99．100）に該当する。

6号窯採集量は少なく、総数で10点に満たない。高台杯（103）の形状は2．3号窯のも

のとは異なり、高台は幅広の断面長方形を呈し、畳付は水平である。蕊（104）は口径32.3c〃
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を測る大型品で、口縁部は大きく外反する。

7号窯蕊の細片を2～3点採集しただけで、窯の実態は不明である。

⑥小結

以上が徳本採集資料及び窯ごとに採集した資料の概要である。両者を対比してみると、後者

には徳本資料にみられた古墳時代・中世の資料は1点も含まれていない。古墳時代のものは第

Ⅳ様式の特徴を備えており、中世のものは室町時代の可能性が強い。この時期の窯跡は、55年

3月の踏査においては確認できなかったが、その存在も否定できず、将来の課題となろう。

徳本資料、55年3月採集資料で大半を占めるのは古代の須恵器で、当窯跡の中心をなすもの

である。これらの資料には、小さな相違点は承られるものの、大差はない。絶対的に採集量の

少ない7号窯を除いて、1～6号窯の遺物には形態差は認められるものの形式差とは認め難

い。したがって、1～6号窯は同一時期と考えられ、第Ⅶ様式に比定できよう。このことは徳

本資料においても矛盾しない。しかし、先に分類したような杯蓋や高台杯にみられる形態差

が、微少な前後関係を示すものか、同時共存なのかは判断不可能である。

遺物面での特色を抽出すると、杯蓋・高台杯・凸帯付胴張壷がある。杯蓋の一部のものは天

井部が異常にぶ厚い（3．11．17．18．64．65．67．79．86など）点が指摘できる。

高台杯の高台下端にはきわめて特徴的なくせがあり、上述の杯蓋の特徴とともに製品供給地

の追求には絶好の指標となろう。同様な特徴を備えた高台杯が城南町・上原遺跡、八代市・興

善寺廃寺等から出土している。かかる観点では、全体的に自然紬が多く付着していることも指

摘できる。

凸帯付胴張壷は、多くの場合火葬墳墓の蔵骨器として出土例があるが、その生産窯が確認さ

れた意義は大きいo供伴須恵器との関係から、その年代比定にも好資料を提供することとなっ

た。

萩尾大溜池窯跡は、肥後にあっては数少ない第Ⅶ様式の窯跡であり、しかもかなり大規模な

生産が想定される。したがって、その社会的な背景も有力なものであったことが推定される。

7．八ノ瀬戸窯跡（下益城郡豊野村八ノ瀬戸字鬼岩）

（1）遺跡（第84図）

豊野村の八ノ瀬戸．巣林から中央町西山にかけて、一大窯跡群がある。この地域の窯跡調査

は充分に進んでおらず、その実数・出土品等については不明な点が多い。

この中にあって、八ノ瀬戸窯跡は昭和32年、ミカン園造成に伴って発見され、乙益重隆．松
註12

本雅明・花岡興輝氏らによって調査が実施され、その概要が『城南町史』に収録されている。

調査された窯跡（第84図）は2基で、全掘はされていない。
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第84図八ノ瀬戸窯跡実測図（『城南町史』による）

1号窯は焚口の幅約1.2畑、全長は4m以上と推定されている。焚口から奥へ約1.5m付近で
床幅を増して焼成部となる。焼成部の奥は未掘であるが、全体の平面形は徳利形を呈するもの
であろう。焼成部床面には約15oの傾斜があり、階段状の施設もみられたという。1号窯は瓦
だけを焼成しており、丸瓦と平瓦があったという。

2号窯は1号窯と似た平面形を呈しているが、焚口幅約1m，焼成部最大幅約1.6mと、1

号窯よりわずかに規模が小さい。焚口から焼成部にかけての床面はほぼ水平で、焼成部には1
号窯と同程度（約15o）の傾斜がみられたという。2号窯では須恵器を焼成しており、高杯・
杯・蓋壷・腺・髪・紺が出土したという。

付近一帯には20基にもおよぶ窯跡の存在が想定されているが、ミカン園造成等によって消滅
したものも少なくない。現在でも、2～3カ所に遺物（須恵器・瓦）の散布を認めるが、窯体

の確認できるものはない。さらに詳細な分布調査の必要がある。

(2)遺物（第85図）

昭和32年の調査資料（豊野村教育委員会蔵）と採集資料がある。

昭和32年の調査資料と考えられるものは大半が散逸してしまっているが、鬼瓦・平瓦・丸瓦
－121－



1

こ≦ニーーここ_、

三萱怠

＝ ご

c三=二一三斗恵三二三ご＝

＝三二二一〉

＝父
一一一 ＝ － 1 6

8

､■

14

5

2

3

4

5

6

7

第85図八ノ瀬戸窯跡出土須恵器実測図

－122－

言 ユ
、

ゆ●p

●●●

＝ジイ

こ==幸二言， 18

0 10cm

t－FFFFr－－－－ヨ

9



と須恵器が豊野村教育委員会に保管されている。
註13

三島格氏が報告された資料は、昭和32年の調査と相前後して採集されたもので、蓋・杯・壷

が承られる。

第85図は昭和48年8月、熊本大学考古学研究室によって採集された資料の一部で、蓋・杯・

塊・盤がある。

蓋は偏平化したもの（2～7）が多く、口縁端部はわずかに下方につまみ出されている。

平底の杯(9)は少なく、断面方形ないしは逆梯形の高台を貼付けている。塊⑩は口径16,c沈器

高5.8c〃を測り、器壁は平均的に薄い。

盤⑲は口径16.5C〃、推定器高2.1c〃を測り、底部は丁寧にへう削りされている。

（3）小結

八ノ瀬戸窯跡については、遺跡が大規模である割には資料が少なく、全体像については判然

としない面が多い。判明している点を整理すれば、瓦陶兼業の窯跡の一大群集遺跡で、窯跡と

しては県下でも最大規模になると予想される。窯跡資料が少ないので、製品供給地の問題も決
註14

定しかねるが、乙益重隆氏は浄水寺出土平瓦とこの窯跡出土平瓦の類似を指摘されている。ま

た、広瀬正照氏によれば、この窯跡出土の軒平瓦と熊本市・池辺寺跡のものが同箔の可能性が

．強いという。

散見した資料では奈良時代に遡るものはなく、八ノ瀬戸窯跡の操業は平安時代と考えられ

る。須恵器資料で承ると第Ⅷ様式に比定される。

先にも記したように、窯跡群の実態や出土資料は断片的なことしか判明していない。基礎資

料の集積が急務である。 （松本・勢田）

松本雅明・三島格「平原窯跡」、『城南町史』、昭和40年o

註1書には、全長約4，，幅約1.5m，高さ1.4～1.5mと推定されている。
註1に同じ。

佐原真「平瓦桶巻作り」、『考古学雑誌』第58巻2号、昭和47年。

松本雅明「陳内廃寺調査報告」、『城南町史』、昭和40年o

松本雅明．三島格「陳内窯跡」、『城南町史』、昭和40年。

註6に同じ。

註4に同じ。

松本雅明「野田窯跡」、『城南町史』、昭和40年･

窯跡の形状・規模については下記に拠った。

坂本経尭「古代の生産」、「不知火町史』、昭和47年。

富樫卯三郎「松橋当尾窯跡」、『日本考古学年報』30、昭和54年･

乙益重隆「八ノ瀬戸窯跡」、『城南町史』、昭和40年。

三島格「肥後の須恵器資料(_)」、『熊本史学』第21.22号、昭和36年o

註12に同じ。

１
２
３
４
５
６
７
８
９
川

註

11

12

13

14
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Ⅳ、八 代窯跡群

1．平原瓦窯跡〔八代郡宮原町平原〕

第8 6図平原瓦窯跡位置図

八代市の北方、氷川の左岸丘陵上に位置する。窯は標高約68～72加の斜面に築かれており、

窯の主軸と等高線はほぼ直交している。

ここは古くから瓦の散布が注目され、寺院跡ではないかと考えられていたが、九州縦貫自動

車道建設に伴なう発掘調査（昭和51～52年）によって瓦窯跡であることが確認された。

検出された遺構は、窯跡3基、窯状遺構1基（遺存状態が悪く、窯かどうかの判定不能）、

灰原、工房跡と考えられる柱穴等がある。窯体の一部は削平されて全体像を留めていないが、

いずれも地下式登窯で、焼成部には段があり、数条の跡がみられる。焼成部傾斜は1号窯で約

25.,2号窯で約35oを測る。

各窯および灰原からは多数の瓦とごく少量の土器（土師器・須恵器）が出土し、とくに3号

窯は焼成途中に廃棄された状態で半焼成の瓦が整然とした状態で出土している。

瓦類には軒丸瓦・軒平瓦・平瓦・丸瓦・隅切瓦・喫斗瓦があり、軒丸・軒平瓦については単
註 1

－の様式であるという。

これらの瓦類の供給先は現在のところ判明していないが、下益城郡城南町・陳内廃寺出土の
註2

軒丸瓦に類似品がみられるという。
註3

本遺跡については別途調査報告書が刊行されるので、詳細はそれに拠られたい。
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2．八代丸山窯跡〔八代市敷川内町字丸山〕

(1)遣跡（第87図）

二皇一N=『‐

~）
･剖・0

ロ』

F~一F~「可一一一

第87図八代丸山窯跡位置図

八代市街の南方、官民山（標高241.2m）の西側山麓に開析された浅い谷の南側斜面に立地
註4 註 5

している。遺跡の標高は約45mを測り、ごく近距離に丸山遺跡（製鉄遺跡）と丸山古墳群（地

下式板石積石室）とが所在する。

窯跡の位置する斜面は現在竹林となっており、地表に焼土塊や須恵器片の散布がみられる。

窯体そのものは確認できないが、強焼を受けた焼土塊や融着した須恵器片により窯跡と考えて

よい。窯跡の基数や構造・遣存状態等は不明である。

(2)遺物（第88．89図）

土地所有者である郡道雄氏により須恵器片が採集されている。須恵器の大半は髪の破片で、

その他の器種としては碗・坪・蓋・脚台部等がみられるが、細片が多く器形を復原できるもの

は少ない。

蕊は最も量が多く、口縁部の細片も数点あるが、大半は胴部の破片である。これらの器面調

整は、外面には平行条線タタキ、内面には同心円タタキが施されているものが多いが、外面は

タタキ目をナデ消しているものもゑられる。
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第88図八代丸山窯跡出土須恵器実測図

品・狸早串←4－屯-.-▲。，．….･ぺ・・・・・・88．・･･･・ 蓋には二種の形態がみられ、縁辺下に身受け．・・0．2.卦．、ヘー

‘熱篭霧蕊のかえりがつくもの(1)と壷類の蓋と考えられる

蕊塞蕊‘妻3繊細片で図示できない鋤Ⅷ淵
灘舗職

第89図丸山窯跡出土須恵器のへラ記号（音） 高が高く口縁部は直延する。高台坪には外開き

の安定した高台がついている｡

その他、透しをもつ器種不明の蓋状製品(5)があるo

採集された須恵器片の2点にへう記号がゑられる（第89図）。ヘラ記号がみられるのは、1

点は蕊の口縁部外面で、他の1点は蓋の天井部である。この両者の施文方法は明らかに異なっ
ているo

これらの採集遺物に時期差は認め難く、一時期の所産と考えられる。その時期は、図示して
註 6

いない細片の観察結果をも総合して7世紀後半（第Ⅵ様式）に比定されようo（松本）

註1．調査担当者の島津義昭氏の教示による。

2．註1に同じ。

3．島津義昭・鶴島俊彦他『平原瓦窯跡』、熊本県文化財調査報告第40集、昭和55年。

4．松本健郎『生産遺跡基本調査報告書I』、熊本県文化財調査報告第38集、昭和54年。

5．江上敏勝「丸山古墳群調査報告」、『夜豆志呂』第40．41号、昭和50年。

6．註4書においては、断片的な資料によって平安時代としたが、今回の資料によって前記の年代観は
訂正する。

－126－



V・球磨窯跡群

1．七中口窯跡〔球磨郡錦町西字七中口〕

昭和54年7月の豪雨による崖崩れによって新たに発見された遺跡で、下り山窯跡の西南約1.

8〃卿に位置する（第90図）。崩壊した崖の断面に窯体の横断面が露出し、採集された遺物が錦

中学校に保管されている。その遺物は耳付壷で、9世紀代に位置づけられるものである。

＝

一

＝

Pグ･~i・全鼻
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第90図七中口窯跡（1）。下り山窯跡（2）付置図

2°下り山窯跡〔球磨郡錦町一武字下り山〕

(1)遺跡の位置と調査（第90．91図）

人吉盆地の南縁部、白髪岳山系の一つである大平山（標高1,002沈)の北側山麓に位置する。

南東から北西にのびた丘陵先端部の、標高204～220加前後の斜面（平均傾斜25｡～34｡）に立地

し、窯の主軸は等高線にほぼ直交する方向に築かれている。

昭和41年3月の山火事を契機として前田一洋氏によって発見され、同年8月3日～12日に発

掘調査が実施されている。調査は錦町が調査主体となり、下記の組織で実施されている（所属

等は調査当時）。
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調 査団長錦町長・浅生利夫

副団長錦町教育長・土肥敏雄

調査隊長肥後考古学会長・坂本経尭

副隊長熊本女子大学・乙益重隆

調査員高田素次・渋谷敦・脇坂公康・岩下新吉・前田一洋・村上一壷・三島格・緒方

勉・平岡勝昭・隈昭志・杉村彰一・伊藤圭二

錦町役場・錦町教育委員会・錦町文化財保護委員会・錦町青年団・球磨工業高校郷

土研究部

この調査によって、約2,000㎡の範囲（40×50m）から9基の須恵器窯が検出され、馨しい

量の須恵器が出土している。その総量はコンテナ（58×42×18c郷）に約50杯分におよぶ。

調査の概要、とくに遺構を中心とした報告が、昭和42年に渋谷敦・脇坂公康・前田一洋氏ら
註1

によって球磨工業高校から出版されている。

莫大な量の出土品は、前田一洋氏らによって整理が進められていたが、氏の転勤等により中

断し公表されるに至らなかった。

「生産遺跡基本調査」の一環として出土遺物の整理・資料化に着手し、ここにその成果を報

告することができたのは、未発表資料にもかかわらず快諾いただいた錦町教育委員会ならびに

調査関係者の理解と援助の賜物に他ならない。さらに、地形図と遺構実測図は調査団作成の原

図に拠っている。記して深甚の謝意を表するものである。
註2

なお、以下の記述内容のうち、遺構については調査団作成の原図と前田一洋氏報文を参照し

ているが、計測値については原図に拠っている。また、遺物については、註記不明やラベルの

欠落により所属の明らかでないものも多く、それらについては記述の対象から外した。したが

って、遺物の項で記述したことが本来の全体像ではないことをご承知願いたい。

②窯跡の概要と出土遺物（第91～116図）

昭和41年の調査で確認された窯跡は9基であるが、前田一洋氏らによれば他にも埋没してい

る窯が周辺に存在する可能性が強いという。

調査された窯跡は発見順に1～9号窯と命名されているが、これらは2．3．4基が3区に

わたって構築されている。調査時の区分に従えば、西区に1～3号窯、中北区に4～6．9号

窯、中央区に7．8号窯が所在し、各区の間は10～12汎隔たっている（第91図）

イ．西区

調査された3区では最も低位にあり、207畑の等高線を中心として3基が並列している。各

窯はきわめて近接しており、各窯の主軸間距離は2〃z前後である。北から南にかけて1～3号

窯と命名されているが、窯の遣存状態はきわめて良く、燃焼部の天井部分を除けばほぼ原状を

留めている。地山の粘土を割り抜いて構築した害窯で、3基とも小規模である。焼成部床面は
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第91図下り山窯跡地形図（下り山窯跡調査団原図）数字は窯の号数、○はトレンチ番号

（

急傾斜で、規模・構造ともに共通性が承られる。1号窯の出土遺物は多いが、2．3号窯はご

く少量である。

A、1号窯

遣構（第92図）

西区の東端に位置し、窯体の全長は約4加（水平距離、以下同）を測る小型の窯である。現

地表から床面まで1.8～2.2mの深さに築かれている。主軸方位はN－67o－Wを指し、北西に

開口する。燃焼部の天井が一部崩壊している他は良く遣存している。

燃焼部は幅0.9～1れを測り、床面はほぼ水平である。焼成部との境は約1.4沈奥にあり、こ

の付近から床幅は徐々に増大し、床面の傾斜角度が変化する。

－129－



1
‐■▲

、ーロ 一日■■ー●一

’
~

聯皇

聯 赫
’

鋤

、<･‘○○

、

士
－．

イ
第92図下り山1号窯跡実測図（下り山窯跡調査団原図）

ノ

ー130－

、

2m



焼成部は燃焼部との境から奥に進むにつれて床幅を増し、入口から奥へ約3.2郷の付近で最

大幅となり、約1.7"zを測る。さらに奥へ進むと幅を減じ、窯尻は尖り気味に終る。天井部は

一部剥落しているものの全体的に良く残っており、最も高い所で1.04"zを測る。焼成部床面に

は小さな窪承や、石・粘土を利用した焼成壇状のものがみられるが、全体に設けられた階段状

施設ではない。床面傾斜は42oと急傾斜である。

煙道は奥壁よりやや手前に穿たれており、その平面形はほぼ円形を呈する。直径は18～22c加

前後を測る。

遺物（第93～98図）

1号窯からは多量の須恵器を出土しており、完形に復元できるものも少なくない。胎土は精

選されきわめて級密であるが、いずれも焼成不充分で白灰色を呈し、軟質のものが多い。調査

者の一人、前田一洋氏によれば、焼成途中において何らかの事情によって焼成を中断したもの

であろうという。

器形別にみると、壷・蕊・鉢の比較的大型品が多く、小型品ではわずかに塊を含んでいるに

すぎない。

塊（1～9）は完形品が多く、その他の破片を含めても15個体に満たない。焼きひずみの承

られるものもあるが、口径は15.4c〃～18.8c郷、器高5c加前後を測る。底部は平底で、下方に突

出気味のもの（1～3，5～7）もある。底部はへう切りのあとナデて仕上げてある。口縁部

先端は外反するもの（1～4）と玉縁をなすもの（5～9）とがあり、後者は粘土紐貼付によ

るものである。内面は全体を磨いてあり、器表はきわめて級密である。この磨きはへうによる

ものではなく、ヘラ磨き特有の暗文状のものはみられない。ルーペで観察すると、見込承から

口縁部にかけて斜め上方にわずかに擦痕がゑられる。体部外面には指圧痕・指紋が多く付着し

ており、内面磨きに伴なうものと考えられる。すなわち、体部外面に親指をあて、残りの2～

3本で磨きをかけたものと考えられる。その場合、皮革等による磨きの可能性が強い。

壷には細頚壷・広口壷・注口壷がある。細頚壷（10～13）は口縁部が数点承られるが、これ

に接続する胴部はみあたらない。13は口縁部の1点を下方に押さえて片口状をなしている。

広口壷には大小2種のものがあるが、小型のもの⑭はきわめて少ない。15～21は口縁部の形

態に変化がみられるものの同一の器形をなすものである。胴部は肩の張った長胴で、外面には

格子タタキが施されている。肩部付近あるいは胴部下半までタタキのうえにカキ目が施されて

おり、胴部下端はへう削りされている。胴部内面にはナデ痕の他に布痕が承られ、とくに20.

21に顕著である。内面の仕上げは雑で、粘土の接合面がよく観察される。22～25はこの類の底

部で、いずれも平底である。底部はへう切りのあとナデを施したもの（22．23）と平行条線タ

タキを施したもの（21．24．25）の二者がある。完形品に近い21は口径17.8c郷、胴部最大径20

.4c〃、底径13.8c〃、器高27.6c〃を測る。

注口壷鯛は1点だけ出土しているが、1号窯の遺物としては焼成が良く硬い。口縁部形態が

不明であるが、胴部の器形は前の広口壷に類似する。胴部外面の肩部には格子タタキのうえに
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10cm

9

カキ目、肩部以下は格子タタキのうえをへう削りしている。上半の削りは弱くタタキが残って

いるが、下半ではほとんど残らない。底部は平底で、平行条線タタキが施されている。肩部の

内面にはわずかに布痕が承られる。胴部最大径17c郷、底径9.4c畑、残存高18.2c沈を測る。

蕊（27～35）もすべて平底である。胴部外面には格子タタキとカキ目が施され、下端はへう

削りされている。胴部はわずかに長胴で、底部の径は大きい。胴部内面はナデによるものと縦

方向の平行条線タタキのものとがあり、前者には布痕がみられるものが多い。後者は前者に比

－132－
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べてやや大型である。35の底部には平行条線タタキがみられるが、この類の底部と考えられる

ものの内底面に平行条線タタキが施されているものもあった。

鉢（36～46）にも平底のもの（36～44）と高台付のもの（45．46）の二種がある。両者は調

整方法でも異なっている。すなわち、36～44の体部外面には格子タタキが残され、内面はクシ

目のうえをナデて調整しているのに対し、45．46は内外面とも丁寧に横ナデしタタキやクシ目

は観察できない。40～43の底部外面には平行条線タタキが施され、その上をへう削りやナデに

－135－
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よって仕上げている。46は片口をなす。他の個体では、完形品でも片口のつかないものもあ

り、もともと両者があったものであろう。

鉢類には焼成途中で亀裂が生じて変形したものも多いが、壷・斐類に比べると焼成度は良

い。焼成時の位置に起因するものであろうか。40は口径28c"、底径14.4c加、器高12.4c〃前後を

測り、44は口径24.2c加、底径12c〃、器高14c畑前後を測る。45にはかなりひずみがあるが、口径

27.6c加、底径12.6c加、器高11c〃前後を測る。

－136－



B、2号窯

遣溝（第99図）

全長約3.24m、最大床幅76c郷の小型の窯であるが、ほぼ完全な姿で検出されている。主軸方

位はN－74o－Wを指し、1号窯とほぼ平行して北西に開口する。

燃焼部は幅60～68c郷、

奥行1.22畑を測り、床面

はほぼ水平であるo燃焼

部の奥の部分には天井が

遣存し、高さは約78畑を

測る。

燃焼部と焼成部の境界

には約10C郷の高さの段差

があり、この部分で天井

部にも変化がみられる。

また、床幅もこの付近か

らわずかではあるが広く

なるO焼成部のほぼ中央

付近で最大幅76c脱を測る

が、全体的に長方形プラ

ンを呈している。焼成室

の床面は、燃焼部と焼成

部の境界から奥へ約90c郷

の所まではほぼ水平であ

るが、急に角度を変え、

約40oの傾斜で上り、奥

壁近くでは緩やかにな

る。

煙道は奥壁より手前に

穿たれ、垂直ではなく、

やや前方に傾斜してい

るO平面形はほぼ円形

で、直径は20～28c加であ

る。

、

I
'''''1，

F一｢－｢一rT－r－一一

第99図下り山2号窯跡実測図（下り山窯跡調査団原図）
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遺 物

前田一洋氏の報文によれば、2号窯からは比較的大型の蕊の破片が10余点出土したにすぎな

いという。

今回の整理段階では、2号窯に所属する遺物を確認することができなかった。ラベルや註記

の欠落等により所属を決め難い遺物もかなりの量にのぼるため、それらの中に含まれているの

であろう。

C、3号窯

遣構（第100図）

平面形は1号窯ときわめて類似しているが、全長は約3.2加と、2号窯に近い小型の窯であ

るo主軸方位はN－72o－Wで、1．2号窯とほぼ並列し、等高線と直交して築かれている。

遣存状態は1．2号窯と同じく良好である。

燃焼部は幅44～66c〃と狭く、奥へ約1.3畑続く。その床面は、ほぼ中間点までは水平である

が、角度を変え約40oの傾斜で焼成室へと続く。1号窯・2号窯においては、この傾斜変換点

が燃焼部と焼成部の境界と考えられたが、3号窯ではやや異なった様相を呈している。3号窯

の場合、平面形や天井部の状態から、奥へ約1.3加の付近が境界と考えられる｡その境界のすぐ・

奥には、床面に石が掘り据えられており、それが境界とも考えることができる。

焼成部は、奥に進むにしたがって幅を増し、ほぼ中間点で最大幅1.26mを測る。さらに奥へ

進むと徐々に幅を減じ、奥壁は1号窯と同じく尖り気味に終る。焼成部の天井は、試掘坑によ

る損壊部分を除くと完全に遣存しており、床面からの最大高は1加を測る。焼成部の床面は約

40oの急傾斜で、階段状の施設等はみられないが、石や粘土を利用して敷台が設けられてい

るo

煙道部は奥壁の直上近くに穿たれ、床面から上端までの高さは2．5沈と深い。煙道はほぼ垂

直に掘られ、上端はラッパ状に開いている。煙道の上端には石が塞がれ、粘土で目ばりがして

あったという。さらに、この蓋石は熱変してひび割れがゑられたという。環元焔焼成に伴なう

重要な所見であろう。

遺物（第101図）

前田一洋氏報文によれば、出土品は大型の壷・妻の破片であったとされている。調査時の写

真（隈昭志氏提供）をみると高台のついた塊があるが、今回の整理で明らかになった3号窯の

遺物は図示した広口壷が1点であった。

1号窯の遺物に比べると焼成が良く硬質であるが、色調は茶褐色を呈している。胎土は良く

精選されており、級密である。基本的には1号窯の広口壷と類似した器形であるが、肩部には

粘土紐を貼りつけて整形したつま承が2個所についている。胴部外面には平行タタキを全面に

施しているが、タタキが重なる部分では格子状を呈している。胴部上半はタタキのうえをナ

デ、下半はタタキのうえを縦にクシ目を施したうえをさらにナデている。器表にはわずかに凹

一138-
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凸があり、凹部には布

痕が観察される。内面

は雑な横ナデで、表面

は凹凸がある。

口、中北区

3区の中では中位に

位置し、209mの等高

線を中心として4～6

・9号窯の4基が確認

されている。5号窯を

除いて遣存状態は悪

く、6号窯は床面の一

部が確認されているに

すぎない。いずれも規

模は小さいが、焼成部

の床面傾斜角は小さ

く、西区の1～3号窯

とは対照的である。4

．9号窯は一部重複し

ており、この2基は平

窯に属する。

A、4号窯

遣構

燃焼部は削平され、

天井部は崩落してい

る。さらに9号窯に切

られており、その全形

は知ることができな

い。検出されたのは焼

成部から煙道部にかけ

ての部分で、残存長は

2.86加を測る。全長



3.5～4m、最大幅1.5"z前後であったと

考えられる。

焼成部の平面形は3号窯に類似する

が、床面傾斜は約4･と水平に近い側壁

は高い所でも30c郷程度しか遣存しておら

ず、詳細な構造は不明であるが、現地表

面から床面までの深さ等から考えて、半

地下式の平窯と考えられる。

ぐ

蕊 弐
一

ヴ
／
一
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三
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句
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遺物（第102～103図）
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焼成部の最奥、煙道の直下に集中して

椀・坪・皿が出土している。これらのい

くつかは、数個が重なって並べられてい

たという。その数は約100個体を数え

完形品が多い。いずれも焼成不充分で、

赤褐色の土師質を呈し、軟弱である。

量的に最も多いのは坪（1～29）で、

平底を呈する。口縁部が比較的単純に延

びるものと外反するものがあり、底径も

大小の2種がある。

塊（30～37）には外開きの高台がつ

のが多い。坪と同様、口縁部形態には2

一●－
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第101図下り山3号窯跡出土須恵器実測図

き、口径は14.8c加～17.5c郷を測るが、15．5c〃前後のものが多い。坪と同様

種がある。

皿（38～39）にも塊と同様な高台が付く。38は口径13.8c郷、底径7.8”、 器高4.1c加を測る。

B、9号窯

4号窯の北東に接して、4号窯を切って築かれている。遣存状態は悪く、全体像は不明であ

る。4号窯と同程度か、やや小規模であったと考えられる。焼成部床面はほぼ水平で、4号窯

と同じく半地下式の平窯と考えられる。

9号窯に属する出土品は不明である。

5号窯

構（第104図）

9号窯と6号窯の中間に位置し、中北区では最も遣存状態が良い。天井部は崩壊してい

・
遺
・

Ｃ
４
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第104図下り山5号窯跡実測図（下り山窯跡調査団原図）
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るが、全長4．4加を測り、主軸方位はN－17o－Wを指す。燃焼部の幅は不明であるが、80

～100c郷前後と考えられ、床面はほぼ水平である。入口から約1，奥の付近が焼成部との境界

と考えられ、床面傾斜に変化がみられる。焼成部の床面傾斜は約17oで、1～3号窯と4．9

号窯の中間的な数値である。焼成室の最大幅は1.44畑、奥壁近くでは70c加と狭くなる。

5号窯の構造的な特色として、煙道下の支柱（分焔柱）がある。支柱は径20～30c〃の楕円形

で、高さは約45c〃である。天井部の支えと、火焔の処理に関するものであろう。

煙道は支柱のほぼ直上に穿たれ、径は40～46c〃と比較的大きい。

－143－
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註3

5号窯の北側には2層にわたる灰原が承られ遺物量も多かったという。

遺物（第105.106図）

垣
30

10cm

5号窯の遺物としては蓋・坪・盤・高盤・壷・蕊があるが、量的に多いのは蓋と盤である。

蓋（1～11）はいずれも偏平化し、口縁部先端はわずかに下方に突出する。つまみのつかな

いものが多いが4のように擬宝珠形のつま承を有するものもある。天井部はへう削りされてい

るが雑である。

高台坪は復原口径13.8c郷、器高4.7c郷を測る。体部外面下端をへう削りした後低い高台を貼

り付けている。

盤（13～26）は口径14.8～18.5C郷、器高1.8～2.4C〃を測る。底部には雑なへラ削りを施して

いる。

壷には瓶子形壷と広口壷（28．29）とがあるが、口縁部形態には共通性がみられる。

蕊鋤は口径18.8c"を測り、体部外面は平行条線タタキのうえを横ナデ、内面は横ナデで調整

－145－



されている。他の小破片では、外面に平行条線タタキ、内面に同心円タタキが施されている蕊

もあった。

高盤（31．32）は大きな坪部に高い脚が付いたものである。復原完形の32は口径20.5c況、底

径13.7C郷、器高14.7C加を測り、脚部下端は下方に屈曲しているC

D、6号窯

5号窯の東側約2.5mに床面の一部が検出されているが、構造や規模は不明な程に損壊して

いるo

6号窯に属する遺物は不明である。

ハ、中央区

調査区域の最も東側に7．8号窯の2基が確認されている。7号窯は床面の一部が確認され

ているにすぎないが、8号窯は遣存状態も良く、9基の中では最大の規模である。また、8号

窯は等高線に斜交して築かれ、他の窯とは異なった立地を示している。

A、7号窯

遺構

8号窯の東約2.5mの地点に床面の一部が確認されたにすぎず、規模や構造の詳細は不明で

ある。

遺物（第107.108図）

7号窯の遺物としては蓋・杯・塊・盤・蕊・鉢があり、蓋・杯が多い。

蓋（1～9）は偏平化しており、天井部は雑にへう削りが施されている。口縁部先端は下方

に突出するが、斜め下方へつまみ出されているものもゑられる。頂部が偏平なつま承を有する

ものが多い。

杯には高台杯（10～12）と平底（14～16）のものとがある。高台杯の体部は比較的直線的に

延びるが、平底の杯の口縁部は外反気味である。

塊（17．18）は口径14.9～15.4C〃、器高6～6.5C〃を測る。高台はやや外開きで、体部下端

はへう削りされている。

盤⑲は口径18.1C〃と大きく、器高は3.1C郷を測る｡

蕊（20～22）のうち22は土師器の器形を呈しており、胴部外面はカキ目のうえに部分的にハ

ケ目を施している。胴部内面はへう削りされ、技法的にも土師器的な要素が強い。しかし焼成

は須恵器質で、7号窯で焼成されたと考えられ、土器製作工人の性格を考えるうえで興味ある

資料である。

鉢働は鉄鉢形のもので、復原口径24.3c〃､器高9.5c〃を測る。底部は尖り気味の丸底で不安定

－146－
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である。体部外面の中位以下はへう削りされており、全体的に仕上げは丁寧である。

B，8号窯

遣構（第109図）

c、

窯体の全長は5.4沈を測り､調査された9基の中では最も大規模である。他の窯とは異なって

－148－
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N－37o－Eに主軸方位を向け、等高線と斜交して築かれている。燃焼部と奥壁付近では天井

が遣存しているが、焼成部の天井は崩落している。

燃焼部は奥の方でわずかに幅を増し、1.1～1.2mを測り、床面はほぼ水平である。平面形で

は燃焼部と焼成室の区分は不明瞭であるが、天井部立面を承ると判別することができる。焼成

部は、燃焼部との境界あたりで幅を増し、そのあとはほぼ同じ幅で奥へ続き、奥壁寄りで幅を

減じる。床面の傾斜は18o～28o前後で、奥の方がやや急傾斜である。

煙道は奥壁寄りに穿たれ、床面から煙道上端まで1.2汎を測る。平面形はほぼ円形で、径は

約40c加と比較的大きい。

遺物（第110～113図）

8号窯は遺物量が多く、土器は並べられた状態で出土したという。土器を安定させるために

蕊の胴部破片を利用しており、その中に後述する刻銘があった。蓋・杯・椀・髪の他、特殊遺

物として紡錘車がある。

蓋（1～28）は偏平で雑な造りのものが多く、つまみが付くものと付かないものとがある。

つまみは径が大きく、しっかりしたものが多い。口縁部先端は下方あるいは斜め下方にわずか

につまみ出されている。

杯（29～34）はすべて高台が付き、体部は北較的直線的に延びている。口径は11～13.7c脱、

器高は3.8～5.3C郷の間に含まれる。

塊（35～39）は口径14.2～16.4c〃、器高5～6.3c加を測る。体部は杯に類似した延び方を示

している。

蕊（42～44）には大小のものがあり、42．43は口径が20c"前後であるのに対し、44は口径24

c腕を測る。43の胴部外面は縦方向の平行条線タタキのを上を横ナデ、内面には同心円タタキが

－152－
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第113図下り山8号窯跡出土刻銘須恵器実測図

施されている。44の胴部外面には横長（横1.5～2c"、縦4～5c〃）の格子タタキが施され、

内面には放射状の平行条線タタキが複合してみられる。あて板の圧痕もある程度観察され、楕

円形の圧痕がある。このあて板には、中心部から周縁にかけて放射状に刻承目を入れていたも

のであろう。

1～7．9号窯では土器だけを焼成しているが、8号窯では紡錘車が出土している。紡錘車

（45．46）は完形品で、45は径6.1c郷、46は径5.8c加を測り、ほぼ中心部に焼成前の穿孔があ

る。45の表裏面にはタタキがみられるが、46はへう削りの上をナデて平滑である。45は後で叩

いた側がわずかに凹面になっている。

8号窯からは刻銘のある蕊の胴部破片（第113図・図版27）が出士している。これは敷台と

して利用されていたものであるという。2片が接合されているが、他に接合できる破片はな

いo

文字は3行にわたって線刻されており、書体は細く浅い。しかし、細部もシャープで、先端

の鋭利な金属で刻まれたものと考えられる。行間からゑて、本来3行であったと考えられる。

文章の下段は完結しているが、上段は欠失している。右の行は割れ目になっており、さらに表
註 4

面磨滅によって判読し難い文字もあるが、下記のように解読できる。

〔左〕国宇土郡

〔中央〕井郷夫人
註5註6

〔右〕人葵大件公□□

国宇土郡が肥後国宇土郡であれば、上段には2字分が欠けていることになる。

(3)小結

以上が昭和41年に調査が実施された下り山窯跡の概要である。その中から問題点を抽出しな

がら結びとしたい。
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第5表下り山窯跡一覧表

全長｜燃焼部幅｜焼成部幅|震鶏|震調質議|備

]､9～1．00’1．30～1．7011．oz

J､6Uへ0．6810．70～0.7Rlc

j､44～0．6610．70～1．2611．00’40。

JU前後

4．1Ⅱ Ⅱ11．71

J,8U～1．00）’0．70～1．44

木向の一昔MC

jへ1．2010．80～1．6［ 3｡～28.｜雲窒、紡錬達

備考（）は推定値、単位、。

各窯の構造・規模をまとめると第5表のようになる。4～6．9号窯については不明な点も

多いが、概して小規模であることが指摘できる。とくに、2．3号窯の全長は3.2汎前後であ

る。9基の中で最大規模の8号窯にしても、全長5.4畑という数値は大きい部類ではない。

次に構造面を承ると、登窯（1～3．5．8号窯）と平窯（4．9号窯）があり、登窯の場

合は害窯、平窯の場合は半地下式の構造となっている。登窯の場合、焼成部床面傾斜によって

さらに細分される。すなわち、1～3号窯が40o前後の急傾斜であるのに対し、5．8号窯は

17o～28oと傾斜が緩やかである。

特殊構造として、5号窯に承られる支柱（分焔柱）があり、県内では他に類例を承ない。3

号窯に承られる煙道部閉塞も還元焔焼成の実態を把握する重要な所見として注目される。

遺物の量は莫大なもので、今回はそのすべてを資料化することは不可能であったが、全体像

把握のためにすべての個体（破片）を実査した。第6表に窯・トレンチごとの器種構成を示す

が、最初にも述べたとおり所属不明の遺物も多く、各窯の全体像を反映しているとはいい難

い。その中にあって、1号窯については調査による出土物をほぼ認定することができた。しか

も、1号窯は焼成途中で廃棄された状態で検出されており、最終焼成時の器種構成を示してい

る好資料である。

窯ごとの器種構成を承ると、5．7．8号窯においては蓋・坪・盤等の小型品を主体に、そ

れに壷・蕊のやや大型品が加わっているが、量的には小型品の占める割合が大きい。この構成
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第6表下り山窯跡地区（窯）別器種一覧表

､を、毒唱
鉢壷蓋’杯

塊|盤|¥|高盤 |特殊品
蕊

読み|瀞|平底|高台 広口|長頚|短頚|注ﾛ|詔|壷|帯|瀞
○

一

○ OlOllOllC

－

○
－

－

○
一
○
一
○
一
○
’
○
’
○
一
○
’
○
’
○

○号窒llOlC
ー－

3号窒llC

○
’
○
’
○
’
○
’
○
’
○
’
○
一
○
’
○

QlC素'7号窯llOlOlc －

紡錘車・刻銘土
器・穿孔土器

OlC3号窒llOlOlC
－

円面硯
穿孔土器

穿孔上器

OlC
－

OlCO l O lC

穿孔土器

穿孔土器

OlCO l C
－

OlOl C
－

O l O lC
－

穿孔土器○OlC
－

は、基本的には古墳時代からの流

れとして把えられ、4号窯もこの

部類に含まれると考えてよい。こ

れに対して、1号窯においては壷

・婆・鉢類が多く、小型品として

はわずかに塊が含まれているにす

ぎない。2．3号窯は遺物の実態

に不明な点が多いが、1号窯に類

するものと考えられる。

次に特殊な遺物として円面硯、

紡錘車、刻銘土器片、穿孔土器が第114図下り山窯跡出土円面硯（渋谷敦氏写真）紡錘車、刻銘土器片、穿孔土器か

ある。円面硯（第114図)は中北区第1トレンチから出土している。調査区分からゑると4～6

・9号窯の､､ずれかに伴なうのであるが、窯を確定することはできない。現品は失われている

が、渋谷敦氏提供の写真でみると方形とハート形の透しをもった形と考えられる。
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紡錘車（第111図45．46)は8号窯から2点が出土している。刻銘土器も8号窯から出土して

いるが、敷台として使用されていたもので、果してここの窯で焼成されたものかどうかについ
註7

ては疑問点も残る。とくに、文中に承える「宇土郡」は窯跡所在地からかなり隔たっており、

宇土郡と窯跡所在地周辺を結びつけるような歴史的事象は知られていない。須恵器片を承た場

合、胎土や焼成においては他の出土品と異なる点は認められないが、内面タタキは他とは異な

った要素も認められる。現時点では、下り山窯跡で焼成されたものとの基本的な認識にたちな

がらも、その判定は保留せざるを得ない。いずれにしても、古代金石文に1例を加えた意義は
註8

大きい。比較資料として、福岡県筑紫郡太宰府町・君畑遺跡出土の須恵器蕊に「八代郡豊□

」とへラ書ぎした資料がある。

有孔土器（第115.116図）は蓋・杯・盤に承られ、時期は後述する下り山1期に限られる。

焼成前の穿孔で、直径2～3c郷の円孔が多い。穿孔箇所は必ずしも規則的ではなく、中には2

孔を穿ったもの⑩もある。とくに、3は高台坪を半裁し、その半裁品に穿孔したものを焼成し

ており、使用時における必要から穿孔したものではないと考えられた。そのうち、荒尾市の薬
註9

師前窯跡・皮篭田窯跡、松橋町の萩尾大溜池窯跡でも同様な穿孔土器が存在することを確認し
註10

た。前田一洋氏はこれを焼成度合を調べるためのテストピースであるとの見解を示されている

が、筆者もそれに賛同するものである。ただし、この場合、窯のどの位置から出土するのかが

問題である。上記の遺跡資料はいずれも採集資料で、その疑問に答えることはできない｡今後

の窯跡調査の一視点として銘記しておきたい。

出土遺物の編年的な分析については、層位的な把握が不明で、細部について検討することが

できない。しかし、窯ごとの遺物には大きな形式差は認められず、各窯はほぼ単一の時期と考

えることができる。

以上の前提にたって各窯の遺物を比較検討して承ると、4．5．7．8号窯（下り山1期）

と1．3号窯（下り山2期）に大別することができる。2号窯の所属遺物は不明であるけれど

も、位置や窯の構造等から1．3号窯と同列と考えることができる。

下り山1期は第Ⅷ様式として位置ずけられる。その中で強いて窯の序列を求むれば、7．8

号→5号→4号の順となろう。ただし、同一の窯の遺物の示す微妙な形態差と窯ごとの遺物の

形態差とは複雑に錯綜しており、上記の序列は必ずしも一元的なものとはいい難い。すなわ

ち、ある期間は重複して操業された可能性も十分に考えられる。

下り山2期は1号窯によって代表される。その器種構成は須恵器のそれよりもむしろ中世陶

に近く、年代的に下降することが知られる。しかし、その具体的な位置づけについては必ずし

も明らかではない。それは同期の良好な比較資料に恵まれないことによるものである。ただ、

1号窯から出土している塊は特徴的で、玉縁口縁は白磁の影響としか考えられない。そこで、

祖形となった白磁との対比による年代比定を行ってゑたい。
註11

太宰府出土の輸入中国陶磁器については型式分類と編年が進められているが、その分類でい

う白磁椀Ⅱ類又はⅢ類に近い器形を呈している。しかし、これとて口縁部と体部の類似であつ
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第116図下り山窯跡出土須恵器実測図
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11;中北区1T，9～10．12～14;地点不明

て、底部については全く異質である。したがって、一部の類縁性からその祖形を推定するには

無理があるのも事実であるが、このことが最も有力な視点であることも否定できない。現時点

ではやや幅をもたせて、下り山2期を11～12世紀として把えておき、その中で11世紀後半の可

能性が強いことを指摘しておきたい。

上述のように、下り山窯跡には大きく2回の操業期があり、その間には1世紀前後の断絶が

ある。しかし、このことはあくまでも任意に調査された9基の窯から導き出したことであっ
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て、時期の異なる窯が周辺部に存在することも予想される。この年代の相違は、先述した窯の

構造や器種構成の相違とも対応している。

下り山窯跡で生産された須恵器の供給先については全く手掛りがない。刻銘土器にみえる

「宇土郡」が需給問題についての鍵となるのは確かである。そしてその解明は須恵氏との関係

においても重要な課題となってくるoまた、下り山2期の資料は、徒来空白であった平安後期

の窯跡資料として九州内でも初見のものであり、諸覧の教示を受けて検討を進めたい。

3．上の原窯跡〔球磨郡上村上字上の原〕

雛蕊 蕊

第117図上の原窯跡位置図

議撫
蕊諜

県指定史跡の陶器

窯跡・上村焼窯跡の

東方約200mに位置

する（第117図)。須

恵器の散布により、

高田素次・渋谷敦・

前田一洋氏らによっ

て窯跡の存在が想定

されているが、窯体

は確認されていな

いo

昭和54年7月、現

地を踏査した折、近

くの農家に採集して

あった須恵器片約50

点を譲り受けたが、

いずれも蕊の胴部破

片であった。内外のタタキの状態から平安時代の可能性が強いと思われる。（松本・勢田）

4．高山瓦窯跡〔球磨郡深田村深田字椛木〕

(1)遺跡（第118図）

球磨川右岸の高山（標高275.2"z）の北東部に開けた小さな谷の斜面に位置する(第118図)。

当地から瓦類が出土することは昭和初期から注目されており、深田遺跡という名称で、性格

不明の遺跡とされていた。

昭和52年、遺跡地の一画の林道工事によって窯跡の一部が確認され、瓦窯跡であることが判
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第118図高山瓦窯跡（1）。上阿蘇窯跡（2）位置図

明した。現在は、林道横の

崖面に窯体の一部と考えら

れるものがわずかに遺存し

ているにすぎないが、地形

等をみると周辺部に窯跡の

存在する可能性が強い。

②遺物

（第119．120図）

昭和初期に採集された瓦

類が深田村教育委員会と熊

本市立博物館（深田村教育

委員会寄託）に所蔵されて

いる。

図示したものは深田村教

育委員会所蔵の資料であ

る。資料は6点あるが、図

示していない1点は細片で

ある。

瓦の種類としては軒平瓦

(1)・丸瓦(2)があり、他は軒

平瓦又は平瓦（3～5）で

ある。軒平瓦(1)は、瓦当面

には雑な線鋸歯文が施され

凹面には糸切り痕と布目、ている。平瓦部は折損しており、これをセメントで補修してある。凹面には糸切り痕と布目、

凸面には細目タタキが施され、隅切りとなっている。

丸瓦(2)は小破片で、凸面はへう削りで仕上げられているo3～5は軒平瓦又は平瓦の破片

で、いずれも凸面には継目タタキが施され、3は隅切りとなっている。

1．3～5の凹面には均整な布目が観察されるのみで､枠板圧痕や布のとじ目は承られない。

5．上阿蘇窯跡〔球磨郡須恵村阿蘇字上阿蘇〕

球磨川の支流．阿蘇川右岸の山麓に位置する（第118図)。「須恵村」という地名とのからみ

で古くから注目されている遺跡であるが、実態については不明な点が多い。

かつて、酒詰仲男・乙益重隆氏などによって須恵器片が採集されており、それらの中に窯跡
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特有の融変した須恵器片が含まれていたという◎窯体そのものは確認できていないが、窯跡と

認定してよかろう。

窯跡の東北方約200加に平等寺跡釈迦堂があるo平等寺は球磨郡で最古の真言宗寺院で、平安

時代後期の創建と考えられている。本尊は木造釈迦三尊座像で、平安時代末の作（脇侍は後世

の作）である。

上阿蘇窯跡の詳細については不明であり、昭和54年7月末の現地踏査の時もブッシュで立入

りもできない状態であった。須恵氏の動向や平等寺との関係上、重要な遺跡である。（松本）

註1．渋谷敦・脇坂公康・前田一洋他『下り山須恵窯跡発掘調査報告』、熊本県立球磨工業高校郷士研究

部昭和41年度研究集録、昭和42年。

2．前田一洋「下り山須恵窯跡群発掘調査の概要」、註1書所収、昭和42年。

3．中北区の各トレンチから多量の須恵器が出土しているが、所属窯が判然としないので割愛した。

4．解読には板楠和子氏の協力を得た。

5．四、只、口の可能性がある。

6．主、年の可能性がある。

7．直線最短距離にして約55伽、交通路を経由する70～80伽となる。

8．倉住靖彦・前川威洋・新原正典『福岡南バイパス関係埋蔵文化財調査報告』第7集、昭和52年。

9．三島格氏の教示によれば、同氏が調査された荒尾市グリーンランド・ゴルフ場内所在の窯跡からも

穿孔土器が出土したという。

10．免田郷士史研究会発行の『郷士』第8号に投稿中。氏の教示に深謝する。

11．横田賢次郎・森田勉「太宰府出土の輸入中国陶磁器について－型式分類と編年を中心として－」、

『九州歴史資料館研究論集』4，昭和53年。
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第V章総 括

I須恵器生産をめく領る諸問題

1．研究 小史

註1

九州の須恵器編年の大網は『対馬』によって示され、これを受けて肥後では原口長之氏の編
註2

年案が公表されている。

原口編年は肥後における唯一の須恵器編年であるが、方法論的には『対馬』に準拠して古墳

出土資料に拠っており、年代も古墳時代に限られていた。原口編年が提示された昭和35年頃に

は、窯跡出土資料は限られており、坂本経尭氏らによる小代山麓古窯跡群に関する資料程度で

あった。

坂本経尭氏らによる小代山麓古窯跡群の調査は、昭和24．25年を中心に行われ、肥後におけ
註3

る須恵器研究の第一歩と言える。その成果は『小代山麓古窯吐群調査報告』（昭和25年）とし

て刊行されているが、プリント版であったため土器実測図等は掲載されていなかった。同報告
註4

は昭和54年『肥後上代文化の研究』に一部付図を補って出版された。

昭和30年代から40年にかけて、荒尾窯跡群・熊飽窯跡群・宇城窯跡群等で窯跡調査が行わ

れ、窯跡出士資料は徐々に増加していったが、これらの資料の公表は必ずしも充分とは言え

ず、資料の増加の割には研究の深化は承られなかった。
註5註6

昭和40年代の初期、乙益重隆・三島格氏によって窯跡地名表が相次いで公表され、須恵器生

産に関する基礎資料が提示された。

一方、筑前・筑後・豊前地域においては、昭和40年代後半から50年代にかけて窯跡資料が集
註 7

積され、各地域における編年が提示されるに至っている。とくに豊前・天観寺山窯跡群の報告

においては、豊前地域の窯跡資料が集成され、国を単位とした動向が把握されている。

近年、肥後においても須恵器の出土量は増加する一方である。これらの位置づけは、古式（

I。Ⅱ様式）須恵器については畿内の陶邑編年に対比し、Ⅲ期以降の須恵器は筑後・豊前地域

の編年や太宰府出土品に対比しているのが現状である。

2．肥後における須恵器の編年（予察）（付図3）

今回の調査を通して、従来の発掘資料や採集資料の集成に努めた。その結果、多くの方々の

協力により第Ⅲ・Ⅳ章で報告したような資料を整えることができた。ただ、単年度調査で、し
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かも担当者1人という枠内では限界もあり、すべての資料を網羅することは不可能であった。

しかし、これらの資料によって肥後の須恵器生産を概観し、一歩進んで須恵器編年の大網を組

立てることも不可能ではなかろう。

これらの資料を用いての操作には当然のことながら限界がある。編年の方法については型式

学的な方法に拠らざるを得ず、層位関係や器種構成等については不備が多い。したがって、細

分化は避け、基幹的な変遷を明らかにすることを第一に考え、筑前・筑後・豊前地域の変遷と

対比しつつ、その中で肥後における特色の抽出に努めることにした。また、様式区分について

は、九州の他地域との対比の便を計るため、小田富士雄氏による9期区分を用い、下り山窯跡

の位置づけのために1様式を加えて10期区分とした。

九州の須恵器編年において、岩戸山古墳（福岡県八女市）出土資料が大きな基準となってい

ることは周知のとおりである。岩戸山古墳出土資料は桶口隆康氏によって須恵器編年の第Ⅱ期

に位置づけられている。この位置づけは現在も踏襲され、編年上の基準とされている。

肥後においては、江田船山古墳および同古墳出土須恵器の評価が流動的な現在、岩戸山古墳

ほどに基準となり得る資料に恵まれていない。したがって、ここでも岩戸山古墳出土資料を第

Ⅱ様式に位置づけすることとする。ただし、今回判明した資料の中には、第Ⅱ様式に該当する

資料は含まれていない。

第Ⅱ様式の設定によって、第1様式は自ずと限定できるが、第Ⅱ様式と同じく窯跡資料は判

明していない。

第Ⅲ様式についても良好な資料に恵まれないが、当尾窯跡・元米ノ山窯跡出土資料に含まれ

ている。抽出の容易な当尾窯跡出土資料を基準として説明を加える。

蓋杯はすでに偏平化がみられる。杯身の口径は14c郷を測り、立上りは内傾化しているが1C〃

の高さを保っている。体部のへラ削りも比較的丁寧である。蓋は口径15.9c畑を測るが、天井部

と体部との境には段や沈線はみられず、口縁部内面の段もみられない。

高杯には長脚二段透しの有蓋形式と無蓋形式とがある。有蓋のものは比較的大型で、杯部は

やや偏平である。無蓋のものはやや小型で、杯部口径11.5c郷を測る。杯底部から体部にかけて

強く屈曲し、脚部には1～2条の沈線を巡らしている。

壷の胴部外面にはカキ目を施し、口縁部外面はナデにより小凸帯状を呈している。

当尾窯跡出土資料に承られる器形は蓋杯・高杯・壷で、その他の器形は欠落している。元米

ノ山窯跡の一部にも第Ⅲ様式に比定し得る資料が含まれているが、当尾窯跡の欠を補うものは

含まれていない。

第Ⅳ様式の資料には大和窯跡・元米ノ山窯跡出土資料を標式とする。両窯跡とも様式の異っ

た遺物を含んでいるが、形式学的に抽出することが可能である。

大和窯跡においては蓋杯・高杯・蕊がある。杯蓋は口径12～13c〃前後のものが多く、杯身も

11～12c加と小型化している。蓋・身ともに深めの器形で、一見古式須恵器を思わせる器形がみ

られる。杯身の立上りは内傾し、中には1c郷位のものもあるが、大半は6～8”前後の高さで
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ある。

高坪は無蓋形式の承が採集されているが、坪部破片で全形を知り得ない。

蕊の口縁部形態には変化がみられるが、比較的単純に外反する。胴部内外面のタタキ目は比

較的密で、一部ナデが併用されている。

元米ノ山窯跡では蓋坪・坪・高坪・提瓶が承られるが、提瓶は細片である。坪蓋は全体的に

丸味を帯び、天井部と体部の境は識別できない。坪身は口径10.5～11.5c"のものが多く、最大

のものでも12c郷にすぎない。立上りは内傾し、高さは7～8加加、高くても1c〃には達しない。

完形の資料に恵まれないが、底部に平担化の傾向が承られる。

無蓋の坪は口径に対して器高が高く、体部に凹線を巡らしている。底部は丸底であろう。

高坪では、坪底部にカキ目を施した有蓋形式のものがあるが、これに接合する脚部は承られ

ない。無蓋形式の高坪は第Ⅲ様式のもに類似している。

提瓶は側面が偏平化したものの細片が含まれている。

大和窯跡・元米ノ山窯跡出土資料には共通性がみられ、資料の大半を占める蓋坪には小型化

が承られる。その他、高坪・妻・提瓶の資料があるが、その他の器種については不明である。

第V様式についての窯跡資料は不明である。他地域の傾向を承ると、蓋坪の逆転現象が承ら

れ、平底の坪と身受けのかえりをもつ蓋が登場してくる。また、高坪・坪・提瓶・平瓶等、古

墳時代を代表する器種の激減または消滅が指摘されている。

肥後においても第Ⅳ様式と第Ⅵ様式を比較してみると、上記の転機は充分に予想される。

第Ⅵ様式の資料としては元米ノ山窯跡出土資料が代表的で、八代丸山窯跡がそれを補う資料

である。

とくに、元米ノ山窯跡はこの時期が盛期であったらしく、蓋坪を中心に出土量が多い。坪蓋

は偏平化し、口縁部内面に身受けのかえりをもつ。このかえりは口縁端部より突出するものは

ない。蓋の大きさには多少ばらつきがあるが、11～12c郷前後のものと13～14c郷前後のものが多

い。頂部に擬宝珠形のつま承をつけたものが多い。坪身は完全に平底化しており、蓋の大きさ

に対応して11～13.5c〃のものが多い。

この時期の一特色に高台坪（椀）の出現がみられる。量的にはきわめて少ないが、第Ⅵ様式

の指標となる。

この時期にセット化されると考えられる遺物に鉢がある。器形や大きさは異なるが、口縁端

部の形態や体部の線に共通性が承られる。この種の器形としては初源形態であろう。

八代丸山窯跡出土の蓋は口径17.9c郷を測り、元米ノ山窯跡のものより大型である。細片であ

るが、ここでも高台坪が共伴している。壷類の蓋・高坪脚部は元米ノ山窯跡における欠落を補

なうものである。

第Ⅶ様式に属する資料には萩尾大溜池窯跡出土資料がある。現状で7基の窯跡が確認さ

れ、採集量も多い。個々の遺物にはわずかに形態差がみられるが、現時点では一括して取り扱

わざるを得ない。また、全体的に承ると、第Ⅶ様式の後半と考えられる要素が強い。
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萩尾大溜池窯跡では平底の坪はほとんど承られず、蓋付きの高台坪・塊が大半を占める。蓋

の内面のかえりは消え、端部がわずかにつまみ出されているにすぎない。この端部の形態には

大きくゑて3種のものがあるが、小さな時期差を示すものかどうか不明である。この窯跡の蓋

坪の特色として、蓋の天井部が部厚いものが多く、高台部にきわめて特徴的なナデ調整を施し

ている。

前様式までに承られず、新たに登場すると考えられる器種に広口壷・凸帯付胴張壷、体部が

直線的にのびる深鉢がある。鉢の中には、底部が円盤状となる摺鉢と考えられる破片も含まれ

ている。

肥後における瓦の生産はこの時期に開始されたと考えられる。肥後最古の寺院である陳内廃

寺の瓦を焼成した陳内瓦窯跡は、この様式の前半に並行するものであろう。その他、熊飽窯跡

群・八代窯跡群において瓦生産が行われている。

第Ⅷ様式は、基本的には前期様式の継承であるが、蓋の偏平化はさらに進み、その他の点で

も退化現象が顕著で、全般的に粗製品が目につく。一方、瓶子形壷の増加、輪状つまみ等、新

たな要素も加わっている。

第Ⅶ様式とした萩尾大溜池窯跡では、平底の坪はほとんど承られなかったが、第Ⅷ様式に比

定できる窯跡資料には平底の坪がかなり含まれている。これらの平底の坪は、口径に対して底

径が小さく、やや不安定な器形を呈している。

現在までの資料では、盤がセットとして把えられるのもこの時期で、下り山窯跡（5．7・

8号窯）等ではかなりの割合を占めている。
註 8

八女古窯跡群においては、円面硯の製作が第V様式まで遡る可能性が指摘され、豊前では第
註9

Ⅶ様式まで遡る可能性があるというo肥後においては洗出窯跡。下り山窯跡から円面硯を出土

しているが、土器の様相から第Ⅷ様式に比定される。

大量生産を反映してのことか、1個1個の製品には粗雑さがみられ、一方では規格性は一段

と強まっている。

次節で詳述するように、肥後の須恵器窯のうち半数以上がこの時期に属し、とくに荒尾窯跡

群の盛況には著しいものがある。第Ⅶ様式の時期に開始された瓦の生産も続行されるが、ほと

んど瓦陶兼業の体制で、八ノ瀬戸窯跡のごとくはかなり大規模な生産が行われたようである。

第Ⅸ様式の資料は少なく、大別当窯跡出土資料があるにすぎない。これも須恵器は皆無に等

しく、現存する風字硯による位置づけである。したがって、須恵器の様相いかんによっては、

位置づけが異なってくる可能性もある。

第X様式の資料は下り山1号窯跡出土資料がある。本文（第Ⅳ章）でも述べたように、この

時期の窯跡資料としては九州でも唯一のものである。

小型の製品として平底の塊が承られるにすぎず、婆・壷・鉢の中型品が主流を占めている。

婆は底径の大きな平底で、体部外面のほぼ全面に格子タタキが施され、その上に一部浅いカ

キ目や横ナデが施されているo胴部内面はナデによって仕上げているが、凹凸が多く、粘土紐
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の接目が観察される。

壷には数種の形態が承られるが、広口・長胴・平底を特色とし、1点だけであるが注口のつ

いたものがある。

鉢は所謂握鉢で、高台付と平底とがある。平底のものには体部外面に蕊と同じ格子タタキが

残る。

これらの資料は、器形や技法の点で中世陶への過渡期的な要素が強い。この時期の窯跡は、

その存在が想定されながらも未発見だったもので、皮肉なことに10年以上も前の発掘品の中に

含まれていた。ただ、この位置づけは概観的なもので、年代決定等についてはさらに検討を要

する。窯跡や遺跡出土類例の出現を待って検討しなければならない。

最後に、中世陶として樺番丈窯跡出土資料がある。器種としては雲・握鉢を主体に鍔釜・土
註10

鍋・瓦があり、全体として焼きが悪く、瓦質に近いものが多いという。裡鉢や連株文軒平瓦か

ら13世紀と考えられている。

以上が肥後における須恵器編年の大綱である。最初にも記したとおり、今回取り拠った資料

の性格上詳細な編年の確立は望むべくもなかったdしかし、この作業を通して基幹的な変遷は

把握でき、大まかな見通しは立てられたものと考える。これらの不備を補うためには、今後よ

り良好な資料の出現を待って純粋なセット関係、微細な変遷の把握に努め、今回提示した資料

と遂時置換えていく必要がある。

また、絶対年代の推定に関しても、肥後においては紀年銘資料等との伴出例等は皆無であ

る。したがって、他地域での推定を準用せざるを得なかった。したがって、他地域との時間差

は無視している。また、絶対年代の推定に関しても必ずしも意見の一致をゑていないので、編

年表に示した推定年代はあくまでも一つの目安であることを承知願いたい。

3．須恵器生産の動向

前節で示した編年観に対比して、肥後における須恵器生産の変遷と需給関係の一端について

考えてみたい。

資料の判明している窯跡を、様式別・窯跡群別に整理したのが第7表である。

肥後全体を通してみると、須恵器生産の開始は第Ⅲ様式で、当尾窯跡と元米ノ山窯跡があ

る。元米ノ山窯跡の資料の大半は第Ⅵ様式のものであるが、第Ⅲ様式の資料とさらに古式の様

相の坪蓋片があった。したがって、現時点では第Ⅲ様式に生産が開始された可能性が強いとの

立場をとりながらも、第Ⅱ様式以前における生産も念頭におきながら検討する必要があろう。

近年、古式須恵器（第’・’'様式）の出土例はかなり増加しており、総数は,00個体を越え

る。これらのうち、船山古墳出土蓋坪や塚原'5号方形周構墓出土高坪のように、舶載か国産か
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第7表須恵器生産の動向

2．（）は不確定的なもの。
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備考1．太字は瓦窯又は瓦陶兼業窯。

推定年代 様式 荒尾窯跡群
Ｉ
ｌ
ｌ

’

植木窯跡群 熊飽窯跡群 宇城窯跡群 八代窯跡群 球磨窯跡群

I

Ⅱ

尾
山ノ米

当
元

Ⅳ
大 和 元米ノ山

(萩尾大溜池）

V

蓑 田 元米ノ山 八代丸山

(川登）

(ハケヤ谷）

深瀬山・朝日ケ

丘・外平・紅葉

谷・南園・暁町

･皮篭田。（大

和）・下川後田

･松尾・薬師前

･野中・北山浦

･南山浦・洗出

･水呑場・下谷

･樺番丈

鈴麦

楳国寺

中山

(田畑）

陳 内

萩尾大溜池

富合平原

野田

八ノ瀬戸

城迫

宮 原 平 原

下り山（4

・5．7。

8号）

七中口

(上の原）

高山

大別当



で論議されているものを除けば、陶邑産と考えられるものとそうでないものとがある。非陶邑

産と考えられる須恵器については、九州の古式須恵器生産窯跡の実情が不明確な現時点では判

定を保留せざるを得ない。遺跡出土古式須恵器の資料化と産地の同定は、肥後の須恵器生産開

始を考える研究の一視点となろう。

第Ⅲ様式に続いて第Ⅳ様式の窯跡があるが、同年代の古墳および古墳出土須恵器と対比して

みた場合、あまりにも不均衡である。未確認の窯跡の存在が想定される。

ただ、この頃の時期の古墳出土須恵器に、国の単位を越えて移入されたとみられるものがあ

る。鹿本郡植木町横山古墳出土の腺がそれで、八女古窯跡群の製品の可能性がある。もちろ

ん、これはきわめて例外的な存在なのかもしれない。

今回の調査では、古墳出土須恵器をも検討する余裕はなかったが、その作業を進めることに

よって古墳時代窯業はさらに明確なものとなろう。

第V様式の窯跡は判明していない。しかし、元米ノ山窯跡のように、第Ⅲ。Ⅳ。Ⅵ様式の資

料を出土している遺跡については、その間の操業は推察に難くない。

第Ⅵ。Ⅶ様式と生産は継承されるが、遺跡数は相変らず多くない。ただ、萩尾大溜池窯跡の

ように、生産の規模はかなり拡大されているようである。

第Ⅶ様式とした萩尾大溜池窯跡出土資料にはいくつかの特徴が指摘され、製品供給先究明に

は大きな目安となる。現時点では、城南町・上原遺跡、八代市・興善寺跡から類似品が出土し

ている。

第Ⅷ様式になって遺跡数は飛躍的に増加する。その傾向は荒尾窯跡群において著しい。ま

た、八ノ瀬戸窯跡のように、1遺跡に20～30基の窯が想定されるように、生産量の増大が窺え

る。

この時期には、肥後の須恵器が国を越えて搬出された可能性がある。すでに指摘したように

荒尾窯跡群中の薬師前・北山浦・下谷窯跡の壷の底部に同心円タタキを施したものがある。こ

の技法は、管見の限りでは九州の窯跡では知られていない。したがって、この種の壷の生産地

は上記3遺跡の可能性が強い。
註11註12

この種の、底部に同心円タタキを施した壷の出土例は、筑前の太宰府、筑後の筑後国府・大
註13註14

間山墳墓群があり、薩摩からも出土している。これらの資料についてすべて実査した訳ではな

いが、底部の同心円タタキ以外にも器形・技法・調整法に共通性が承られる。

底部同心円タタキの技法が上記3遺跡独自の技法であるとの前提条件確立の作業と、類品調

査を進める必要がある。
註15

また、太宰府近傍の君畑遺跡出土の斐には「八代郡豊□」という銘文がみられ、肥後で生産

されたものと考えられる。この婆の胴部内面には格子タタキが施されており、きわめて特徴的

である。この技法の窯は、今回の調査では富合平原窯跡に細片がみられただけであった。富合

平原窯跡は旧益城郡に属し、旧八代郡の範囲ではこの種の資料は判明しなかった。

第Ⅸ様式・第X様式へと窯跡資料がたどれるのも肥後の特色である。さらにこれは中世の樺
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番丈窯跡資料へと続くが、詳細な変遷は不明な点も残されている。この時期の遺跡出土品は数

少なく、需給関係についても不明な点が多い。

次に地域を細分した動きを承ると、遺跡の分布の項でも述べたように荒尾窯跡群と宇城窯跡

群が二大中心をなしている。各々の変遷を小さく承るとわずかな相違がある。すなわち、荒尾

窯跡群は第Ⅳ期に始まり第Ⅷ期に一挙に遺跡数が増加し、その後も中世陶へと連続性をもって

いる。これに対して、宇城窯跡郡は第Ⅲ様式に生産が開始され、第Ⅶ様式から第Ⅷ様式にピー

クがあり、その後の生産は資料のうえでは断絶している。

4．陶硯と穿孔須恵器

今回の調査で取り扱った資料の中で、特殊な性格をもったものとして陶硯と穿孔須恵器があ

ったo

註16註17

肥後の陶硯については、かつて三島格氏が6例を集成され、小田富士雄氏の地名表、内藤政
註18

恒氏の風字二面硯に関する論考にも取りあげられている。

陶硯を出土した窯跡は洗出窯跡。下り山窯跡・大別当（A）窯跡があり、前二者は円面硯、

後者は風字硯を出土している。その他、遺跡出土の陶硯を含めて第8表に示した。

第8表肥後の陶硯一覧表

|≦”剖〆＊”|“''|数量|““物T肩~雲1麦悪、
J須撚 ’洗出窯跡

府本古畑

大別当（A）窯跡

駄原遺跡

住吉神社境内

熊本高校遺跡

益城国府推定地

士穴瀬遺跡

興善寺跡（志水遺跡）

霊符山下

下り山窯跡

荒尾市府本字土井内

〃 〃 字 古 畑

〃樺字大別当

鹿本郡鹿央町広

菊池郡酒水町住吉

熊本市大江町本

下益城郡城南町

八代郡竜北町士穴瀬

八代市興善寺町志水

〃妙見町

球磨郡錦町一武字下り山

硯
硯
硯
硯

面

面
字
二
面
〃
〃
〃
〃
〃
〃

字

円
風
風
円

1

2

3

4

０
１
２
３
４
５
６

２
２
２
２
２
２
２

註
註
註
註
註
註
註

１
１
４
１
１
１
１
１
２
１
‐

断片

数面出土

墨書土器

礎石

墨書土器

須恵器

土師器・須恵器

土師器・須恵器・滑石
製石鍋

土師器・須恵器

〃。〃・滑石
製品

土師器

〃・須恵器・布目
瓦

土師器

須恵器・紡錘車

’
５
６
７
８
９
Ⅲ
Ⅲ

’
１
Ｊ

’

７
８
９
０

２
２
２
３

註
註
註
註

’
１
１
‐
Ｉ

〃’

円面硯を出土した洗出窯跡。下り山窯跡はともに第Ⅷ様式と考えられ、これより古い窯跡か

らは発見されていない。一方、遺跡出土の円面硯は伴出遺物等が不明な場合が多く、具体的な

年代は明らかにされていない。各々の形態は異なっており、窯跡出土円面硯と遺跡出土の円面

硯が一致するものはない。
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風字硯は大別当（A）窯跡から数面が出土したらしいが、現品が確認されたのは4面であ

る。これらは脚部形状に2種のものがあるが、基本的には共通性の多い風字二面硯である。内
註19

藤政恒氏の分類にいうA型に属する。

円面硯は窯跡以外の遺跡でも比較的多く出土しているのに対して、風字硯の出土例は2カ所

と少ない。このうち、荒尾市府本古畑出土の風字硯の出土地点の性格は不明で、窯跡かどうか

判断できない。

窯跡出土須恵器に円孔を穿ったものが注意されたのは三井グリーンランドゴルフ場内の窯跡
註 31註32

の調査であった。その後、昭和41年の下り山窯跡の調査でかなりの数が検出され、今回の資料

集成の過程でさらに3カ所が判明した（第9表、第4．32．78．82．115．116図）。

第9表穿孔須恵器一覧表

、|””≦|”在”’
｜
鰍|数量’ |” ’’種器 様式 考

一

中障子獄窯跡

薬師前窯跡

荒尾市荒尾字中障子獄

〃平山字薬師前

〃〃字皮篭田

下益城郡松橋町萩尾

球磨郡錦町一武字下り山

１
２
３
４
５

註3

盤●杯《
ロ

杯
高

ム
ロ
●

高
杯

●
●

杯
謹
蓋
蓋

第Ⅷ様式

〃

第Ⅶ様式

第Ⅷ様式

３
１
６
妬

|皮篭田鋤
|萩尾大溜池窯跡

穿孔は雑

蓋(4)、高台杯(2)

蓋⑰、杯(3)、高台
杯(2)、盤(4)|下り山窯跡’ 註35

－－－寺 一一一 － －

穿孔は焼成前に行われており、へラ状の工具による割り貫きである。ほぼ正円形に丁寧に穿

孔したものが多いが、雑なものもある。穿孔須恵器の器形は蓋・坪・盤にほぼ限られ、例外的

に蕊への穿孔が1点ある。穿孔された部位に規則性はなく、中には1個体に2カ所の穿孔があ

る。下り山窯跡では半裁した高台坪に穿孔がゑられた。これらの年代は、第Ⅶ様式に比定した

萩尾大溜池窯跡が初見で、他は第Ⅷ様式と考えられる。

遺跡出土品に類例が乏しい（充分資料調査はしていない）点や上記の観察結果を考えると、

使用上の必要性と考えるより、須恵器の生産過程での必要性が想定された。

下り山窯跡の調査者の一人、前田一洋氏はこれを焼成度合を承るためのテストピースと考え

ておられる。筆者も前田氏と同感であるが、今後出土状態等を把握した上で検証すべき事であ

ろう。

水野清一．樋口随康．岡崎敬『対島』、昭和28年◎

原口長之「肥後の須恵器の編年試案」、『西日本史学会十周年記念論文集』、昭和35年･

坂本経尭『小代山麓古窯跡群調査報告』、プリント版、昭和25年。

坂本経尭「小代山麓古窯跡群調査報告」、『肥後上代文化の研究』、昭和54年。

乙益重隆「須恵器と瓦窯跡」、『熊本県史･総説編』、昭和40年○

三島格「須恵器の窯祉」、『須恵器の窯祉・小代焼と二川焼』、昭和41年。

小田富士雄．武末純一．真野和夫他『天観寺山窯跡群』、昭和52年。

小田富士雄「筑後における須恵器の編年」、『塚ノ谷窯跡群』八女古窯跡群調査報告I昭和44年‘
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9．小田富士雄「豊前地方における須恵器」、『天観寺山窯跡群』、昭和52年。

10．亀井明徳「九州」、『世界陶磁全集』3，昭和52年。

11.石松好雄・倉住靖彦他『大宰府史跡一昭和54年度発掘調査概報』、昭和55年。

12．古賀書・近津康治他『筑後国府跡(1)』、久留米市文化財調査報告書第12集、昭和51年。

13．鏡山猛・小田富士雄氏ら調査、九州大学考古学研究室蔵。

14．河口貞徳氏資料。渡辺正気氏教示。

15．前川威洋・倉住靖彦・新原正典『福岡南バイパス関係埋蔵文化財調査報告』第7集、昭和52年。

16．三島格「肥後の須恵器資料(一)」、『熊本史学』第21.22号、昭和36年。

三島格「肥後の須恵器資料ロ」、『熊本史学』第25号、昭和38年。

17．小田富士雄「九州発見古硯出土遺跡地名表」、『塚ノ谷窯跡群』八女古窯群調査報告I、昭和44

年｡

18．内藤政恒「硯の需要と二面硯に関する研究序説」、『東京薬科大学一般教育研究紀要』第1号、昭

和42年。

19．註18に同じ。

20．註4に同じ。

21．荒尾宏氏採集。氏より写真の提供を受けた。

22．註4に同じ◎

23．昭和54年、県教委調査。

24．註16に同じ。

25．註16に同じ。

26．松本雅明「古代」、『城南町史』、昭和40年。

27．註16に同じ。

28．江本直・高谷和生他『興善寺遺跡I』、熊本県文化財調査報告第46集、昭和55年。

29．註16に同じ。

30．渋谷敦・脇坂公康・前田一洋他『下り山須恵器窯跡発掘調査報告』、昭和42年。

31．三島格氏教示。

32．註30に同じ。

33．前田一洋氏教示。

34．三島格氏教示。

35．註30に同じ。

、
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付論

熊本県文化財調査報告第48集

生産遺跡基本調査報告書Ⅱ

八代郡坂本村・八代鉄山および玉名市 ･六反製鉄遺跡

出土木材の樹種について

大 迫 靖 雄 (熊本大学教育学部）

松 本 健 郎 (熊本県教育委員会）



八代郡坂本村・八代鉄山および玉名市・

六反製鉄遺跡出土木材の樹種について

熊本大学教育学部大迫靖雄

I八代郡坂本村・八代鉄山出土木材

八代鉄山から出土した木材に関する樹種の鑑定結果をまず示す。依頼された出土品は炭化し

た木材2点および半炭化した木材、劣化した柱状の丸太各1点の計4点である。

以下、それらをN0．1～4として鑑定結果を示す。

試料N0．1（八代鉄山P3出土）

本試料は柱状丸太で直径92加加の木材で樹令16年、平均年輪幅2.8加脱を示した｡本試料は劣化が

激しく指先で触れる程度で破壊する状態であった。しかし、材面はやや酸化し、黒象がかって

いるとはいっても木材の色調を残しており、一部樹皮が残っている。この樹皮は亀甲状を示し

ている。巨視的には年輪が明白で、早晩材の移行は急、晩材幅は広い。また心材色は濃色を示

している。横断面のルーペによる観察によって、晩材上に樹脂道が点在しているのが認Iめられ

る。

パラフィン包埋をした後、片刃カミソリで切片を作成し、顕微鏡下で観察した結果図1－1

(a)、（b)に示す半径方向にあらわれる放射組織から上、下縁に鋸歯状の肥厚を持つ放射仮道管が

承られ、分野壁孔は窓状を示すことから本樹種は二葉マツP伽‘ss”.－D幼J0"yJO〃と鑑定

される。

試料N0.2（半炭化した木材）

本試料は炭化しているが、炭化は不完全で木材の色調が残っている。本試料の平均年輪幅は

2.4""で明白な年輪を示し、早､晩材の移行は急である。また色調からして心材色は濃く、横断

面上に樹脂道は観察されなかった。放射組織は図1－2に示すように柔組織のみからなり立っ

ており、分野壁孔は一部スギ型を示しているのが観察されたが、劣化、分解がはげしく、分野

壁孔の跡をとどめていないものが多い。しかし、以上の結果から本試料はスギ（c剛力加加”ja

Ja加那caD.DO"）と鑑定される。

試料N0.3（完全に炭化した木材〔その1〕）

本試料は完全に炭化した木材で、年輪はきわめて明白である。平均年輪幅は3.7加加､早晩材の

移行は急で、晩材幅は広い。巨視的な観察から晩材部に多くの樹脂道が点在している。また、

パラフィン包埋によって切片を作成し、微視的観察を行なった。炭化しているため観察が困難

であったが、柾目面に一部放射仮道管の残骸がみられ、不完全ながら窓状の分野壁孔が観察さ
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れた。また板目面に水平樹脂道も観察された。

以上の結果から、本試料は二葉マツP伽"ss”．D幼ﾉ0卿J0〃と鑑定される。

試料N0．4（完全に炭化した木材〔その2〕）

本試料も完全に炭化した木材で、半径32”程度の小径木である。

巨視的には板目面に大きな放射組織の存在が数多くみられる。パラフィンに包埋したが完全

に炭化し、劣化が激しいため切片の作成が困難であったが、横断面には放射状に管孔が配列し

完全な放射孔材であることが示されていた。これは図1－3に示す実体顕微鏡による測定によ

ってきわめて明白で、しかも広放射組織の存在がが示されている。前述したように劣化が激し

いため各々の組織の詳細はつかみにくかった。しかし以上の結果から本試料はカシCycん6α

ﾉα"”sjssl.と鑑定される。

Ⅱ玉名市・六反製鉄遺跡出土木材

本遺跡から出土した試料のうち依頼された試料は完全に炭化した木片3個である。

いずれの試料も完全に炭化し、砂、小石等が侵入しており、前述の今泉たたらの試片と比較

してきわめて小試片であるため、充分な切片の作成が不可能であった。しかし、実体顕微鏡お

よびパラフィン包埋によるプレパラートの作成から以下の鑑定結果を得た。

試料N0．1，2

N0．1（17.00×18.00×16.20伽卿）、M2（6.35×7．10×16.05伽加）の小試片で、割れ目に小

石、砂などがつまり、鑑定は非常に困難な状態であった。しかし、実体顕微鏡による低倍下で

の組織状態が観察される。そこで、図Ⅱ－1，2に実体顕微鏡で撮影したN0．1，2試片の木口

面をあらわす。木口面にあらわれた管孔の配列から環孔材であることがあきらかとなった。し

かも、N0．1，2はほぼ同じ組織を示し、同一樹種と思われる。孔圏部は比較的大きな道管が3

～4列の幅広い密な配列を示している。また、孔圏外の小道管は試片の劣化が激しいため明ら

かでないが、やや放射状を示している。放射組織は目立たず、ほとんどすべて単列を示し、板

目側からも単列の放射組織であることが推定された。

以上の結果から、本試料はクリCas加伽gac形"αﾒaSIEBaZ滋“と考えられる。

試料N0．3

本試料（7.30×15．15×14.65”）もNo.1，2と同じく小試片である。これらと同様に図Ⅱ－

3に実体顕微鏡で撮影した木口面をあらわす。木口面の大道管は年輪に沿って配列しており環

孔材であることを示している。なお、孔圏内の道管は火焔状に点在し、配列は疎である。また

孔圏外の小道管はわずかに放射状に配列しており、本図では放射組織は微細なためほとんどみ

られない。しかしときとして非常に広い放射組織がみられる。

以上の結果から、本試料はコジイCaS""O”Sf伽""γ蕊jHATUSIMAと鑑定されるo
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〔付記〕

松本健郎

樹種鑑定を依頼した試料出土遺跡の概要と判定結果に対する若干の所見を付記する。

八代鉄山

八代鉄山（今泉製鉄遺跡）は熊本県八代郡坂本村西部ろ字鉄山に所在する近世たたら製鉄の

遺跡である。
註1

昭和53年12月、熊本県教育委員会が確認調査を実施した結果、床釣りの施設をはじめ柱穴、

石列、排水溝等が検出された。とくに床釣りの施設はきわめて良く遣好しており、本床を'中央

にして2基,の小舟がみられた。

これらの遺構は鉄山の中核となる高殿に付属するもので、その周辺には金池跡、金蔵跡、炭

坂の住居跡、炭焼谷と呼ばれる場所が確認された。八代鉄山の操業開始は嘉永2年（1849）と

考えられ、明治10年頃まで続いたようである。

スラグを除けば出土遺物は少なく、木炭・砂鉄・銑鉄・鉄釘・建築材・瓦・磁器片があるが

量は多くない。

樹種鑑定の試料としたのは木炭と建築材である。試料N0．1は柱穴（柱穴P3）の中から検出

した柱根で、高殿の中の炭町・小鉄町・土町等の区画のための柱と考えられる。この柱根の下

底面には斧状のものでの切断痕が観察された。

試料N0．2～N0．4は遺構上面の各所から出土したもので、出土状態からその用途を推定するこ

とは不可能であった。採集した炭化材・木炭は約100点を数え､大迫先生立会いのもとに肉観観

察によって分類し、その中から各1点について鑑定を依頼した。量的に承ると、N0．2．N0．3と

同類のものが相中ぱし、N0．4の類は10点未満と少なかった。また、N0．2．N0．3の類には推定直

径が20～30c郷のものや完全に炭化していないものが含まれており、建築材としての用途も予想

された。これに対して、N0．4の類は10c"未満の小塊が多かった。

六反製鉄遺跡

福岡県との県境に位置する小代山（標高501加)の中腹から山麓にかけて約30カ所の製鉄遺跡
註2

が確認されており、高い密集度を示している。

六反製鉄遺跡もその一つで、小代山の東麓に開けた谷に立地している。所在地は玉名市三ツ

川字西原六反である。

昭和37年、田辺哲夫氏らによって調査され、炉跡が検出され、スラグ・土器・ふいどの羽口

が出土したという。

丘陵の斜面に築かれた製鉄炉はシャフト型を呈しており、一端が損壊しているが比較的良く

残っており、昭和51年に県史跡に指定された。炉の平面形は楕円形を呈し、推定長径120～130

c"、短径50c〃前後、深さ80～90c〃前後であったと考えられる。炉床は約20oの傾斜があり、炉
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背に送風孔がある。この構造は玉名郡玉東町・西原製鉄遺跡1号炉ときわめてよく似ている。

鑑定を依頼した木炭は、昭和54年3月に炉体の実測を行った時に炉底から採集したもので、

N0．1～N0．3とも近接した位置から採集したものである。いずれも2c〃未満の細片であったが、

採集位置からゑて炉の操業に使用された木炭の一部と考えられる。

鑑定結果に関する所見

近世たたら製鉄の二大原料は砂鉄と木炭である。たたら場の立地をゑると、砂鉄・木炭・釜

土等の原材料、交通の便等が大きく影響しているが、とりわけ砂鉄と木炭による規制は大き

い。その中で、俗に「砂鉄七里に炭三里」と言われるように、荷のかさばる木炭は遠方への輸

送は不便で、木炭供給地に近くたたら場が開設される場合が多かったようである。
註3

砂鉄と木炭の使用料は、島根県菅谷蝋の記録（明治15年「|日記」）によれば、年間に砂鉄

155,727貫目、木炭249,140貫目となっている。また、明治16年の「旧記」では、一代（1操

業、3～4日）に使用する砂鉄は4,290貫目、大炭4,25貫目とされ、重量においてほぼ同量の

数値を示している。

八代鉄山の場合、砂鉄は長島（鹿児島県出水郡）から舟で運んだという伝承がある。現時点

では史料による裏付けはできていないが、長島の海岸には浜砂鉄が多く、球磨川水系に砂鉄資

源が乏しいことからみて、長島産砂鉄使用の可能性は高い。したがって、八代鉄山の立地は砂

鉄に規制された可能性は薄く、むしろ砂鉄に関連してその運搬により規制されたと考えるべき

である。そのことは、八代鉄山が球磨川河畔に』位置していることで理解される。

そして、八代鉄山が球磨川河口から約7k卿も遡った地点に立地していることは、木炭資源と

の関係で容易に理解されるのである。すなわち、八代鉄山の立地は、球磨川水系の豊富な木炭

資源と球磨川舟運に規制された結果とふることができる。

たたら製鉄用の木炭は大炭と呼ばれ、鍛冶用の小炭と区別される。天明4年（1784）の『鉄

山秘書』によれば、大炭用の原木はマツ・クリ・マキが最良と記されている。また、菅谷鋪の

聞取り調査では、楢などの雑木を用い、まれに樫を用いたという報告がある。すなわち、適・

不適の区別はある程度行われていたようであるが、特定の樹種でなければならないということ

でもなかったようである。

八代鉄山出土試料No.1はスギと判定された。この試料は柱穴内から出士した柱根で、明らか

に建築材と判定できる。

試料N0．2はスギ、N0．3は二葉マツ、N0．4はカシと判定されたoこれらの用途を決するのは一

概にできないが、出土状態や観察所見、鑑定結果を総合して、N0．2は建築材、N0．4は製鉄用木

炭の可能性が強く、N0.3は両者の可能性があると考えられる。
註4

『熊本藩年表稿』によれば、嘉永2年の条に「八代鉄山用杉、高田手永下松求磨村より引

渡」との記事がある。下松求磨は八代鉄山よりさらに上流の地域で、上記の建築材の問題と関

連して注目される記事である。
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六反遺跡の具体的な年代は不明であるが、平安時代後期～鎌倉時代初頭の可能性が強い。

古代製鉄の実態について不明な点も多いが、砂鉄と鉄鉱石の両者が使用されていたことが確

認されている。
註5

また、最近製鉄遺跡に伴なう木炭窯の検出例が増加しつつあり、古代製鉄と木炭の関係も次

第に明らかにされつつある。一方、製鉄遺跡出土の木炭にも注意が払われ、種々の検討が始め

られている。
註 6

製鉄遺跡出土木炭の樹種調査結果の1例を示せば、埼玉県大山遺跡では大半がクヌギでコナ

ラを含んでいるとされている。

六反製鉄遺跡出土木炭は炉底に近い部分から採集したもので、製鉄用木炭と考えられるもの

である。その樹種はクリ・コジイと判定された◎1，代山の植生はマツ（小代松）・ツツジ・竹

類に特色があるというが、中腹から山麓にかけてはクヌギ・カシ・シイ・ナラ・クリ等の雑木
註7

が豊富に承られる。

註1松本健郎「八代鉄山（今泉製鉄遺跡）」、『生産遺跡基本調査報告書I』熊本県文化財調査報告第

38集、昭和54年。

松本健郎「八代鉄山」、『月刊文化財』194号、昭和54年。

2坂本経尭『肥後における製鉄遺跡の研究』第1編、プリント版、昭和28年。

松本健郎「小代山製鉄遺跡群」、『生産遺跡基本調査報告書I』熊本県文化財調査報告第38集、昭

和54年。

3島根県教育委員会『菅谷鋪』昭和42年度民俗資料緊急調査報告、昭和43年。

4細川藩政史研究会（森田誠一代表）編『熊本藩年表稿』、昭和49年。

5下記文献に木炭窯の集成がある。

大津正己「大山遺跡を中心とした埼玉県出土の製鉄関係遺物分析調査」、『大山』埼玉県遺跡発掘

調査報告書第23集、昭和54年。

6山内文「木炭の分析」、『大山』埼玉県遺跡発掘調査報告書第23集、昭和54年。

7田原富貴男氏教示。
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（
Ⅷ
）

こ
の
と
き
再
興
さ
れ
た
窯
が
、
そ
の
絵
図
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
今
回
、
県
教
育

委
員
会
が
調
査
し
た
県
指
定
の
窯
跡
に
該
当
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

再
興
さ
れ
た
窯
で
は
、
飯
碗
、
茶
碗
、
Ⅲ
、
小
Ⅲ
、
盃
、
肴
鉢
、
仏
器
、
徳
利

な
ど
の
日
用
雑
器
を
中
心
に
焼
か
れ
て
い
た
。
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
の
記
録

に
よ
る
と
、
一
登
り
（
五
間
窯
）
の
窯
で
焼
物
数
は
一
万
二
千
あ
っ
た
。
こ
の
場

合
は
、
二
千
を
焼
損
じ
、
残
り
一
万
を
郡
銭
二
貫
目
で
、
天
草
郡
内
を
中
心
に

（
Ⅱ
）

鳥
原
な
ど
で
販
売
さ
れ
て
い
た
。

註
（
１
）
上
田
家
文
書
Ⅲ
号
「
奉
願
上
候
御
事
」

（
２
）
同
川
号
「
奉
願
上
候
事
」

（
３
）
同
川
号
「
奉
願
上
候
事
」

（
４
）
同
陥
号
「
奉
願
上
候
事
」

（
５
）
同
Ⅳ
号
「
差
出
申
一
札
之
事
」

（
６
）
同
剛
号
「
焼
物
荷
仕
帳
」
、
棚
号
「
貞
五
郎
分
窯
口
開
改
帳
」

（
７
）
同
朋
号
陶
山
再
興
鋤
入
癖
凡
蝿
井
鹿
絵
図
和

（
８
）
窪
田
治
部
右
衛
門
鎮
勝
。
日
田
郡
代
兼
任
で
、
天
草
支
配
の
最
後
の
代
官
。

（
９
）
上
田
家
文
書
剛
号
「
借
用
誇
文
之
事
」
、

（
旧
）
図
版
Ｍ

（
、
）
上
田
家
文
書
Ⅲ
号
「
不
定
小
物
成
諸
運
上
銀
手
続
書
上
帳
」

四
明
治
以
降
の
高
浜
焼
ｌ
結
び
に
か
え
て
ｌ

（
１
）

明
治
三
年
（
一
八
七
○
）
、
高
浜
で
は
一
○
間
の
築
立
が
新
し
く
行
わ
れ
た
。

こ
の
窯
は
一
登
り
で
、
焼
物
数
約
八
三
二
○
○
、
代
銀
約
三
一
三
四
貫
文
が
見
込

ま
れ
た
。
し
か
し
、
結
果
的
に
は
こ
れ
が
高
浜
焼
最
後
の
窯
と
な
っ
た
。
富
岡
役

（
２
）

所
へ
提
出
し
た
「
焼
物
再
興
に
つ
い
て
の
願
書
の
草
稿
写
」
に
も
「
現
今
ヲ
最
衰

微
期
ト
云
フ
ベ
キ
カ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
成
果
は
あ
が
ら
ず
、
む
し
ろ
こ
の
時
期

か
ら
は
、
焼
物
に
か
わ
っ
て
陶
器
石
の
販
売
が
中
心
と
な
っ
て
い
っ
た
。

一
方
、
砥
石
の
販
売
は
依
然
と
し
て
大
坂
を
中
心
に
行
わ
れ
て
お
り
「
当
村
右

堀
出
候
砥
石
之
儀
、
近
年
山
底
二
相
成
追
々
手
入
相
置
候
二
付
、
是
迄
取
極
直
段

（
３
）

二
而
も
不
引
合
」
と
い
う
状
態
に
な
っ
た
の
で
、
大
坂
の
長
浜
屋
や
銭
屋
に
一
○

○
両
の
借
金
を
申
し
入
れ
、
万
延
元
年
（
一
八
六
○
）
新
し
く
髪
水
・
購
巣
の
砥

（
４
）

石
山
を
開
発
し
た
。

陶
石
の
販
売
は
、
明
治
以
後
に
な
っ
て
も
今
日
に
至
る
ま
で
肥
前
有
田
が
中
心

で
あ
り
、
京
阪
地
方
へ
は
明
治
三
○
年
頃
、
京
都
で
は
主
と
し
て
清
水
焼
の
原
料

と
し
て
積
出
さ
れ
、
そ
の
後
は
ほ
ぼ
全
国
に
ひ
ろ
が
っ
て
い
っ
た
。

そ
の
後
、
高
浜
で
は
野
口
鶴
平
ら
に
よ
っ
て
、
明
治
四
○
年
頃
ま
で
焼
か
れ
て

い
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
が
、
上
田
家
直
営
の
窯
は
明
治
三
二
年
に
廃
絶
さ
れ
、

高
浜
焼
の
歴
史
は
終
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
、
不
十
分
な
が
ら
高
浜
焼
の
動
向
に
つ
い
て
、
上
田
家
文
書
を
中
心
に
検

討
し
て
き
た
が
、
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
文
書
所
有
者
の
上
田
本
家
、
文
書
管
理

責
任
者
の
松
本
積
治
氏
、
文
書
写
真
撮
影
の
松
本
教
夫
氏
、
文
書
解
読
の
大
仁
田

喜
義
氏
の
諸
氏
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
記
し
て
深
く
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

,－，へへ／－，純
4321
警一嘗一

上
田
家
文
書
川
号
「
本
窯
築
立
入
用
凡
積
書
上
帳
」

同
矧
号
「
先
代
元
一
様
焼
物
再
興
二
付
富
岡
役
所
ヘ
ノ
願
書
、
草
稿
写
」

同
帥
号
．
札
」
（
大
坂
砥
石
直
段
増
掛
合
）

同
刷
号
「
借
用
申
金
子
之
事
」

（
横
尾
泰
宏
）
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四
高
浜
焼
の
再
興
ｌ
上
田
源
太
夫
定
行
・
定
珍
ｌ

（
１
）

文
化
一
四
年
当
時
の
高
浜
村
の
焼
物
山
運
上
は
銀
五
○
匁
で
、
焼
物
土
運
上
は

（
２
）
《

銀
一
○
匁
で
あ
っ
た
。
高
浜
村
の
場
合
、
焼
物
士
（
陶
石
）
に
対
し
て
の
運
上
よ

り
、
焼
物
山
（
焼
物
）
に
対
し
て
の
運
上
が
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。
同
年
二
月
に

は
、
高
浜
村
Ⅲ
山
が
近
年
不
景
気
に
な
っ
た
の
を
理
由
に
、
焼
物
士
運
上
を
銀
三

匁
に
し
て
ほ
し
い
と
願
い
出
た
。
本
当
は
、
焼
物
山
の
請
負
い
を
中
止
し
、
焼
物

土
を
他
国
に
積
出
す
、
販
売
を
中
心
と
し
た
商
売
を
考
え
て
い
た
が
、
港
ま
で
の

距
離
が
遠
く
、
港
の
状
態
も
悪
い
う
え
、
高
浜
村
は
人
数
も
多
く
、
百
姓
の
作
問

稼
に
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
ど
う
し
て
も
焼
物
を
中
止
す
る
わ
け
に
は

い
か
な
か
っ
た
た
め
、
文
化
一
四
年
か
ら
文
政
一
二
年
ま
で
一
三
年
季
で
請
負
わ

（
３
）

ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

（
４
）

文
化
一
四
年
の
下
津
深
江
村
の
焼
物
士
運
上
が
、
銀
七
四
匁
で
あ
っ
た
の
に
対

し
て
、
高
浜
村
は
銀
一
○
匁
と
極
端
に
少
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
下
津
深
江
村
が

焼
物
土
の
販
売
の
み
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
高
浜
村
の
場
合
は
焼
物
を
行
な
っ

て
い
た
の
で
、
焼
物
土
は
高
浜
村
内
で
使
わ
れ
て
い
た
か
ら
、
焼
物
土
運
上
が
少

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
上
田
家
が
焼
物
士
を
他
国
に
積
出
し
商
売
し
た
い
と
い
う

方
針
は
、
将
来
、
上
田
家
が
陶
器
石
の
販
売
に
重
点
を
置
い
て
い
く
背
景
に
も
な

っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
文
政
年
間
に
な
る
と
上
田
家
直
営
の
窯
の
形
態
に
も
変
化

が
あ
ら
わ
れ
た
。
上
田
家
独
自
の
窯
の
維
持
が
困
難
と
な
り
、
陶
工
た
ち
に
請
負

わ
す
方
式
が
と
ら
れ
て
い
っ
た
。

文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
四
月
、
円
右
衛
門
・
幸
右
衛
門
の
「
差
出
申
一
札
之

（
５
）

事
」
に
よ
る
と
、
「
請
負
金
払
入
は
窯
毎
に
火
入
れ
を
す
れ
ば
、
早
速
払
入
皆
済

す
る
。
ま
た
、
別
紙
に
五
か
年
半
高
払
と
し
て
い
る
が
、
三
か
年
限
り
、
四
年
目

か
ら
元
銭
高
を
払
入
れ
る
よ
う
出
精
す
る
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
高
浜
焼
の
形

態
が
変
化
し
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

当
時
、
上
田
宜
珍
が
開
い
た
陶
河
亭
で
焼
か
れ
た
焼
物
も
、
貞
五
郎
・
平
蔵
ら

（
６
）

を
経
由
し
て
販
売
さ
れ
て
お
り
、
と
く
に
貞
五
郎
は
窯
も
所
有
し
て
い
た
。
こ
の

よ
う
に
、
高
浜
焼
は
し
だ
い
に
陶
工
た
ち
に
委
託
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
の
う
え
、

天
保
一
○
年
（
一
八
三
九
）
に
は
、
上
田
家
の
焼
釜
が
大
破
し
、
修
覆
が
な
か
な

か
出
来
な
か
っ
た
こ
と
が
、
高
浜
焼
の
衰
退
を
一
層
す
す
め
て
い
っ
た
。

以
上
の
よ
う
な
、
高
浜
焼
衰
退
の
経
過
の
中
で
、
一
○
代
定
行
、
二
代
定
珍

に
よ
っ
て
高
浜
焼
再
興
の
努
力
が
続
け
ら
れ
て
い
っ
た
。
上
田
定
診
の
「
陶
山
再

（
７
）

興
諭
入
服
凡
糖
井
鹿
絵
図
抑
」
に
よ
る
と
「
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
、
勘
定

奉
行
水
野
筑
前
守
様
が
天
草
郡
を
廻
村
さ
れ
た
際
、
父
定
行
に
焼
物
山
を
再
興
す

る
よ
う
仰
せ
が
あ
っ
た
。
定
行
も
高
浜
焼
の
実
態
に
つ
い
て
述
べ
た
別
紙
を
差
上

げ
て
い
た
が
、
領
主
も
変
わ
り
、
定
行
も
死
去
し
た
の
で
、
手
段
に
困
っ
て
い
た

（
８
）

と
こ
ろ
、
当
秋
、
日
田
殿
様
が
天
草
に
着
任
さ
れ
、
高
浜
焼
を
再
興
す
る
よ
う
い

わ
れ
た
。
し
か
し
、
再
興
す
る
た
め
に
は
経
費
も
い
る
の
で
、
二
七
○
両
ほ
ど
一

○
か
年
賦
で
拝
借
し
た
い
。
窯
数
も
な
る
べ
く
多
く
続
い
た
方
が
上
手
物
が
出
来

る
が
、
そ
の
子
細
に
つ
い
て
は
、
定
行
が
差
出
し
た
別
紙
始
末
書
に
記
録
し
て
あ

る
。
焼
物
山
が
繁
昌
す
れ
ば
、
職
人
は
も
ち
ろ
ん
村
内
小
前
の
者
た
ち
も
、
農
間

稼
の
便
利
に
も
な
る
」
と
述
べ
、
「
新
規
窯
七
軒
、
但
壱
登
り
、
此
入
用
金
七
○

両
」
が
入
用
で
、
附
随
す
る
施
設
の
入
用
費
二
七
五
両
二
歩
の
内
訳
が
書
か
れ
て

い
る
。
こ
の
と
き
は
、
新
規
窯
を
一
四
軒
に
し
た
か
っ
た
が
、
経
費
の
関
係
か
ら

（
９
）

省
略
し
て
七
軒
（
壱
登
り
）
と
な
っ
た
。
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上
田
宜
珍
は
、
高
浜
焼
が
長
崎
で
の
販
売
に
失
敗
し
て
い
る
だ
け
に
、
肥
後
藩

内
に
積
極
的
に
そ
の
販
路
を
求
め
て
高
浜
焼
の
隆
盛
に
努
め
た
の
で
あ
る
。

焼
物
に
と
っ
て
重
要
な
要
素
の
一
つ
に
上
薬
が
あ
る
こ
と
は
前
に
述
べ
た
。
宜

珍
も
茶
碗
薬
を
入
手
す
る
た
め
に
苦
労
を
重
ね
た
。
文
化
五
年
（
一
八
○
八
）
九

月
、
安
藤
元
兵
衛
・
藤
本
文
太
夫
に
あ
て
た
願
書
に
よ
る
と
「
最
近
、
茶
碗
薬
を

持
っ
て
来
る
中
国
船
が
少
な
く
、
長
崎
表
で
も
不
足
し
て
い
る
の
で
、
高
浜
Ⅲ
山

で
も
困
っ
て
い
る
。
先
年
、
島
原
城
内
で
焼
物
が
仕
立
て
ら
れ
た
と
き
、
長
崎
表

か
ら
購
入
さ
れ
た
茶
碗
薬
の
使
用
残
が
あ
れ
ば
、
た
と
え
少
量
で
あ
っ
て
も
私
の

方
へ
払
下
げ
て
も
ら
い
た
い
。
代
銀
に
つ
い
て
は
す
ぐ
に
上
納
す
る
の
で
よ
る
し

（
９
）

く
お
願
い
し
た
い
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
上
田
宜
珍
の
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
高
浜
焼
は
次
第
に
衰
退
し
は

じ
め
た
。
宜
珍
と
し
て
も
、
な
ん
と
し
て
で
も
高
浜
焼
の
建
て
直
し
に
う
ち
こ
ま

ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
文
化
一
四
年
（
一
八
一
七
）
二
月
、
「
当
村
Ⅲ
山
近
年
不

景
気
二
而
焼
物
仕
立
方
少
ク
相
成
焼
物
土
遣
ひ
余
り
等
少
々
御
座
候
二
付
、
当
丑

（
文
化
一
四
年
）
汐
来
丑
（
文
政
一
二
年
）
迄
壱
ヶ
年
銀
三
匁
宛
御
運
上
差
上
他

（
旧
）

国
江
積
出
商
売
仕
度
奉
願
候
」
と
願
い
出
た
。
場
所
も
狭
く
船
積
場
ま
で
は
距
離

も
遠
く
、
海
は
荒
れ
る
し
、
ど
う
ゑ
て
も
条
件
が
悪
い
。
し
か
も
、
高
浜
村
は
多

人
数
の
村
で
あ
り
、
百
姓
作
間
の
稼
に
も
な
っ
て
い
る
の
で
焼
物
を
中
止
す
る
わ

け
に
も
い
か
な
い
と
い
う
。
ど
う
か
「
御
憐
悪
を
以
右
銀
高
二
而
、
年
季
之
儀
も

当
丑
捗
来
丑
迄
十
三
ヶ
年
季
被
仰
付
被
下
度
奉
願
上
候
、
右
願
之
通
被
仰
付
被
下

調
査
が
八
代
史
談
会
の
手
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
て
い
る
。
第
藁

終
わ
り
、
第
二
次
調
査
を
こ
の
春
予
定
し
て
い
る
。
調
査
の
結
田

で
高
浜
焼
と
の
関
係
が
で
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

る
。
第
一
次
調
査
は
す
で
に

調
査
の
結
果
、
何
ら
か
の
形
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候
令
〈
難
有
奉
存
候
」
と
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
高
浜
焼
は
衰
退
の
一
途
を
た

〃
）
っ
て
い
っ
た
。

（
９
）

（
Ⅲ
）

（
７
）

（
８
）

天
草
郡
史
料
（
第
壱
輯
）
所
収
（
名
著
出
版
）

上
田
家
文
書
、
哩
号
「
覚
」
（
壱
人
前
銭
拾
文
宛
差
出
）

同
門
号
「
御
料
肥
後
国
天
草
郡
高
浜
村
焼
物
山
之
儀
二
付
申
上
候
覚
」

同
朋
号
「
陶
山
遺
訓
、
全
」

同
帥
号
「
秘
伝
」

薮
茂
次
郎
は
、
孤
山
と
号
し
博
く
経
史
に
渉
り
詩
文
を
よ
く
し
た
。
藩
命
に
よ
り

江
戸
・
京
都
に
遊
学
、
時
習
館
訓
導
、
第
二
代
教
授
に
な
り
、
別
に
家
塾
を
建
て
て

教
授
し
、
佐
賀
藩
出
身
の
儒
者
で
寛
政
の
三
博
士
と
よ
ば
れ
た
古
賀
精
里
ら
が
そ
の

塾
か
ら
出
た
。
ま
た
、
孤
山
は
騎
馬
遠
乗
し
て
身
体
を
健
に
し
た
。
（
角
田
政
治
『

肥
後
人
名
辞
書
』
に
よ
る
）
上
田
宜
珍
の
学
者
と
し
て
の
交
際
の
範
囲
の
広
さ
を
示

す
も
の
で
あ
る
。

上
田
家
文
書
馳
号
「
口
上
之
覚
」

藤
井
源
兵
衛
は
、
肥
後
藩
に
仕
え
、
右
筆
等
の
史
と
な
り
、
ま
た
、
博
物
学
に
く
わ

し
く
諸
方
を
遊
歴
し
た
。
動
植
物
産
の
学
を
好
承
、
笈
を
負
て
諸
国
を
遊
歴
し
、
鉱

物
又
は
動
植
の
珍
し
き
物
を
見
れ
ば
、
之
を
笈
に
収
て
帰
り
植
物
は
園
中
に
植
す
。

故
を
以
て
御
薬
園
創
草
培
養
方
御
役
人
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
我
肥
藩
物
産
学
の
闘
明
な

る
、
薬
種
学
の
進
歩
す
る
は
実
に
此
人
の
勉
励
に
因
る
。
（
角
田
政
治
『
前
掲
書
』

お
よ
び
『
肥
後
先
哲
偉
蹟
』
正
続
篇
に
よ
る
）

上
田
家
文
書
別
号
「
奉
願
上
候
事
」

同
川
号
「
奉
願
上
候
事
」

心
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能
で
あ
っ
た
し
、
ま
た
高
浜
焼
の
隆
盛
に
も
尽
力
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

当
時
、
陶
工
た
ち
の
生
活
が
決
し
て
楽
で
は
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
共
済
制
度

を
導
入
し
、
ま
ず
生
活
を
基
礎
を
確
立
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
安
永
九
年
（
一
七
八

○
）
八
月
の
「
覚
」
に
よ
る
と
「
壱
人
前
銭
拾
文
宛
、
毎
月
廿
九
日
毎
二
差
出
置

銭
高
相
重
、
次
第
儲
成
者
に
貸
附
年
々
取
集
メ
置
候
今
〈
、
万
一
銘
々
之
内
長
病

相
煩
候
歎
、
亦
〈
無
拠
儀
出
来
、
重
畳
難
儀
之
筋
有
之
候
節
者
、
右
銭
之
内
ヲ
以

助
カ
ニ
仕
重
難
ヲ
抜
候
（
略
）
貴
所
様
御
地
内
二
被
召
置
年
中
御
世
話
二
罷
成
渡

世
仕
、
壱
銭
文
之
貯
も
無
之
者
共
二
御
座
候
得
者
、
万
一
長
病
引
請
候
節
者
必
至

と
及
難
儀
、
重
々
御
世
話
二
罷
成
候
二
付
、
壱
ヶ
月
二
拾
銭
文
位
之
儀
者
、
指
而

（
２
）

苦
労
之
義
も
無
御
座
候
」
と
あ
り
、
山
路
喜
右
衛
門
以
下
二
○
名
の
陶
工
た
ち
が

「
山
中
一
統
相
極
置
」
い
て
、
上
田
博
五
右
衛
門
、
同
源
作
（
宜
珍
）
に
申
し
出

た
。

寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
、
上
田
宜
珍
は
高
浜
村
庄
屋
と
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で

一
か
年
の
焼
物
山
運
上
金
は
四
五
匁
で
あ
っ
た
が
、
「
御
運
上
銀
之
儀
、
年
季
之

（
３
）

度
毎
二
少
々
宛
増
方
被
仰
付
、
当
時
壱
ヶ
年
銀
四
拾
八
匁
上
納
仕
申
候
」
と
あ
る

よ
う
に
、
享
和
二
年
（
一
八
○
二
）
に
は
運
上
金
が
一
か
年
四
八
匁
と
な
り
、
高

浜
焼
を
興
隆
さ
せ
た
。
宜
珍
は
、
現
在
皿
山
と
よ
ば
れ
て
い
る
場
所
に
磁
器
製
作

場
を
つ
く
り
、
こ
れ
を
「
陶
河
亭
」
と
称
し
た
が
、
こ
の
こ
ろ
が
高
浜
焼
が
最
も

盛
え
た
時
期
で
あ
っ
た
。

（
４
）

宜
珍
は
、
多
く
の
教
訓
を
「
陶
山
遺
訓
」
と
し
て
著
わ
し
、
焼
物
に
関
す
る
注

意
を
後
世
に
残
し
た
。
瀬
戸
の
陶
工
、
加
藤
民
吉
に
秘
伝
を
授
け
た
の
も
宜
珍
で

あ
る
。
加
藤
民
吉
は
、
当
時
の
瀬
戸
が
陶
器
の
み
で
磁
器
の
有
田
焼
に
押
さ
れ
て

衰
退
し
て
い
た
の
で
、
有
田
の
磁
器
を
と
り
入
れ
文
化
元
年
（
一
八
○
四
）
ご
ろ

新
製
磁
器
の
焼
成
に
成
功
し
て
瀬
戸
陶
業
を
再
興
さ
せ
た
陶
工
で
あ
る
が
、
そ
の

後
、
さ
ら
に
天
草
に
来
島
し
、
天
草
の
四
本
寺
の
一
つ
、
東
向
寺
か
ら
の
紹
介
で

宜
珍
を
訪
ね
製
陶
工
場
で
製
作
に
励
ん
だ
。
宜
珍
も
、
加
藤
民
吉
の
熱
意
に
動
か

（
５
）

さ
れ
、
錦
手
染
付
の
秘
法
を
伝
授
し
た
の
で
あ
る
。

宜
珍
は
、
よ
り
よ
い
焼
物
を
め
ざ
し
て
い
た
が
、
肥
後
藩
の
藩
校
時
習
館
訓
導

（
６
）
（
７
）

で
、
第
二
代
教
授
に
な
っ
た
薮
茂
次
郎
に
あ
て
た
「
口
上
之
覚
」
で
「
父
樽
五
右

衛
門
時
代
か
ら
、
天
草
は
遠
隔
地
で
あ
り
大
繁
昌
も
望
む
こ
と
が
で
き
ず
肥
後
藩

内
に
窯
を
開
く
こ
と
を
願
っ
て
い
た
。
釜
塗
土
だ
け
あ
れ
ば
皿
土
は
天
草
か
ら
持

運
び
、
肥
後
藩
内
で
面
子
を
と
り
、
次
第
に
盛
ん
に
し
よ
う
と
の
方
針
を
持
っ
て

（
８
）

い
た
。
た
ま
た
ま
、
熊
本
城
下
に
行
っ
た
と
き
、
御
家
中
の
藤
井
源
兵
衛
様
に
会

っ
た
と
こ
ろ
、
八
代
宮
地
村
に
よ
い
陶
器
士
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
、

私
も
、
父
博
五
右
衛
門
が
か
ね
て
考
え
て
い
た
こ
と
を
実
行
し
よ
う
と
思
っ
て
、

八
代
に
行
っ
て
見
た
と
こ
ろ
、
大
変
Ⅱ
士
に
よ
く
見
え
た
の
で
、
天
草
に
持
ち
帰

り
、
試
焼
を
し
た
と
こ
ろ
、
い
ず
れ
も
上
品
に
焼
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
早
速
、

試
焼
の
茶
碗
を
役
所
に
差
出
し
た
と
こ
ろ
役
所
か
ら
も
ほ
め
ら
れ
、
さ
ら
に
多
く

焼
く
よ
う
に
い
ろ
れ
た
。
と
に
か
く
、
八
代
焼
物
を
立
派
に
つ
く
り
差
上
げ
よ
う

と
思
っ
て
い
る
が
、
人
夫
費
用
、
材
木
直
段
等
が
天
草
と
違
い
直
段
付
け
が
出
来

な
い
し
、
釜
を
築
く
と
き
に
は
別
に
人
夫
が
大
勢
い
る
が
、
私
の
指
揮
に
は
随
わ

な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
殿
方
様
（
薮
茂
次
郎
）
で
一
人
付
け
て
援
助
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
焼
物
仕
立
に
つ
い
て
は
、
天
草
か
ら
抱
の
職
人
を
連
れ
て
来
て
出
精

す
れ
ば
立
派
な
焼
物
が
出
来
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

八
代
宮
地
の
焼
物
と
上
田
家
と
の
関
係
の
実
態
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
な
い
が
、
現
在
、
八
代
宮
地
の
妙
見
宮
一
異
手
に
窯
跡
（
辺
田
焼
窯
跡
）
の
発
掘
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器
の
海
外
進
出
に
つ
い
て
、
井
垣
春
雄
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
「
オ

ラ
ン
ダ
連
合
東
イ
ン
ド
会
社
は
中
国
本
土
か
ら
磁
器
購
入
が
困
難
に
な
っ
た
た
め

に
、
止
む
を
得
ず
そ
の
代
替
品
を
日
本
に
求
め
た
。
彼
ら
が
買
お
う
と
し
た
磁
器

は
、
中
国
染
付
磁
器
に
よ
く
似
た
日
本
の
染
付
磁
器
で
あ
っ
た
。
具
体
的
に
言
う

と
、
彼
ら
が
明
未
に
中
国
で
購
入
し
た
も
の
と
同
類
の
染
付
磁
器
を
日
本
に
求
め

（
〃
）

た
の
で
あ
っ
た
」
そ
し
て
、
肥
前
有
田
の
磁
器
の
海
外
輸
出
を
新
井
白
石
の
『
西

洋
記
聞
』
を
根
拠
に
正
保
四
年
（
一
六
四
七
）
と
し
て
お
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
な
、
海
外
取
引
に
古
い
歴
史
を
も
つ
有
田
磁
器
と
競
争
す
る
形
を

と
り
な
が
ら
、
高
浜
焼
も
オ
ラ
ン
ダ
人
向
け
の
販
売
を
始
め
た
が
、
結
局
、
技
術

と
歴
史
的
に
す
ぐ
れ
て
い
た
有
田
の
焼
物
に
敗
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
結
果
、
安

永
七
年
に
始
め
た
長
崎
出
島
で
の
オ
ラ
ン
ダ
人
向
け
焼
物
も
「
出
嶋
店
売
仕
候
得

（
旧
）

共
、
何
分
余
慶
之
銀
高
二
及
候
程
之
儀
無
御
座
、
其
後
休
方
二
相
成
申
候
」
と
あ

り
、
安
永
一
○
年
（
一
七
八
こ
に
は
中
止
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
な
ん
と
い

っ
て
も
、
肥
前
有
田
の
長
い
間
の
伝
統
と
そ
の
販
売
網
に
た
ち
う
ち
で
き
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
高
浜
焼
で
は
こ
の
時
期
の
作
品
が
最
も
す
ぐ
れ
、
現
在

県
指
定
に
な
っ
て
い
る
も
の
も
こ
の
時
期
の
作
品
で
あ
る
。

上
田
家
文
書
２
号
「
御
改
申
上
焼
物
釜
御
運
上
銀
之
事
」

松
本
雅
明
著
「
九
州
中
南
部
の
陶
器
」
第
一
章

上
田
家
文
書
６
号
「
御
役
所
江
願
上
候
陶
山
一
件
」

松
本
雅
明
著
「
前
掲
書
」

上
田
家
文
書
沼
号
「
天
草
郡
高
浜
村
焼
物
山
之
儀
二
付
申
上
候
覚
」

同
剛
号
「
不
定
小
物
成
諸
運
上
銀
手
続
書
上
帳
」

同
６
号
「
御
役
所
江
願
上
候
陶
山
一
件
」

長
崎
出
島
に
お
け
る
磁
器
販
売
競
争
で
、
肥
前
有
田
に
敗
れ
た
高
浜
焼
を
再
び

隆
盛
に
向
か
わ
せ
た
の
は
、
上
田
家
七
代
の
源
太
夫
宜
珍
で
あ
っ
た
。

上
田
宜
珍
は
、
高
浜
村
庄
屋
と
し
て
村
政
に
全
力
を
あ
げ
た
の
は
も
ち
ろ
ん
で

あ
る
が
、
本
居
宜
長
の
養
子
本
居
大
平
に
師
事
し
て
国
学
を
学
び
、
ま
た
『
天
草

（
１
）

島
鏡
』
を
著
わ
し
た
有
名
な
学
者
で
も
あ
る
が
、
高
浜
焼
発
展
の
た
め
に
も
い
ろ

い
ろ
な
施
策
を
行
な
っ
た
。
宜
珍
の
墓
碑
銘
に
「
嶋
原
候
褒
其
治
績
賜
銀
若
干
、

後
数
賜
金
銀
及
衣
服
以
報
其
労
、
寛
政
二
年
候
賜
褐
見
、
文
化
五
年
賜
銀
十
枚

許
偏
刀
（
略
）
、
翁
之
父
謹
武
弼
始
陶
於
高
浜
、
至
翁
磁
器
益
精
級
、
里
民
頼
以

為
生
者
多
芙
、
文
化
一
○
年
献
其
磁
器
我
少
将
老
公
、
公
喜
賜
白
蝋
石
之
挿
花
井

及
其
台
以
報
之
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
宜
珍
は
為
政
者
と
し
て
も
有

（
旧
）

へへへへへへへへへへ
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日
高
浜
焼
の
最
盛
期
ｌ
上
田
源
太
夫
宜
珍
Ｉ

同
６
号
「
御
役
所
江
願
上
候
陶
山
一
件
」

同
６
号
「
御
役
所
江
願
上
候
陶
山
一
件
」

同
川
号
「
奉
願
上
候
御
事
」

同
胴
号
「
奉
願
上
候
御
事
」

同
加
号
「
焼
物
山
仕
立
帳
」

同
剛
号
「
高
浜
村
焼
物
山
始
末
書
、
絵
図
面
添
」

同
妬
号
「
覚
」
（
茶
碗
絵
薬
五
拾
斤
入
用
）

同
調
号
「
乍
恐
奉
願
上
候
御
事
」

同
〃
号
「
焼
物
稼
仕
入
方
其
外
是
迄
取
計
之
様
子
御
尋
二
付
書
上
帳
」

井
垣
春
雄
著
「
肥
前
陶
磁
と
ア
ジ
ア
地
域
及
び
ヨ
ー
ロ
ッ
．
ご
第
二
章
（
九
州
文
化

論
集
５
、
平
凡
社
）

上
田
家
文
書
剛
号
「
高
浜
村
焼
物
山
始
末
書
、
絵
図
面
添
」
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（
旧
）

七
）
四
月
の
「
奉
願
上
候
御
事
」
に
よ
る
と
、
明
和
三
年
、
江
戸
の
役
人
が
天
草

郡
を
廻
村
し
た
と
き
「
高
浜
村
焼
物
之
儀
、
随
分
出
精
焼
出
シ
阿
蘭
陀
人
江
相
渡

候
様
致
候
令
ハ
、
村
方
勝
手
二
可
相
成
」
と
の
指
導
が
あ
っ
た
の
で
、
焼
試
し
た

と
こ
ろ
赤
絵
金
入
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
青
絵
染
付
は
阿
蘭
陀
渡
し
に
な
る
と
思

わ
れ
た
。
そ
こ
で
、
長
崎
表
へ
行
っ
て
阿
蘭
陀
人
に
見
せ
た
い
が
、
長
崎
表
の
役

人
へ
取
入
る
手
掛
り
が
な
い
の
で
、
富
岡
役
所
か
ら
長
崎
表
に
掛
合
っ
て
、
何
と

か
名
座
鉢
五
枚
、
台
Ⅱ
、
猪
口
壱
組
の
焼
物
を
阿
蘭
陀
人
に
見
せ
る
こ
と
が
出
来

る
よ
う
取
り
計
っ
て
も
ら
い
た
い
と
願
い
出
た
。

（
Ⅱ
）

さ
ら
に
、
同
年
十
月
の
「
奉
願
上
候
御
事
」
で
は
、
赤
絵
金
入
や
青
絵
染
付
が

よ
く
出
来
は
じ
め
、
「
青
絵
染
付
物
者
、
大
概
紅
毛
渡
二
茂
相
成
」
と
し
て
長
崎

表
へ
差
遣
わ
し
た
が
「
肥
前
領
有
田
山
焼
物
沙
見
競
候
得
者
、
余
程
不
細
工
二
相

見
」
え
、
ど
う
し
て
も
有
田
の
焼
物
に
見
劣
り
が
し
た
と
述
べ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
赤
絵
金
入
に
つ
い
て
は
有
田
か
ら
焼
物
師
を
招
く
必
要
に
迫
ら
れ
た

が
、
有
田
の
焼
物
師
は
他
国
へ
出
よ
う
と
し
な
か
っ
た
の
で
、
給
銀
を
余
計
に
差

遣
わ
し
て
で
も
成
功
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
青
絵
染
付
は
も
ち
ろ
ん
、
赤
絵
金
入
を

成
功
さ
せ
て
、
紅
毛
渡
し
そ
の
ほ
か
他
国
に
も
よ
く
売
れ
る
よ
う
に
と
の
目
標
が

あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
自
力
で
は
資
金
に
乏
し
く
何
も
出
来
な
い
の
で

銀
五
○
貫
目
拝
借
し
た
い
と
富
岡
役
所
に
願
い
出
た
。
肥
前
領
や
平
戸
領
か
ら
優

秀
な
焼
物
師
を
一
雇
い
入
れ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
村
中
の
そ
の
日
暮
し
の
者
に
も

習
わ
せ
る
こ
と
が
出
来
る
。
小
田
床
村
や
下
津
深
江
村
か
ら
肥
前
領
伊
万
里
や
塩

田
に
出
し
て
い
る
焼
物
土
を
今
後
差
止
め
れ
ば
、
有
田
の
焼
物
師
も
自
然
と
天
草

に
も
来
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
が
、
小
田
床
村
や
下
津
深
江
村
の
焼
物
土
は
、
そ

の
日
暮
ら
し
の
者
た
ち
が
掘
り
出
し
て
い
る
の
で
そ
れ
も
出
来
な
か
っ
た
。
焼
物

土
、
薪
な
ど
条
件
に
恵
ま
れ
た
小
田
床
村
や
下
津
深
江
村
に
お
い
て
も
、
焼
物
を

焼
く
こ
と
を
望
ん
だ
が
資
金
面
で
成
功
し
な
か
っ
た
。
焼
物
仕
立
に
あ
た
っ
て

‐
（
砲
）

は
、
「
焼
物
山
仕
立
帳
」
に
よ
る
と
釜
焼
一
人
分
拾
貫
目
が
必
要
で
あ
り
、
お
よ

そ
釜
焼
を
一
○
○
軒
と
す
る
と
一
○
一
○
貫
目
入
用
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、

多
額
の
資
金
を
心
要
と
し
た
。
明
和
六
年
（
一
七
六
九
）
、
高
浜
村
で
は
一
か
年

に
焼
物
釜
七
登
、
焼
物
数
四
五
一
三
○
（
焼
物
釜
壱
登
、
焼
物
数
六
四
六
○
）
が

焼
か
れ
て
い
た
。

安
永
六
年
（
一
七
七
七
）
、
柘
植
長
門
守
（
柘
植
長
門
守
正
宴
、
安
永
四
年
か

ら
天
明
三
年
ま
で
長
崎
奉
行
）
か
ら
「
紅
毛
渡
り
焼
物
焼
立
候
様
被
仰
付
」
た
の

で
、
「
同
七
戊
年
長
崎
出
嶋
店
売
御
免
被
仰
付
、
紅
毛
人
共
へ
売
渡
申
候
」
と
あ

（
旧
）

る
よ
う
に
、
長
崎
の
出
島
で
オ
ラ
ン
ダ
人
へ
の
販
売
を
始
め
た
。
焼
物
に
と
っ
て

重
要
な
役
割
を
は
た
す
も
の
に
上
薬
が
あ
る
。
高
浜
焼
は
、
従
来
近
国
田
舎
向
を

中
心
に
焼
い
て
い
た
の
で
、
絵
様
も
簡
単
で
焼
物
薬
も
四
○
斤
内
外
で
す
ん
で
い

た
が
、
オ
ラ
ン
ダ
人
へ
の
販
売
に
な
る
と
焼
物
薬
が
余
計
必
要
で
あ
る
の
で
、
長

（
脚
）

崎
奉
行
に
対
し
て
五
○
斤
ま
で
の
増
加
を
願
い
出
た
。
同
様
に
、
富
岡
役
所
に
対

し
て
も
「
当
年
（
安
永
七
年
）
ず
天
草
焼
物
紅
毛
人
江
新
規
売
込
被
仰
付
候
故
、

仕
立
候
而
長
崎
出
嶋
店
掛
等
仕
売
入
申
候
得
共
、
茶
碗
絵
薬
下
品
二
而
絵
色
悪
敷

御
座
候
二
付
、
焼
物
茂
自
然
と
不
出
来
仕
候
様
二
相
見
申
候
、
右
二
付
近
頃
恐
多

奉
存
候
得
共
、
上
品
之
茶
碗
絵
薬
三
百
斤
持
渡
候
様
被
為
仰
付
被
下
置
候
令
ハ
、

（
旧
）

焼
物
品
合
宜
敷
罷
成
紅
毛
人
共
相
好
ミ
可
申
と
奉
存
候
」
と
願
い
出
た
。

こ
の
よ
う
に
、
高
浜
焼
は
国
際
性
を
お
び
て
き
た
が
、
「
肥
前
佐
嘉
領
有
田
山

（
旧
）

焼
物
之
儀
者
、
紅
毛
人
江
相
渡
候
分
を
重
モ
ニ
仕
焼
出
候
二
付
段
々
余
計
出
来
」

る
た
め
、
オ
ラ
ン
ダ
向
け
磁
器
の
輸
出
も
肥
前
有
田
が
中
心
で
あ
っ
た
。
肥
前
磁
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雇
、
右
場
所
二
而
焼
物
試
焼
申
度
奉
存
候
、
右
場
所
之
儀
、
隣
郷
入
合
之
所
二
而

茂
無
御
座
候
、
御
田
畑
之
障
ニ
相
成
候
所
二
而
茂
無
御
座
候
二
付
、
来
ル
未
年
汐

酉
年
迄
三
ヶ
年
内
試
二
焼
物
焼
せ
申
度
奉
願
候
（
略
）
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
そ
の

間
の
事
情
が
わ
か
る
よ
う
に
、
高
浜
村
の
陶
石
は
肥
前
佐
賀
有
田
を
中
心
に
販
売

さ
れ
て
い
た
が
、
港
ま
で
の
不
便
さ
な
ど
も
あ
っ
た
の
で
、
高
浜
村
内
で
焼
物
を

始
め
る
た
め
、
肥
前
大
村
領
長
与
時
津
の
焼
物
師
を
一
雇
入
れ
て
試
焼
を
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
そ
し
て
「
来
ル
未
年
（
宝
暦
一
三
年
）
ず
酉
年
（
明
和
二
年
）
迄
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
公
式
的
に
は
高
浜
焼
の
始
ま
り
は
宝
暦
一
三
年
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
こ
の
と
き
、
肥
前
大
村
領
か
ら
来
た
焼
物
師
は
、
山
路
喜
右
衛
門
ら
で

騰
巣
山
に
窯
を
開
い
た
。
現
在
、
県
指
定
史
跡
の
高
浜
焼
窯
跡
（
昭
和
五
○
年
三

月
二
四
日
指
定
）
の
近
く
に
、
明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
建
立
の
「
三
界
万
霊
」

碑
が
あ
る
が
、
山
道
喜
右
衛
門
、
同
弥
助
ら
一
三
名
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
４
）

な
お
、
松
本
雅
明
氏
は
高
浜
焼
の
始
ま
り
を
宝
暦
一
二
年
と
し
て
お
ら
れ
る
。

上
田
博
五
右
衛
門
の
願
出
が
宝
暦
一
二
年
で
あ
る
の
で
、
当
然
、
窯
の
築
造
な
ど

そ
の
準
備
は
宝
暦
一
二
年
に
行
な
わ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
上
田
家
墓
地
内
に

あ
る
樽
五
右
衛
門
の
墓
碑
銘
に
「
武
弼
（
字
、
博
五
右
衛
門
）
以
為
天
草
之
地
、

土
田
少
而
人
民
多
シ
、
百
歳
之
後
民
恐
窮
於
衣
食
、
乃
欲
起
交
易
業
而
賑
百
姓
、

レ
ニ
一
下
二
一
中
上

於
し
是
宝
暦
一
二
年
乃
チ
招
肥
前
長
輿
之
陶
工
、
遷
之
於
高
浜
謄
巣
山
」
と
あ
り
、

二
一
二
一
（
５
）

ま
た
、
上
田
家
文
書
に
「
同
年
（
宝
暦
一
二
）
九
月
、
焼
物
試
仕
度
」
と
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
高
浜
焼
の
始
ま
り
を
宝
暦
一
二
年
と
す
る
考
え
に
な
る
。
少
な
く
と

も
宝
暦
一
二
年
に
は
試
焼
も
行
な
わ
れ
、
そ
の
準
備
が
完
了
し
て
い
た
こ
と
は
ま

ち
が
い
な
い
。

し
か
し
、
敢
え
て
宝
暦
一
三
年
と
し
た
の
は
、
慶
応
四
年
九
月
の
「
不
定
小
物

（
６
）

成
諸
運
上
銀
手
続
書
上
帳
」
に
、
請
負
人
上
田
源
太
夫
は
「
村
内
野
山
之
内
二
焼

物
石
有
之
候
処
、
百
六
ヶ
年
前
、
宝
暦
一
三
未
年
中
、
上
田
源
太
夫
曾
祖
上
田
博

五
右
衛
門
儀
試
稼
御
請
負
願
上
」
と
あ
り
、
ま
た
旧
内
田
村
庄
屋
役
松
江
家
文
書

に
「
高
浜
村
焼
物
山
、
宝
暦
一
三
未
年
す
試
稼
、
冥
加
銀
五
匁
、
其
後
段
々
相
増
、

当
時
銀
五
○
匁
御
運
上
差
上
申
候
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
で
も
あ
る
が
、
前
出
の
願

書
に
「
来
ル
未
年
」
と
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

上
田
博
五
右
衛
門
は
「
何
卒
三
ヶ
年
ノ
内
、
願
之
通
被
仰
付
候
ハ
バ
、
随
分
出

精
為
仕
焼
物
為
仕
習
申
度
奉
存
候
、
其
上
二
而
弥
仕
習
焼
物
成
就
可
仕
候
ハ
バ
、

其
節
相
応
之
御
運
上
銀
を
以
可
奉
願
候
」
と
い
う
抱
負
の
も
と
に
高
浜
焼
を
始
め

た
。
Ⅲ
山
附
近
は
「
道
法
壱
里
半
程
山
奥
二
而
、
殊
二
以
峨
岨
之
所
故
」
と
い
わ

れ
る
が
、
良
質
の
陶
石
に
加
え
て
燃
料
と
な
る
薪
の
供
給
が
豊
富
で
あ
っ
た
こ
と

が
大
き
な
要
因
と
な
り
、
高
浜
焼
は
発
展
し
て
い
っ
た
。

し
か
し
、
初
期
の
段
階
に
お
い
て
は
焼
物
が
う
ま
く
出
来
ず
そ
の
苦
労
は
大
変

な
も
の
で
あ
っ
た
。
宝
暦
一
三
年
の
損
失
は
五
貫
九
三
○
目
で
あ
っ
た
が
「
段
々

仕
馴
申
候
ハ
バ
、
年
々
と
損
失
茂
少
ク
罷
成
、
後
々
〈
利
潤
相
見
へ
可
申
奉
存
候

（
７
）

」
と
将
来
に
期
待
し
て
い
る
。
「
来
ル
申
年
（
明
和
元
年
、
一
七
六
四
）
汐
来
ル

寅
年
（
明
和
七
年
、
一
七
七
○
）
迄
、
七
ヶ
年
之
間
、
壱
ヶ
年
二
銀
七
匁
宛
御
運

（
８
）

上
銀
差
上
」
げ
る
こ
と
を
願
い
出
た
の
は
、
た
と
え
少
分
の
増
加
で
は
あ
っ
て
も

焼
物
に
あ
る
程
度
の
見
通
し
が
た
っ
た
た
め
の
措
置
と
承
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

こ
う
し
て
、
高
浜
で
は
日
用
雑
器
と
し
て
の
皿
、
茶
碗
類
が
焼
か
れ
た
。
販
路

（
９
）

も
天
草
郡
内
を
中
心
と
し
て
い
た
が
、
「
薩
州
辺
よ
り
商
売
船
参
候
」
と
あ
る
よ

う
に
、
地
理
的
に
も
近
い
鹿
児
島
と
も
交
易
し
て
い
た
。

高
浜
焼
が
一
段
と
飛
躍
す
る
の
は
明
和
年
間
で
あ
っ
た
。
明
和
四
年
（
一
七
六
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近
世
天
草
の
焼
物
と
し
て
は
、
内
田
皿
山
焼
が
少
な
く
と
も
延
宝
四
年
（
一
六

七
六
）
以
前
に
さ
か
の
ぼ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
は
前
に
述
べ
た
が
、
つ
い
で

窯
が
開
か
れ
た
の
は
下
津
深
江
村
で
あ
っ
た
。
「
御
改
申
上
焼
物
釜
御
運
上
銀
之

（
１
）

事
」
に
よ
る
と
、
下
津
深
江
村
に
は
焼
物
釜
が
拾
五
軒
つ
く
ら
れ
、
「
壱
軒
二
付

拾
八
匁
六
分
六
厘
、
此
運
上
銀
弐
百
八
拾
目
、
但
、
壱
ヶ
年
分
」
と
し
て
、
享
保

一
七
年
（
一
七
三
二
）
、
肥
前
国
大
村
領
三
シ
又
の
焼
物
師
を
招
い
て
焼
物
を
始

め
た
が
、
「
年
柄
悪
敷
渡
世
相
成
不
申
、
去
国
元
江
罷
帰
焼
物
不
仕
候
」
と
し
て

中
止
し
た
い
旨
、
翌
享
保
一
八
年
に
申
し
出
た
。

内
田
皿
山
焼
は
と
も
か
く
、
下
津
深
江
焼
が
成
功
し
な
か
っ
た
の
に
対
し
て
、

高
浜
焼
は
天
草
は
も
ち
ろ
ん
、
肥
後
の
近
世
陶
磁
器
を
代
表
す
る
焼
物
へ
と
成
長

し
て
い
っ
た
。
そ
れ
は
、
良
質
な
陶
石
、
豊
富
な
燃
料
、
そ
し
て
庄
屋
役
上
田
家

の
熱
意
な
ど
が
大
き
な
要
因
で
あ
っ
た
。
松
本
雅
明
氏
も
「
肥
後
で
磁
器
の
な
か

（
２
）

で
色
絵
を
施
し
た
の
は
高
浜
焼
の
み
で
あ
る
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
高

へへへへへへへへ

12111098765
習 嘗 一 一 四 レ ー ン

ロ
高
浜
焼
の
創
起
ｌ
上
田
博
五
右
衛
門
Ｉ

同 同 同 同 同 同 同 同

駆
号
「
奉
願
候
事
」

伽
号
「
奉
願
上
候
事
」

訓
号
「
肥
後
国
天
草
郡
高
浜
村
砥
之
儀
二
付
取
替
讃
文
之
事
」

朋
号
「
奉
願
御
事
」

開
号
「
奉
願
上
候
御
事
」

訓
号
、
そ
の
ほ
か
閃
号
「
砥
石
取
引
方
成
行
覚
書
」
が
あ
る
。

川
号
「
定
約
護
書
之
事
」

川
号
「
定
約
護
書
」

浜
焼
に
は
赤
絵
を
中
心
と
し
た
色
彩
あ
ざ
や
か
な
焼
物
も
焼
か
れ
た
。
昭
和
五
○

年
七
月
一
八
日
、
高
浜
焼
Ⅲ
点
が
熊
本
県
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
が
、
指
定

資
料
に
は
「
輸
出
用
に
焼
か
れ
た
色
絵
の
磁
器
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
は
エ
キ
ゾ

チ
ッ
ク
な
南
蛮
風
の
錦
手
と
高
雅
な
染
付
を
施
し
た
特
微
あ
る
も
の
が
焼
か
れ
た

が
、
高
浜
焼
初
期
の
作
品
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
Ⅱ
（
色
絵
三
シ
割
草
花
唐
草
文

六
陵
大
皿
）
は
、
縁
の
広
い
欧
風
の
形
を
し
、
図
案
化
し
た
草
花
を
描
い
た
大
皿

で
あ
る
。
皿
の
縁
は
六
区
に
分
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
浮
彫
の
唐
草
文
様
を
施
し

て
い
る
。
見
込
（
中
央
部
）
は
、
三
シ
割
に
し
て
幾
何
的
な
草
花
唐
草
文
を
、
染

付
及
び
赤
・
青
・
黄
・
緑
・
金
の
華
や
か
な
色
で
、
精
微
か
つ
放
胆
に
し
っ
か
り

と
描
い
て
い
る
。
上
田
家
に
は
色
絵
の
ほ
か
染
付
の
磁
器
が
多
数
所
蔵
さ
れ
て
い

る
が
、
い
ず
れ
も
、
こ
こ
の
窯
で
焼
か
れ
た
も
の
で
、
高
浜
焼
の
基
準
と
な
る
貴

重
な
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
な
か
で
も
輸
出
向
け
に
つ
く
ら
れ
た
こ
の
大
皿
は
、

県
下
の
陶
磁
器
の
中
で
も
異
国
風
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
独
特
の
焼
物
で
、
美
術
的

に
す
ぐ
れ
た
作
品
で
あ
り
、
ま
た
陶
磁
器
製
作
史
上
で
も
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ

る
」
と
述
べ
て
あ
り
、
高
浜
焼
が
近
世
肥
後
国
を
代
表
す
る
焼
物
で
あ
っ
た
こ
と

が
わ
か
る
。

さ
て
、
高
浜
焼
は
上
田
家
六
代
の
博
五
右
衛
門
に
よ
っ
て
宝
暦
一
三
年
（
一
七

（
３
）

六
三
）
に
始
め
ら
れ
た
。
「
御
役
所
江
願
上
候
陶
山
一
件
」
に
含
ま
れ
て
い
る

「
奉
願
御
事
」
に
「
高
浜
村
野
山
之
内
二
焼
物
二
相
成
候
士
御
座
候
二
付
、
奉
願
百

姓
作
間
之
稼
二
堀
出
肥
前
焼
物
師
方
江
差
遣
処
奉
存
候
得
共
、
右
土
有
之
候
場
所

道
法
壱
里
半
程
山
奥
二
而
殊
二
以
峨
岨
之
所
故
、
海
辺
迄
持
出
候
儀
相
成
不
申

候
、
依
之
於
村
方
焼
物
仕
習
候
ハ
。
ハ
其
日
暮
之
者
共
日
雇
等
茂
有
之
、
末
を
村
方

之
助
成
二
茂
可
被
成
哉
と
奉
存
候
二
付
、
肥
前
大
村
領
長
与
時
津
之
焼
物
師
相
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し
た
が
っ
て
、
天
草
で
は
内
田
Ⅲ
山
焼
が
も
っ
と
も
早
く
始
ま
っ
た
と
い
っ
て

も
よ
い
が
、
今
後
、
さ
ら
に
窯
跡
の
発
掘
調
査
等
に
よ
っ
て
、
よ
り
具
体
的
に
解

明
さ
れ
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。

天
草
に
お
け
る
陶
石
の
産
地
は
、
天
草
下
島
の
西
海
岸
に
集
中
的
に
あ
ら
わ
れ

て
お
り
、
高
浜
を
は
じ
め
、
下
津
深
江
（
現
、
天
草
町
下
田
北
）
、
小
田
床
（
天

草
町
下
田
南
）
、
都
呂
々
（
苓
北
町
都
呂
々
）
な
ど
が
中
心
で
、
旧
高
浜
村
庄
屋

役
上
田
家
も
早
く
か
ら
陶
石
に
は
着
目
し
て
い
た
。

上
田
氏
は
、
信
州
上
田
城
主
真
田
氏
の
一
族
で
本
姓
を
滋
野
氏
と
い
い
、
弥
津

城
主
と
し
て
信
濃
国
に
居
住
し
て
い
た
が
、
大
阪
の
陣
で
敗
れ
た
た
め
、
元
和
三

年
（
一
六
一
七
）
天
草
郡
高
浜
村
に
移
住
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
の
ち
、
本
国

信
州
上
田
に
因
ん
で
上
田
姓
に
改
め
た
。

さ
て
、
上
田
家
で
は
陶
石
を
ま
ず
砥
石
と
し
て
売
り
出
し
、
そ
の
販
路
も
関
西

方
面
に
ま
で
拡
大
さ
れ
た
。
上
田
家
文
書
に
よ
る
と
「
大
江
組
高
浜
村
砥
石
山
、

去
ル
申
年
（
享
保
十
三
年
、
一
七
二
八
）
ず
当
成
年
（
享
保
十
五
年
）
迄
、
三
ヶ

年
御
請
負
奉
願
御
運
上
銀
、
壱
ヶ
年
二
百
五
拾
目
宛
差
上
御
請
負
仕
、
近
国
所
々

（
２
）

江
商
売
仕
候
処
」
と
あ
り
、
当
時
盛
ん
に
砥
石
と
し
て
販
売
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
が
、
砥
石
販
売
に
あ
た
っ
て
は
、
富
岡
の
役
所
に
願
い
出
て
毎
年
運
上
金

を
納
め
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
享
保
十
三
年
か
ら
十
五
年
ま
で
の
三
か
年
は
、
一

か
年
の
運
上
金
は
百
五
十
目
（
匁
）
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
「
砥
石
之
内
二
篭
リ

石
御
座
候
二
付
、
商
売
二
相
成
不
申
、
迷
惑
仕
候
間
、
来
亥
年
（
享
保
十
六
年
）

ず
右
砥
石
山
御
請
負
相
止
申
度
奉
願
候
」
と
し
て
、
砥
石
山
請
負
の
中
止
を
願
い

出
た
。し

か
し
、
そ
の
後
砥
石
請
負
を
再
開
し
、
宝
暦
九
年
（
一
七
五
九
）
か
ら
明
和

（
３
）

三
年
（
一
七
六
六
）
ま
で
の
八
か
年
は
、
毎
年
の
運
上
金
六
十
九
目
（
匁
）
、
寛

（
４
）

政
十
二
年
（
一
八
○
○
）
に
は
八
十
六
匁
五
分
、
文
化
五
年
（
一
八
○
八
）
に
は

（
５
）
（
６
）

八
十
七
匁
五
分
と
運
上
金
も
多
く
な
り
、
文
化
八
年
に
は
八
十
八
匁
に
な
り
、
砥

石
販
売
の
規
模
が
拡
大
し
て
い
っ
た
様
子
を
承
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
も
、
砥

石
販
売
は
遠
く
関
西
方
面
に
も
及
び
、
大
阪
の
砥
石
屋
喜
兵
衛
、
十
一
屋
利
兵
衛

（
７
）

あ
る
い
は
和
泉
屋
次
兵
衛
ら
を
経
由
し
て
販
売
さ
れ
て
い
た
。

上
田
家
は
、
高
浜
村
の
ほ
か
に
下
津
深
江
村
で
も
砥
石
掘
出
し
の
願
出
を
行
っ

（
８
）

た
。
そ
れ
は
、
明
和
九
年
（
一
七
七
二
）
か
ら
七
か
年
、
運
上
金
十
五
匁
で
請
負

っ
て
砥
石
を
掘
り
出
す
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
都
呂
々
村
に
お
い
て
も

（
９
）

上
田
家
は
同
様
に
運
上
金
十
五
匁
で
請
負
い
た
い
と
富
岡
の
役
所
に
願
い
出
た
。

明
和
九
年
か
ら
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
ま
で
の
二
十
六
年
間
、
大
阪
淡
路
町

（
Ⅲ
）

一
丁
目
の
和
泉
屋
治
兵
衛
と
の
間
に
砥
石
取
引
が
成
立
し
た
の
も
、
関
西
方
面
で

の
需
要
が
増
加
し
た
あ
ら
わ
れ
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
近
国
に
お
い
て
も
薩
摩
や
肥

前
佐
賀
と
の
取
引
き
が
活
発
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
砥
石
と
し
て
販
売
す
る
が
、

い
つ
で
も
陶
石
に
変
り
う
る
要
素
を
も
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な

販
路
の
拡
大
が
、
高
浜
村
の
ほ
か
に
下
津
深
江
村
や
都
呂
々
村
で
も
砥
石
掘
出
し

を
請
負
っ
た
理
由
で
あ
ろ
う
。

,-、へ注
21
ｰｰ

（
３
）

（
４
）

松
江
家
文
書
は
、
現
在
苓
北
町
郷
士
資
料
館
に
展
示
中
で
あ
る
。

上
田
家
文
書
１
号
「
奉
願
一
札
之
事
」
（
以
下
、
上
田
家
文
書
の
番
号
は
「
仮
目

録
」
の
番
号
に
よ
る
）

同
５
号
「
乍
恐
奉
願
御
事
」

同
加
号
「
奉
願
御
事
」
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今
日
、
天
草
を
代
表
す
る
こ
と
ば
と
し
て
「
天
草
五
橋
（
パ
ー
ル
ラ
イ
ン
）
」

や
「
キ
リ
シ
タ
ン
の
ふ
る
さ
と
」
な
ど
観
光
面
を
強
調
し
た
も
の
が
多
い
が
、
天

草
陶
石
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
も
と
も
と
天
草
は
耕
地
に
恵
ま
れ
て
い
な
い
う
え

に
、
江
戸
時
代
初
期
の
領
主
寺
沢
氏
の
圧
政
が
あ
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
の
島
原

の
乱
で
天
草
は
荒
廃
し
、
農
民
の
生
活
は
苦
し
か
っ
た
。
そ
の
後
、
天
草
の
復
興

に
努
め
た
代
官
鈴
木
重
成
は
、
石
高
四
万
二
千
石
が
高
す
ぎ
た
た
め
石
高
半
減
を

訴
え
自
刃
し
た
と
い
う
。
幕
府
は
、
鈴
木
重
成
の
意
志
を
く
ん
で
石
高
半
減
の
措

置
を
と
っ
た
が
、
農
民
の
生
活
は
決
し
て
良
く
な
ら
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、

農
業
以
外
に
も
活
路
を
見
出
さ
ざ
る
を
え
な
く
、
天
然
の
産
物
で
、
し
か
も
豊
富

に
産
出
す
る
陶
石
の
開
発
が
始
め
ら
れ
た
の
も
当
然
で
あ
っ
た
。

現
在
、
天
草
各
地
で
陶
石
の
産
出
が
み
ら
れ
る
が
、
質
量
と
も
に
そ
の
中
心
を

な
す
も
の
は
、
天
草
郡
高
浜
（
現
、
天
草
郡
天
草
町
高
浜
）
の
陶
石
で
あ
る
。

昭
和
五
三
’
五
四
年
度
、
熊
本
県
教
育
委
員
会
は
生
産
遺
跡
の
調
査
を
行
っ
た

が
、
天
草
の
高
浜
焼
の
窯
跡
も
調
査
対
象
と
な
っ
た
。
す
で
に
高
浜
焼
に
つ
い
て

（
１
）

は
、
松
本
雅
明
氏
が
「
九
州
中
南
部
の
陶
器
」
の
中
で
紹
介
し
て
お
ら
れ
る
が
、

（
２
）

こ
こ
で
は
高
浜
焼
を
始
め
た
旧
高
浜
村
庄
屋
役
上
田
家
に
伝
わ
る
古
文
書
の
内
、

焼
物
関
係
の
古
文
書
を
中
心
に
高
浜
焼
の
動
向
に
つ
い
て
ゑ
て
い
き
た
い
。

天
草
に
お
け
る
近
世
陶
磁
器

は
じ
め
に

ｌ
高
浜
焼
に
関
す
る
史
的
考
察
Ｉ

近
世
天
草
の
代
表
的
な
陶
磁
器
に
は
、
高
浜
焼
・
水
の
平
焼
・
楠
浦
焼
な
ど
が

あ
る
が
、
そ
の
中
心
は
高
浜
焼
で
あ
り
、
天
草
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
近
世
肥
後

国
を
代
表
す
る
陶
磁
器
だ
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

し
か
し
、
高
浜
焼
は
天
草
で
は
古
い
も
の
で
は
な
い
。
天
草
で
も
っ
と
も
古
い

の
は
、
内
田
皿
山
焼
（
現
、
天
草
郡
苓
北
町
内
田
）
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い

る
。
高
浜
焼
・
水
の
平
焼
・
楠
浦
焼
な
ど
が
近
世
中
期
以
降
に
始
ま
っ
た
の
に
対

し
て
、
内
田
皿
山
焼
は
近
世
前
期
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
と
い
う
の
が
、
苓
北
町
富
岡

在
住
の
郷
土
史
家
大
仁
田
喜
義
氏
の
考
え
で
あ
る
。
た
し
か
に
内
田
Ⅱ
山
焼
の
窯

跡
周
辺
か
ら
は
、
い
ま
で
も
か
な
り
の
遺
物
が
採
集
さ
れ
て
は
い
る
が
、
史
料
等

の
欠
如
か
ら
い
ま
だ
に
全
体
像
は
つ
か
め
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
今
回
の
調
査

の
際
、
大
仁
田
喜
義
氏
の
助
言
も
あ
り
、
旧
内
田
村
庄
屋
役
松
江
家
文
書
を
調
べ

（
１
）

る
中
で
、
延
宝
四
年
（
一
六
七
六
）
八
月
の
「
新
田
検
地
帳
」
に
Ⅲ
山
と
い
う
地

名
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
の
場
合
、
地
名
と
し
て
の
皿
山
で
は

あ
る
が
、
焼
物
と
の
関
連
な
し
に
は
考
え
ら
れ
な
い
。

へ註
1

ｰ

（
２
）

(1)

三
上
次
男
・
河
北
倫
明
監
修
「
九
州
の
絵
画
と
陶
芸
」
（
九
州
文
化
論
集
５
平
凡
社

）
所
収

上
田
家
文
書
（
上
田
万
寿
夫
氏
所
蔵
）
は
、
高
浜
焼
加
点
と
と
も
に
、
昭
和
五
十
年

七
月
十
八
日
、
一
三
六
二
点
が
熊
本
県
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。
今
回
調
査
し
た
の

は
、
上
田
家
文
書
目
録
（
田
中
昭
策
・
西
林
重
義
作
成
）
の
第
十
四
部
、
砥
石
・
陶

山
の
部
で
あ
る
。

陶
石
開
発
と
砥
石
販
売
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乍
恐
御
歎
願
奉
申
上
候
書
付

当
村
焼
物
山
之
儀
、
当
時
腐
地
同
様
相
成
居
候
得
共
、
再
興
仕
候
手
段
、
亡
父
源

太
夫
儀
も
届
兼
心
痛
仕
押
移
り
居
候
、
然
ル
処
、
去
ル
安
政
四
巳
年
中
、
御
勘
定

御
奉
行
水
野
筑
後
守
様
、
当
郡
御
廻
浦
之
卿
、
当
村
御
泊
リ
ニ
而
、
新
古
之
焼
物

被
為
遊
御
内
見
御
見
取
二
相
成
、
其
節
焼
物
山
再
興
取
計
遣
候
様
、
御
支
配
様
江

無
急
度
被
仰
聞
候
由
二
而
、
亡
父
源
太
夫
儀
も
年
来
之
存
意
相
立
候
儀
、
難
有
存

別
紙
写
之
通
奉
差
上
候
得
共
、
無
間
も
御
支
配
、
被
為
遊
御
交
代
、
愚
父
源
太
夫

茂
死
去
仕
、
手
段
二
尽
果
罷
在
候
処
、
当
秋
日
田
殿
様
、
被
為
遊
御
入
陣
之
節
、

右
山
再
興
仕
候
様
、
御
直
々
私
江
厚
御
利
解
、
被
仰
論
難
有
奉
感
伏
候
得
共
、
身

薄
之
私
、
心
底
二
任
せ
不
申
候
間
、
出
格
之
御
憐
感
を
以
、
別
紙
焼
物
山
仕
立
入

用
凡
積
り
金
高
弐
百
七
拾
両
、
拾
ヶ
年
賦
拝
借
被
仰
付
候
ハ
バ
、
試
焼
仕
追
々
、

盛
山
二
相
成
候
様
仕
度
奉
存
候
、
窯
数
可
成
多
く
続
き
候
程
、
上
手
物
出
来
仕
候

其
子
細
者
、
亡
父
源
太
夫
汐
先
々
御
支
配
様
江
奉
差
上
候
別
紙
始
末
書
写
差
上
申

候
、
今
般
築
立
候
窯
極
々
省
略
仕
、
数
七
軒
二
仕
候
、
就
中
、
焼
物
山
繁
昌
仕
候

へ
（
、
職
人
〈
勿
論
、
村
内
小
前
之
者
共
、
農
間
稼
方
弁
利
筋
二
も
御
座
候
処
二

付
、
何
卒
御
歎
願
被
為
叶
候
様
奉
願
上
候
、
乍
恐
此
段
以
書
付
、
幾
重
二
も
御
歎

付
、
何
卒
御
埜

願
奉
申
上
候
、

別
、
陶
山
再
興
識
入
職
凡
龍
井
麓
絵
図
和

１

子
十
一
月

以
上

高
浜
村
庄
屋
上
田
源
太
夫

窯
壱
登
、
但
、
五
間
窯

此
焼
物
高
壱
万
弐
千

是
〈
飯
碗
、
茶
碗
、
皿
、
小
皿
、
盃
、
肴
鉢
、
仏
器
、
徳
利
、
間
瓶
、
井
等

之
類
打
交
せ
、
窯
五
間
二
積
、
平
均
直
段
を
以
、
都
而
村
内
商
仕
候
者
共
江

売
渡
申
候
、
尤
商
人
共
買
入
候
得
〈
、
郡
内
、
嶋
原
辺
へ
運
送
売
買
仕
候
儀

二
御
座
候

内
、
弐
千

是
〈
焼
損
シ
平
均
弐
割
引
之
積
二
御
座
候
得
共
、
時
二
寄
候
而
〈
、
三
割
四

割
、
又
ハ
不
残
焼
損
出
来
候
節
も
間
々
有
之
、
一
定
一
兵
難
至
候
得
共
、
首

尾
能
焼
上
り
、
凡
引
方
之
積
二
御
座
候

残
、
壱
万
代
、
郡
銭
拾
壱
貫
目

是
〈
焼
上
候
節
、
上
中
下
不
撰
、
平
均
拾
ケ
ニ
付
、
郡
銭
拾
壱
匁
宛
、
村
内

商
人
共
へ
売
渡
申
候
、
尤
其
時
々
焼
方
之
出
来
不
出
来
二
寄
、
異
同
有
之
候

間
、
一
定
」
〈
至
不
申
候
得
共
、
首
尾
能
焼
上
候
積
御
座
候

慶
応
四
年
辰
九
月

天
草
郡
高
浜
村

柵
、
不
定
小
物
成
諸
運
上
銀
手
続
書
上
帳

１
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候
、
尚
又
焼
物
上
中
下
直
段
付
仕
差
上
候
様
被
仰
付
差
上
候
処
、
代
銀
四
拾
三
匁

之
処
焼
物
稼
方
出
精
宜
敷
出
来
候
二
付
為
競
と
被
仰
出
金
壱
両
被
下
置
候
、
同
年

汐
茶
碗
薬
五
拾
斤
シ
シ
除
買
請
御
免
被
仰
付
、
其
後
新
見
加
賀
守
様
御
在
勤
之
節

御
願
申
上
百
斤
相
増
百
五
拾
斤
シ
シ
年
々
買
請
被
仰
付
候
、
安
永
六
酉
年
柘
植
長

門
守
様
ず
紅
毛
渡
り
焼
物
焼
立
候
様
被
仰
付
、
同
七
戊
年
長
崎
出
嶋
店
売
御
免
被

仰
付
紅
毛
人
共
へ
売
渡
申
候
、
同
八
亥
年
二
も
出
嶋
店
売
仕
候
得
共
何
分
余
慶
之

銀
高
二
及
候
程
之
儀
無
御
座
其
後
休
方
二
相
成
申
候
右
之
通
紅
毛
人
渡
り
出
嶋

店
売
出
被
仰
付
候
程
之
儀
二
付
祖
父
博
吾
（
五
）
右
衛
門
儀
も
種
々
心
配
仕
既
爾

潰
二
も
及
候
程
之
難
渋
仕
候
儀
二
付
、
先
源
太
夫
と
茂
退
転
不
致
候
様
夫
而
己
心

配
仕
漸
焼
続
払
代
二
至
窯
三
軒
相
増
焼
立
候
得
共
全
鉢
古
法
相
守
築
立
候
窯
二
而

其
上
窯
之
火
急
爾
太
ま
り
居
候
儀
も
有
之
何
分
焼
方
悪
舗
御
座
候
二
付
、
肥
前
内

山
窯
之
様
子
相
改
見
候
処
当
時
者
一
寸
八
分
弐
者
一
寸
五
分
之
勾
配
二
而
火
廻
り

遅
く
相
成
夫
故
焼
物
損
シ
方
少
く
有
之
候
程
焼
立
之
分
二
曲
も
少
く
有
之
絵
色
茂

好
く
出
候
方
二
而
御
座
候
、
尤
五
六
間
目
迄
者
古
法
之
三
寸
勾
配
を
相
用
不
申
候

而
者
焼
物
出
不
申
、
夫
ハ
窯
之
冷
候
を
焼
候
儀
二
而
下
沙
順
二
焼
立
候
得
者
火
勢

上
二
登
り
候
二
付
自
然
と
窯
茂
温
り
積
込
有
之
候
焼
物
茂
同
様
湿
ぎ
無
之
勾
配
ぬ

る
く
御
座
候
而
茂
焼
立
二
相
成
候
得
共
下
窯
之
分
者
勾
配
早
く
無
御
座
候
而
者
焼

立
出
来
不
申
程
地
合
悪
鋪
以
前
之
窯
二
而
者
一
日
二
夜
二
而
焼
立
出
来
候
得
共
、

勾
配
ぬ
る
く
仕
候
得
者
二
日
二
夜
以
上
も
相
掛
り
焼
候
様
相
成
右
ニ
付
上
物
も
出

来
仕
候
様
相
成
申
候
、
旦
又
南
京
山
之
儀
者
窯
数
余
慶
二
無
御
座
而
者
右
之
訳
合

茂
有
之
其
上
右
申
上
候
通
下
渉
焼
立
候
儀
二
而
火
上
二
登
り
候
二
付
上
之
窯
之
分

ハ
自
然
と
火
勢
二
而
湿
き
無
御
座
焼
方
宜
鋪
松
木
茂
余
慶
二
入
り
不
申
焼
損
シ
も

無
之
上
物
も
出
来
、
秀
利
潤
茂
相
見
候
儀
二
而
、
左
候
へ
者
当
時
之
窯
床
二
而

者
、
別
紙
図
書
之
通
、
上
引
候
朱
引
之
通
地
形
築
直
さ
す
連
〈
、
肥
前
之
形
合
二

相
成
不
申
、
右
窯
之
上
、
拾
軒
か
拾
五
軒
相
増
も
、
都
合
弐
拾
五
六
軒
右
三
拾
軒

之
窯
爾
相
成
シ
候
得
者
、
当
所
二
お
い
て
ハ
焼
物
石
も
有
之
、
松
木
之
運
ひ
も
宜

敷
、
秀
利
潤
を
得
候
儀
二
至
不
申
相
心
得
、
窯
之
分
〈
相
潰
罷
在
候
、
乍
然
見
込

ミ
通
築
立
候
力
無
御
座
、
空
鋪
罷
在
候
儀
二
御
座
候
、
右
焼
物
山
之
儀
二
付
、
明

和
年
中
以
来
、
御
重
役
様
方
御
声
掛
り
被
仰
付
候
次
第
井
元
窯
相
潰
居
候
始
末
、

荒
々
絵
図
差
添
奉
入
尊
説
候
、
格
別
之
思
召
を
以
、
陶
山
成
立
候
様
、
乍
恐
被
為

仰
付
被
下
置
度
奉
存
候
、
以
上

巳
十
二
月

上
田
源
太
夫

一
、
金
百
両
也

〆
右
之
金
子
、
髪
水
、
騰
巣
砥
石
山
普
請
入
用
御
談
申
入
候
処
、
御
聞
届
被
下
御

両
家
ろ
御
貸
渡
被
下
、
儲
請
取
借
用
申
候
処
実
正
明
白
御
座
候
、
然
ル
上
ハ
ー

ヶ
年
二
拾
両
宛
、
拾
ヶ
年
二
無
滞
返
済
可
致
候
、
年
々
請
取
書
御
渡
、
都
合
拾

ヶ
年
二
満
候
上
、
此
護
文
御
返
可
被
成
候
、
為
後
日
借
用
誼
文
、
価
而
如
件

万
延
元
年
庚
申
六
月
肥
後
国
天
草
郡
高
浜
村
上
田
源
太
夫

大
坂
十
一
屋
利
兵
衛

刀
、
借
用
申
金
子
之
事

１
長
浜
屋
半
右
衛
門
殿

銭
屋
勘
兵
衛
殿
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持
下
候
雑
用
余
計
相
掛
其
上
荒
波
を
請
、
般
繋
リ
不
宜
場
所
二
而
御
座
候
得
者
、

積
出
候
弁
利
も
不
宜
候
二
付
、
御
請
負
仕
候
而
茂
仕
当
と
合
兼
可
申
候
得
共
、
多

人
数
之
村
方
二
而
、
百
姓
作
間
之
稼
無
御
座
候
二
付
、
請
負
奉
願
候
儀
二
御
座
候

間
、
御
憐
感
を
以
、
右
銀
高
二
而
年
季
之
儀
も
、
当
丑
汐
来
丑
迄
、
十
三
ヶ
年
季

被
仰
付
被
下
度
奉
願
上
候
、
右
願
之
通
被
仰
付
被
下
候
令
〈
難
有
奉
存
候
、
以
上

文
化
十
四
丑
年
二
月
高
浜
村
庄
屋
請
負
人
上
田
源
太
夫

富
岡
御
役
所

前
書
之
通
願
出
候
仁
付
、
相
孔
候
処
、
相
違
無
御
座
候
間
、
願
之
通
被
仰
付
、

可
被
下
候
、
以
上

肥
後
国
天
草
郡
高
浜
、
当
村
砥
石
之
儀
、
去
ル
丑
年
汐
去
申
年
迄
、
御
運
上
銀
八

十
八
匁
二
而
、
八
ヶ
年
季
御
請
負
稼
奉
願
上

文
政
八
酉
年
正
月

高
浜
村
博
次
平

同
村
庄
屋
上
田
源
太
夫

富
岡
御
役
所

当
村
汐
堀
出
候
砥
石
之
儀
、
近
年
山
底
二
相
成
、
追
々
手
入
相
置
候
二
付
、
是
迄

取
極
直
段
二
而
も
不
引
合
故
、
山
持
一
同
相
談
之
上
、
大
坂
砥
石
引
請
人
江
直
増

鮎
、
奉
願
上
候
事

１160
、

■■■ﾛ■■

札

大
江
組
大
庄
屋
松
浦
四
郎
八

之
引
合
可
仕
候
処
、
其
元
殿
下
向
二
付
、
大
坂
砥
石
屋
迄
、
右
引
合
之
儀
相
談
仕

候
処
、
承
知
被
下
直
増
掛
合
行
届
候
迄
者
、
其
元
殿
売
捌
方
永
々
相
任
候
、
荷
物

積
送
り
候
節
者
、
万
事
御
取
計
仕
切
銀
、
船
頭
江
御
渡
可
被
下
候
、
以
来
、
外
宿

荷
物
相
付
申
間
敷
候
、
為
後
日
一
札
価
而
如
件

但
、
前
直
段
増
掛
合
、
万
一
不
行
届
候
節
、
外
二
引
請
江
御
相
談
被
成
候
て
も

不
苦
、
何
分
直
上
り
無
之
而
者
、
不
引
合
二
付
、
無
拠
此
後
難
積
登
、
何
連
者

其
元
殿
汐
御
沙
汰
有
之
候
迄
、
砥
石
堀
出
之
義
相
見
合
居
候

安
政
二
年
卯
二
月

天
草
高
浜
上
田
源
太
夫

河
内
屋
伊
兵
衛
殿

当
村
焼
物
山
之
儀
者
、
宝
暦
十
二
午
年
祖
父
樽
吾
（
五
）
右
衛
門
代
開
起
種
々
心

配
仕
、
窯
数
九
軒
築
立
罷
在
候
処
、
明
和
二
以
来
御
勘
定
様
方
御
下
向
之
捌
々
焼

物
致
繁
昌
候
様
出
精
可
致
旨
時
々
仰
被
渡
焼
物
御
注
文
等
も
有
之
、
明
和
四
亥
年

二
者
御
支
配
様
ろ
焼
物
山
仕
入
方
相
増
、
紅
毛
人
江
売
渡
候
様
焼
出
迄
者
凡
銀
数

何
程
有
之
候
得
者
出
来
可
申
哉
之
旨
御
尋
被
仰
渡
候
二
付
、
凡
銀
五
拾
貫
目
茂
御

座
候
へ
者
可
也
二
仕
立
方
も
出
来
可
申
旨
申
上
候
処
、
拝
借
願
書
差
上
可
申
旨
被

仰
渡
願
書
差
上
候
処
、
無
程
御
支
配
替
二
相
成
右
願
出
日
田
表
江
御
引
渡
二
相
成

候
得
共
御
聞
済
無
之
、
右
者
長
崎
御
奉
行
石
谷
備
後
守
様
汐
当
村
Ⅲ
山
繁
昌
仕
候

様
御
意
を
被
為
添
度
旨
戸
田
様
江
被
仰
候
由
二
付
拝
借
之
儀
嶋
原
汐
被
仰
聞
候
趣

二
御
座
候
、
明
和
六
丑
年
長
崎
御
奉
行
石
谷
備
後
守
様
汐
去
ル
申
汐
子
迄
五
ヶ
年

之
間
当
村
Ⅲ
山
江
相
用
候
茶
碗
薬
斤
高
井
銀
付
差
上
候
様
被
仰
付
書
付
差
上
申

Ｍ
、
高
浜
村
焼
物
山
始
末
書
絵
図
面
添
上
田
源
太
夫
（
定
行
）

１
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一
書
啓
達
時
節
柄
不
勝
之
天
気
相
御
座
候
処
、
弥
御
全
家
御
健
勝
可
被
成
御
座
旨

致
賀
悦
候
、
先
達
而
一
乗
長
老
被
参
候
節
御
伝
言
被
下
御
恭
致
伝
聞
候
、
然
者
今

般
拙
本
国
ろ
乍
九
州
一
見
壱
人
参
り
候
、
尤
拙
同
郷
之
者
二
御
座
候
、
暫
此
地
二

逗
留
致
度
由
願
申
候
二
付
拙
方
二
差
置
申
候
、
彼
者
へ
段
々
当
地
焼
物
等
出
来
致

候
由
咽
致
候
処
、
何
卒
逗
留
中
貴
方
之
焼
物
致
シ
方
少
々
成
共
仕
覚
、
国
元
へ
帰

り
度
由
願
候
二
付
、
今
日
使
僧
差
添
同
道
二
而
差
遣
候
間
相
成
儀
二
御
座
候
ハ
バ

暫
貴
家
之
下
男
二
被
成
被
召
置
候
様
御
頼
入
候
、
尤
拙
親
類
之
者
共
右
添
書
致
シ

差
越
候
間
、
決
而
胡
乱
ヶ
間
鋪
筋
之
者
二
而
無
御
座
候
、
随
分
儲
成
仁
二
御
座
候

尚
又
病
気
等
之
節
者
、
此
方
へ
引
取
貴
家
之
御
世
話
二
者
懸
ヶ
申
間
鋪
候
、
何
分

宜
様
御
頼
申
入
候
、
委
細
者
使
僧
口
頭
二
申
含
候
、
御
伝
聞
可
被
下
候
、
其
内
得

千
三
百
人
程
有
之
、
尤
庖
疾
を
嫌
、
他
国
奉
公
稼
等
曽
而
罷
出
不
申
、
後
年
二
至

候
て
弥
人
数
多
罷
成
、
渡
世
之
致
方
も
甚
及
難
渋
可
申
と
奉
存
候
間
、
右
焼
物
山

弥
繁
昌
仕
候
得
者
、
難
義
百
姓
共
何
程
も
渡
世
罷
成
候
儀
二
付
、
近
来
仕
入
方
手

薄
知
成
仕
当
二
合
兼
候
得
共
、
一
旦
相
止
候
而
者
、
可
取
立
様
無
御
座
候
間
、
仮

成
二
取
続
罷
仕
候
、
先
年
之
御
振
合
を
以
、
拝
借
御
銀
二
而
も
被
為
仰
付
被
下
候

ハ
。
ハ
、
手
広
ク
相
稼
御
運
上
銀
も
余
計
二
相
納
候
様
罷
成
、
旦
者
一
統
御
救
二
も

相
成
可
申
奉
存
候

右
、
御
尋
二
付
申
上
候
、
以
上

戊
八
月

刃
、
書
状

尚
々
御
序
之
節
御
舎
弟
方
御
内
室

宜
敷
御
伝
声
可
被
下
候
頼
入
候

一
、
銀
三
匁
焼
物
士
御
運
上
壱
ヶ
年
分

右
者
、
高
浜
村
野
山
之
内
二
御
座
候
焼
物
士
、
当
時
Ⅲ
山
近
年
不
景
気
二
而
、
焼

物
仕
立
方
少
ク
相
成
、
焼
物
士
遣
ひ
余
り
等
、
少
々
御
座
候
二
付
、
当
丑
沙
来
丑

迄
、
壱
ヶ
年
、
銀
三
匁
宛
御
運
上
差
上
、
他
国
江
積
出
商
売
仕
度
奉
願
候
、
右
堀

出
候
野
山
一
体
場
狭
二
有
之
候
二
付
、
多
分
無
御
座
、
殊
二
遠
方
二
而
船
積
場
迄

近
年
茶
碗
薬
、
唐
船
持
渡
少
ク
長
崎
表
払
底
二
付
、
右
品
調
方
出
来
兼
当
時
Ⅲ
山

遣
ひ
用
、
殊
之
外
差
支
罷
在
申
候
、
右
二
付
近
頃
恐
多
願
事
二
奉
存
候
得
共
、
先

年
嶋
原
表
於
御
城
内
焼
物
を
御
仕
立
被
極
候
間
、
長
崎
表
二
御
買
入
被
極
候
、
茶

碗
薬
御
遣
ひ
残
り
之
品
茂
御
座
候
ハ
バ
、
多
少
二
不
限
、
何
卒
私
方
へ
御
払
方
被

仰
付
被
下
置
候
様
奉
願
候
、
尤
代
銀
之
儀
者
、
被
仰
付
候
通
、
早
速
上
納
可
仕
奉

存
候
、
此
段
宜
敷
被
仰
上
被
下
候
様
、
重
兼
々
奉
願
上
候
、
以
上

辰
九
月
高
浜
村
庄
屋
上
田
源
作

面
上
績
々
可
申
述
候
、
早
卒
不
備

三
月
廿
七
日

上
田
源
作
殿

４
”
句
、

Ⅱ
奉
願
上
候
事

別
、
奉
願
上
候
事

（
文
化
五
）

安
藤
元
兵
衛
殿

藤
本
文
太
夫
殿

の

東
向
寺
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二
付
、
書
付
を
以
御
願
申
上
候

一
右
之
通
被
仰
付
候
二
付
、
同
年
六
月
、
博
五
右
衛
門
長
崎
江
罷
越
五
拾
斤
買

請
罷
帰
申
候

一
右
、
中
品
絵
薬
五
拾
斤
買
請
申
候
処
、
上
品
絵
薬
唐
船
持
渡
不
申
候
二
付
、

同
年
九
月
、
又
々
長
崎
二
而
御
願
申
上
百
斤
買
請
被
仰
付
候
事

一
同
年
九
月
、
阿
蘭
陀
行
焼
物
、
青
絵
染
付
、
赤
絵
錦
手
等
迄
品
々
焼
調
、
長

崎
出
嶋
江
店
売
仕
候
処
、
漸
銀
三
四
貫
目
程
売
付
申
候
、
阿
蘭
陀
人
之
儀
望
候

物
有
之
候
節
者
、
余
計
二
も
相
調
申
候
由
二
候
得
共
、
拾
貫
目
程
之
焼
物
仕
入

店
売
仕
候
と
も
、
三
四
貫
目
又
〈
五
六
貫
目
程
汐
余
計
買
入
不
申
候
山
、
何
連

仕
入
方
余
計
不
仕
候
而
〈
売
込
も
少
ク
何
分
二
も
引
合
不
申
候
、
余
計
仕
入
候

義
者
、
自
力
二
而
相
叶
不
申
、
扱
々
残
念
千
万
奉
存
候
、
有
田
山
汐
三
四
人
も

前
々
右
仕
入
仕
候
者
〈
、
年
々
売
残
之
焼
物
二
焼
次
持
参
仕
候
二
付
仕
入
高
多

阿
蘭
陀
人
共
脇
荷
物
多
商
売
仕
候
節
者
、
余
計
売
払
申
候
由
、
御
座
候
得
共
、

私
共
ハ
一
両
年
之
事
故
、
売
残
焼
物
も
少
、
猶
又
余
計
仕
入
も
出
来
不
在
候
二

付
、
出
嶋
店
出
候
節
之
諸
雑
用
失
布
ニ
相
成
少
も
利
潤
無
之
、
却
而
諸
入
用
相

弁
候
義
二
御
座
候

一
右
申
上
候
通
、
阿
蘭
陀
売
込
之
儀
者
、
何
連
品
数
多
焼
出
、
銀
高
余
計
二
仕

入
不
仕
候
而
者
、
商
売
も
出
来
不
申
候
二
付
、
自
カ
ニ
而
者
余
計
仕
入
も
難
成

候
得
共
、
出
嶋
店
採
之
儀
、
他
所
江
新
採
之
例
無
御
座
候
処
、
天
草
焼
物
店
採

被
仰
付
候
義
故
相
止
候
義
難
黙
止
、
翌
子
年
、
成
丈
焼
物
仕
入
長
崎
江
積
越
候

覚
悟
仕
候
処
、
阿
蘭
陀
船
脇
荷
持
渡
少
、
漸
滞
留
中
諸
雑
費
二
相
成
候
程
之
銀

高
、
商
売
仕
候
由
二
付
、
右
焼
調
置
候
焼
物
持
越
間
敷
旨
、
長
崎
汐
申
遣
候
二

付
囲
置
申
候
、
翌
丑
年
も
脇
荷
物
少
候
由
二
付
、
永
々
囲
置
候
義
も
難
成
、
無

拠
大
坂
表
江
少
々
積
登
見
候
得
共
、
紅
毛
向
焼
物
同
所
二
而
好
不
申
候
由
二
付

殊
之
外
下
直
二
売
払
申
候
、
依
之
残
り
焼
物
を
以
囲
置
申
候
、
此
後
阿
蘭
陀
船

脇
荷
物
余
計
持
渡
候
様
子
二
御
座
候
ハ
バ
、
何
卒
仕
入
方
工
面
仕
成
丈
余
計
焼

出
、
又
々
店
出
仕
度
奉
存
候

一
御
運
上
銀
之
儀
、
年
季
之
度
毎
二
少
々
宛
増
方
被
仰
付
、
当
時
壱
ヶ
年
銀
四

拾
八
匁
上
納
仕
申
候

右
之
通
、
長
崎
御
奉
行
様
、
御
勘
定
様
、
御
普
請
役
様
御
方
汐
毎
度
難
有
奉
蒙

仰
候
事
二
而
、
自
力
之
及
丈
出
精
相
稼
紅
毛
渡
焼
物
仕
立
候
剛
者
、
他
所
右
細
工

絵
書
人
荒
師
子
等
一
雇
添
所
之
も
の
に
も
成
丈
為
仕
習
候
様
仕
、
其
後
も
段
々
他
所

汐
一
雇
入
仕
候
得
共
、
私
琳
之
自
カ
ニ
而
仕
入
候
位
之
事
二
而
ハ
上
手
之
職
人
参
不

申
、
漸
一
雇
参
候
職
人
も
並
々
之
者
二
而
格
別
師
と
相
成
候
程
之
事
も
無
御
座
、
其

上
仕
入
方
手
薄
様
二
見
請
候
得
者
、
無
拠
立
去
り
滞
留
不
仕
候
二
付
、
当
時
者
他

所
者
壱
人
も
参
居
不
申
、
所
々
者
計
二
而
相
稼
罷
在
候
処
、
辺
郡
処
之
手
業
故
、

細
工
絵
様
等
自
然
と
下
品
二
相
見
江
、
大
坂
表
江
差
遣
下
直
二
而
巳
売
捌
候
二
付

極
々
念
入
細
工
絵
柄
等
相
改
仕
立
見
候
得
共
、
一
体
諸
職
人
未
熟
二
御
座
候
故
、

上
品
薄
手
物
者
都
而
焼
損
多
仕
当
二
合
不
申
候
二
付
、
是
迄
屋
者
り
下
品
物
計
仕

立
罷
在
候
、
何
卒
此
後
余
計
仕
入
仕
、
功
者
之
諸
職
人
雇
入
上
品
物
仕
立
候
ハ
バ

当
地
之
者
共
も
仕
習
候
而
、
焼
損
等
無
之
様
手
馴
可
申
、
当
所
之
儀
者
焼
物
石
他

国
二
勝
シ
如
何
様
之
上
品
物
も
出
来
仕
候
地
合
二
御
座
候
、
其
上
窯
士
道
具
士
水

碓
掛
り
薪
山
等
迄
も
夫
々
相
備
り
候
場
所
二
而
仕
入
次
第
二
而
〈
如
何
様
二
も
繁

昌
仕
候
儀
者
見
込
罷
在
候
得
共
、
中
々
私
体
之
自
力
二
及
候
事
二
而
者
無
御
座
候

則
是
迄
之
成
行
荒
増
者
、
前
ヶ
条
二
申
上
候
通
二
御
座
候
、
一
体
当
郡
之
儀
者
、

高
不
相
応
人
別
多
御
座
候
内
、
差
当
り
私
村
方
高
五
百
六
拾
石
余
二
而
、
人
別
三
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預
所
之
節
被
召
出
候
而
御
願
申
上
候
事
、
相
済
不
申
残
念
至
極
二
奉
存
候

一
明
和
六
丑
二
月
、
長
崎
御
奉
行
石
谷
備
後
守
様
捗
去
ル
申
年
ず
子
年
迄
五
ヶ

年
之
間
、
天
草
郡
高
浜
村
焼
物
山
江
相
用
候
茶
碗
薬
、
斤
高
井
代
銀
付
差
出
候

様
被
仰
付
書
付
差
上
申
候
、
猶
又
焼
物
之
儀
、
上
中
下
三
通
り
直
段
付
仕
差
出

候
様
被
仰
付
差
上
申
候
処
、
焼
物
代
銀
四
拾
三
匁
之
処
、
焼
物
稼
方
出
精
宜
敷

出
来
候
二
付
、
競
之
為
と
被
仰
出
、
金
壱
両
被
下
之
難
有
頂
戴
仕
候

一
同
年
、
石
谷
備
後
守
様
汐
以
御
書
付
被
仰
出
候
者
、
天
草
郡
高
浜
村
二
而
焼

出
候
焼
物
、
手
代
共
江
申
付
取
寄
見
候
処
、
前
方
見
候
ヶ
者
格
段
宜
敷
出
来
、

御
料
所
稀
之
産
物
仕
立
出
精
之
趣
、
一
段
之
事
二
候
、
猶
又
茶
碗
絵
薬
、
去
ル

申
年
ふ
子
年
迄
五
ヶ
年
之
間
相
用
候
、
斤
高
井
代
銀
付
見
申
候
処
、
落
札
直
段

弐
割
増
を
以
相
調
候
而
も
勝
手
二
相
成
可
申
、
弥
相
望
候
ハ
バ
是
迄
相
用
候
絵

薬
五
ヶ
年
平
均
壱
ヶ
年
二
凡
四
拾
斤
余
二
候
得
共
、
相
増
壱
ヶ
年
五
拾
斤
宛
可

被
仰
付
、
右
体
除
之
儀
、
他
国
江
例
無
之
候
得
共
、
庄
屋
博
五
右
衛
門
儀
当
所

江
身
寄
之
者
も
有
之
由
、
右
之
者
江
代
品
物
請
取
方
代
銀
上
約
為
致
可
申
旨
、

被
仰
渡
難
有
奉
存
御
請
書
付
差
上
申
候
事

一
右
落
札
除
被
仰
付
候
二
付
、
茶
碗
絵
薬
請
取
方
代
銀
上
納
之
儀
〈
、
長
崎
阿

蘭
陀
通
詞
志
築
孫
兵
衛
二
相
頼
申
候
而
、
壱
ヶ
年
五
拾
斤
宛
買
請
候
得
共
、
焼

物
絵
様
入
念
仕
立
候
得
者
、
五
拾
斤
宛
二
而
〈
不
足
二
御
座
候
二
付
、
御
奉
行

新
見
加
賀
守
様
御
在
勤
之
節
、
御
願
申
上
百
斤
相
増
、
都
合
百
五
拾
斤
宛
、
年

々
買
請
被
仰
付
候

一
安
永
六
酉
年
、
長
崎
御
奉
行
柘
植
長
門
守
様
方
阿
蘭
陀
人
江
当
村
出
来
之
焼

物
御
見
セ
被
遊
相
好
候
ハ
バ
、
買
調
候
様
被
仰
付
候
由
御
座
候
処
、
阿
蘭
陀
人

共
、
委
細
奉
畏
御
請
申
上
、
猶
又
為
手
本
所
持
之
広
東
焼
形
鉢
、
其
外
手
本
焼

物
品
々
差
遣
誹
候
二
付
焼
調
差
遣
候
処
、
出
来
方
宜
敷
由
二
而
、
弥
買
請
仕
候

様
御
請
申
上
候
趣
二
御
座
候

一
翌
成
年
ろ
長
崎
出
嶋
店
売
御
免
被
仰
付
、
焼
物
仕
立
持
参
阿
蘭
陀
人
共
江
売

渡
申
候
、
乍
然
初
而
之
儀
二
付
如
何
様
成
品
相
好
候
哉
得
と
存
不
申
候
二
付
、

青
絵
染
付
物
計
焼
調
、
出
嶋
江
新
規
二
店
掛
ヶ
商
売
仕
候

一
右
之
節
、
岩
原
御
屋
鋪
江
博
五
右
衛
門
罷
出
候
様
被
仰
付
罷
出
候
処
、
支
配

御
勘
定
体
井
善
八
郎
様
被
仰
聞
候
者
、
御
料
所
稀
之
焼
物
山
仕
立
、
段
々
出
精

当
年
汐
阿
蘭
陀
渡
二
相
成
候
様
出
来
、
右
二
付
出
嶋
店
売
御
免
被
仰
付
、
御
国

益
二
相
成
候
産
物
仕
立
候
段
、
石
谷
淡
路
守
様
甚
御
感
心
被
上
召
候
旨
被
仰
遣

柘
植
長
門
守
様
、
久
世
丹
後
守
様
も
御
目
前
寄
持
と
被
思
召
候
趣
被
仰
出
候
、

冥
加
二
叶
ひ
仕
合
難
有
奉
存
候
様
被
仰
付
候
、
猶
又
此
上
出
精
赤
絵
錦
手
等
も

出
来
仕
候
様
、
精
々
被
仰
渡
候

一
赤
絵
錦
手
之
儀
、
数
年
心
掛
居
候
処
、
大
村
領
焼
物
師
之
内
存
居
候
者
有
之

給
銀
多
差
出
候
上
、
博
授
を
請
候
節
、
余
計
礼
銀
差
出
前
方
右
習
置
候
得
共
、

何
分
二
も
有
田
通
之
錦
手
出
来
不
仕
、
数
ヶ
年
之
間
、
過
分
物
入
致
色
々
焼
試

漸
色
合
宜
敷
様
出
来
仕
候
二
付
、
阿
蘭
陀
売
焼
物
二
赤
絵
錦
手
付
候
而
、
長
崎

江
持
参
仕
申
候

一
安
永
八
亥
四
月
、
茶
碗
絵
薬
上
品
、
近
年
唐
人
持
参
不
申
候
二
付
、
焼
物
絵

色
悪
敷
出
来
方
不
宜
候
二
付
、
前
々
持
渡
候
上
絵
薬
唐
人
江
持
渡
候
様
被
仰
付

被
下
候
様
奉
願
候
処
、
長
崎
御
奉
行
久
世
丹
後
守
様
汐
則
上
品
絵
薬
其
節
帰
帆

之
唐
船
江
御
誹
被
遣
被
下
候
由
、
被
仰
渡
委
細
書
付
差
上
申
候

一
上
品
茶
碗
絵
薬
ハ
唐
船
江
御
銚
被
遣
被
下
置
候
由
、
中
品
絵
薬
者
此
節
持
渡

有
之
候
間
、
博
五
右
衛
門
罷
越
見
候
上
、
弥
相
望
候
毎
〈
百
五
拾
斤
被
仰
渡
候
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付
被
下
候
令
ハ
、
有
田
、
平
戸
台
手
寄
を
以
給
銀
余
計
二
差
出
功
者
成
細
工
人

相
雇
、
阿
蘭
陀
渡
二
も
相
成
候
様
、
無
相
違
焼
出
シ
可
申
候
、
錦
手
金
入
之
細

工
人
、
有
田
山
汐
決
而
他
所
江
出
シ
不
申
旨
及
承
候
得
共
、
元
来
賃
銭
一
雇
之
細

工
人
二
付
、
是
又
内
々
手
寄
を
以
、
密
々
雇
入
候
鰍
、
又
〈
抱
え
も
の
共
差
遣

細
工
之
仕
様
樽
授
為
致
候
様
々
手
段
も
可
有
御
座
と
奉
存
候
、
其
上
当
郡
之
焼

物
次
第
二
繁
昌
仕
焼
物
石
他
所
江
差
出
不
申
候
様
罷
成
節
者
、
肥
前
領
焼
物
石

不
足
仕
無
是
非
右
琳
細
工
人
も
此
方
江
罷
越
可
申
候
、
何
連
二
も
繁
昌
さ
へ
仕

候
ハ
バ
大
元
之
焼
物
石
、
重
二
当
郡
ろ
出
ル
事
二
付
詰
ル
所
有
田
山
汐
者
、
此

方
繁
昌
可
仕
と
奉
存
候

拝
借
銀
之
儀
二
付
、
品
々
申
上
候
得
共
、
右
体
拝
借
銀
之
儀
者
、
末
々
格
段

之
御
益
筋
無
之
候
而
〈
御
聞
届
難
被
成
、
其
上
錦
手
金
入
之
類
も
出
来
不
致
、

労
御
伺
難
被
成
自
分
入
用
を
以
、
出
精
仕
入
仕
候
鰍
、
又
〈
拝
借
銀
高
格
段
相

減
候
ハ
バ
、
御
伺
可
被
成
下
旨
、
旦
又
肥
前
有
田
山
焼
物
二
相
用
候
石
者
、
不

残
天
草
捗
出
候
哉
之
旨
御
吟
味
御
座
候
、
前
言
申
上
候
通
、
当
時
窯
焼
三
研
相

仕
立
候
処
、
壱
肝
之
諸
雑
用
凡
銀
拾
貫
目
余
宛
相
懸
リ
申
候
、
此
上
速
々
出
精

仕
候
ハ
バ
、
高
浜
村
中
二
凡
窯
焼
百
軒
程
も
出
来
可
仕
奉
存
候
二
付
、
願
之
通

御
拝
借
被
仰
付
被
下
候
ハ
バ
、
先
窯
焼
五
軒
程
建
増
、
尚
又
私
儀
も
心
底
之
限

り
相
働
少
成
と
も
余
計
出
来
御
運
上
相
増
候
様
取
計
ひ
積
御
座
候
、
何
連
二
も

少
分
之
稼
方
二
而
者
、
百
姓
助
成
も
少
、
私
利
潤
も
無
御
座
候
二
付
、
繁
昌
難

仕
候
間
、
何
分
五
拾
貫
目
拝
借
被
仰
付
被
下
候
様
奉
願
候
、
惣
而
山
方
仕
入
不

丈
夫
二
而
者
、
末
々
相
続
申
候
所
を
無
心
元
存
候
故
、
功
者
成
細
工
人
者
罷
越

不
申
候
、
左
候
而
〈
如
何
様
二
出
精
仕
候
而
も
、
阿
蘭
陀
渡
等
二
相
成
候
、
至

而
宜
敷
品
者
出
来
不
仕
候
、
兎
角
仕
入
手
広
罷
成
候
程
、
諸
事
手
都
合
宜
敷
相

応
二
利
潤
も
有
之
候
様
相
成
候
間
、
御
慈
悲
を
以
、
願
之
通
五
拾
貫
目
拝
借
被

仰
付
候
様
奉
願
候
、
勿
論
右
拝
借
銀
而
巳
を
心
当
二
仕
自
分
才
覚
筋
油
断
仕
儀

二
而
ハ
無
御
座
心
底
之
限
リ
、
外
々
を
も
相
働
存
念
通
繁
昌
仕
候
得
者
、
格
段

百
姓
御
救
之
筋
二
御
座
候
、
返
納
申
儀
者
願
書
と
申
上
候
通
、
少
も
無
滞
上
納

可
仕
候
、
旦
又
有
田
山
焼
物
石
之
儀
不
残
天
草
郡
汐
出
候
と
申
二
而
者
無
御
座

有
田
内
山
一
天
前
々
ろ
焼
物
石
有
之
候
処
、
石
弱
ク
、
其
所
之
石
計
二
而
者
、

鉢
類
公
外
大
物
者
出
来
兼
候
故
、
天
草
石
を
交
合
相
用
候
由
二
御
座
候
得
共
、

必
至
と
差
支
相
成
候
程
之
儀
者
有
之
間
敷
候
、
尤
有
田
外
山
者
、
都
而
天
草
石

計
を
重
二
相
用
其
所
之
士
計
二
而
ハ
南
京
焼
之
焼
物
者
出
来
不
仕
候
、
当
所
焼

物
山
次
第
繁
昌
仕
天
草
石
一
向
差
出
不
申
様
二
罷
成
候
ハ
バ
、
右
之
山
々
〈
及

潰
可
申
候
、
其
外
二
も
天
草
石
交
セ
合
不
申
候
而
〈
、
宜
敷
焼
物
出
来
不
仕
候

Ⅲ
山
も
数
々
御
座
候
二
付
、
其
分
者
及
衰
微
可
申
儀
者
既
然
二
奉
存
候
、
旦
又

天
草
郡
之
儀
者
、
所
々
江
焼
物
石
有
之
、
品
数
多
御
座
候
故
、
他
国
之
石
交
セ

合
不
申
候
共
、
少
も
差
支
無
之
、
勿
論
此
末
如
何
様
二
手
広
繁
昌
仕
候
共
、
焼

物
石
不
足
無
御
座
候
、
薪
之
儀
者
、
松
木
を
重
二
相
用
候
二
付
、
当
村
者
不
及

中
最
寄
之
外
村
々
江
も
空
地
之
野
山
二
植
立
候
得
者
、
拾
ヶ
年
程
二
者
、
焼
物

薪
二
相
成
候
様
二
生
立
候
二
付
、
如
何
程
繁
昌
仕
候
而
も
是
又
差
支
不
申
、
其

上
小
百
姓
難
儀
も
の
共
〈
薪
伐
出
候
而
も
過
分
渡
世
仕
助
成
二
相
成
申
候

右
之
通
委
細
御
吟
味
之
書
付
、
子
五
月
差
上
申
候

一
同
年
九
月
、
揖
斐
十
太
夫
様
当
郡
御
検
見
二
御
出
被
遊
候
節
、
富
岡
御
役
所

二
而
被
仰
渡
候
者
、
焼
物
仕
入
銀
拝
借
願
之
儀
、
未
御
運
上
銀
至
而
少
分
之
儀

二
候
処
、
大
造
之
拝
借
願
御
取
次
難
被
成
、
尤
段
々
出
精
相
稼
候
ハ
バ
稼
方
相

応
之
願
者
、
御
聞
届
可
被
下
旨
被
仰
渡
、
則
御
請
書
付
御
取
被
遊
候
、
嶋
原
御
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々
繁
昌
致
シ
相
応
二
利
潤
茂
可
有
之
見
込
候
ハ
バ
、
自
分
二
而
仕
入
銀
才
覚
も

相
成
、
銀
主
等
も
出
来
可
致
義
二
思
召
候
間
、
仕
入
方
之
様
子
其
外
存
寄
之
儀

共
、
委
リ
可
申
上
旨
委
細
御
吟
味
御
座
候
二
付
申
上
候
者
、
右
焼
物
寂
初
存
立

候
主
意
者
、
肥
前
有
田
焼
物
石
之
儀
、
当
郡
小
田
床
村
下
津
深
江
村
二
有
之
、

前
々
汐
百
姓
作
間
稼
二
堀
出
少
分
之
代
銀
二
而
肥
前
皿
山
稼
之
者
共
江
売
渡
来

り
、
高
浜
村
捗
も
右
石
有
之
候
二
付
相
考
候
処
、
屋
者
り
所
匡
而
焼
物
稼
仕
習

候
ハ
バ
、
外
々
江
焼
物
石
差
出
候
汐
〈
百
姓
助
成
も
多
末
々
者
利
潤
も
可
有
之

且
又
私
』
不
限
焼
物
山
仕
入
仕
候
者
も
有
之
候
ハ
バ
、
高
浜
町
二
而
も
凡
窯
数

百
軒
程
仕
立
候
場
所
有
之
外
、
村
々
江
も
焼
物
石
薪
水
掛
等
宜
敷
場
所
有
之
候

二
付
、
後
々
二
至
焼
物
山
仕
立
候
ハ
バ
大
繁
昌
二
相
成
、
郡
中
大
勢
之
難
儀
百

姓
助
成
二
可
相
成
奉
存
候
二
付
、
七
ヶ
年
以
前
、
先
御
支
配
江
申
上
、
翌
未
年

冥
加
銀
五
匁
二
而
試
稼
、
願
之
通
被
仰
付
試
焼
仕
候
処
、
相
応
二
焼
物
出
来
仕

候
二
付
、
猶
翌
申
年
汐
御
吟
味
之
上
冥
加
銀
弐
匁
相
増
、
壱
ヶ
年
銀
七
匁
宛
二

而
、
当
子
年
迄
年
季
五
ヶ
年
御
請
負
被
仰
付
相
稼
申
候
、
然
処
先
御
支
配
汐
も

稼
方
出
精
仕
、
阿
蘭
陀
渡
二
も
相
成
候
様
取
計
可
申
旨
、
精
々
被
仰
付
、
勿
論

私
義
も
独
も
存
立
候
上
者
、
心
底
之
限
相
働
繁
昌
為
致
村
方
助
成
二
も
相
成
候

様
仕
度
、
大
村
領
汐
焼
物
師
相
一
展
所
之
者
江
も
段
々
為
仕
習
、
当
時
二
而
〈
窯

数
三
軒
相
建
、
Ⅲ
、
茶
碗
、
猪
口
、
春
寒
、
肴
鉢
類
、
壱
ヶ
年
二
凡
四
五
千
束

程
宛
者
出
来
仕
候
様
相
成
申
候
、
然
処
全
新
山
取
立
候
儀
二
付
、
飯
初
三
四
ヶ

年
之
間
者
、
士
加
減
、
上
〈
薬
合
加
減
等
一
向
相
知
不
申
、
多
分
焼
損
二
相
成

諸
細
工
人
一
雇
賃
も
辺
部
離
嶋
之
儀
故
、
皿
山
汐
〈
過
分
二
相
増
、
又
〈
石
二
而

諸
細
工
為
仕
習
候
者
共
も
今
日
暮
之
小
百
姓
二
付
、
半
以
手
当
仕
当
然
之
損
失

二
不
相
拘
、
末
々
村
方
助
成
二
相
成
候
品
を
重
二
勘
弁
仕
取
計
申
候
故
、
過
分

之
失
布
相
掛
り
此
上
存
寄
通
之
仕
入
方
何
分
自
カ
ニ
難
叶
残
念
至
極
奉
存
候
二

付
、
無
拠
御
銀
拝
借
奉
願
候
儀
二
御
座
候
、
拝
借
願
之
通
被
仰
付
被
下
候
ハ
バ

手
寄
を
以
、
肥
前
有
田
平
戸
汐
功
者
成
焼
物
細
工
人
絵
書
一
雇
入
所
之
者
江
も
、

段
々
為
仕
習
、
錦
手
金
入
之
類
も
有
田
山
同
様
二
焼
立
、
阿
蘭
陀
渡
二
も
相
成

候
様
繁
昌
仕
候
て
、
隣
村
焼
物
石
之
分
も
他
国
江
差
出
不
申
、
自
然
と
村
々
二

而
焼
物
相
稼
候
様
成
行
可
申
、
於
然
者
、
肥
前
領
分
之
方
焼
物
石
払
底
に
罷
成

り
各
々
掛
り
候
諸
職
人
も
自
ラ
此
方
江
罷
越
、
末
々
大
繁
昌
仕
御
運
上
相
増
、

村
々
困
窮
之
百
姓
共
、
格
段
之
助
成
出
来
、
私
儀
も
相
応
之
利
潤
を
取
可
申
奉

存
候
間
、
何
卒
村
方
御
救
之
筋
を
以
、
願
之
通
拝
借
被
仰
付
被
下
候
ハ
バ
難
有

奉
存
候
、
是
迄
之
御
運
上
者
、
全
新
山
試
焼
之
儀
二
而
利
潤
之
所
二
相
拘
り
不

申
事
故
、
誠
二
冥
加
銀
差
上
候
儀
二
而
御
差
候
、
仕
入
銀
自
分
才
覚
又
〈
銀
主

等
之
儀
も
右
申
上
候
通
、
私
儀
者
行
々
繁
昌
之
見
込
丈
夫
二
御
座
候
得
共
、
近

来
之
新
山
試
焼
二
而
是
迄
者
、
差
而
利
潤
も
相
見
不
申
、
其
上
錦
手
金
入
之
類

者
、
肥
前
有
田
山
野
分
て
ハ
仕
覚
候
者
無
之
、
右
細
工
人
他
国
江
差
出
不
申
候

故
、
是
迄
錦
手
金
入
焼
出
候
儀
不
相
叶
、
青
絵
染
付
之
類
等
も
未
有
田
山
程
二

者
出
来
不
仕
候
二
付
、
阿
蘭
陀
渡
ニ
相
成
不
申
、
殊
二
辺
郡
離
嶋
之
儀
二
而
、

郡
中
二
相
応
之
銀
主
も
無
之
、
彼
是
二
而
仕
入
銀
自
分
才
覚
出
来
兼
、
無
拠
御

銀
拝
借
奉
願
候
、
尤
是
迄
通
之
稼
方
〈
自
力
二
而
も
値
分
相
続
仕
候
様
心
掛
候

得
共
、
前
改
之
通
仕
入
届
兼
少
分
之
稼
方
二
而
者
百
姓
助
成
筋
も
差
而
無
御
座

私
利
潤
迎
も
無
之
儀
二
付
、
末
々
繁
昌
之
所
無
覚
束
別
而
残
念
奉
存
候

一
焼
物
方
仕
入
存
分
二
相
成
候
得
者
、
肥
前
有
田
山
同
様
青
絵
染
付
ヶ
錦
手
金

入
之
類
、
阿
蘭
陀
渡
二
も
成
候
様
丈
夫
二
焼
出
候
哉
之
儀
御
吟
味
御
座
候
、
青

絵
染
付
之
儀
者
、
是
迄
も
相
応
二
出
来
仕
候
間
、
此
上
御
銀
拝
借
願
之
通
被
仰
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Ⅲ
板
二
載
七
千
シ
候
、
而
加
減
能
時
砿
輔
二
載
セ
高
台
を
剥
又
う
わ
薬
引
Ⅲ
板

二
載
セ
能
千
置
候
而
本
窯
二
入
焼
申
候

一
焼
窯
之
儀
、
下
之
方
二
火
な
せ
を
立
上
之
方
二
者
目
砂
を
多
ク
鋪
、
其
上
二

（
は
ま
）

と
ち
み
を
立
、
又
其
上
二
者
満
を
置
或
者
ち
や
つ
た
た
き
者
満
を
鋪
候
而
焼
物

壱
タ
宛
載
セ
高
積
中
積
下
積
三
段
二
積
候
而
焼
申
候
、
尤
火
な
ぜ
ニ
い
た
て
を

立
窯
之
口
塞
キ
候
而
漸
七
八
寸
程
明
ヶ
候
而
薪
を
投
入
焼
申
候

一
茶
碗
薬
持
様
之
儀
、
先
台
二
入
素
焼
窯
二
而
焼
候
を
ぎ
ん
た
り
二
而
何
遍
も

引
、
又
者
乳
鉢
二
而
能
摺
水
二
晒
シ
能
た
て
候
間
相
用
申
候

一
焼
方
之
儀
、
口
窯
あ
ん
こ
う
ず
焼
付
段
々
次
第
上
リ
ニ
相
成
窯
も
焼
場
リ
申

候
、
尤
あ
ん
こ
う
右
弐
窯
目
迄
ハ
焼
物
少
シ
も
入
不
申
ぬ
く
め
を
入
候
計
一
二

夜
余
も
焼
申
候
、
三
番
目
窯
迄
ハ
焼
物
少
々
宛
入
申
候
出
来
方
も
不
宜
、
六
七

番
目
之
窯
よ
り
段
々
余
計
二
焼
物
入
、
拾
番
目
汐
者
何
拾
番
も
窯
之
内
法
同
様

塗
立
申
候

他
所
ふ
調
候
品

一
、
茶
碗
薬
一
、
微
塵
水
嚢
一
、
銅
大
水
嚢
一
、
絵
書
筆
毛

一
、
ぎ
ん
た
り
一
、
鏑
一
、
梼
皮
灰
一
、
灰
晒
瓶
一
、
縁
皮

一
、
輔
輔

当
所
二
而
出
来
候
分

一
、
水
碓
一
、
士
漉
船
一
、
か
ん
な
一
、
Ⅲ
板
一
、
者
満

一
、
箆
品
々
一
、
ち
よ
つ
は
け
一
、
て
ぶ
一
、
と
ち
み
一
、

た
て
一
、
ち
や
つ
一
、
か
わ
ご
ぎ

右
、
凡
書
付
相
認
差
上
申
候
諸
道
具
、
又
者
入
用
之
品
も
数
々
御
座
候
得
共
委

細
難
書
記
荒
方
如
斯
二
御
座
候
、
狐
又
焼
窯
之
儀
何
分
手
入
塗
立
候
而
も
加
減

次
第
二
而
、
一
焼
二
焼
二
塗
直
シ
候
様
損
シ
申
候
、
又
者
加
減
宜
敷
候
得
者
、

五
年
七
年
程
も
相
用
申
候
本
窯
素
焼
窯
共
二
素
屋
を
椿
萱
葺
仕
置
申
候

一
翌
成
年
、
江
戸
新
田
方
御
勘
定
様
台
焼
物
山
出
精
仕
候
様
被
仰
渡
候
、
猶
又

石
谷
備
後
守
様
沙
焼
物
山
損
益
積
り
書
付
御
好
二
付
奉
差
上
候

一
明
和
四
亥
十
月
、
戸
田
因
幡
守
様
御
預
所
之
節
、
嶋
原
右
樽
五
右
衛
門
江
罷

出
候
様
被
仰
付
候
二
付
罷
出
候
処
、
焼
物
仕
入
方
相
増
紅
毛
人
江
茂
売
渡
候
様

焼
出
候
二
者
、
凡
銀
子
何
程
有
之
候
得
者
出
来
可
申
哉
之
旨
被
仰
渡
候
二
付
申

上
候
者
、
高
浜
村
中
二
而
此
上
焼
物
山
仕
立
候
二
、
凡
窯
数
百
軒
程
此
入
用
銀

千
貫
余
も
入
可
申
候
得
共
、
何
分
二
も
急
二
者
出
来
不
仕
、
先
五
拾
貫
目
拝
借

被
仰
付
被
下
置
候
ハ
バ
、
功
者
成
細
工
人
絵
害
人
雇
入
此
上
五
軒
程
窯
焼
仕
立

候
ハ
バ
、
大
概
紅
毛
人
江
売
渡
候
様
二
焼
物
出
来
可
申
段
申
上
候
処
、
左
候
ハ

バ
拝
借
銀
願
書
可
差
出
旨
被
仰
渡
難
有
奉
存
願
書
相
認
メ
差
上
候
処
、
江
御
戸

伺
二
相
成
候
由
二
而
、
戸
田
様
御
内
鈴
木
喜
六
様
、
右
願
書
御
持
参
被
成
候
、

尤
右
拝
借
之
儀
、
如
何
様
之
訳
二
而
可
被
仰
付
様
被
仰
渡
候
哉
之
旨
、
御
内
意

御
窺
申
上
候
処
、
兼
而
長
崎
岩
原
詰
御
勘
定
様
方
汐
嶋
原
御
聞
役
江
度
々
御
沙

汰
御
座
候
上
、
因
幡
守
様
長
崎
江
御
出
被
為
遊
候
節
、
御
奉
行
石
谷
備
後
守
様

汐
天
草
高
浜
Ⅲ
山
繁
昌
仕
候
様
、
被
為
添
御
意
度
旨
被
仰
聞
候
由
二
付
、
博
五

右
衛
門
儀
嶋
原
江
御
呼
出
被
遊
候
旨
、
御
内
意
奉
承
知
候
、
然
処
右
願
書
江
戸

表
江
御
持
届
不
被
成
候
内
、
半
途
二
而
御
支
配
替
二
被
仰
付
候
由
二
而
御
持
帰

翌
子
年
揖
斐
十
太
夫
様
御
手
代
衆
江
御
引
渡
二
相
成
申
候

一
右
御
支
配
替
二
付
、
揖
斐
様
御
手
代
衆
〃
拝
借
願
御
吟
味
御
座
候
者
、
先
御

支
配
戸
田
因
幡
守
様
御
役
人
中
江
以
書
付
願
上
候
趣
被
仰
送
候
、
是
迄
御
運
上

も
至
而
少
分
之
儀
二
候
処
、
右
体
拝
借
銀
相
願
候
段
御
心
取
難
被
成
、
勿
論
段
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候
二
付
其
後
者
年
季
御
請
負
仕
年
々
御
運
上
銀
上
納
仕
、
当
時
迄
相
続
仕
罷
在

候
、
尤
右
鉢
新
山
仕
立
候
得
者
肥
前
領
分
之
様
手
馴
候
所
二
而
も
余
計
之
雑
費

相
掛
候
も
の
の
由
、
然
処
於
当
地
者
一
向
不
案
内
之
事
故
夫
を
見
込
候
而
焼
物

師
共
免
（
兎
）
哉
角
迄
無
益
之
物
入
等
茂
相
掛
其
上
右
一
展
入
候
焼
物
師
大
村
領

長
興
山
而
土
焼
を
雲
仕
、
南
京
焼
之
郁
蕊
礁
臓
上
〈
薬
加
減
焼
加
減

等
得
と
覚
居
不
申
、
殊
二
以
新
山
之
儀
二
而
者
有
之
飯
（
最
）
初
一
両
年
之
間

再
々
焼
損
其
後
迎
も
存
分
二
出
来
不
仕
、
数
年
之
間
及
損
失
候
故
仕
入
も
届
兼

既
二
相
止
候
筈
二
御
座
候
得
共
所
之
者
共
次
第
二
仕
習
、
尚
又
仕
入
方
之
儀
も

手
馴
候
二
付
、
此
上
者
仕
当
二
も
合
可
申
と
存
、
他
借
等
之
心
配
仕
候
而
取
続

仕
入
仕
候
得
共
利
付
之
儀
二
而
仕
入
仕
候
而
者
仕
当
二
合
不
申
候
故
、
繁
昌
仕

候
様
二
者
何
分
出
来
不
仕
候
二
付
、
博
五
右
衛
門
存
生
之
間
夫
の
ミ
殊
意
二
存

罷
在
候
尤
当
時
二
至
候
而
者
諸
職
人
之
子
供
盛
長
仕
次
第
二
人
》
高
相
増
候
二

付
、
何
卒
仕
入
方
之
工
面
出
来
仕
候
ハ
バ
、
他
国
参
功
者
之
諸
職
人
一
雇
入
当
地

之
者
江
も
仕
習
セ
上
品
物
等
も
出
来
繁
昌
仕
候
様
仕
度
奉
存
候
得
共
、
当
時
之

趣
二
而
者
何
分
自
力
二
難
及
奉
存
候

一
明
和
二
酉
春
支
配
御
勘
定
岸
本
弥
三
郎
様
御
普
請
役
佐
久
間
甚
八
様
当
郡
御

廻
村
之
節
、
焼
物
山
御
見
分
二
御
出
被
遊
御
料
所
稀
之
産
物
仕
立
寄
持
成
段
被

仰
渡
猶
又
阿
蘭
陀
渡
二
も
相
成
候
様
二
出
精
可
仕
旨
精
々
被
仰
渡
仕
方
書
付
等

御
取
被
遊
候
、
右
仕
法
書
左
之
通
二
御
座
候

一
焼
窯
之
儀
者
、
口
窯
あ
ん
こ
う
汐
次
第
上
リ
ニ
塗
立
候
様
、
先
地
均
シ
致
窯

壱
間
毎
二
満
々
木
柱
を
数
百
本
立
形
リ
能
室
之
様
二
垂
木
を
結
ひ
小
竹
二
而
ゑ

つ
里
を
り
き
其
上
を
土
二
而
厚
ク
塗
立
申
候
、
尤
上
方
毎
日
槌
を
以
何
遍
も
郷

付
凡
三
四
拾
日
程
之
日
数
ニ
ロ
を
明
ヶ
、
右
立
置
候
柱
長
木
竹
等
取
除
夫
汐
内

を
鍬
二
而
削
取
、
値
分
榔
ぎ
乾
き
候
節
等
原
火
を
入
申
候

（
ば
）

一
石
窯
塗
立
候
以
前
と
ん
者
り
壱
窯
二
凡
五
百
程
作
置
乾
し
置
上
岸
三
尺
程

二
右
と
ん
ば
り
二
而
岸
を
築
立
其
上
二
お
ん
ざ
ん
の
穴
明
ヶ
、
上
窯
二
火
通
り

候
様
二
次
第
上
り
二
築
立
申
候

一
焼
物
士
椿
様
之
儀
、
白
キ
砥
石
を
堀
出
シ
駄
二
付
水
碓
場
二
持
下
シ
鉄
鎚
二

而
細
二
砕
キ
、
水
碓
二
五
六
百
斤
程
入
打
七
昼
夜
二
三
四
度
程
交
三
日
三
夜
又

ハ
五
日
五
夜
程
壱
臼
揚
リ
申
候
、
尤
水
勢
次
第
二
而
遅
速
有
之
候

一
水
碓
之
儀
、
松
木
二
而
も
又
者
濫
二
而
も
廻
り
六
七
尺
長
弐
間
半
二
致
シ
、

木
之
元
之
方
六
尺
程
彫
凡
水
拾
荷
程
入
候
様
匡
仕
中
程
汐
元
之
方
二
恵
呉
酒
木

を
立
木
之
末
之
方
二
杵
を
差
シ
、
杵
之
先
者
鉄
二
而
作
リ
臼
之
底
二
者
石
を
鋪

申
候
、
尤
小
屋
を
建
候
而
雨
濡
不
申
候
様
二
致
置
候

一
右
碓
二
而
細
二
打
候
土
を
士
漉
下
船
二
入
か
わ
ご
き
二
而
か
ぎ
交
セ
、
少
い

（
は
）

せ
至
候
而
至
極
士
細
二
成
候
様
上
澄
之
分
ち
よ
つ
者
は
け
二
而
酌
士
、
漉
上
船

二
漉
入
申
候
、
凡
拾
八
荷
程
漉
入
候
而
う
わ
水
酌
捨
、
下
々
濁
り
候
士
お
る
二

揚
一
日
程
過
候
而
上
水
澄
シ
捨
能
加
減
之
節
素
焼
窯
二
掛
ヶ
乾
シ
能
時
分
二
細

工
所
江
取
寄
弥
や
置
候
而
こ
な
し
作
り
申
候

一
焼
物
作
候
儀
能
こ
な
し
候
而
砿
輔
二
載
セ
作
り
Ⅲ
板
二
置
少
シ
干
シ
候
而
能

時
分
持
衣
束
と
申
候
而
、
焼
物
之
外
を
削
取
高
台
も
同
削
附
又
皿
板
二
載
セ
、

二
至
夫
汐
水
掛
仕
素
焼
窯
二
入
焼
候
而
取
揚
荒
掛
と
申
候
而
唖
王
分
二
而
掛
候

上
、
筋
引
縁
書
底
書
絵
書
薄
た
み
濃
た
み
仕
候
而
上
薬
掛
申
候

一
上
ハ
薬
之
儀
、
梼
皮
灰
を
炭
火
一
而
弥
分
し
候
を
水
二
浸
し
何
遍
も
漉
シ
焼

物
石
之
随
分
白
キ
分
を
撰
ミ
、
水
碓
二
而
細
二
為
打
微
塵
水
嚢
二
而
細
二
漉
シ
候

而
石
灰
と
調
合
致
候
、
尤
高
積
中
積
下
積
三
段
二
調
合
致
絵
書
候
焼
物
二
掛
ヶ
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当
正
月
中
為
御
廻
浦
当
村
江
被
遊
御
越
浦
方
之
様
子
御
見
分
御
尋
等
之
刷
、
焼
物

山
之
様
子
御
尋
被
遊
候
二
付
当
時
上
方
表
焼
物
直
段
不
宜
、
第
一
者
細
工
方
其
方

共
未
熟
二
御
座
候
故
何
分
二
茂
仕
当
二
合
不
申
年
々
損
失
を
相
弁
候
様
有
之
候
二

付
、
仕
入
方
相
止
候
様
焼
物
山
江
為
見
ケ
メ
差
遣
至
候
者
共
井
親
類
共
汐
茂
度
々

申
聞
候
二
付
既
二
当
春
銀
相
止
候
筈
二
御
座
候
得
共
右
焼
物
山
之
儀
者
元
来
私
親

代
存
寄
を
以
、
当
地
二
無
之
産
業
を
仕
立
難
儀
百
姓
共
江
為
仕
習
、
当
時
者
凡
三

百
人
程
之
助
成
と
相
成
居
候
儀
二
而
此
節
相
止
候
而
者
右
之
人
数
至
而
及
難
渋
候

二
付
今
暫
之
所
損
失
を
相
弁
取
続
見
候
ハ
バ
追
々
と
細
工
も
手
馴
世
上
柄
も
宜
敷

相
成
焼
物
直
段
茂
引
立
繁
昌
二
相
成
候
時
節
も
寓
来
可
仕
歌
と
奉
存
、
旦
者
亡
父

存
念
を
も
相
達
度
無
拠
仕
入
方
相
止
不
申
漸
取
続
罷
在
候
趣
申
上
候
処
、
右
焼
物

此
節
内
々
奉
入
高
覧
候
、
右
八
代
焼
物
之
儀
ハ
丈
夫
立
派
二
出
来
仕
候
、
謹
紛
無

御
座
候
付
、
詑
度
仕
立
差
上
度
奉
存
、
弥
仰
付
候
事
二
相
成
候
、
尚
釜
築
起
候
節

〈
別
而
人
夫
大
勢
二
御
座
候
故
、
中
々
私
風
精
之
指
揮
ニ
ハ
随
申
間
敷
奉
存
候
間

殿
方
様
二
而
御
一
人
御
拝
備
被
下
人
夫
遣
ひ
者
、
米
銭
勘
定
等
被
成
下
様
二
奉
願

度
候
、
左
候
而
焼
立
仕
立
方
〈
天
草
よ
り
抱
え
諸
職
人
、
早
速
前
文
二
申
上
候
通

り
出
精
仕
差
上
度
奉
存
候
、
因
其
功
仕
合
可
奉
存
候
、
此
段
奉
願
度
覚
悟
二
御
座

候
、
御
賢
迷
如
何
被
思
召
上
候
哉
儀
、
内
々
御
報
申
上
候
、
己
上

六
月

天
草
上
田
源
作

此
書
付
、
薮
茂
次
郎
様
へ
上
ル

刀
、
御
料
肥
後
国
天
草
郡

高
浜
村
焼
物
山
之
儀
二
付
申
上
候
覚

山
と
申
者
於
御
料
所
者
弥
敷
産
業
二
而
殊
二
天
草
郡
之
儀
人
別
多
キ
場
所
二
候

間
、
及
繁
昌
候
令
〈
困
窮
之
者
共
之
助
成
二
も
可
相
成
儀
ニ
付
如
何
様
二
も
取
続

罷
在
候
方
可
然
段
被
仰
聞
於
稼
方
之
様
子
等
委
細
御
尋
二
付
笈
旦
芯
之
趣
意
井
是

迄
之
成
行
等
荒
増
左
二
申
上
候

一
当
村
焼
物
山
仕
立
候
者
、
去
ル
宝
暦
十
二
午
年
当
所
野
山
之
内
二
焼
物
二
相

成
候
石
御
座
候
二
付
奉
願
百
姓
作
間
之
稼
二
堀
出
肥
前
領
二
積
越
同
所
焼
物
師

共
江
売
渡
度
奉
存
候
得
共
、
右
石
有
之
候
場
所
者
道
法
壱
里
半
余
も
山
奥
二
而

殊
二
雌
岨
之
所
故
海
辺
迄
持
出
候
手
間
余
計
相
掛
渡
世
二
も
相
成
間
敷
と
存
、

亡
父
博
五
右
衛
門
段
々
相
考
候
処
、
肥
前
領
之
焼
物
師
共
者
他
国
人
心
焼
物
石
買

入
候
而
夫
を
以
焼
物
二
仕
立
大
勢
之
渡
世
二
相
成
居
候
天
草
郡
之
儀
者
高
不
相

応
多
人
数
之
場
所
二
而
殊
二
難
儀
者
多
有
之
候
事
二
付
焼
物
石
二
而
他
所
江
売

出
候
芯
者
於
此
方
焼
物
山
仕
立
候
令
ハ
田
畑
無
之
水
呑
百
姓
井
片
輪
も
の
体
之

難
儀
者
共
江
も
為
仕
習
候
令
〈
末
々
村
方
之
助
成
二
相
成
及
繁
昌
候
ハ
。
〈
郡
中

之
助
成
二
も
相
成
候
様
成
行
可
申
と
存
、
肥
前
大
村
領
ろ
焼
物
師
共
一
雇
入
当
村

（
ぱ
）

焼
物
石
井
焼
窯
塗
士
者
田
士
と
ち
ミ
土
と
ん
者
り
土
水
碓
掛
り
等
為
見
候
処
焼

物
仕
立
二
者
何
角
勝
手
宜
敷
殊
二
段
々
繁
昌
仕
候
得
者
、
窯
焼
人
舵
綴
鯛
剛
雛

雄
溌
附
熊
加
戦
鋤
）
壱
軒
二
者
細
工
師
絵
師
其
外
窯
方
荷
師
共
迄
之
居
家
五
軒
程

付
添
居
不
申
候
而
者
窯
焼
候
儀
難
成
由
、
左
候
得
者
百
軒
之
窯
焼
二
者
五
百
軒

之
諸
職
人
都
合
六
百
軒
之
家
居
出
来
凡
人
高
三
千
人
程
渡
世
可
仕
左
様
繁
昌
可

仕
儀
者
急
二
者
出
来
申
間
敷
候
得
共
、
人
高
当
村
方
之
儀
焼
物
仕
立
候
令
〈
難

儀
百
姓
共
助
成
二
も
相
成
弥
出
来
方
茂
宜
敷
候
ハ
。
〈
利
潤
も
相
見
、
猶
又
次
第

二
及
繁
昌
候
ぐ
く
当
村
者
不
及
申
外
村
々
百
姓
水
呑
共
渡
世
之
便
二
も
可
相
成

と
存
、
同
年
九
月
焼
物
試
仕
度
冥
加
銀
奉
差
上
試
焼
仕
候
処
、
弥
焼
物
出
来
仕
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私
共
南
京
流
陶
山
仕
立
候
旨
趣
者
、
天
草
郡
下
津
深
江
、
小
田
床
之
両
村
江
焼
物

土
有
之
候
を
百
姓
作
間
稼
二
堀
出
少
分
之
代
銀
二
而
肥
前
皿
山
江
売
渡
、
珊
之
助

成
二
仕
来
申
候
内
、
私
支
配
高
浜
村
二
茂
、
右
士
見
出
候
二
付
、
肥
前
方
江
同
様

売
渡
さ
せ
候
、
半
哉
と
存
候
得
と
も
、
左
候
而
者
僅
之
助
成
と
可
申
儀
二
御
座
候

二
付
、
於
私
村
陶
山
仕
立
候
令
〈
、
遊
民
之
生
産
共
相
成
、
私
利
潤
茂
可
有
之
、

廿
五
年
巳
前
、
肥
前
焼
物
師
雇
入
、
村
方
難
儀
百
姓
共
を
弟
子
二
付
ヶ
、
宝
暦
十

二
午
年
よ
り
創
起
仕
候
処
、
一
向
不
手
馴
業
二
御
座
候
得
者
、
初
発
之
中
ハ
焼
損

等
有
之
、
旦
諸
造
用
茂
多
御
座
候
得
共
、
段
々
熟
練
仕
候
二
随
ィ
無
程
及
繁
昌
、

世
話
二
罷
成
渡
世
仕
、
壱
銭
文
之
貯
も
無
之
者
共
二
御
座
候
得
者
、
万
一
長
病

引
請
候
節
者
、
必
死
と
及
難
儀
、
重
々
御
世
話
二
罷
成
候
二
付
、
壱
ヶ
月
二
拾

銭
文
位
之
儀
者
、
指
而
苦
労
之
義
も
無
御
座
候
、
線
之
義
二
而
、
向
後
推
重
難

ヲ
候
義
、
無
此
上
奉
存
候
二
付
、
此
節
山
中
一
統
相
極
置
申
候
二
付
、
右
御
届

申
上
置
候
、
以
上

安
永
九
年
子
ノ
八
月
喜
右
衛
門
平
蔵
武
蔵

円
右
衛
門
新
七
弥
助

清
兵
衛
喜
与
平
善
右
衛
門

仙
治
善
次
郎
嘉
作

加
次
右
衛
門
和
右
衛
門
兵
右
衛
門

上
田
博
五
右
衛
門
様
勝
次
郎
市
五
郎
与
助

同
源
作
様
嘉
茂
蔵
嘉
吉

兜
、
口
上
之
覚

詑
度
三
百
人
余
り
之
生
業
と
相
成
相
続
仕
候
処
、
父
博
五
右
衛
門
、
兼
而
志
願
仕

候
者
、
如
此
、
年
々
繁
昌
二
及
候
上
〈
、
挫
之
儀
大
繁
昌
仕
候
様
存
立
候
得
共
、

何
分
御
公
儀
之
御
力
を
仮
不
申
、
自
力
二
而
者
難
及
候
間
、
巳
二
御
願
申
上
候
儀

も
御
座
候
得
共
、
天
草
者
種
々
懸
離
レ
煩
、
辺
郡
島
之
儀
二
御
座
候
故
鰍
、
相
違

候
中
二
者
、
段
々
煩
敷
儀
も
有
之
多
者
、
御
上
迄
相
違
不
申
程
之
儀
二
御
座
候
而

証
詮
天
草
郡
二
而
者
大
繁
昌
之
儀
、
当
分
難
相
成
趣
二
御
座
候
二
付
、
何
卒
御
国

方
江
釜
塗
土
だ
に
有
之
候
得
者
、
Ⅱ
土
者
天
草
よ
り
持
越
、
其
御
国
之
人
々
を
弟

子
二
取
、
次
第
二
繁
昌
為
仕
一
角
国
産
ト
相
成
シ
第
一
其
国
遊
民
衆
之
生
産
と
相

成
シ
差
上
、
因
其
切
子
共
之
中
壱
人
御
召
出
被
下
、
永
々
陶
山
支
配
等
被
仰
付
候

様
、
年
寄
を
以
願
出
度
、
奉
存
居
候
処
、
当
度
初
而
御
城
下
二
罷
越
候
節
、
不
図

御
家
中
、
藤
井
源
兵
衛
様
二
御
出
会
仕
候
処
、
八
代
宮
地
村
江
陶
器
士
御
見
置
候

侭
、
天
草
二
取
帰
焼
試
品
能
出
来
候
令
〈
、
御
上
江
申
達
陶
山
御
起
被
遊
候
様
、

御
計
可
被
成
旨
御
願
二
付
、
私
も
父
博
五
右
衛
門
兼
而
之
志
願
此
度
為
遂
度
存
候

へ
、
〈
、
委
細
承
知
仕
直
二
八
代
二
罷
越
場
所
見
分
仕
候
処
、
随
分
Ⅲ
士
二
宜
布
相

見
へ
第
一
釜
塗
川
寿
〈
脈
士
宜
布
相
見
其
上
釜
居
場
所
、
薪
懸
等
迄
宜
布
御
座
候

而
、
弥
喜
悦
仕
、
右
士
品
を
取
帰
焼
試
候
処
、
何
連
も
上
品
焼
出
候
間
、
何
と
そ

仕
立
差
上
度
奉
存
候
、
藤
井
氏
へ
右
試
焼
之
茶
碗
三
シ
掛
御
目
候
処
、
早
速
御
役

所
へ
被
差
出
候
処
、
御
役
所
様
二
も
御
称
美
被
遊
諸
造
用
次
第
二
而
ハ
、
御
仕
立

可
被
遊
旨
、
更
々
造
用
積
出
差
上
候
様
、
藤
井
氏
よ
り
被
仰
付
候
二
付
、
此
度
大

概
相
認
差
上
申
候
、
乍
然
御
当
国
人
夫
費
用
、
材
木
直
段
等
、
天
草
卜
者
相
違
可

仕
、
一
々
直
段
付
〈
不
仕
候
、
右
積
出
御
不
審
之
所
者
御
座
候
令
〈
、
願
候
私
を

被
差
出
逐
一
御
向
被
遊
被
下
候
而
、
直
々
口
上
二
而
申
上
度
奉
存
候
、
仕
立
方
之

儀
荒
増
者
、
先
年
壱
巻
二
認
、
天
草
御
支
配
方
御
役
筋
へ
毎
々
差
上
候
、
和
書
を
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私
儀
、
Ⅲ
山
細
工
仕
渡
世
仕
候
処
、
此
節
間
違
之
儀
申
上
、
依
之
、
Ⅱ
山
江
被
召

置
候
儀
難
相
成
旨
被
仰
聞
御
尤
奉
存
候
、
乍
然
Ⅱ
山
江
被
召
置
不
被
下
候
而
者
、

家
内
大
勢
之
者
、
極
々
難
儀
仕
候
間
、
何
卒
御
憐
感
之
上
、
被
召
置
被
下
候
様
重

札
除
被
為
仰
付
、
三
四
ヶ
年
買
請
相
用
申
候
、
其
後
持
渡
之
茶
碗
絵
薬
品
合
不
宜

候
二
付
、
長
崎
札
商
人
買
置
候
茶
碗
絵
薬
を
調
相
用
居
申
候
得
共
、
近
年
持
渡
之

絵
薬
、
尚
又
至
而
下
品
二
御
座
候
故
、
肥
前
伊
満
里
皿
山
二
茂
難
相
用
、
右
商
人

貿
置
之
絵
薬
段
々
相
調
申
候
二
付
、
商
人
方
江
茂
当
時
絵
薬
払
底
二
相
成
、
勿
論

長
崎
表
二
茂
上
品
之
絵
薬
無
御
座
、
甚
難
儀
仕
候
、
然
処
、
当
年
汐
天
草
焼
物
、

紅
毛
人
江
新
規
売
込
被
仰
付
候
故
仕
立
候
而
、
長
崎
出
嶋
店
掛
等
仕
売
入
申
候
得

共
、
茶
碗
絵
薬
下
品
二
而
絵
色
悪
敷
御
座
候
二
付
、
焼
物
茂
自
然
と
不
出
来
仕
候

様
二
相
見
申
候
、
右
二
付
近
頃
恐
多
奉
存
候
得
共
上
品
之
茶
碗
絵
薬
三
百
斤
持
渡

候
様
、
被
為
仰
付
被
下
置
候
令
〈
、
焼
物
品
合
宜
敷
罷
成
紅
毛
人
共
相
好
ミ
可
申

と
奉
存
候
、
左
候
ハ
。
〈
成
丈
ヶ
出
精
仕
余
計
焼
立
売
込
申
度
奉
存
候
、
何
卒
御
憐

懲
之
上
、
可
相
成
儀
二
御
座
候
令
〈
、
右
上
品
之
茶
碗
絵
薬
奉
願
候
、
斤
高
持
渡

候
様
被
為
仰
付
被
下
置
候
様
、
長
崎
御
役
人
様
方
江
御
掛
合
被
成
下
候
令
ハ
、
偏

難
有
奉
存
候
、
以
上

戎
十
二
月

高
浜
村
庄
屋
博
五
右
衛
門

（
安
永
七
）

右
之
通
、
被
仰
付
被
下
候
様
奉
願
上
候
、
以
上

大
江
組
大
庄
屋
松
浦
四
郎
兵
衛

富
岡
御
役
所

網
、
指
上
申
一
末
之
事

畳
奉
願
候
、
左
候
令
〈
以
後
細
工
等
随
分
出
精
仕
、
少
も
無
御
差
支
様
可
仕
候
、

畳
奉
願
候
、
左
候
ハ
。
〈
以
後
細
工
等
随
分
出
精
仕
、
少
も
無
御
差
支
様
可
仕
候
、

私
儀
、
前
方
が
過
分
之
銀
子
等
借
用
仕
、
於
永
今
一
銭
之
御
払
方
も
不
仕
之
上
、

外
人
江
借
用
之
銭
も
去
冬
御
年
寄
衆
江
願
出
候
処
、
被
添
御
口
元
銭
年
賦
二
而
相

払
候
様
被
成
下
、
御
厚
恩
二
預
候
上
、
右
鉢
不
持
申
出
候
段
、
不
調
法
千
万
奉
存

候
、
猶
又
、
田
地
之
儀
も
私
江
上
米
為
御
作
被
下
候
儀
、
畢
寛
家
内
大
勢
二
而
渡

世
之
筋
二
も
可
相
成
趣
被
思
召
、
重
畳
御
厚
恩
被
成
候
処
、
下
斗
間
違
申
上
候
儀

不
調
法
千
万
可
申
上
様
無
御
座
候
、
右
申
上
候
通
、
Ⅱ
山
相
離
候
而
者
、
大
勢
之

家
内
餓
死
仕
候
ろ
外
無
御
座
候
間
、
幾
重
二
も
御
憐
感
之
段
奉
願
上
候
、
左
候
ハ

バ
、
此
巳
後
家
内
之
も
の
迄
も
出
精
仕
、
少
も
不
勝
手
二
不
相
成
候
様
、
細
工
諸

事
入
念
可
申
候
、
為
後
、
讃
一
札
差
上
申
候
、
以
上

安
永
九
年
子
五
月
廿
一
日

細
工
人
嘉
二
右
衛
門

一
当
八
月
ろ
壱
ヶ
月
壱
人
前
銭
拾
文
宛
、
毎
月
廿
九
日
毎
二
差
出
置
、
銭
高
相

重
次
第
惟
成
者
二
貸
附
、
年
々
取
集
メ
置
候
ハ
バ
、
万
一
銘
々
之
内
、
長
病
相

煩
候
歎
、
亦
ハ
無
拠
儀
出
来
、
重
畳
難
儀
之
筋
有
之
候
節
者
、
右
銭
之
内
ヲ
以

助
カ
ニ
仕
、
重
難
ヲ
抹
候
様
二
可
仕
候
、
御
存
知
之
通
、
Ⅲ
山
方
稼
仕
候
者
ハ

田
畑
等
之
家
賄
所
持
仕
候
者
壱
人
茂
無
之
、
貴
所
様
御
地
内
二
被
召
置
年
中
御

似
、
覚

上
田
源
作
殿

工
人
嘉
二
右
衛
門

請
人
喜
右
衛
門

同
可
作
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肴
鉢
三
拾
枚
程
、
此
茶
碗
薬
、
斤
目
三
合
程

右
者
、
此
度
長
崎
御
奉
行
石
谷
備
後
守
様
方
被
仰
渡
候
者
、
右
焼
物
薬
、
去
ル
申

汐
去
子
迄
、
年
々
四
拾
斤
程
宛
遣
来
候
由
二
付
、
五
拾
斤
迄
於
長
崎
其
節
之
落
札

直
段
二
弐
割
増
二
而
調
候
而
茂
、
余
程
勝
手
之
筋
二
有
之
、
尤
他
所
汐
除
物
之
義

難
相
成
事
御
座
候
得
共
、
御
料
所
二
而
、
右
鉢
産
業
茂
少
ク
候
処
、
弥
致
馴
候
様

二
と
被
営
上
、
猶
又
励
之
為
二
此
度
茶
碗
薬
五
拾
斤
宛
、
年
々
買
請
除
被
仰
付
候

段
、
被
仰
渡
難
有
奉
存
候
、
然
上
〈
長
崎
表
阿
蘭
陀
通
詞
志
築
孫
兵
衛
儀
、
私
親

類
二
而
御
座
候
間
、
右
之
者
願
人
二
仕
、
薬
請
取
方
代
銀
上
納
等
、
不
差
支
様
可

仕
候
間
、
焼
物
薬
除
被
仰
付
被
下
候
令
〈
、
難
有
奉
存
候
、
尤
是
迄
四
拾
斤
内
外

遣
来
候
処
、
五
拾
斤
除
二
被
仰
付
候
而
ハ
、
遣
方
委
細
可
申
上
旨
、
被
仰
聞
承
知

此
訳

焼
物
釜
壱
登

此
焼
物
数
、
六
千
四
百
六
拾
程
、

此
入
用
茶
碗
薬
斤
目
七
斤
弐
合
程

内

茶
碗
三
千
五
百
程
、
此
茶
碗
薬
、
斤
目
三

目
茶
碗
千
四
百
程
、
此
茶
碗
薬
、
斤
目
四

上
皿
五
百
七
拾
程
、
此
茶
碗
薬
、
斤
目
壱

下
皿
四
百
三
拾
程
、
此
茶
碗
薬
、
斤
目
弐

奈
良
茶
弐
百
程
、
此
茶
碗
薬
、
斤
目
壱
斤

竿
寒
百
程
、
此
茶
碗
薬
、
斤
目
六
合
程

蓋
物
八
拾
程
、
此
茶
碗
薬
、
斤
目
弐
合
程

猪
口
百
五
拾
程
、
此
茶
碗
薬
、
斤
目
四
合

此
茶
碗
薬
、
斤
目
三
斤
壱
合
程

此
茶
碗
薬
、
斤
目
四
合
程

此
茶
碗
薬
、
斤
目
壱
斤
程

此
茶
碗
薬
、
斤
目
弐
合
程

茶
碗
薬
、
斤
目
壱
斤
程

斤
目
四
合
程

斤
目
三
合
程

仕
候
、
則
遣
方
仕
訳
仕
差
上
申
候
通
御
座
候
、
尤
焼
物
薬
之
儀
、
絵
様
繁
少
シ
念

入
阿
蘭
陀
渡
り
向
二
焼
立
候
節
〈
薬
余
慶
遣
申
候
、
高
浜
村
焼
物
之
儀
〈
、
是
迄

近
国
田
舎
向
を
重
二
焼
候
二
付
、
絵
様
等
ざ
っ
と
書
候
二
付
、
大
概
四
拾
斤
内
外

二
而
相
済
申
候
得
共
、
去
子
年
中
焼
物
絵
様
少
シ
念
入
試
焼
仕
立
候
所
、
四
拾
八

斤
四
合
余
遣
申
候
、
此
度
五
拾
斤
二
御
定
被
下
候
得
〈
、
絵
様
も
の
少
々
相
増
候

様
相
成
、
難
有
奉
存
候
、
右
五
拾
斤
之
焼
物
薬
、
私
山
方
方
外
少
シ
ニ
而
茂
、
貸

借
二
重
売
り
等
、
決
而
仕
申
間
敷
候
、
万
一
外
右
右
鉢
不
埼
之
儀
、
被
及
御
聞
、

縦
経
年
月
露
顕
仕
候
共
、
何
分
之
曲
事
二
茂
可
被
仰
付
候
、
依
之
印
形
書
付
奉
差

上
候
、
以
上

明
和
六
丑
年
五
月

天
草
郡
高
浜
村
庄
屋

焼
物
請
負
人
樽
五
右
衛
門

天
草
郡
高
浜
村
二
而
仕
立
候
焼
物
二
相
用
候
茶
碗
絵
薬
之
儀
、
去
ル
丑
年
長
崎
落

一
先
達
而
御
願
申
上
置
候
高
浜
村
砥
石
之
儀
、
試
二
少
々
宛
望
候
者
茂
御
座
候

間
、
手
本
石
二
少
々
宛
堀
リ
出
申
度
願
上
候
、
奉
願
候
通
被
仰
付
被
下
候
〈
。
〈

難
有
可
奉
存
候
、
以
上

酉
七
月

大
江
組
大
庄
屋
四
郎
兵
衛

（
安
永
六
）

富
岡
御
役
所

胡
、
奉
願
御
事

羽
、
乍
恐
奉
願
上
候
御
事
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一
、
絵
書
人
之
儀
、
能
書
覚
不
申
候
内
者
、
茶
碗
絵
薬
等
茂
多
□
口
候
上
、
却
而

絵
様
口
焼
物
不
出
来
仕
候
故
、
直
段
茂
下
直
二
御
座
候
、
た
と
へ
者
、
能
ク
書

覚
候
絵
書
人
、
一
日
二
八
拾
文
取
候
も
の
ハ
ロ
ロ
ロ
多
ク
ロ
候
上
、
絵
様
能
候

故
、
直
残
茂
宜
御
座
候
口
□
口
絵
書
人
、
一
日
二
四
拾
八
文
取
候
も
の
は
、
焼

物
数
□
口
半
減
通
口
書
候
上
、
絵
様
悪
ク
直
段
茂
下
直
二
御
座
候
、
其
上
飯
料

等
之
儀
は
、
何
連
茂
□
□
口
給
申
候
二
付
、
余
程
之
違
御
座
候
得
共
、
村
方
の

も
の
江
書
習
せ
助
成
為
致
申
候
、
其
外
釜
師
荷
師
と
ち
の
は
た
と
ん
ば
り
ば
ん

造
り
人
等
迄
、
同
□
□
口
御
座
候
二
付
、
当
時
迄
は
利
潤
茂
相
見
へ
不
申
候
得

共
、
年
々
と
能
仕
習
を
申
候
ハ
バ
、
双
方
勝
手
二
相
成
可
申
と
奉
存
候
二
付
、

段
々
出
精
仕
申
候

一
、
焼
物
稼
方
出
精
仕
候
様
、
先
御
支
配
汐
度
々
被
仰
渡
、
猶
又
去
々
春
、
岸
本

弥
三
郎
様
御
廻
村
被
為
遊
候
節
、
随
分
出
精
紅
毛
人
江
茂
相
渡
候
様
焼
出
候
ハ

、
ハ
、
村
方
助
成
二
茂
相
成
可
申
、
左
候
ハ
バ
茶
碗
等
之
儀
者
、
元
直
段
二
而
可

被
仰
付
趣
被
仰
渡
、
其
後
手
本
之
焼
物
出
来
仕
候
二
付
、
願
書
相
添
長
崎
阿
蘭

陀
通
詞
志
筑
孫
兵
衛
方
江
頼
遣
申
候
処
、
肥
前
有
田
山
と
見
競
候
而
者
、
細
工

不
宜
候
由
申
シ
候
、
此
上
出
精
仕
有
田
山
同
様
之
焼
物
出
来
仕
候
様
相
成
候
ハ

バ
、
毎
年
手
本
之
焼
物
、
紅
毛
人
江
見
せ
直
段
口
焼
物
員
数
相
極
候
上
、
代
銀

惣
高
之
内
、
半
減
通
り
者
長
崎
会
所
汐
手
付
銀
と
し
て
請
渡
被
下
置
、
相
残
代

銀
者
、
焼
物
出
来
長
崎
表
江
積
廻
候
度
々
二
御
渡
被
下
置
候
様
、
被
為
口
被
下

候
様
奉
願
上
候
御
事
二
御
座
候
、
惣
鉢
肥
前
佐
嘉
領
有
田
山
焼
物
之
儀
者
、
紅

毛
人
江
相
渡
候
分
を
重
モ
ニ
仕
焼
出
候
二
付
、
段
々
余
計
出
来
□
口
利
潤
等
茂

御
座
候
由
、
等
村
焼
物
師
之
儀
茂
、
右
願
之
通
被
為
仰
付
被
下
候
ハ
バ
、
誠
以

出
精
仕
、
年
々
員
数
相
増
焼
出
候
ハ
バ
、
人
高
多
村
方
之
儀
二
御
座
候
二
付
、

壱
ヶ
年
中

一
焼
物
釜
七
登
但
、
壱
登
釜
数
あ
ん
こ
う
釜
共
二
八
シ

此
焼
物
数
、
壱
ヶ
年
分
、
凡
四
万
五
千
弐
百
弐
拾
程
、
但
、
五
十
日
又
〈

六
十
日
程
二
伏
置
焼
申
候
二
付
、
壱
ヶ
年
、
平

均
七
登

此
入
用
茶
碗
絵
薬
五
拾
斤

其
日
暮
之
者
共
、
猶
又
助
成
二
茂
相
成
可
申
奉
存
候
間
、
御
願
申
上
候
、
焼
物

売
払
方
之
儀
、
世
間
米
穀
高
直
之
時
節
者
、
買
調
二
茂
少
ク
御
座
候
故
、
直
段

茂
下
直
二
有
之
、
焼
物
師
共
〈
高
直
成
穀
類
を
相
調
綬
米
□
口
候
二
付
、
余
程

之
返
却
有
之
損
失
二
相
成
申
候
、
依
之
紅
毛
人
江
相
渡
候
様
被
為
仰
付
被
下
置

候
令
〈
、
夫
を
重
二
仕
焼
出
申
候
ハ
バ
、
当
時
一
屋
置
候
細
工
人
絵
書
人
茂
能
仕

習
、
年
々
と
は
利
潤
茂
多
ク
可
有
之
、
左
候
令
〈
此
上
其
日
暮
之
者
共
江
、
段

々
仕
習
を
出
精
仕
、
年
々
員
数
相
増
焼
出
候
様
仕
度
奉
存
候
、
其
節
二
至
候
〈

簿
〈
、
猶
又
外
方
汐
焼
物
山
仕
立
可
申
者
茂
出
来
仕
其
日
暮
之
者
共
、
余
程
之
助

成
二
相
成
可
申
奉
存
候
、
只
今
分
二
而
者
、
焼
物
員
数
少
ク
御
座
候
故
、
夫
を

之
物
数
茂
揃
不
申
候
二
付
、
買
調
候
者
茂
少
ク
其
上
右
申
上
候
通
仕
習
之
儀
二

御
座
候
間
、
利
潤
茂
相
見
江
不
申
候
、
右
御
尋
二
付
書
上
候
通
、
相
違
無
御
座

候
、
以
上

子
五
月
肥
後
国
天
草
郡
高
浜
村
焼
物
山
請
負
人
樽
五
右
衛
門

富
岡
御
役
所

26
、

覚
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一
、
高
浜
村
砥
石
之
儀
、
当
年
限
御
運
上
銀
御
請
負
之
年
季
明
キ
候
二
付
、
此
間

請
吟
味
被
為
継
、
銀
三
匁
相
増
都
合
七
拾
三
匁
御
請
負
仕
度
御
願
申
上
置
候
、
然

処
此
度
、
小
田
床
村
之
内
二
有
之
候
砥
石
御
運
上
差
上
御
請
負
仕
度
、
右
村
二
御

願
申
上
候
、
右
二
付
申
上
候
者
、
高
浜
村
砥
石
小
田
床
村
焼
物
士
之
儀
、
拾
五
年

己
前
成
年
一
同
二
御
願
申
上
候
節
申
合
候
者
、
右
両
村
之
儀
、
繕
二
三
拾
壱
弐
町

隔
候
場
所
二
而
候
得
者
、
巳
後
双
方
ろ
砥
石
焼
物
石
御
願
不
申
上
候
様
、
内
々
相

究
候
上
、
御
願
申
上
御
請
負
仕
来
候
処
、
此
度
右
之
通
小
田
村
床
右
願
出
候
而
者

高
浜
村
砥
石
売
方
之
障
ニ
相
成
候
儀
、
顕
然
と
奉
存
候
間
、
小
田
床
村
砥
石
願
之

儀
相
止
候
様
被
成
下
歎
、
又
者
高
浜
村
砥
石
御
運
上
銀
減
少
仕
候
様
被
仰
付
被
下

候
歎
、
被
成
下
度
奉
願
上
候
、
勿
論
高
浜
村
之
儀
ハ
焼
物
山
仕
立
、
幾
々
〈
繁
昌

為
仕
申
度
、
先
達
而
ふ
段
々
御
願
申
上
候
通
二
御
座
候
間
、
小
田
床
村
、
下
津
深

江
村
焼
物
士
地
所
へ
売
出
シ
不
申
候
様
、
被
仰
付
被
下
候
ハ
バ
、
右
両
村
へ
砥
石

御
請
負
申
上
候
而
も
差
障
無
御
座
候
、
左
候
ハ
バ
高
浜
村
砥
石
堀
出
申
儀
相
止
メ

焼
物
山
相
稼
候
様
仕
度
奉
存
候
二
付
、
此
段
奉
願
上
候
、
以
上

明
和
五
子
年
五
月
高
浜
村
年
寄
末
右
衛
門

富
岡
御
役
所
同
村
庄
屋
博
五
右
衛
門

右
之
通
、
相
違
無
御
座
候
、
以
上

大
江
組
大
庄
屋
四
郎
兵
術

皿
、
乍
恐
御
願
申
上
候
御
事

一
、
焼
物
新
山
之
儀
ハ
、
第
一
焼
釜
塗
士
と
ち
之
造
り
士
、
其
外
焼
物
士
、
上
〈

薬
合
せ
加
減
等
迄
、
皆
試
仕
候
二
付
二
三
年
之
間
者
、
焼
損
シ
多
利
潤
茂
無
御

座
候
、
其
上
他
所
ふ
一
展
入
候
細
工
人
、
絵
書
人
賃
銭
等
之
儀
茂
、
肥
前
佐
嘉
領

大
村
領
焼
物
山
、
一
日
壱
人
二
付
、
銭
五
六
文
程
宛
相
増
候
間
□
□
、
惣
口
当

郡
者
、
海
上
隔
候
離
嶋
二
而
御
座
候
間
、
往
来
ニ
ロ
ロ
ロ
同
様
之
賃
銭
二
而
者

参
候
者
、
無
御
座
候
二
付
、
相
増
遣
申
候
口
罷
成
候
所
二
而
茂
、
利
潤
相
見
江

兼
申
候

一
、
当
所
ふ
雇
仕
習
せ
申
候
細
工
人
絵
書
之
儀
、
元
来
無
高
其
日
暮
者
共
二
而
御

座
候
間
、
少
を
宛
二
而
茂
賃
銭
を
呉
不
申
候
而
者
、
家
□
口
仕
候
二
付
、
最
初

汐
少
々
宛
賃
銭
差
遣
仕
習
を
申
候
処
、
当
時
ニ
ロ
細
工
人
絵
書
人
荷
師
釜
師
、

と
ち
ミ
は
田
と
ん
ば
り
造
り
人
迄
茂
、
皆
大
概
二
者
仕
習
申
候
問
、
夫
々
之
賃

銭
差
遣
申
候
、
惣
体
他
国
之
焼
物
山
と
見
合
候
得
者
、
未
賃
銭
遣
候
二
者
及
不

申
候
得
共
、
右
申
上
候
通
□
口
書
之
難
成
者
、
共
計
二
御
座
候
間
、
賃
銭
差
遣

申
候
二
付
利
潤
茂
相
見
江
不
申
、
請
負
人
壱
人
之
損
失
二
相
成
申
候
得
共
、
村

方
助
成
二
相
成
申
候
、
年
々
と
能
仕
習
申
候
ハ
バ
、
自
然
と
請
負
人
茂
利
潤
を

得
可
申
奉
存
候
二
付
、
段
々
出
精
仕
申
候

一
、
細
工
人
之
儀
、
能
仕
習
不
申
候
内
は
、
い
か
み
庇
等
大
分
出
来
仕
候
二
付
、

、
細
工
人
之
儀
、
能
仕
習
不
申
候
内
は
、
い
か
み
庇
等
大
分
出
来
仕
候
二
付
、

他
所
芯
一
雇
申
度
候
得
共
、
左
様
仕
候
而
者
村
方
之
者
助
成
二
相
成
不
申
候
間
、

右
之
場
所
之
者
江
為
仕
習
申
候

22
、

焼
物
稼
仕
入
方
其
外
是
迄
取
計
之
様
子
、

稼
仕
入
方
其
外
是
迄
取
計
之
様
子
、
御
尋
二
付
書
上
帳

肥
後
天
草
郡
高
浜
村
焼
物
稼
上
仕
入
方
其
外
是
迄

取
計
之
様
子
御
尋
二
付
左
二
申
上
候
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高
浜
村
焼
物
之
儀
、
随
分
致
出
精
、
赤
絵
金
入
類
等
茂
焼
試
、
猶
又
青
絵
染
付
物

茂
此
上
能
出
来
員
数
余
計
二
焼
出
候
様
、
毎
々
被
仰
渡
委
細
奉
存
候
、
依
之
色
々

出
精
仕
焼
試
申
候
処
、
青
絵
染
付
物
者
、
大
概
紅
毛
渡
二
茂
相
成
可
申
奉
存
候
二

付
、
先
達
而
手
本
之
焼
物
長
崎
表
江
差
遣
候
得
共
、
肥
前
領
有
田
山
焼
物
汐
見
競

候
得
者
、
余
程
不
細
工
二
相
見
江
申
候
、
猶
又
赤
絵
金
入
之
類
者
、
肥
前
領
有
田

山
焼
物
師
右
外
焼
出
シ
候
者
茂
居
不
申
候
二
付
、
色
々
世
話
仕
候
処
、
一
鉢
有
田

山
焼
物
師
者
、
他
国
江
出
シ
不
申
由
二
御
座
候
、
然
し
共
給
銀
等
余
計
二
差
遣
手

引
を
以
相
頼
申
候
令
〈
、
罷
越
可
申
奉
存
候
二
付
、
此
上
青
絵
染
付
類
茂
能
出
来

赤
絵
金
入
之
類
茂
何
卒
焼
試
仕
紅
毛
渡
其
外
他
国
二
売
出
シ
申
度
奉
存
候
得
共
、

焼
物
山
之
儀
者
仕
入
等
大
分
二
入
申
候
二
付
、
自
カ
ニ
而
者
、
何
分
ニ
茂
世
話
出

来
不
仕
候
、
依
之
乍
恐
銀
五
拾
貫
目
、
御
慈
悲
を
以
拝
借
被
為
仰
付
被
下
置
候
〈

令
〈
、
肥
前
領
井
平
戸
領
ろ
功
者
成
ル
焼
物
師
を
一
雇
入
、
此
上
村
方
其
日
暮
之
者
共

江
為
仕
習
出
精
仕
余
計
二
焼
出
候
様
仕
度
奉
存
候
、
惣
琳
小
田
床
村
、
下
津
深
江

村
汐
肥
前
領
伊
万
里
井
塩
田
江
差
遣
候
焼
物
士
之
儀
、
此
己
後
遣
不
申
候
様
仕
候

令
〈
、
有
田
山
焼
物
師
之
儀
、
自
然
と
此
方
江
罷
越
可
申
奉
存
候
得
共
、
右
両
村

焼
物
士
之
儀
者
、
其
日
暮
之
者
共
堀
出
シ
助
成
仕
候
ニ
付
差
留
メ
候
儀
相
成
不
申

候
、
御
慈
悲
を
以
拝
借
被
為
仰
付
被
下
置
候
令
〈
、
右
銀
子
を
以
、
功
者
成
ル
焼

物
師
を
一
展
所
之
者
江
茂
、
段
々
為
仕
習
余
計
二
出
来
仕
候
節
二
至
候
ハ
。
〈
、
右
両

村
江
茂
焼
物
山
仕
立
、
其
日
暮
之
者
共
江
為
仕
習
申
候
令
〈
、
焼
物
士
他
国
江
差

遣
不
申
候
而
茂
、
却
而
村
方
余
程
之
助
成
二
相
成
可
申
奉
存
候
、
高
浜
村
、
小
田

床
村
、
下
津
深
江
村
二
者
、
焼
物
士
、
薪
等
茂
有
之
焼
物
仕
立
候
二
者
、
水
掛
り

閲
、
奉
願
上
申
御
事

宜
敷
、
其
上
焼
物
仕
立
候
二
弁
利
宜
敷
御
座
候
二
付
、
御
願
申
上
候
而
仕
立
申
候

令
〈
、
私
義
茂
段
々
出
精
仕
、
仕
入
可
申
、
猶
又
外
村
二
而
茂
仕
立
申
候
令
〈
、

幾
々
者
、
肥
前
領
有
田
山
通
リ
ニ
茂
繁
昌
仕
可
申
奉
存
候
得
共
、
先
達
而
茂
申
上

候
通
仕
習
之
儀
二
御
座
候
二
付
、
当
時
迄
者
利
潤
等
茂
碇
と
相
見
江
不
申
候
二
付

外
村
二
而
茂
仕
立
候
者
茂
無
御
座
候
、
依
之
右
之
銀
子
拝
借
被
為
仰
付
被
下
置
候

令
〈
、
随
分
出
精
仕
手
引
を
以
、
功
者
成
ル
焼
物
師
を
雇
入
、
青
絵
染
付
類
者
、

不
及
申
上
、
赤
絵
金
入
之
類
茂
有
田
山
通
リ
ニ
出
来
仕
候
様
、
焼
出
申
候
入
、
〈
、

利
潤
茂
相
見
江
可
申
、
左
候
令
ハ
外
村
二
茂
焼
物
山
仕
立
候
者
茂
有
之
、
幾
々
者

有
田
山
通
り
余
分
出
来
仕
候
様
相
成
、
其
日
暮
之
者
共
、
余
程
之
助
成
二
相
成
可

申
奉
存
候
、
何
分
二
茂
自
カ
ニ
而
者
、
此
上
仕
立
申
候
儀
茂
相
成
不
申
候
間
、
幾

重
二
茂
御
慈
悲
を
以
、
願
之
通
被
為
仰
付
被
下
置
候
様
奉
願
上
候
、
左
候
ハ
バ
返

上
納
之
儀
者
、
来
ル
寅
年
汐
亥
年
迄
壱
ヶ
年
二
銀
五
貫
目
宛
、
拾
ヶ
年
賦
二
無
滞

返
上
納
可
仕
候
、
万
一
焼
物
山
之
儀
、
右
申
上
候
通
出
来
不
仕
候
欺
、
又
者
如
何

様
之
儀
二
而
返
上
納
難
相
成
候
節
者
、
私
所
持
仕
居
候
田
畑
持
山
等
売
払
、
少
茂

無
滞
返
上
納
可
仕
候
間
、
何
卒
御
慈
悲
を
以
、
右
願
之
通
被
為
仰
付
被
下
置
候
ハ

バ
、
難
有
可
奉
存
候
、
幾
重
二
茂
御
憐
感
奉
願
上
候
、
以
上

明
和
四
亥
年
十
月
高
浜
村
焼
物
山
請
負
人

同
村
庄
屋
博
五
右
衛
門

前
書
面
之
通
、
御
願
申
上
候
儀
吟
味
仕
候
処
相
違
無
御
座
候
、
勿
論
村
中
之
者
共

江
茂
委
細
相
触
候
処
、
同
様
二
御
願
申
上
度
旨
申
聞
之
候
、
依
之
願
之
通
被
仰
付

被
下
置
候
様
仕
度
奉
願
上
候
、
以
上

大
江
組
大
庄
屋
四
郎
兵
衛

富
岡
御
役
所
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戸一~‐

一
去
春
江
戸
御
役
人
様
御
廻
村
被
為
遊
候
節
、
被
仰
渡
候
ハ
、
高
浜
村
焼
物
之

儀
、
随
分
出
精
焼
出
シ
阿
蘭
陀
人
江
相
渡
候
様
致
候
令
ハ
、
村
方
勝
手
二
可
相

令
〈
、
村
方
勝
手
二
可
相
成
、
左
候
令
〈
茶
碗
薬
等
之
儀
者
元
直
段
二
而
可
被

仰
付
趣
、
去
春
江
戸
御
役
人
様
方
御
廻
村
被
為
遊
候
節
、
委
細
被
仰
渡
奉
畏
候

依
之
段
々
手
入
出
精
仕
焼
試
ミ
申
候
処
、
錦
手
金
入
之
類
者
、
当
時
出
来
不
仕

候
得
共
、
青
絵
染
付
之
類
者
、
大
概
阿
蘭
陀
渡
り
相
成
可
申
様
出
来
仕
候
、
右

二
付
此
度
手
本
二
焼
試
候
産
Ⅲ
、
猪
口
、
名
座
鉢
之
通
二
而
阿
蘭
陀
人
届
可
申

哉
、
右
手
本
長
崎
表
江
差
遣
、
阿
蘭
陀
人
江
見
七
申
度
奉
存
候
、
只
今
出
来
申

候
通
之
焼
物
二
而
匡
敷
有
之
相
売
渡
候
令
ハ
、
当
時
凡
壱
ヶ
年
二
名
座
鉢
百
弐

拾
俵
、
産
皿
猪
口
弐
千
組
者
、
ひ
ん
四
拾
俵
程
〈
焼
出
シ
相
渡
シ
可
申
候
、
未

阿
蘭
陀
人
江
相
渡
見
不
申
候
二
付
、
直
段
等
之
儀
何
程
位
仕
候
哉
、
直
段
次
第

二
而
者
、
此
上
段
々
手
入
出
精
仕
、
年
々
余
分
二
焼
出
シ
可
申
候
、
旦
又
此
以

後
毎
年
阿
蘭
陀
人
江
焼
物
手
本
見
セ
直
段
等
相
極
メ
売
渡
可
申
、
俵
数
代
銀
之

内
半
分
通
者
、
手
付
銀
と
し
て
長
崎
御
会
所
右
御
渡
シ
被
下
残
銀
之
儀
者
、
追

々
焼
出
候
分
長
崎
表
江
積
廻
シ
長
崎
御
会
所
江
御
渡
申
上
候
、
毎
度
二
右
残
銀

御
渡
シ
被
下
猶
亦
茶
碗
薬
等
之
儀
者
、
元
直
段
二
而
被
為
仰
付
被
下
置
候
令
ハ

難
有
恭
可
奉
存
候
、
左
候
〈
。
〈
此
上
可
成
丈
ヶ
出
精
仕
余
分
焼
出
シ
申
候
〈
。
〈

猶
又
村
方
助
成
二
相
成
可
申
奉
存
候
間
、
願
之
通
被
為
仰
付
被
下
置
候
様
幾
重

二
茂
奉
願
上
候
、
巳
上

明
和
四
亥
年
四
月
高
浜
村
庄
屋
博
五
右
衛
門

Ⅲ
、
奉
願
上
候
御
事

一

成
、
左
候
ハ
。
〈
茶
碗
薬
等
之
儀
者
、
元
直
段
二
而
可
被
仰
付
趣
被
仰
渡
奉
承
知

候
、
依
之
段
々
手
入
出
精
仕
焼
試
申
候
処
、
赤
絵
金
入
之
類
者
、
当
時
出
来
不

仕
候
得
共
、
青
絵
染
付
之
類
者
、
大
概
阿
蘭
陀
渡
ニ
相
成
可
申
奉
存
候
二
付
、

此
度
手
本
二
焼
試
候
処
、
Ⅱ
、
猪
口
壱
組
、
名
座
鉢
五
枚
長
崎
表
江
差
遣
、
阿

蘭
陀
人
江
見
せ
申
度
奉
存
候
得
共
、
長
崎
表
御
役
人
様
江
取
入
候
手
掛
り
茂
無

御
座
迷
惑
奉
存
候
、
依
之
近
頃
難
申
上
儀
奉
存
候
得
共
、
乍
恐
御
上
様
御
慈
悲

を
以
、
長
崎
表
江
御
掛
合
被
成
下
、
何
と
そ
右
書
面
之
焼
物
阿
蘭
陀
人
見
候
様

御
計
被
下
候
ハ
バ
、
重
々
難
有
奉
存
候
、
幾
重
二
茂
御
憐
感
奉
願
候
、
以
上

明
和
四
年
亥
四
月
高
浜
村
庄
屋
樽
五
右
衛
門

富
岡
御
役
所

右
之
通
、
申
出
候
二
付
、
再
遂
吟
味
仕
候
処
、
少
茂
相
違
無
御
座
候
間
、
奉
願

候
通
、
被
仰
付
被
下
度
、
奥
書
仕
差
上
申
候
、
以
上

大
江
組
大
庄
屋
四
郎
兵
衛

長
崎
御
奉
行
、
備
後
守
様
右
志
筑
孫
兵
衛
江
被
仰
付
候
、
高
浜
村
焼
物
何
々

差
遣
候
哉
、
夫
々
二
書
付
を
以
申
出
候
様
、
被
仰
渡
奉
承
知
候
、
先
達
而
長
崎

表
江
差
遣
申
候
者
、
名
座
鉢
五
枚
、
台
皿
、
猪
口
壱
組
二
而
御
座
候
、
依
之
、

此
段
申
上
候
、
以
上

皿
、
覚

富
岡
御
役
所

候
、
以
上

亥
年
六
月
廿
一
日

高
浜
村
庄
屋
博
五
右
衛
門

－ 1 5－



－1－一今△－一△

被
存
候
、
右
二
付
村
方
吟
味
仕
候
処
、
去
年
中
申
上
候
通
、
右
焼
物
焼
候
場
所

之
儀
、
隣
郷
入
合
之
場
所
二
而
茂
無
御
座
、
御
田
畑
之
障
リ
ニ
相
成
候
所
二
而

も
無
御
座
候
間
、
奉
願
候
通
被
為
仰
付
可
被
下
候
、
尤
御
運
上
銀
之
義
、
少
分

之
義
二
付
相
増
可
奉
願
段
、
再
応
御
吟
味
被
仰
付
候
得
共
、
初
而
取
掛
り
申
候

二
付
而
者
、
諸
道
具
物
入
等
相
掛
、
猶
又
焼
物
仕
候
場
所
、
海
辺
ろ
道
法
壱
里

半
程
茂
有
之
、
難
所
峨
岨
之
所
計
二
而
、
余
程
諸
雑
用
相
掛
り
候
二
付
、
此
上

御
運
上
銀
難
相
増
奉
存
候
、
何
卒
書
面
之
銀
高
二
而
、
願
之
通
被
為
仰
付
被
下

置
度
奉
願
候
、
以
上

未
九
月
高
浜
村
年
寄
幾
右
衛
門

（
宝
暦
十
三
）

同
村
庄
屋
樽
五
右
衛
門

同
百
目
程
、
是
〈
薪
代
、
但
、
山
中
故
直
段
下
直
二
相
当
り
殊
二
以
去
未

年
〈
致
掛
リ
ニ
而
御
座
候
二
付
、
前
方
汐
家
造
り
材
木
う
ら
木
御
座
候
を
伐

出
シ
右
薪
二
〆
候
間
、
書
面
之
通
御
座
候
、
巳
後
ハ
段
々
余
計
二
入
申
候
得

銀
壱
貫
五
百
目
程
、
是
ハ
居
小

同
五
百
目
程
、
是
〈
士
小
屋
か

同
壱
貫
八
百
目
程
、
是
ハ
焼
釜

同
九
百
目
程
、
是
ハ
皿
椿
其
外

同
壱
〆
八
百
目
程
、
是
ハ
去
未

同
弐
貫
七
百
目
程
、
是
〈
未
年

同
八
百
目
程
、
是
〈
茶
碗
薬
代

富
岡
御
役
所

⑧
去
未
年
、
壱
ヶ
年
中
焼
物
諸
入
用
売
払
貸
積
り
覚

壱
貫
五
百
目
程
、
是
ハ
居
小
屋
普
譜
入
用

五
百
目
程
、
是
〈
士
小
屋
か
ら
う
す
入
用

壱
貫
八
百
目
程
、
是
ハ
焼
釜
井
素
焼
釜
椿
入
用

九
百
目
程
、
是
ハ
皿
椿
其
外
諸
道
具
椿
入
用

壱
〆
八
百
目
程
、
是
ハ
去
未
年
中
雑
米
具
外
味
噌
代
、
共
々

弐
貫
七
百
目
程
、
是
〈
未
年
年
中
焼
物
椿
手
習
賃

大
江
組
大
庄
屋
四
郎
兵
衛

一一一一一

一
高
浜
村
焼
物
之
儀
、
随
分
出
精
仕
、
阿
蘭
陀
人
江
相
渡
シ
申
候
様
焼
出
シ
候

共
、
余
り
過
分
二
入
候
も
の
二
而
も
無
御
座
候

同
弐
百
五
拾
目
程
、
是
〈
焼
物
士
下
臓
賃

同
弐
百
八
拾
目
程
、
是
〈
焼
物
焼
場
が
村
所
迄
持
下
シ
賃

同
四
百
五
拾
目
程
、
是
〈
こ
も
薬
代
其
外
諸
入
用

同
六
百
目
程
、
是
〈
士
椿
其
外
旦
雇
賃
入
用

同
百
目
程
、
是
ハ
ゆ
す
灰
代
、
薩
摩
ず
相
調
申
候

〆
拾
壱
貫
七
百
八
拾
目
程

内
五
貫
八
百
五
拾
目
程

右
之
通
、
当
村
焼
物
去
未
年
中
試
、
大
概
書
面
之
通
二
御
座
候
、
諸
雑
用
大

分
相
掛
り
余
程
之
損
失
二
相
見
申
候
得
共
、
段
々
仕
馴
申
候
ハ
バ
、
年
々
と

損
失
茂
少
ク
罷
成
、
後
々
〈
利
潤
相
見
へ
可
申
奉
存
候
、
村
方
其
外
之
も
の

共
助
成
二
罷
成
申
候
二
付
、
段
々
御
願
申
上
度
奉
存
候
、
以
上

申
正
月

肥
後
国
天
草
郡
高
浜
村
焼
物
請
負

同
村
庄
屋
博
五
右
衛
門

大
江
組
大
庄
屋
四
郎
兵
衛

９
、
奉
願
上
候
御
事

二

合
、

是
〈
去
未
年
焼
物
売
払
代
、
尤
払
之
義
ハ
薩
州
辺
ざ
商
売
船
参

候
処
、
相
調
罷
帰
申
候
、
其
外
近
在
二
而
売
払
申
候

五
貫
九
百
三
拾
目
程
損
失
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＝

困
窮
仕
、
外
二
相
稼
候
方
便
茂
無
御
座
、
又
々
年
延
奉
願
候
処
、
御
運
上
銀
相
増

御
願
申
候
様
被
仰
付
奉
承
知
候
、
右
申
上
候
通
、
至
極
下
砥
石
二
而
入
用
者
多
ク

相
掛
り
、
利
潤
茂
無
御
座
候
得
共
、
外
二
稼
等
無
御
座
難
儀
仕
候
二
付
、
唯
今
迄

之
御
運
上
銀
高
二
而
、
是
非
御
請
負
仕
度
御
願
申
上
候
通
、
何
分
二
茂
増
銀
不
仕

候
而
者
、
御
取
上
難
被
為
成
、
再
応
御
吟
味
被
仰
渡
候
故
、
外
二
稼
油
茂
無
御
座

難
儀
仕
候
二
付
、
只
今
迄
之
御
運
上
銀
高
二
無
拠
弐
匁
相
増
、
壱
ヶ
年
六
拾
九
匁

宛
上
納
仕
リ
、
来
ル
卯
年
が
成
年
迄
八
ヶ
年
季
御
請
負
仕
度
奉
願
候
、
此
上
御
運

上
相
増
差
上
候
而
者
、
難
儀
仕
候
間
、
奉
願
上
候
通
被
仰
付
可
被
下
候
、
尤
村
方

近
郷
共
二
差
障
り
候
儀
無
御
座
候
間
、
奉
願
上
候
通
被
為
仰
付
被
下
候
ハ
バ
、
難

近
郷
共
二
差
障
り
候
儀
無
御
座
候
間
、
奉
願
上
候
通
被
為
仰
付
被
下
候

儀
百
姓
作
間
之
稼
二
渡
世
之
便
二
罷
成
、
難
有
可
奉
存
候
、
以
上

宝
暦
八
年
寅
高
浜
村
庄
屋
博
右
衛
門

大
江
組
大
庄
屋
四
郎
兵
衛

仙
奉
願
御
事

高
浜
村
野
山
之
内
二
焼
物
二
相
成
候
土
御
座
候
二
付
奉
願
百
姓
作
間
之
稼
二
堀
出

肥
前
焼
物
師
方
江
差
遣
処
奉
存
候
得
共
、
右
士
有
之
候
場
所
、
道
法
壱
里
半
程
山

奥
二
而
、
殊
二
以
峨
岨
之
所
故
、
海
辺
迄
持
出
候
儀
相
成
不
申
候
、
依
之
於
村
方

焼
物
仕
習
候
ハ
バ
、
其
日
暮
之
者
共
日
雇
等
茂
有
之
、
末
々
村
方
之
助
成
二
茂
可

被
成
哉
と
奉
存
候
炉
付
、
肥
前
大
村
領
長
与
時
津
之
焼
物
師
相
雇
、
右
場
所
二
而

焼
物
焼
試
申
度
奉
存
候
、
右
場
所
之
儀
、
隣
郷
入
合
之
所
二
而
茂
無
御
座
候
、
御

田
畑
之
障
ニ
相
成
候
所
二
而
茂
無
御
座
候
二
付
、
来
ル
未
年
汐
酉
年
迄
三
ヶ
年
内

６
、
御
役
所
江
願
上
候
陶
山
一
件

富
岡
御
役
所

試
二
焼
物
焼
せ
申
度
奉
願
候
、
依
之
為
冥
加
銀
、
壱
ヶ
年
二
銀
五
匁
宛
差
上
可
申

候
間
、
願
之
通
被
為
仰
付
可
被
下
候
、
右
場
所
二
而
弥
焼
物
出
来
仕
、
村
方
稼
之

為
二
茂
可
相
成
候
ハ
バ
、
其
節
又
々
御
願
申
上
、
御
運
上
銀
差
上
為
相
稼
申
度
奉

存
候
、
冥
加
銀
少
分
之
義
二
御
座
二
付
、
随
分
相
増
可
奉
願
段
、
再
応
被
仰
付
候

得
共
、
右
場
所
二
而
弥
焼
物
成
就
可
仕
哉
、
焼
試
不
仕
候
内
者
出
来
之
程
難
相
極

旦
又
、
焼
物
師
相
雇
始
而
取
掛
候
而
付
者
、
段
々
物
入
相
掛
り
候
義
ゆ
へ
、
此
上

冥
加
銀
難
相
増
奉
存
候
、
何
卒
三
ヶ
年
ノ
内
、
願
之
通
被
仰
付
候
ハ
バ
、
随
分
出

精
為
仕
焼
物
為
仕
習
申
度
奉
存
候
、
其
上
二
而
弥
仕
習
焼
物
成
就
可
仕
候
令
〈
、

其
節
相
応
之
御
運
上
銀
を
以
、
可
奉
願
候
間
、
此
度
右
焼
物
試
之
義
、
願
之
通
被

仰
付
被
下
置
度
奉
願
上
候
、
以
上

②
奉
願
御
事

一
、
銀
七
匁
但
焼
物
御
運
上
銀
壱
ケ
年
分

右
者
、
去
午
九
月
御
願
申
上
候
、
高
浜
村
二
而
試
焼
、
段
々
仕
候
所
、
諸
道
具

茂
揃
不
申
焼
釜
等
茂
新
キ
故
欺
、
宜
焼
物
出
来
不
申
、
漸
々
鹿
相
成
、
皿
茶
碗

之
類
出
来
仕
、
少
々
村
方
作
間
之
稼
之
便
二
茂
相
成
申
候
間
、
来
ル
申
年
右
来

ル
寅
年
迄
、
七
ヶ
年
之
間
、
壱
ヶ
年
二
銀
七
匁
宛
御
運
上
銀
差
上
相
稼
見
申
度

富
岡
御
役
所

宝
暦
十
二
年
午
十
二
月

肥
後
国
天
草
郡
高
浜
村
頭
百
姓

天
草
郡
高
浜
村
頭
百
姓
千
之
丞

同
惣
百
姓
代
太
治
右
衛
門

同
村
年
寄
幾
右
衛
門

同
村
庄
屋
博
五
右
衛
門

大
江
組
大
庄
屋
四
郎
兵
術
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一
、
焼
物
釜
、
拾
五
軒
但
鋪
柵
鮭
附
齢
孤
靴
献
紛
航
鞭
限

此
運
上
銀
弐
百
八
拾
目

右
者
、
肥
後
国
天
草
郡
下
津
深
江
村
焼
物
山
、
肥
前
国
大
村
領
三
シ
又
焼
物
師

共
、
子
丑
弐
ヶ
年
、
年
延
奉
願
焼
物
仕
候
而
茂
、
年
柄
悪
敷
渡
世
相
成
不
申
、

去
国
元
江
罷
帰
焼
物
不
仕
候
間
、
来
寅
年
さ
年
延
相
止
候
様
被
仰
付
可
被
下
候

為
其
書
付
差
上
申
候
、
以
上

享
保
十
八
年
丑
十
月

下
津
深
江
村
年
寄
惣
右
衛
門

同
村
庄
屋
伴
右
衛
門

大
江
組
大
庄
屋
助
右
衛
門

４
、
乍
恐
以
書
付
申
上
候
覚

肥
後
国
天
草
郡
大
江
組
之
内
、
小
田
床
村
野
山
之
内
二
御
座
候
焼
物
士
、
同
組
之

一
、
大
江
組
高
浜
村
砥
石
山
、
去
ル
申
年
台
当
成
年
迄
三
ヶ
年
御
請
負
奉
願
御
運

上
銀
、
壱
吟
年
二
百
五
拾
目
宛
差
上
御
請
負
仕
、
近
国
所
々
江
商
売
仕
候
処
、

砥
石
之
内
二
篭
リ
石
御
座
候
二
付
、
商
売
二
相
成
不
申
迷
惑
仕
候
間
、
来
亥
年

ろ
右
砥
石
御
請
負
相
止
申
度
奉
願
候
、
為
其
書
付
差
上
申
候
、
以
上

享
保
十
五
年
大
江
組
大
庄
屋
助
右
衛
門

２
、
御
改
申
上
焼
物
釜
運
上
銀
之
事

１
、
奉
願
一
札
之
事

富
岡
御
役
所

上
田
家
文
書
（
砥
石
・
陶
山
の
部
）
抄
録

、
銀
六
拾
九
匁
砥
石
御
運
上
壱
ヶ
年
分

右
者
肥
後
国
天
草
郡
高
浜
村
野
山
之
内
二
御
座
候
砥
石
、
去
ル
成
年
ふ
当
寅
年
迄

五
ヶ
年
私
共
御
請
負
仕
、
壱
ヶ
年
二
六
拾
七
匁
宛
御
運
上
銀
差
上
、
百
姓
作
間
之

稼
二
商
売
仕
、
難
儀
百
姓
助
成
二
仕
来
り
申
候
、
右
砥
石
之
儀
、
小
石
交
リ
之
下

砥
石
二
而
方
々
売
出
候
得
共
、
下
砥
石
故
殊
之
外
下
直
二
而
、
殊
二
砥
石
堀
出
シ

御
場
所
ふ
船
積
場
迄
壱
里
程
隔
リ
候
而
、
大
分
之
入
用
相
掛
り
候
二
付
、
利
潤
茂

至
極
少
ク
御
座
候
得
共
、
外
二
百
姓
作
間
稼
無
御
座
村
人
高
等
者
多
罷
成
、
百
姓

内
、
高
浜
村
野
山
之
内
二
御
座
候
砥
石
、
御
請
負
之
儀
者
有
之
候
哉
、
組
々
吟
味

仕
可
申
旨
、
再
応
被
仰
渡
候
二
付
、
吟
味
仕
候
処
、
仕
不
馴
儀
与
申
余
二
村
々
隔

リ
候
所
二
御
座
候
間
、
望
候
者
曽
而
無
御
座
候
、
依
之
此
段
申
上
候
、
以
上

５
、
乍
恐
奉
願
御
事
（
宝
暦
八
年
寅
四
月
、
砥
石
願
書
高
浜
村
控
）

大
矢
野
組
大
庄
屋
長
平

砥
岐
組
大
庄
屋
忠
右
衛
門

久
玉
組
大
庄
屋
文
平

壱
町
田
組
大
庄
屋
弥
兵
術

富
岡
御
役
所
大
江
組
大
庄
屋
四
郎
兵
衛

宝
暦
八
寅
年
富
岡
町
庄
屋
市
蔵

志
岐
組
大
庄
屋
伊
与
松

井
手
組
大
庄
屋
唯
兵
衛

御
領
組
大
庄
屋
養
左
衛
門

本
戸
組
大
庄
屋
伊
兵
衛

栖
本
組
大
庄
屋
兵
蔵
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／

九 八七
｛
ハ

一一

一一

一一

五四

一一

一○

荒
石
帳

荒
石
浜
出
帳

契
約
書
（
陶
器
石
代
理
店
設
置
）

証
書
（
陶
器
石
販
売
）

定
約
交
換
書

海
岸
附
寄
洲
使
用
願

表
題
な
し
（
先
代
元
一
様
焼
物
再
興
二
付
富
岡
役
所

契
約
書

ヘ
ノ
願
書
、
草
稿
写
）

一

明
治
十
九
、

″
二
十
一
、

″
二
十
六
、

″
二
十
六
、

〃
二
十
六
、

〃
二
十
七
、

〃
二
十
八
、

七
、
二
十
八

七
、三

、
十
一

三
，

十
三

三
、
二
十
七

一一

、、

＝上士
ロロ

京
都
陶
磁
器
商
工
巽
組
合

井
上
松
兵
衛

大
阪
府
西
区
阿
波
座

和
田
善
兵
衛

上
田
松
彦

天
草
郡
高
浜
村

上
田
松
彦

下
津
深
江
村
村
長

西
嶋
博

－

熊
本
県
知
事

松
平
正
真

京
都
市
下
京
区
清
水

井
上
松
兵
衛

綴〃縦状縦綴〃横

一
五
四

一
五
五

一

五 四四

六九八

一
五
七

一
五
八

七
六
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－ －
－－－

一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一

一
二
四

二
一
五

一
一
一
一
ハ

ニ
一
七

二
一
八

二
一
九

二
二
○

一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一

一
九
九

二
○
○

二
○
一

二
○
二

二
○
三

二
○
四

二
○
五

二
○
六

二
○
七

二
○
八

二
○
九

二
一
○

一
一
一
一

覚
（
砥
石
他
船
二
売
申
候
分
）

仕
切
状
之
重
（
売
附
写
）

仕
切
状
之
重
（
一
九
）

覚
（
五
）

櫨
実
請
取
覚

陶
山
弁
論

陶
砥
石
庭
帳

砥
石
駄
賃
帳

窯
外
帳

本
窯
築
立
入
用
凡
積
書
上
帳

窯
薪
買
入
帳

石
粉
受
取
帳

明
治
六
年
四
月
陶
石
砥
石
空
地
二
有
之
分
ハ
稼
候
様

篠
約
取
極
書
付
此
方
右
差
入
之
篠
約
書
写

拾
ヶ
年
季
定
約
取
極
書

拾
ヶ
年
季
定
約
取
極
写

定
約
証
書

定
約
取
替
書
一
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、
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、
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仕
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富
岡
御
役
所

〃″″〃

上
田
源
一
郎

上
田
源
太
夫

富
岡
御
役
所

〃〃

〃横状横縦状横〃〃〃〃〃状〃〃縦〃横状〃〃〃〃〃 状

七七 一三 七○七七七七七七七七七七一三七七六六六六
八八三二○○四三二三三三○○○○一一一一八八八八

六
八
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七
五

七
六

七
七

九九九八八八八八八八八八八七七
二一○九八七六五四三二一○九八

九
三

九
四

九
五

九
六

以
書
付
申
上
候
御

砥取五焼覚砥陶通元新奉奉奉陶秘書陶キ口御以
石計嶋物請山窯窯願願願器伝状器之料書
請 一 富 色 取 遣 六 仕上候候改改覚肥付
取件江々 訓軒 入 候 事 事 後 申
帳手陶請塗覚事 へ ／ - 、 国 上
キ ロ 山 取 全替へ砥砥天候
日 休 帳 帳茶石石草御
記方碗山山郡事
井薬運運高
福 買上上浜
蔵入曹 、ノ村
中、-ノ 焼

岳 物
江 山

引 之
越 儀
ニニ 申
付 上

諸 候

事 手

送
状
之
事

送
状
之
事

覚

事

享
和
二
、
九

"〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃諾 〃〃
〃 〃〃〃

十
、
九

四
、
一
、
吉

四
、
三
、
二
十
七

四
、
五

五
、
一
、
吉

五
、
九

五
、
九

五
、
九

五
、
十
一
、
吉

六
、
八

七
、
一
、
吉

七
、
六

九
、
一
、
吉

九
、
三

九
、
五
、
二
十
六

九
、
七

一一

、

九

十十 十
、、、

九九一
、、、

士
ロ十

四
十
四

’
高
浜
村
庄
屋

上
田
源
作

高
浜
村

上
田

東
光
寺

上
田
源
作

高
浜
村

上
田

高
浜
村
庄
屋

上
田
源
作

″″

陶
開
屋

勇
右
衛
門

陶
開
屋

宮
崎
平
右
衛
門
他

高
浜
村

上
田
本
家

上
田
宜
珍

小
田
床
村
庄
屋

下
津
深
江
村
庄
屋

高
浜
村
庄
屋

″

上
田
源
太
夫

高
浜

松
山
森
兵
衛

〃〃

富
岡
御
役
所

富
岡
御
役
所

″

安
藤
元
兵
衛

藤
本
文
太
夫

上
田
源
作

加
藤
民
吉

富
岡
御
役
所

〃
〃

状

－－

縦〃状横縦〃横横〃〃状横〃状横状
二
○
四

横
六
六

縦
六
七
一

〃〃〃状横

一
○
四

一
ハ
ー
ニ

一

○
一
○
六

一
五
九

一
脈
㈹
一

一
七
一

一
七

一
○
四

一
○
八
一

一
刈
伽
一

一
一
ハ
一

二
九’ 六

八

一一ニー

ノ、ノ、ノ、

八八八 ○ 四
－－
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恥
．
稲
●
訓

■
宅
Ｊ
・
・
・

勺
亘
‐
・
・
Ｊ
対

ー－－－一－－

七
四

《

七 七 七七六六六

三 二 一○九八七
六六

六五

六六六六六五五五五五五五

四三二一○九八七六五四三
一

借
用
申
銭
之
事

借
用
申
銭
之
事

御
吟
味
二
付
申
上
候
吏

陶
山
寓
貸
帳

奉
願
候
御
事
（
焼
物
山
運
上
）

楽
焼
井
天
野
焼
雑
用
帳

水
損
普
請
帳

近
国
焼
物
山
大
概
書
上
帳

Ⅲ
山
借
用
雪
上
帳

書
状

大
坂
掛
合
書
状
案
文

預
リ
銀
払
込
引
合
勘
定
井
凡
積
り
山
普
請
入
用
銀
覚

圭
冒砥

石
方
五
分
引
払
込
銀
勘
定
仕
上
帳

明
和
九
辰
汐
寛
政
九
巳
迄
弐
拾
六
ヶ
年
之
間
、
泉
屋

治
兵
衛
殿
砥
石
取
引
方
成
行
覚
書

陶
器
細
工
納
屋
普
請
帳

嘉
保
蔵
居
宅
屋
禰
井
皿
板
調
日
記

書
状
（
５
）

奉
願
御
事
（
砥
石
運
上
）

奉
願
候
御
事
（
焼
物
山
運
上
）

以
書
付
申
上
候
御
事

御
料
肥
後
国
天
草
郡
高
浜
村
焼
物
山
之
儀
二
付
申
上
王

候
覚

以
書
付
申
上
候
御
事

寛
政

寛
政

″〃
寛
政"毒〃〃〃〃 "蔓〃〃〃〃茜〃

二
、
九

〃

十
二一一二 九 九 九
、、、 、 、、

九九九八
、、、、

九
、

八八八八七七七
、、、、 、、

十
八一八九

、

十
二 十 七 上七七九

、

八四九一
、 、

八 三

十 三上
'二I十

七

士
口

高
浜
村
庄
屋

上
田
源
作

上
田
博
九
郎

″

戎
屋
惣
七

高
浜
村
庄
屋

上
田
源
作

″″

和
泉
屋
治
兵
衛

高
浜
村
か
り
主

弥
吉

借
り
主

弥
平
次

高
浜
村
請
負
人

博
五
右
衛
門

上
田

高
浜
村
庄
屋

博
五
右
術
門

騰
巣
山

上
田
博
九
郎

″

高
浜
村
焼
物
師

博
九
郎

上
田
源
作

″″

上
田
御
内
室

富
岡
御
役
所

〃″

｜
富
岡
御
役
所

一
塩
飽
屋
善
兵
術

上
田
博
五
右
衛
門

和
泉
屋
治
兵
衛

富
岡
御
役
所

上
田
源
作

″

富
岡
御
役
所

状 縦〃〃〃状〃〃

－ 一－ー－●一一一
ー－

横〃 状横状横縦〃横状横縦〃状

一
○
四

一

○ 六一一九九
四二六四九八

一一一九六九九五○五三三
三二一七○六五九五八六六

一

九三
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○

一
一
一
一

一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一

三
四

三
五

一
二
一
ハ

三
七

三
八

三
九

四
○

四
一

四
二

四
三

四
四

四
五

四
六

四
七

五五五四四

二 一○ 九八

肥
後
国
天
草
郡
高
浜
村
砥
之
儀
二
付
取
替
証
文
之
事

奉
願
上
候
御
事
（
砥
石
山
運
上
）

奉
願
上
候
御
事
（
砥
石
山
運
上
）

乍
恐
奉
願
口
上

覚
（
砥
石
山
修
覆
）

覚
（
砥
石
山
修
覆
）

砥
石
山
堀
日
雇
帳

奉
願
御
事
（
手
本
石
堀
出
願
）

乍
恐
奉
願
上
候
御
事

乍
奉
願
上
候
御
事

指
上
申
御
請
書
之
事

指
上
申
一
札
之
事
一

指
上
申
一
札
之
事

覚
（
壱
人
前
銭
拾
文
宛
差
出
）

錦
手
仕
立
諸
入
用
勘
定
帳

焼
物
山
仕
立
方
井
紅
毛
渡
被
仰
付
候
覚
日
記
（
天
草

郡
高
浜
村
）

焼
物
山
仕
立
方
井
紅
毛
渡
被
仰
付
候
覚
日
記
（
天
草

郡
高
浜
村
和
）

奉
願
御
事
（
砥
石
山
年
季
請
負
）

覚
（
燭
台
、
五
寸
皿
、
八
寸
鉢
）

書
状

覚
（
佐
州
金
山
二
而
絞
リ
候
石
）

｜
口
上
之
覚

当
村
砥
石
山
之
儀
去
ル
丑
年
御
願
申
上
候
節

明
和
九
、
六

"〃〃案〃〃壷〃〃〃〃〃〃〃 〃〃〃

一

一

一

〃 〃〃

｛
ハ
、

三九九九九八七七六四二二二九九九
、、、、、、、、、、 、、、、

十十十十
十十八五五四二二七一二八八七

、 、、

五四
、、

六六二六八
、、

二

十十
二
十
七

十
七

吉

天
草
郡
高
浜
村

上
田
博
五
右
衛
門

高
浜
村

博
五
右
衛
門

″

摂
州
大
坂
南
久
宝
寺
町

砥
石
屋
喜
兵
衛

小
田
床
村
庄
屋

治
兵
衛

大
江
組
大
庄
屋

四
郎
兵
衛

高
浜
村
庄
屋

博
五
右
衛
門

″″

喜
右
衛
門
他

″″

上
田

高
浜
村
庄
屋
門

博
五
右
衛

高
浜
村
庄
屋

博
五
右
衛
門

七
郎
兵
衛

高
浜
村
庄
屋

博
五
右
衛
門

天
草

上
田
源
作

〃

高
浜
村
庄
屋

博
五
右
衛
門

大
坂
淡
路
町
壱
町
目

和
泉
屋
次
兵
衛

富
岡
御
役
所

″

揖
斐
富
次
郎
様

御
役
人
中
様

富
岡
御
役
所

″″

上
田
博
五
右
衛
門

上
田
源
作

上
田
源
作

上
田
博
五
右
衛
門

同
源
作

薮
茂
次
郎

博
五
右
衛
門

状

l ■ ■ ■ ■ ■ 一

縦 横〃〃状縦〃〃状横〃〃〃〃〃 〃〃〃〃〃状 〃

五九五五五八九八三一一一
五三四三三七二五六七六六-五五四六八

九
四

一
ニ
ー
ハ

九
四

六
四

五

六

■■■■■■■■■

○
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、

一○九八七六 五 四 三 二 一 ○ 九 八 七 六 五

一一一一一一

一一一一一一

八七六五四三

乍
恐
奉
願
御
事
（
砥
石
運
上
）

御
役
所
江
願
上
候
陶
山
一
件

御
吟
味
二
付
申
上
候
事

白
目
山
諸
色
渡
簿

奉
願
上
候
御
事
（
阿
蘭
陀
渡
）

奉
願
上
候
御
事
（
阿
蘭
陀
渡
）

奉
願
上
候
御
事
（
阿
蘭
陀
渡
）

覚
（
焼
物
、
長
崎
表
江
差
遣
申
）

焼
物
売
直
段
井
諸
雑
用
小
前
書
上
帳

御
役
所
江
書
上
候
陶
山
一
件

奉
願
上
候
御
事
（
銀
拝
借
）

奉
願
上
候
御
事
（
銀
拝
借
）

奉
願
上
候
御
事
（
銀
拝
借
）

奉
願
上
候
御
事
（
銀
拝
借
）

焼
物
山
仕
立
諸
入
用

焼
物
山
仕
立
帳

乍
恐
御
願
申
上
候
御
事

焼
物
稼
仕
入
方
其
外
是
迄
取
計
之
様
子
御
尋
二
付

書
上
帳

御
吟
味
二
付
申
上
候
事

御
尋
二
付
焼
物
稼
方
書
上
帳

覚
（
砥
石
売
払
代
）

覚
（
茶
碗
絵
薬
五
拾
斤
入
用
）

茶
碗
薬
願
請
井
年
々
買
入
方
記
帳

奉
願
御
事
（
砥
石
山
運
上
）

"〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃器〃 "書〃〃〃〃〃 〃 〃

十 十 十
五五四四四四四四四四四四四四三三二八
、、、、、、、、、、、、、、、、、

九六六五五五
、 、、、、

十
五五十十十十十十六六六四四四八八二

，

十

五九八五言

″″〃〃

上
田
本
家

下
津
深
江
村
庄
屋

博
兵
衛

局

浜

〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃博淫
五屋
右
衛
門

高
浜
村
庄
屋

博
右
衛
門

高
浜
村
庄
屋

博
五
右
衛
門

高
浜
村
請
負
人

博
五
右
術
門

富
岡

〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃御
役
所

富
岡
御
役
所

〃〃

状横縦状〃〃 縦状 〃縦 〃〃〃状縦横〃〃〃状縦横縦状

帥
五 三 八 八 九 九 九八
一 六 九 八 二 二 二七

九 九 三 五八
四○一六七二

八六九九九五八五
六九 二二 二一 四○ 二
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仰
上
田
家
文
書
調
査

㈹
調
査
の
経
過

昭
和
五
十
年
七
月
十
八
日
、
県
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
上
田
家
文
書
は
、
天
草

郡
高
浜
村
の
土
地
・
貢
租
を
中
心
に
し
た
村
政
関
係
や
キ
リ
シ
タ
ン
な
ど
の
宗
門

関
係
文
書
を
中
心
に
、
「
天
草
上
田
家
文
書
目
録
」
（
田
中
昭
策
・
西
林
重
義
作

成
）
に
よ
る
と
総
数
二
、
二
六
二
点
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

今
回
の
県
教
育
委
員
会
に
よ
る
調
査
は
、
生
産
遺
跡
と
し
て
の
高
浜
焼
を
史
料

的
に
裏
付
け
る
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
、
「
天
草
上
田
家
文
書
目
録
」
第
十
四
部
砥

第
三
章

番
号 二

、
高
浜
焼
窯
跡

四三二 上
田
家
文
書
（
砥
石
・
陶
山
の
部
）
仮
目
録

２
、
調
査

一

一
一

乍覚御奉
恐へ改願
以御申一
書運 上 札
付上焼之
申銀物事
上御釜／-、
候上御砥
覚納運石

無 上 山
滞銀運
、-ノ之上

事、-ノ

名

’

享
保
十
五
、

″
宝
暦

″

十
八
、八 八

、、

四 十

石
陶
山
に
限
定
し
た
。
目
録
に
よ
る
と
、
一
六
四
点
と
あ
る
が
、
実
際
に
は
一
点

と
数
え
て
あ
る
中
に
数
通
の
一
紙
文
書
が
含
ま
れ
て
い
た
り
、
記
録
さ
れ
て
い
な

い
文
書
も
あ
っ
た
た
め
二
五
六
点
を
数
え
た
。

調
査
は
昭
和
五
十
四
年
十
一
月
末
か
ら
十
二
月
初
に
か
け
て
約
一
週
間
実
施
し

た
。
写
真
撮
影
と
解
読
を
並
行
し
て
行
い
、
写
真
撮
影
を
天
草
町
文
化
財
保
護
委

員
松
本
教
夫
氏
に
依
頼
し
、
解
読
に
あ
た
っ
て
は
苓
北
町
文
化
財
保
護
委
員
大
仁

田
喜
義
氏
の
協
力
を
得
た
。

調
査
の
結
果
、
仮
目
録
を
作
成
し
た
。
目
録
に
つ
い
て
は
「
天
草
上
田
家
文
書

目
録
」
と
は
別
に
年
代
順
と
し
た
。
（
「
天
草
上
田
家
文
書
目
録
」
の
番
号
は
一

番
下
に
記
し
た
）
ま
た
、
文
書
の
形
状
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
二
’
五
十
三
年

度
、
県
教
育
委
員
会
が
実
施
し
た
「
古
文
書
等
所
在
確
認
調
査
」
の
形
式
に
従
っ

て
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図 版1薬師前窯跡須恵器 約音
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図 版2薬師前製鉄遺跡ふいどの羽口 約÷
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図版4高浜焼窯跡A窯全景(上）．A窯第3房内部(下）
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図版15高浜焼窯跡上田家文書絵図



灘蕊

図版16西原製鉄遺跡遺跡遠景(上）・遺跡近景(下）



図版17西原製鉄遺跡断面1（上）・断面2(下）



図版18西原製鉄遺跡第1トレンチ1．2号炉



図版19西原製鉄遺跡1号炉(上）・2号炉(下）



図版20西原製鉄遺跡ふいどの羽口
約昔



図版21荒尾窯跡群北山浦(A)窯跡出土遺物 約去



図版22荒尾窯跡群大別当(A)窯跡出土遺物
約告
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図版23球磨窯跡群下り山1号窯跡出土遺物 約圭



図版24球磨窯跡群下り山1号窯跡出土遺物 約昔



癖

１
’
３
１
’
６

約
約

●
■

右
左図版25球磨窯跡群下り山1号窯跡出土遺物



角

津
．、

噂鱗
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図版27球磨窯跡群下り山8号窯跡出土刻銘須恵器
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図版28球磨窯跡群下り山窯跡出土穿孔須恵器(蓋） 約音



図版29球磨窯跡群下り山窯跡出土穿孔須恵器(盤・杯） 約音(右下は約号）
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